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			余命一年の勇者①

			からす

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章●白天

			　

			第一章●集団転移

			　

			第二章●フォーゼルハウト帝国

			　

			第三章●背負いし業

			　

			第四章●友達

			　

			第五章●笑顔

			　

			終章●獣天

		

	
		
			序章　白(びやく)天(てん)

			　

			　一つの墓がある。

			　それはある英雄のために作られた、その功(こう)績(せき)に比べればあまりにちっぽけな墓だ。

			　彼は、地球という世界から異世界に呼ばれた、当時15歳の少年だった。

			〝白(びやく)天(てん)〟の異名で呼ばれた英雄。

			　神(しん)獣(じゆう)に魔王、聖女や神、いかなる敵とも戦い抜いた神(しん)威(い)の剣士。

			　容(よう)姿(し)端(たん)麗(れい)、聡(そう)明(めい)かつ勇敢、心優しく正義感の強い、理想的な英雄だったと語られている。

			　それも間違いではないだろう。

			　そう評されるに相応(ふさわ)しい功(こう)績(せき)を、彼は遺していったのだから。

			　だが同時に、正確ではない。

			　彼を語る多くの人々は知らない。彼がただの少年であったことを。

			　泣き虫で、

			　寂(さび)しがり屋で、

			　あがり症で、

			　天然で、

			　そして、馬鹿みたいなお人好しで――

			　彼は当たり前のように喜び、怒り、哀しみ、楽しむ、年相応に未熟な一人の少年に過ぎなかった。

			　そして、その「当たり前」を誰よりも大切にしていた。

			　それゆえに、彼は〝天(アルス・マグナ)〟の一角に数えられる英雄となった。

			　その英雄の墓には、「神(かみ)護(もり)悠(ゆう)　享(きよう)年(ねん)16歳」と刻まれていた。

			　

			　優しく泣き虫な、英雄の話を始めよう――

		

	
		
			第一章　集団転移

			　

			「僕は、あとどれくらい生きられるのかな？」

			　そこは日本政府が管理する高層ビルの上層、その一室の応接室だった。高級なソファやテーブルに、上品な仕立ての絨(じゆう)毯(たん)。壁は完全防音、窓は狙(そ)撃(げき)にも耐えられる防(ぼう)弾(だん)ガラス。

			　その静(せい)寂(じやく)を、内容の不吉さとは裏(うら)腹(はら)な穏やかな声が破る。

			　藤(とう)堂(どう)正(まさ)人(と)は驚(きよう)愕(がく)に目を剥(む)いて、手元の書類から顔を上げた。

			　藤(とう)堂(どう)の腰掛けるソファの対面、テーブルを挟んだ向こうのソファには、一人の少年が座っていた。

			　藤(とう)堂(どう)が彼の素(す)性(じよう)を知らなければ、少女と思っていたかもしれない。

			　それほどまでに線が細く小柄で、柔らかな顔立ちの少年であった。

			　初対面の者が、一見して彼の性別を当てることはほぼ不可能だろう。むしろ少女であると答える者が多数であるようにも思える。

			　その髪はまるで老人のように真っ白であり、「儚(はかな)い」という言葉がこれ以上ないほどに似合っていた。

			　年齢は15歳。

			　藤(とう)堂(どう)の次女と同い年だ。

			　藤(とう)堂(どう)は、自分の半分も生きていないこの少年の華(きや)奢(しや)な姿を見ると、時折胸を掻(か)き毟(むし)りたくなるような赫(かく)怒(ど)の念に襲われる。

			　悠(ゆう)は、物静かで透明な眼差しで藤(とう)堂(どう)を見つめる。

			「……分かっていたのか、悠(ゆう)君」

			「自分の身体だし。長生きできないっていうのは何となく」

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)。

			　それが、そう遠くない己の死を予感しながらも、朗(ほが)らかな笑みを浮かべる少年の名である。

			　悠(ゆう)に告げるべき言葉に悩み続けていた藤(とう)堂(どう)は、深く嘆(たん)息(そく)しながら、伝えるべき内容を簡(かん)潔(けつ)かつ率直に口にした。

			　苦虫を噛み潰すような心地を味わいながら。

			「今のペースのままなら、おそらくは１年前後だそうだ。症状の進行を抑える手立ても、今のところは見つかっていない。見つかる可能性も、極めて低いそうだ」

			「１年、か……」

			　顔を落とし、藤(とう)堂(どう)の告げた言葉を反(はん)復(ぷく)する悠(ゆう)。１年という期間でできることに思いを馳(は)せているのだろうか。その姿は、とても小さく見えた。

			　藤(とう)堂(どう)は、その姿を見て密かに歯噛みする。

			　15歳の少年に残された時間としては、あまりに短過ぎる。

			　ましてや、彼は生まれてから今の今まで、人間らしい生活すら送ることが出来なかったのだ。

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)は、生まれてから15年もの間、ずっと過(か)酷(こく)な人体実験にさらされてきた。

			　そしてそれを行ったのは、日本政府の一機関である。

			　藤(とう)堂(どう)たち有志が、その国家の悪意を潰すことに成功したのは、ほんの１月ほど前のことだ。

			　とても公にできることではなく、諸(もろ)々(もろ)の処理は内密に行われたが、目の前の犠(ぎ)牲(せい)者(しや)に対してはそういうわけにもいかなかった。

			　犠牲となった数千人もの子供たちのうち、命と理性を保っていたのは悠(ゆう)だけだった。

			　忌(いま)々(いま)しいが、あの人(じん)面(めん)獣(じゆう)心(しん)の外(げ)道(どう)どもにとっては〝成功例〟と言えるのだろう。

			　彼の身体には、確かに常人には持ち得ない、ある能力が備わっていた。

			　もっとも、支払った代償がそれに見合うかは、藤(とう)堂(どう)には甚(はなは)だ疑問であったが。

			　そして、我が国が彼に人生を返すのは、あまりにも遅きに失してしまった。

			　藤(とう)堂(どう)の手元にある書類は、データというこの上なく確実な手段でもって、残酷な事実を突き付ける。

			　悠(ゆう)の内臓は、緩(かん)慢(まん)にではあるが、その機能を失いつつある。

			　もっと事を急いでいれば、こうなる前に悠(ゆう)を助け出せたのではないか――すでに何度目かも分からない自責の念を噛み締める。

			　悠(ゆう)の背は低く、上背のある藤(とう)堂(どう)からはその俯(うつむ)いた顔に浮かぶ表情を窺(うかが)い知ることは出来ない。

			　怒り、絶望、恐怖……その辺りの表情を予想する。

			　藤(とう)堂(どう)は、この場で怒り狂った悠(ゆう)に首を絞(し)められても受け入れる心地で、悠(ゆう)の続く返答を待った。

			　そして――

			「良かった、思ったより長く生きられるんだね」

			　その表情には、安(あん)堵(ど)にも見える笑みが浮かんでいた。

			　藤(とう)堂(どう)が予想していた負の感情など微(み)塵(じん)も見えない、澄(す)み渡った笑顔。馬鹿な、と藤(とう)堂(どう)は脳を揺さぶられるような感覚を味わう。

			　彼の15年はまさしく地(じ)獄(ごく)だったはずだ。自分が彼の立場なら、関係者をみな殺しにしてもなお飽き足らないだろう。

			　その上で未来までもが奪われたのだ、その場で狂したとしても責める資格のある者はいない。

			　努めて平静を装(よそお)いながらも、藤(とう)堂(どう)は彼に問いかける。

			「……それだけか？　怒ってはいないのか？　恨んでいるんじゃないのか？　言いたいことがあるのなら、遠(えん)慮(りよ)なく言うんだ、悠(ゆう)君。君にはその権利があり、俺にはその責任がある」

			　悠(ゆう)の目の前に、彼の人生と未来を奪った日本政府の一員がいる。

			　罵(ののし)ってくれればいい、詰(なじ)ってくれればいい、自分の極大の不幸を声高に叫びながら、我々に償(つぐな)いを求めてくれればいい。

			　藤(とう)堂(どう)は、その覚悟をもってこの場にいるのだから。

			　悠(ゆう)の生きた15年を藤(とう)堂(どう)は書類の上でしか知らないが、その内容はただの文字の羅(ら)列(れつ)ですら、常人の精神を揺るがすに足る凄(せい)惨(さん)なものだった。同僚の幾人かは、書類に目を通しただけで不調を訴えたほどだ。

			　あの書類に目を通した時、もし目の前にあの外(げ)道(どう)どもがいたら、藤(とう)堂(どう)は衝(しよう)動(どう)的に彼等を殺していただろうと本気で思った。

			　悠(ゆう)がこうして会話を交わす精神を保てたことは、奇跡と言っても良い。

			　しかし、彼は藤(とう)堂(どう)の言葉を受け、どこか困ったような笑みを浮かべる。

			「……よく分からないんだ。僕にとっては、あの生活が当たり前だったから。でも、今はすごく幸せだよ。だって、身体を切られたり潰されたり燃やされたりすることもないし。もう硫(りゆう)酸(さん)とか飲まなくてもいいんだよね？　だから、藤(とう)堂(どう)さんや皆には、本当に感謝してる。改めて、ありがとうございました」

			　ぺこりと頭を下げる悠(ゆう)を見下ろしながら、藤(とう)堂(どう)は深々と嘆(たん)息(そく)した。

			　応接室に、温くなったコーヒーを啜(すす)る音が立つ。

			　――神(かみ)護(もり)悠(ゆう)は、怒りや憎(ぞう)悪(お)といった負の感情が壊れている可能性が高い。

			　悠(ゆう)のカウンセリングを行った精神科医の報告を藤(とう)堂(どう)は思い出した。

			　彼の味わった15年は、負の感情などを抱いていては耐えられるものではなかったのかもしれない。

			〝神(かみ)護(もり)〟の名の通り、神の加(か)護(ご)はあったのかもしれないが、それも完全ではなかったということだろう。

			　願わくは、〝悠(ゆう)〟の名の通り、穏やかな人生が、少しでも長く続いてくれればよいのだが。

			「……我々としては、君にできるだけのことはしたいと思っている。何か希望があったら、言ってくれ」

			「希望……」

			　悠(ゆう)は、藤(とう)堂(どう)の言葉を吟(ぎん)味(み)するように顎(あご)に手を当てながら、何やら考え込む。

			　常人が考え得るたいていのことは叶(かな)えてやれるだろう。それだけの予算は確保できている。

			　少なくとも、悠(ゆう)がどれだけ放(ほう)蕩(とう)な生活を送ったとしても、金(きん)銭(せん)に困るような可能性はほぼないだろう。

			　悠(ゆう)は悩み、悩み、悩みながら――何やら身体をもじもじとさせていた。

			　そして、不安と期待の入り混じった、複雑な表情を浮かべて手元を見る。

			「……何か、思い付いたのか？」

			「ずっと、夢だったことがあるんだ。その、もしできればの話で、無理だったら別にいいんだけど」

			「言ってみなさい」

			　ずっと抱いていた夢。

			　つまり、彼の味わった地(じ)獄(ごく)のなかでの希望。

			　それは、日本政府の関係者として、今回の事件の責任者として、そして一人の大人として、全力をもって叶(かな)えてやるべきものだろう。

			　ずいぶんと遠(えん)慮(りよ)しているようだが、金(きん)銭(せん)や我々の人脈で実現できる内容なら良いのだが。

			「あのね」

			　悠(ゆう)は、意を決したように顔を上げ、藤(とう)堂(どう)の顔を真っ直ぐに見ながら口を開く。

			　少し興奮しているのか、少し頬(ほほ)が紅(こう)潮(ちよう)しているように見えた。

			　それはまるで、宝くじを当てた時の使い道を語るような、遠い夢に思いを馳(は)せる様子であった。その顔がまだ不安げなのは、はたして藤(とう)堂(どう)たちにそれが実現できるのかと疑っているのだろうか。

			　よろしい、叶(かな)え甲(が)斐(い)があるというものだ。

			　生まれた時から地(じ)獄(ごく)に在り、そして１年の余命を宣告された少年が抱く夢とは、一体どのようなものなのか。

			　おそらくは、並々ならぬ願いに違いない。

			　藤(とう)堂(どう)は固(かた)唾(ず)を飲み、覚悟を持ってその言葉を待った。

			　そして、悠(ゆう)の少女のような唇が、その夢を紡(つむ)いだ。

			「……学校に、行きたいんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　春と夏が溶け合う、初夏の蒼穹(そら)。

			　陽は天高く校舎を照らし、そこかしこから部活に励(はげ)む声が聞こえてくる。グラウンドには、元気良く動き回る少年少女の姿があった。

			　教室の窓から広がるのは、そんな爽(さわ)やかな青春の情景だ。

			　その快なる陽気に似合わぬ罵(ば)声(せい)が、放課後の教室に響く。

			「おらっ！」

			　悠(ゆう)の腹に、粗(そ)暴(ぼう)な蹴(け)りが入れられる。

			　小柄で華(きや)奢(しや)な身体は容易(たやす)く吹き飛ばされ、けたたましい音を立て、机と椅子を巻き込みながら床に倒れる。

			　衝撃と痛みに、悠(ゆう)の息が軽く詰まった。

			「いっつ……」

			　悠(ゆう)は軽く呻(うめ)きながらも、ふらふらと立ち上がった。

			　そんな彼の小柄な姿を見下ろす、一人の少年。

			　逆立てた金髪にピアスを付けた、明らかに校則違反の風(ふう)貌(ぼう)だ。しかし、それを注意できる者は、誰もいない。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)。

			　彼は、悠(ゆう)のクラスメイトである。

			　その三(さん)白(ぱく)眼(がん)が、周囲のクラスメイトをぎょろりと睨(にら)みつける。

			「何だよ壬(み)生(ぶ)、世(せ)良(ら)ぁ……俺に文句でもあるのかよ、あぁ？」

			「い、いや……何でも」

			　制服姿の少年と少女が目を逸らす。

			　今、この教室には粕(かす)谷(や)たちの他に10人ばかりの生徒が残っている。

			　しかし、その誰もが粕(かす)谷(や)の暴(ぼう)虐(ぎやく)を見て見ぬ振りをする。我関せずとそそくさと教室を出ていく者もいた。

			　通りがかった教師も何ごとかと教室を覗(のぞ)いたが、粕(かす)谷(や)の姿を認めると、何も見なかったと言わんばかりに去っていった。粕(かす)谷(や)の機嫌を損ねないように、会(え)釈(しやく)すらしていく始末だ。

			　教師が一人の生徒の顔色を窺(うかが)う。一人の生徒の暴(ぼう)虐(ぎやく)を知りながら見過ごす。それが、この学校の日常だった。

			　粕(かす)谷(や)はこの学校の出資者であり、政財界にも強い影響力を持つ一族の血筋であった。実家の後ろ盾(だて)を持つ彼には、生徒はおろか、教師ですら口出しができない。

			　彼の暴(ぼう)虐(ぎやく)を諌(いさ)めた教師や生徒が、家族ごと街から姿を消したなどという噂(うわさ)も立っており、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)はまさしく暴君としてこの学校に君(くん)臨(りん)していた。

			　そんな彼に、悠(ゆう)は目を付けられてしまっていた。

			「おい神(かみ)護(もり)、今なんて言った？」

			　粕(かす)谷(や)は声に凄(すご)みを利かせて、悠(ゆう)の胸(むな)倉(ぐら)を乱暴に掴(つか)み上げる。悠(ゆう)の華(きや)奢(しや)な身体が、ガクガクと揺さぶられた。

			「だから、無理だよ……」

			　悠(ゆう)の頬(ほほ)に平手が振るわれる。皮(ひ)膚(ふ)を打つ甲(かん)高(だか)い音が、教室に響いた。

			「逆らえる身分だと思ってるのかよ、おい……！」

			　入学して間もない頃から、悠(ゆう)はいじめられていた。主犯は目の前の粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)、そして彼に従う取り巻きたちだ。

			　事あるごとに理(り)不(ふ)尽(じん)な要求を受け、暴力を振るわれる。

			　そして今もまた、彼は取り巻きである少年たちを連れて、衆(しゆう)人(じん)環(かん)視(し)も憚(はばか)らず、悠(ゆう)を囲んでいた。

			「なあ、別に難しいことは言ってねぇだろ……？　あの女とちょっと〝遊ぶ〟のに協力してくれればいいんだからよ。それだけでお前にはもう何もしないって言ってんだろうが、あぁん!?」

			　己の意に否を突き付けられたことがよほど癪(しやく)に障(さわ)ったのか、粕(かす)谷(や)は目を血走らせながら悠(ゆう)に凄(すご)んだ。

			〝遊ぶ〟。粕(かす)谷(や)が彼女に何をするつもりなのか、容(よう)易(い)に想像ができる。

			　それゆえに、断じて是と言えることではない。

			「僕のことは殴ったり蹴(け)ったりしてもいいからさ。だから……朱(あか)音(ね)さんまで巻き込むのは止めてくれないかな、粕(かす)谷(や)君……お願いだよ、ね？」

			　そう言いながら、悠(ゆう)はせめて粕(かす)谷(や)の機嫌を良くしようと愛想笑いを浮かべる。

			　しかし、それは逆効果だったようだ。粕(かす)谷(や)の顔が、みるみる紅(こう)潮(ちよう)していく。

			「白髪のモヤシ野郎が、調子こいてんじゃねぇぞぉ！」

			　怒声を上げながら、悠(ゆう)の身体を踏み付けようとして――

			「何やってるのよ」

			　――少女の鋭い声に、止められた。

			　正確には、身が竦(すく)んで動けなかった。

			　その少女の声には、恐ろしいほどの険が込められていた。

			　粕(かす)谷(や)たちは皆、その声に突き刺され、縛(しば)りつけられる。

			　教室に残っていた生徒たちも、びくりと肩を震わせた。皆の視線が、声のした方へと向けられる。

			　教室の出入り口に、一人の少女が立っていた。

			　いかにも気の強そうな目鼻立ちの、凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)の少女。綺(き)麗(れい)な髪を背中あたりまで伸ばし、柳(りゆう)眉(び)をつり上げながら、教室の光景を睨(にら)んでいた。

			　悠(ゆう)が、彼女の名を呟(つぶや)く。

			「朱(あか)音(ね)さん……」

			　藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)。

			　悠(ゆう)が世話になっている藤(とう)堂(どう)家の次女。悠(ゆう)の同居人であり、クラスメイトでもある少女。粕(かす)谷(や)の言っていた〝あの女〟その人だ。

			「悠(ゆう)、帰るわよ」

			　彼女は、ただそれだけを言うと大股で歩み寄る。粕(かす)谷(や)たちのかたわらを通り過ぎ、自分の机と悠(ゆう)の机から無造作に鞄(かばん)を掴(つか)んだ。

			　粕(かす)谷(や)たちには一(いち)瞥(べつ)すらない。彼らなど眼中にないといった様子だ。

			「……おい、藤(とう)堂(どう)てめぇ！　何無視してんだよ！」

			　朱(あか)音(ね)は無言。形の良い唇は、むっつりと引き結ばれている。

			　粕(かす)谷(や)の額に青筋が立つ。歪(ゆが)んだ唇が、唸(うな)るような声を漏(も)らした。

			「邪魔してんじゃねぇよ、てめ――」

			　そして続く言葉は、風切る音とともに止められた。

			　粕(かす)谷(や)の鼻先に、朱(あか)音(ね)の足。

			　一瞬で蹴(け)り上げられ、粕(かす)谷(や)の顔面で寸止めされた回し蹴りの足先。

			　顔を襲う風圧に、粕(かす)谷(や)は息を飲んだ。それは、周囲の取り巻きも同様だった。

			「無視してあげてるんだから、ありがたく思いなさいよ、粕(かす)谷(や)。行くわよ、悠(ゆう)」

			　冷(れい)淡(たん)に言い捨て、悠(ゆう)の手を取って教室を出ていくのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ごめんね、朱(あか)音(ね)さん」

			　藤(とう)堂(どう)家への帰り道、駅へと向かう途中の商店街。

			　悠(ゆう)は、朱(あか)音(ね)に手を取られながら謝った。朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)の手を離すと、呆れたような視線を向ける。

			「あんたもあんたよ、悠(ゆう)。ヘラヘラして情けないったら……やられっぱなしで悔しくないの？」

			　その瞳(ひとみ)には、粕(かす)谷(や)たちへ向けた視線とは別種ではあったが、紛れもなく怒りの感情が宿っていた。

			　あの学校で粕(かす)谷(や)に正面から逆らえるのは、悠(ゆう)の知る限り彼女ぐらいだろう。そんな彼女からすれば、悠(ゆう)の振る舞いは苛(いら)立(だ)たしいものなのかもしれない。

			「……お父さんに頼りたければ、頼ればいいじゃない」

			　朱(あか)音(ね)は顔を俯かせながら、不機嫌に呟(つぶや)いた。

			「正(まさ)人(と)さん、すごく忙しいじゃない。あんまり家にも帰れてないし……悪いよ」

			　悠(ゆう)は、罪悪感の滲(にじ)んだ声で応える。

			　藤(とう)堂(どう)正(まさ)人(と)は、最愛の娘の通う高校の現状を把(は)握(あく)できないほどに多(た)忙(ぼう)であり、その原因の大半は悠(ゆう)に係わる、あの事件にあった。

			　だが、朱(あか)音(ね)はそこまでの事情を知らない。

			「でも、あんたのこと可愛(かわい)がってるし、言えば何とかしてくれるわよ。ああ見えてすごいエリートで、顔広いんだから」

			「それは、そうだけどさ……」

			　しかし、悠(ゆう)は知っていた。朱(あか)音(ね)が本当は家の力を頼るのをよしとしないことを。

			　それでは家の力を後ろ盾(だて)とする粕(かす)谷(や)と同類になってしまう。また、尊敬する父の負担をこれ以上増やしたくないとも思っているはずだ。

			　そんな朱(あか)音(ね)の気高さと優しさを、悠(ゆう)はとても尊敬していた。

			　だから、彼女のその意思を尊重したいと思っていた。悠(ゆう)は、苦笑を浮かべながら頭を振る。

			「大丈夫だよ、朱(あか)音(ね)さん。心配しないで」

			「別に、心配してないわよ！」

			　朱(あか)音(ね)は、ついと顔を背(そむ)け、足早に歩き出す。

			　そして悠(ゆう)は頼りない足取りで、親鳥を追う雛(ひな)のようにそれを追いかけた。

			　道中、朱(あか)音(ね)がぽつりと問う。

			「ねえ……あんな状態で学校通って、楽しいの？」

			「……楽しいよ。学校に通ったりする普通の生活なんて、したことなかったし」

			　外の世界に出られたら、学校に通う――それが、悠(ゆう)のずっと抱いていた夢だった。

			　少し前の悠(ゆう)にとって、それは遥か遠い別世界の出来事だった。空の青さすら、悠(ゆう)は知らなかったのだ。

			「……そう」

			　朱(あか)音(ね)は素っ気なく呟(つぶや)き、あとは無言で歩き出す。その背は、どこか不満げな気配を漂(ただよ)わせていた。無理をしている、と思われたのかもしれない。

			　……正直なところ、学校生活に満足しているわけではなかった。

			　学校に通う本当の目的が――夢が、まだ叶(かな)っていなかったからだ。

			　だがはたして、自分にはその本当の夢を得る資格があるのだろうか。

			　数多の命を犠牲にして生き延びた自分に、と思考が出口の見えない迷宮へと迷い込み――

			「……遅い！」

			　朱(あか)音(ね)の声に、現実へと引き戻された。

			　遠目に見える朱(あか)音(ね)が、腕を組んで立ち止まっている。

			　考え事をしている間に、彼女の健(けん)脚(きやく)にずいぶんと離されてしまったようだ。

			「ご、ごめん、いま行く！」

			　むっつりへの字口で、朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)を待っている。

			　容姿端麗、運動神経抜群、頭脳は明(めい)晰(せき)とまではいかなくとも、学年上位の成績を誇る朱(あか)音(ね)。

			　彼女は、父が突然連れてきたこの居候(いそうろう)の少年に、ずいぶんと世話を焼いてくれている。

			　粕(かす)谷(や)たちとの関係などは、その最たるものだ。出会った日から、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)に世話をかけっぱなしであった。改めて申し訳なくなり、悠(ゆう)はおずおずと感謝の意を述べる。

			「本当にありがとうね、朱(あか)音(ね)さん……色々と迷惑かけちゃって」

			「……別に、お父さんに、あんたのこと頼まれたんだから、仕方ないじゃない」

			　それは彼女のいつもの口(くち)癖(ぐせ)である。

			　だが、彼女にとっては父との義理の故であっても、悠(ゆう)にとっては感謝してもしきれない。

			　いつか、朱(あか)音(ね)があっと驚くぐらいの恩返しがしたい。それも悠(ゆう)の目標の一つだった。

			「帰りに夕飯の材料買ってくけど……あんたはどっか寄る予定あるの？」

			「ん、ないよ。そろそろレンタルしてたＤＶＤを見ないと。朱(あか)音(ね)さんも一緒に見る？」

			「またアニメとかヒーローものでしょ？　アクションものは嫌いじゃないけど、どうしていちいち技名叫んだり、技の前に長々と恥ずかしいポエムみたいなの詠(よ)むのかしら」

			「あれがカッコいいのに……見ないの？」

			「……どうせ暇だし、見るわよ。ただし、きちんと今日の分の家事を――」

			　そんな取りとめのない会話を交わしながら、二人は帰路につく。

			　その時間も、悠(ゆう)にとってはかけがえのないひと時だった。

			　明日は何があるだろうかと、悠(ゆう)は口元を綻ばせた。

			　そして翌日。それは、二人にとって運命の日となった――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ちょっと悠(ゆう)、起きなさいよ！」

			　耳を突く鋭い声と、身体を揺する感触。朦(もう)朧(ろう)とした意識が、次第に輪(りん)郭(かく)を得ていく。

			　微妙に焦(しよう)点(てん)の合わない視界の中に、一人の少女の顔があった。

			　学校の制服を着たその姿は、毎日のように見ている姿である。彼女は綺(き)麗(れい)に整った目と眉(まゆ)をつり上げ、口をへの字にして悠(ゆう)を見下ろしていた。

			「……朱(あか)音(ね)さん？」

			　背に地面の感触がある。どうやら自分は地面に倒れており、彼女はしゃがみ込んで悠(ゆう)の身体を揺すっていたようだ。

			　朱(あか)音(ね)は、「ふんっ」と不機嫌そうに鼻を鳴らすと立ち上がる。

			「呑(のん)気(き)に寝てる場合じゃないわよ」

			　珍しいことに、いつも強気な少女の声に、怯(おび)えと困(こん)惑(わく)の色が浮かんでいた。

			「あれ……？」

			　ふと悠(ゆう)は、自分の手が触れる地面の感触に違和感を覚えた。

			　今まで感じたことのない、形容しがたい不気味な手触り。

			　回復してきた視界が、その正体を映し出した。

			「えっ……!?」

			　驚きに、意識が一気に覚(かく)醒(せい)する。

			　異界――眼前にはそうとしか思えない空間が広がっていた。

			　黒い光に満ちた空間、とでも表現すればいいのだろうか。

			　周囲には完全なる漆(しつ)黒(こく)が満ちており、前後左右上下を見渡しても灯(あか)り一つ見当たらなかった。

			　それなのに、悠(ゆう)の視界にはその空間の中に在るものがはっきりと視認できた。その場に在るのは、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)だけではなかった。

			「くそっ……どこだよここ……ふざけんなよ……！」

			「何で、どうしてよぉ……」

			「みっちゃん、起きて、起きてよ」

			　漆(しつ)黒(こく)の中に、見知った顔がいくつもある――と言うよりは、見知った顔しかなかった。

			　それは、悠(ゆう)のクラスメイトである少年少女たちである。見渡してみれば、クラスメイトの全員がそこにいるようだった。皆が学校の制服を着ており、困(こん)惑(わく)や恐怖の表情を浮かべ、あるいは悠(ゆう)と同じように地面に倒れていた。

			「えっ、あっ……ど、どうして!?」

			「あたしが聞きたいわよ」

			　悠(ゆう)の困(こん)惑(わく)の声に、朱(あか)音(ね)のぶっきらぼうな声が応える。

			「あたしたちは、朝のホームルームを受けていたはずよ。あんたはどうなのよ、悠(ゆう)？」

			　朱(あか)音(ね)の言葉に、悠(ゆう)は記憶をたぐり寄せる。

			　今日はいつも通りに起き、家主である正(まさ)人(と)、その娘である朱(あか)音(ね)とともに朝食を食べ、登校し、朝のホームルームを受け――

			　しかし、そこで記憶は途切れていた。

			「……うん、確かにそうだよ。僕たちはホームルームに出てたよね。あれ、先生は……？」

			「いないわ。少なくともここには、生徒だけよ」

			　これは一体全体、どうなっているのだろうか。

			　ホームルームを受けていた生徒たちが、気付くと見知らぬ不気味な空間の中に転移していた。まるで漫画や小説の中の出来事のようだ。

			　ポケットからスマートフォンを取り出すも、電波は圏外。

			　ＧＰＳも機能せず、ここがどこなのか皆(かい)目(もく)見当も付かない。

			「ああもう、訳分かんない……何だっていうのよ、もうっ！」

			　朱(あか)音(ね)が毒づきながらうろうろ歩き回る。

			　悠(ゆう)はそんな彼女にかける言葉が見つからず、とりあえず無言で立ち上がり、改めて周囲を見渡した。

			　意識を失っていた他のクラスメイトたちも起きつつあるようで、とりあえずは皆が無事なことに安(あん)堵(ど)した。

			　だがその時、一際目立つ喧(けん)噪(そう)が皆の注目を引いた。

			「ちくしょうがっ！　どうなってんだよっ!?　おい、和(かず)樹(き)！　お前、ちょっと走って様子見てこい！」

			　大きく粗野な声。その怒声にクラスのほとんどのメンバーは、怯(おび)えの混じった視線を向ける。

			「な、何で俺が……」

			「あん？　お前、俺に逆らうのかよ!?」

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)が、取り巻きの胸(むな)倉(ぐら)を掴(つか)んで怒(ど)鳴(な)る。彼は、いつもの教室と同じように、ここでもその強権を振りかざそうとしていた。

			　粕(かす)谷(や)の腰(こし)巾(ぎん)着(ちやく)である斉(さい)藤(とう)和(かず)樹(き)が、周囲に目を泳がせ、怯(おび)え切った顔で喘(あえ)いだ。

			「だってよぉ……」

			　悠(ゆう)たちの立つこの空間は、周囲を見渡しても果ては見えず、その漆(しつ)黒(こく)は何が起こってもおかしくないと思わせる不気味な危うさがあった。

			「あの……粕(かす)谷(や)君、いいかな」

			　とそこで、悠(ゆう)はおずおずと手を挙げ、彼の名を呼んだ。

			　皆の注目が、悠(ゆう)に集まる。

			　粕(かす)谷(や)は悠(ゆう)に顔を向けると、その表情を嗜(し)虐(ぎやく)的に歪(ゆが)めた。

			「何だよ、神(かみ)護(もり)。起きてやがったのか」

			　粕(かす)谷(や)は、明らかな侮(ぶ)蔑(べつ)の色を混ぜた言葉を投げかけながら、悠(ゆう)の方へと歩いてきた。

			「ああ、うん。ついさっき――あぐっ!?」

			　悠(ゆう)の腹に、粕(かす)谷(や)の蹴(け)りが入った。

			　華(きや)奢(しや)で軽い悠(ゆう)の身体が、吹っ飛ばされた。

			　女子の誰かが、小さな悲鳴を上げる。地面に転がる悠(ゆう)を見ながら、粕(かす)谷(や)は酷(こく)薄(はく)な笑い声を上げた。

			「汚ねぇんだよ、病気が染るだろうが！　モヤシ野郎が！」

			「悠(ゆう)っ！」

			　倒れて咳き込む悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)が駆け寄った。

			「ちょっと粕(かす)谷(や)！　あんた、こんな時までいい加減にしなさいよ！」

			　朱(あか)音(ね)の激怒の声と鋭(えい)利(り)な眼差しに、粕(かす)谷(や)の顔がみるみるうちに歪(ゆが)んでいく。

			「うるせぇ藤(とう)堂(どう)！　こんなモヤシに惚(ほ)れてるのかよ、このビッチが！」

			「なっ――そんなわけないでしょ！　あんたいつも以上に頭おかしいわね！」

			　朱(あか)音(ね)が一瞬鼻白み、そして明らかに頬(ほほ)を紅(こう)潮(ちよう)させて怒(ど)鳴(な)り返す。

			　そんな朱(あか)音(ね)の様子にも、クラスメイトたちはびくりと肩を震わせる。

			　朱(あか)音(ね)もまた、粕(かす)谷(や)とは違った意味で皆から恐れられている少女だ。

			　幼い頃から藤(とう)堂(どう)家に伝わる古流武術を叩き込まれており、その力は鍛(きた)えた大の男でも敵わない。数十人の不良生徒を一人で叩きのめしたという噂(うわさ)も、まことしやかに囁(ささや)かれていた。

			　平素のぶっきらぼうな言葉や立(たち)振(ふる)舞(まい)もあり、皆から畏(い)怖(ふ)され、避けられているのが現状だった。

			　粕(かす)谷(や)が暴君なら、朱(あか)音(ね)はそれを冷笑する一匹狼といったところだろうか。二人の仲は、極めて険悪であった。

			　一触即発。今までかろうじて避けられていた武力衝(しよう)突(とつ)が、この異常事態での苛(いら)立(だ)ちや鬱(うつ)憤(ぷん)によって、ついに起ころうとしていた。クラスの皆が、恐れとともにその光景を見守る。

			「ちょ、ちょっと待ってよ……！　こんな時に喧(けん)嘩(か)は止めようよ！」

			　悠(ゆう)は、何とか二人を止めようと立ち上がり、その間に割って入った。

			「斉(さい)藤(とう)君の代わりに、僕が様子を見に行くからさ……それで、いいでしょ？」

			　元々、粕(かす)谷(や)が言わずとも自分が行こうと提案するつもりだった。粕(かす)谷(や)の眼差しに喜(き)悦(えつ)の色が混じる。唇が、歪(ゆが)んだ笑みを浮かべた。

			「……へえ？　まあ、本人が行きたいって言うなら仕方ねえよな。何が起こっても自己責任ってやつだ。なあ、和(かず)樹(き)？」

			「あ、ああ……そう、だな」

			　周囲からも否定の言葉が出ない。朱(あか)音(ね)が狼狽した様子で口を開く。

			「ふっ……ふざけないでよ！　何言って――」

			『――さて諸君、目覚めたかね？』

			　しかし、突如として響いた声に、朱(あか)音(ね)の言葉が止められた。

			「……は？」

			「えっ、あ……なっ、誰!?」

			「お、おい……あいつ、いつから……!?」

			　いつの間にか、一人の男が立っていた。

			　古めかしい黒を基調とした軍服のような服装の、金髪をオールバックに撫で付けた男。

			　年齢は20代から30代ぐらいだろうか。

			　その顔には笑みが貼り付いているが、まるで能面のように温度を感じさせない、うすら寒い表情である。

			「だ、誰だよ、こいつ……」

			　誰も彼もが、突然現れた奇妙な男を呆(ぼう)然(ぜん)と見つめていた。男は、そんな皆を見渡すと笑みを深め、芝居がかった大(おお)仰(ぎよう)な動作で一礼する。

			『異世界の諸君、お初にお目にかかる。私はフォーゼルハウト帝国、魔道省所属、ラウロ・レッジオだ。末永い付き合いになることを祈っているよ？』

			　フォーゼルハウト帝国。

			　聞いたことのない国の名前である。悠(ゆう)が学んだ限り、少なくとも地球上にはそんな名前の国家は存在しないはずだ。

			　だがそもそも、彼は悠(ゆう)たちのことを「異世界の諸君」と呼んでいなかっただろうか。

			　それが意味するところは、つまり――

			　悠(ゆう)は、さらに混迷をきたす事態を見逃さぬよう、ラウロを注視する。

			　皆は、突然の事態の変化に付いていけずに硬直している。

			　その凍(こお)るような沈(ちん)黙(もく)を破ったのは、朱(あか)音(ね)だった。

			「……フォーゼルハウトなんて国、聞いたことがないわ。ここはどこなの？　あんたたちがここに連れてきたの？　何か知ってるなら――」

			『――まあ、待ちたまえ。順を追って説明するとしよう。あまり暇もないのでね。君たちも聞き逃さぬよう努めたまえ』

			　ラウロが手を翳(かざ)し、朱(あか)音(ね)の言葉を遮(さえぎ)ると、渋々と彼女は口を噤(つぐ)んだ。

			『まず、君たちが抱いているであろう最大の疑問に答えるとしよう。先ほどの彼女の指摘の通り、私の属する国家は君たちの暮らす世界のどこにも存在しない。自分の居場所を検索する道具を試した者もいるのではないかね？』

			　悠(ゆう)は、手元のスマートフォンを握り締める。ラウロは、やけに芝居がかった仕草で、言葉を続ける。

			『そしてここは、君たちがいる世界――〈アースフィア〉と』

			　大(おお)仰(ぎよう)な動作で両手を広げ、

			『我々のいる世界――〈セレスフィア〉、両世界の狭間(はざま)の空間だ。君たちには、これから我々の世界に、フォーゼルハウト帝国に来てもらうこととなる』

			「な……何言ってるのよ……」

			　自分は異世界の人間である。これから異世界に来い。

			　ラウロは、そう言っている。いきなり言われて受け入れられることではないだろう。

			　彼は呆(ぼう)然(ぜん)と立ち尽くし絶句する少年少女たちを愉快げに見渡し、ある少年の視線に気付く。

			『……ほう？』

			　悠(ゆう)だけは、ラウロの一言一句を聞き逃さぬよう、真剣な眼差しで彼を見据えていた。

			　半信半疑ではあるが、とにかく少しでも多くの情報を得るべく、ラウロの語る言葉を一言も逃さないように集中している。

			　ラウロは、感心したように「くくっ」と小さく喉を鳴らすと、再び口を開く。

			『いかにも、君たちを召(しよう)還(かん)したのは、我々〝帝国(フオーゼルハウト)〟だ。帝国の栄えある英雄として、君たちには力を貸してもらう』

			　それは懇(こん)願(がん)や要求ですらなく、決定事項を伝える断定の物言いであった。

			「……ふざけんなよ、この蜥蜴(とかげ)野郎！」

			　粕(かす)谷(や)が、激(げつ)昂(こう)した声を上げる。

			　その顔は真っ赤であり、歯を剥(む)いて青筋が浮き出そうなほど、激怒の表情を浮かべていた。

			「わけ分からねぇこと言ってるんじゃねぇぞ！　いいから俺をとっとと戻し――」

			　喚(わめ)きながら大股で歩み寄り、その胸(むな)倉(ぐら)を掴(つか)み上げようと乱暴に手を伸ばして、

			「やが……あ？」

			　しかしその乱暴に突き出された腕は、ラウロの胸に突き刺さっていた。

			　何の抵抗もなく、まるで霞(かすみ)に腕を突っ込んだかのように、粕(かす)谷(や)の腕はラウロの胸元に埋まってしまう。

			　目を白黒させる粕(かす)谷(や)を、ラウロが嘲(あざ)笑(わら)うように見下ろす。

			『残念ながら、私の身体は帝都にある。これはただの映像と大差ないものだよ。私を殴りたいなら、せいぜい頑張って生き延びることだね』

			　あまりに聞き捨てならない言葉に、今度は悠(ゆう)が反応した。

			「生き延びるって、どういう……！」

			『君たちにはテストを受けてもらう。これより魔界内の魔族と戦闘し、魔道の力を用いてこれを殲(せん)滅(めつ)してくれたまえ。ルールは単純明快。魔族を全滅させ、生き残ることだ』

			　魔界、魔族、魔道。

			　その意味は分からないが、何よりも捨て置けない言葉が一つ。

			「戦闘って、そんな……」

			　ラウロは何の罪もない少年少女たちを殺し合いか何かに巻き込もうとしているのか。

			　まともな人間のやることではない。鬼(き)畜(ちく)の所業である。

			『安心したまえ、異世界人である君たちの魔道の素養をもってすれば、十分に生き残れる見込みはある。冷静な対応と振る舞いを求めるよ』

			　俄(にわ)かには信じ難い内容であり、ラウロの嫌(いや)味(み)ったらしい口調は、それを冗談だと思いたくなるようなものだった。

			　だが、この異常な空間と状況である。誰もラウロの言葉を冗談だと笑い飛ばすことなどできなかった。

			「ふざけんなよ、何言ってんだ……!?」

			「戦うって何よ！　無理、無理よ！」

			「帰りたい、帰りたいよぉ……」

			　周囲から、怨嗟や憤(ふん)怒(ぬ)、嘆きの声が上がる。

			　しかしラウロは悪びれる様子もなく、わざとらしく嘆くように肩を竦(すく)める。

			『……さて、残念ながらもう時間のようだ。月並みだが、武運を祈るよ』

			「えっ……？」

			　彼はここで話を終える気だ。

			　馬鹿な、説明不足にもほどがある。そんな悠(ゆう)の焦(しよう)燥(そう)も虚(むな)しく、ラウロの無(む)慈(じ)悲(ひ)な声が漆(しつ)黒(こく)に響く。

			『転移、開始』

			　――地面が震える。

			「なっ……地震!?」

			「お、おい！」

			「なに、何なのよぉ！」

			　その無(む)軌(き)道(どう)な揺れは、今まで体験したいかなる地震とも性質を異にするものだった。

			　落ちる――そう表現した方が正しいかもしれない。

			「おいこれ、やべぇんじゃないのかよ!?」

			「もういや、いやぁぁぁぁぁぁ！」

			「誰か助けてよぉ！」

			「くそっ、くそぉ……！」

			　揺れは次第に大きくなり、最(も)早(はや)立っていることすら覚(おぼ)束(つか)なくなる。

			　早々に転んで尻(しり)餅(もち)をついた悠(ゆう)は、周囲の光景に驚(きよう)愕(がく)し、目を見開いた。

			　空間が、脈動する。

			　漆(しつ)黒(こく)に包まれた空間が、脈打つような気配を放つ。まるで、何か巨大な生物の腹の中にいるような。

			　その間にも揺れは強まり、ついには周囲の認識すら困難なほどとなり、

			「悠(ゆう)っ……！」

			　朱(あか)音(ね)が、悠(ゆう)の手をぎゅっと握りしめた。

			　直後、脳が揺さぶられる。精神や魂(たましい)までもが掻(か)き乱されるような、未知の衝撃。

			　悠(ゆう)は、そこで意識を手放した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んっ……」

			　一体、どれほど気絶していたのだろうか。悠(ゆう)は、身体が揺れる感触とともに目を覚ました。

			「……起きた、悠(ゆう)？」

			　ホッとしたような、嬉しそうな、わずかに弾んだ声色。聞き慣れた少女の声だ。

			「朱(あか)音(ね)さん……？」

			　いつもはむっつりと引き結んでいる口元が綻び、安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)が漏(も)れる。

			　そして、良かった――と、小さく、とても小さく呟(つぶや)く。

			　だがすぐに顔を背(そむ)け、その表情は見えなくなる。朱(あか)音(ね)の頬(ほほ)は少し赤くなっていた。

			「まったく……世話かけさせるんだから」

			　悠(ゆう)は、朱(あか)音(ね)を背中から抱き締めるように身を預け、頭を彼女の肩に乗せていた。いわゆる、おんぶというやつだ。

			　悠(ゆう)を背負いながら、朱(あか)音(ね)は歩き続けていた。気絶していた悠(ゆう)を運んでいたのだろう。

			　だが、女の子におんぶされているこの状況は、いささか以上に恥ずかしい。悠(ゆう)だって男なのだ。それなりのプライドというものはある。

			「えっ……あ……ご、ごめん！　もう降りるよ、ありがとう！」

			　悠(ゆう)は慌てて彼女の背から降りる。

			「ちょっとっ、危ないわよっ」

			「えっ……わ、わわっ!?」

			　地面は凸(でこ)凹(ぼこ)しており、悠(ゆう)はバランスを崩して倒れそうになるが、咄(とつ)嗟(さ)に手を伸ばした朱(あか)音(ね)によって助けられる。少女の細腕とは思えない腕力で、あっさりと引き起こされた。

			「……慌てるんじゃないの。かなり足場が悪いわよ、注意しなさい」

			「ご、ごめんね……いつも」

			　悠(ゆう)は、しょんぼりと肩を落とした。

			「別に、お父さんから頼まれてるだけだし……それより、周りを見てみなさいよ」

			「えっ……？」

			　悠(ゆう)は、朱(あか)音(ね)の言葉に従って周囲を見渡した。

			　そこは、あの漆(しつ)黒(こく)の空間ではなかった。

			「森……？」

			　森が広がっている。闇(やみ)夜(よ)に包まれた、夜の森だ。

			　３６０度どこを見渡しても背の高い樹木が生い茂っており、その先は暗闇に閉ざされていた。

			　森林特有の濃厚な草木の匂いが満ち溢れる。

			　しかし不思議なことに、虫や鳥、獣(けもの)の鳴き声は全く聞こえてこない。数多の生命がひしめき合うはずの森が静まり返ったその様は、異様な不気味さを漂(ただよ)わせていた。

			　また、それだけではない。

			「……あれ？」

			　悠(ゆう)は、呆(ほう)けた声を上げながら周囲を見渡した。

			　誰もいない。

			　あの黒い空間で一緒にいたはずのクラスメイトも、そしてラウロも、影も形もなく消えていた。

			「皆は……？」

			「知らないわよ。気付いたらあたしとあんただけだったんだもの」

			　語る朱(あか)音(ね)の声は、どこか弱々しかった。彼女は、少し顔を青ざめさせながら言葉を続けた。

			「……空を、見なさいよ」

			「空……？」

			　悠(ゆう)は、その言葉のままに空を見上げて、

			「な……あっ……!?」

			　空が、生きている。

			　漆(しつ)黒(こく)の空に、血管を思わせる無数の赤い線が走り、脈動していた。空には月も星も見えないのに、なぜか地上には薄明かりが差していた。

			　まるで生物のように蠢(うごめ)く異形の空の下、悠(ゆう)は呆(ぼう)然(ぜん)と立ち尽くした。

			「何……これ……？」

			「あたしが聞きたいわよ……」

			　朱(あか)音(ね)は、深い疲労の滲(にじ)んだ声色で、吐き捨てるように言った。当たり前の反応である。普通の人間なら、無理もない。

			　だが悠(ゆう)は、自分でも意外なほど早く平静さを取り戻し、周囲の状況を確認する。

			　元々、異常な環境で育ったからなのだろうか、混乱はあれど不思議なほどに心は落ち着いており、冷静に状況を分析することができた。

			　悠(ゆう)は、あの漆(しつ)黒(こく)の空間での会話を思い出す。

			　ラウロと名乗ったあの男は、悠(ゆう)たちを異世界――セレスフィアに召(しよう)還(かん)すると言っていた。

			　頭上に広がる光景は、忌(いま)々(いま)しくもそれを肯(こう)定(てい)せざるを得ない異常さを誇(こ)示(じ)しながら、どこまでも広がっている。

			　悠(ゆう)は、あの男の言葉を一言一句、声色まですべて完全に覚えていた。

			　瞬間記憶――視覚と聴覚を介した、絶対記憶能力。

			　悠(ゆう)は、一度見たもの聞いたものを絶対に忘れることがない。

			　それは悠(ゆう)が寿命と引き換えに手にした能力の一つである。

			　原則として、他者には秘密にしなければならないものだ。

			（異世界の……魔界で……魔族と戦う……魔道を使って……）

			　ラウロの言っていた内容は俄(にわ)かには信じ難いが、今現在、信じられない状況に置かれているのは事実である。とりあえずは、ラウロの言葉がすべて真実であるという仮定の下で状況を考える。つまり、これから魔族と呼ばれる何かと戦わなければならない。

			　その意味するところは……この森にはもう、魔族とやらが徘(はい)徊(かい)しているということだろうか。

			　他のクラスメイトたちは、どうしたのだろう。

			　もしかすると――

			　脳裏に浮かぶ、クラスメイトたちの無残な死体。最悪の可能性がよぎる。

			「クラスの皆が危ないかも。探さないと……」

			　朱(あか)音(ね)は、そんな悠(ゆう)の言葉に振り向いた。なぜかその眼差しは、どこか気分を害しているように見える。

			「……あんた、クラスの連中を心配してるの？」

			「そうだけど……？」

			　悠(ゆう)の返答に、朱(あか)音(ね)の柳(りゆう)眉(び)がつり上がった。悠(ゆう)の肩がびくりと震える。

			　彼女は、何を怒っているのだろうか。

			「あんたをいじめてた連中と、見捨ててた連中よ？　……どこまでお人好しなのよ、馬鹿」

			　その口調には、明らかに刺(とげ)々(とげ)しい険が含まれている。

			「……お、おかしいかな？」

			　悠(ゆう)としては、変なことを言ったつもりはない。

			　そんな悠(ゆう)に朱(あか)音(ね)は、不満げに唇を尖(とが)らせる。

			「別におかしいなんて言わないけど……あんた、本当に連中に怒ったり恨んだりとかしてないの？　いっつも反撃もせずにヘラヘラして、情けない」

			「それは……」

			　粕(かす)谷(や)は確かに攻撃的で短絡的な性格だが、人をローラーで足元から徐々に潰したり、数センチ刻みで輪切りにしていくような真似はしないだろう。

			　あの程度のいじめなど、まったく大したことではなく、別に気にしてもいない。何とも思っていない。これは本心である。

			　むしろ粕(かす)谷(や)の悪意が自分一人に向いているのであれば、それでいいのではないかとも思っていた。

			　もちろん朱(あか)音(ね)に迷惑をかけてしまっている現状はとても申し訳なく、非常に悩ましい状況ではあるのだが……わざわざ助けにこなくていいと言えど、父に顔向けできないと朱(あか)音(ね)は一(いつ)顧(こ)だにしてくれなかった。

			「……ごめんね、朱(あか)音(ね)さん」

			　結局、悠(ゆう)は曖(あい)昧(まい)な謝罪と笑みで応えるのだった。それを見て、朱(あか)音(ね)は不機嫌に鼻を鳴らす。

			「勘違いしないで欲しいけど、あたしは粕(かす)谷(や)みたいな奴は大っ嫌いだけど、あんたみたいなタイプも嫌いよ。あんたを助けるのも、お父さんから頼まれただけなんだから」

			「うん……分かってるよ」

			　自分の言葉を肯(こう)定(てい)され、なぜか彼女はさらに面白くなさそうに唇を尖(とが)らせた。

			　そのまま、お互いにしばし黙り込み、気まずい沈(ちん)黙(もく)が流れる。

			　しかしその沈(ちん)黙(もく)も、すぐに破られる。

			　音が、聞こえる。

			「え……？」

			　それは生い茂る草(くさ)薮(やぶ)の向こうから。

			　草木を踏み、かき分ける音、

			　木の枝を折る音、

			　まだ遠いが、次第に大きくなる。

			　何かが、こちらに近づいている。

			　魔族、という単語が脳裏に浮かんだ。

			「朱(あか)音(ね)さん！」

			「分かってるわよ！」

			　二人は身構え、これを待ち受ける。

			　ラウロが言っていた魔族とやらが現れたのかもしれない。あるいは、他のクラスメイトだろうか。

			　しかし緊張感を漲(みなぎ)らせる二人の前に飛び出てきたのは、

			「……女の子？」

			　一人の、見知らぬ少女であった。

			「え、あ……？」

			　金髪碧(へき)眼(がん)の、愛らしい顔立ちの少女。小柄で華(きや)奢(しや)な身体で、悠(ゆう)たちより少し年下に見えた。

			　その肌は白く、黄色人種のそれとは明らかに異なるもので、その髪と目の色彩も相まり、どう見ても日本人には見えなかった。

			　そして、何より違和感を覚えた点が一つ。

			（耳が、長い……）

			　その金髪の髪から突き出た、長く尖(とが)った耳。

			　ファンタジー作品でよく見かける耳長の人種を思わせる風(ふう)貌(ぼう)である。

			　草(くさ)薮(やぶ)から出てきた少女は、くりっとした大きな瞳(ひとみ)を潤(うる)ませ、おろおろと悠(ゆう)たちを見上げた。

			「え、あ……あの、あノ……」

			　語尾に少し訛(なま)りを感じる言葉。

			　今にも泣き出しそうに表情を歪(ゆが)め、祈るように胸元で両手を握る。森の中を走ったためだろうか、その肌には細かい生傷や木の葉が付いていた。

			　そう、とても白くて瑞(みず)々(みず)しい素肌が――

			「何て恰好してるのよ……！」

			　制服の上着を脱ぎ、駆け寄る朱(あか)音(ね)。

			　そこでようやく、悠(ゆう)は目の前の少女があられもない姿を晒(さら)していることに思い至った。

			　上半身はほとんど裸であり、淡い胸の膨(ふく)らみが露わになっている。下半身も下着１枚を付けているだけ。全裸の一歩手前の状態である。

			「ちょっと悠(ゆう)！　何見てるのよ！　この変態！　むっつりスケベ！」

			「え、あ、ごめん！　ちょっと、びっくりしてて……！」

			　慌てて背を向ける悠(ゆう)。

			　少女は、悠(ゆう)たちを交互に見やり、いまだ当惑の濃い表情で小首を傾げた。

			「あ……ありがとうございマス。でも、女の人になら別に見られてモ……」

			「僕、男です……」

			　肩を落とす悠(ゆう)の切なげな声に、少女が大きく目を見開く。

			「うそ、こんな可愛(かわい)らしいのに……え、あ……ご、ごめんなさい、ごめんなさいデス！」

			　しゃがみ込んで「の」の字を書き始めた悠(ゆう)に、少女が慌てて謝る。

			　ぺこぺこと頭を下げるその姿は、人(じん)畜(ちく)無(む)害(がい)そのものであり、少なくとも魔族などという危険な生き物には見えなかった。

			　しかし、細い首に付けられた、ペットや囚(しゆう)人(じん)を思わせる首輪が印象的であった。

			「……あたしは藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)、あっちは神(かみ)護(もり)悠(ゆう)よ。そっちの名前は？」

			「こ、これは申し遅れましてすみませン。わたしは、ティオという者デス。ご覧の通りの森人(エルフ)で、フォーゼルハウト帝国の奴(ど)隷(れい)として使われていマス」

			　少女――ティオは悠(ゆう)たちに深々と頭を下げる。

			（エルフ……？）

			　日本人離れした容姿、森人(エルフ)という言葉。

			　つまり彼女は、異世界の人間ということだろうか。

			　覚悟しつつも認めたくなかった現実。それを肯(こう)定(てい)する材料が次々と揃っていくことに、悠(ゆう)は陰(いん)鬱(うつ)とした頭痛を感じる。だが同時に、これは欲していた情報を得るチャンスでもある。

			　また、どうしてティオがこんな裸同然の恰好をしていたかも無視できない。彼女自身にも何か差し迫った事情があることは、容(よう)易(い)に想像できた。

			　フォーゼルハウト帝国という単語に警戒心は湧いたが、目の前の少女はとても非人道的な行為に関与しているようには見えず、すぐに雲(うん)散(さん)霧(む)消(しよう)した。

			　しかし、どうして異世界の人間であるティオと言葉が通じるのだろうか。

			　思えば、ラウロの時も同様である。だが、今はそれより優先すべきことがあるので、疑問は頭の片隅に追いやった。

			「あ、あの！　ユウ様！　アカネ様！」

			　まず何から聞こうかと悠(ゆう)が思案していると、先にティオが口を開いた。

			「もしかして、お二人は異世界から来られた英雄様では御座いませんカ？」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、顔を見合わせる。

			　朱(あか)音(ね)の表情には、苦々しい諦(てい)観(かん)が浮かんでいた。

			　ここが異世界だと認めざるを得ない――そう言っているように見えた。

			「……確かに僕たちは、地球から来た人間で――君たちにとっては異世界人ということになるけど」

			　その言葉にティオは、つぶらな瞳(ひとみ)に期待の色を湛(たた)えた。

			「て、帝国から救助に来ていただけたのでしょうカ!?」

			「え、いや……」

			　帝国。それは今の悠(ゆう)たちにとって、今の事態の元凶ともいえる存在だ。

			　その所属だと当然のように思われていることに、悠(ゆう)は少々面食らった。

			　戸惑う悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)に、ティオは興奮してまくし立てる。

			「あっちにもう一人、帝国の兵士の人がいるんデス。その、わたし……色々あって、置いて……きてしまって……よろしければ、一緒に来てはいただけないでしょうカ」

			　心から申し訳なさそうな、それでいて縋(すが)るような声。

			　その期待を裏切るであろう答えを返すことに、悠(ゆう)はわずかな罪悪感を覚えた。

			「あの……ね、ティオ。僕たちは、まだこの世界に来たばかりで、何が何やら分からない状態なんだよ」

			「……っ」

			　ティオの表情が一気に曇(くも)った。

			「そう、ですカ……申し訳ありませんでしタ、勝手なことを言ってしまって……もう魔族が現れてもおかしくない頃デス。わたし一人で戻りますのデ、お二人は早くお逃げに――」

			「そこにいたか、ガキィ……」

			　突如、ティオが現れた草(くさ)薮(やぶ)から、一人の男が姿を現した。

			　言葉を遮(さえぎ)る、ドスの利いた剣(けん)呑(のん)な声。

			　軽量の鎧(よろい)と長剣で武装した、兵士や剣士を思わせる風(ふう)貌(ぼう)の中年の男性。

			　その目は血走っており、右手には抜き放った長剣。

			　左手で頭を押さえており、そこから血を流していた。

			「ひっ――」

			　ティオが口元を押さえ、引きつった悲鳴を漏(も)らす。

			　男はティオを濁(にご)った双(そう)眸(ぼう)で見下ろし、口元に歪(ゆが)んだ笑みを浮かべた。

			「やっと追いついたぜぇ……薄汚ねえ亜人(デミ・ヒユーマン)の奴(ど)隷(れい)ごときが、ふざけた真似してくれるじゃねぇかよぉ……」

			「こ、こんなことしてる場合じゃ……魔族が、もウ……！」

			「うるせえ！　淫売の娘が口答えしてるんじゃねぇ！」

			「ひぅっ」

			　少女の大きな瞳(ひとみ)から、涙が溢れ出る。

			「さすがは貴族殺しの重罪人の娘だな、血は争えねえってことか？」

			　ティオに歩み寄る男の手が、怯(おび)える少女に無造作に伸ばされて、

			「あの……す、すみません！」

			「ゆ、ユウ様!?」

			　悠(ゆう)が、ティオと男の間に割り込んだ。男が、ぎょろりと悠(ゆう)を睨(にら)み下ろす。彼はそこでようやく、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の姿を認識したようだった。

			「何だ、てめぇら……」

			「こ、この娘と今会ったばかりの者です……えぇと、その……怯(おび)えてるんで、せめて剣は納めて一度落ち着いて話し合った方が……」

			　悠(ゆう)は努めて愛想の良い笑みを浮かべながら、男をなだめにかかる。

			　しかし男は、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を見下ろして愉快そうに喉を鳴らした。

			　口元に浮かぶのは、卑(いや)しげな笑み。向けられた者の心象を漏(も)れなく害する類(たぐい)の、下(げ)卑(び)た歪(ゆが)みだ。こめかみから流れる血が、頬(ほほ)を伝った。

			「何だよ、上玉が揃ってるじゃねぇかよぉ……だが、まずはその奴(ど)隷(れい)のガキだ。くたばるまで犯さないと気が済まねぇ……！」

			「…………っ」

			　背に走る激しい悪寒。ティオが、困(こん)惑(わく)の表情とともに制服の背中を引っ張る。

			「ユ、ユウ様、危ないデス。わたしのことは――」

			「退(ど)け、ガキ」

			　男の厳つい手が、まるで石ころでも退(ど)かすように乱暴に振るわれた。

			　粕(かす)谷(や)たちのそれより一回り以上は太い腕。悠(ゆう)は頬(ほほ)に迫るそれを見ながら歯を食いしばり、

			「――ッ！」

			　それをすくい上げるように逸らした、もう一つの細い腕に目を見張った。

			「朱(あか)音(ね)さん……」

			「……ふんっ」

			　朱(あか)音(ね)が傍(かたわ)らに立ち、男の腕を受け流していた。そのまま、悠(ゆう)とティオを押しのけるように、男との間に割って入る。

			「こ、この……！」

			　男はプライドをひどく傷付けられたのか、狂犬のような歪(ゆが)んだ形相を浮かべた。

			「このガキャァァァァ！」

			　絶叫じみた、吠えるような声。その右手の長剣が振り上げられる。

			　しかし、ティオが口元を押さえて息を呑んだ、次の瞬間。

			「がぶぁっ!?」

			　突如、男は口から血を吐きだした。塊(かたまり)のような赤黒い血(ち)反(へ)吐(ど)が、ぼとりと地面に落ちる。

			　そしてそのまま、男の身体は宙へと浮いた。

			「えっ……あ……？」

			「なに……」

			「あ、あぁぁ……」

			　悠(ゆう)たちは、それを呆(ぼう)然(ぜん)と見上げていた。

			　突然の状況に、頭がついて行かない。

			　分かるのは、男の胸から杭(くい)のようなものが生えているという事実のみ。

			「あ、が……ががっ……」

			　胸を貫(つらぬ)かれ、男の身体は宙吊りにされる。その顔は、恐怖と絶望に歪(ゆが)んでいた。

			　じたばたと手足を動かしながら、胸と口から血を吐き出し続け、悠(ゆう)が思わず手を伸ばした時には、

			「あっ――」

			　すでに、動かなくなっていた。

			　そして、〝それ〟は暗闇より姿を現した。

			「ひっ――」

			　異形。

			　人と蜘(く)蛛(も)の合成生物――と表現すれば良いのだろうか。

			　人間のような頭と胴体から、蜘(く)蛛(も)のような３対の脚が生えている。全身は石(せつ)膏(こう)像のように無機質な肌で覆(おお)われており、その皮(ひ)膚(ふ)の下には紫色の血管が走り、脈動している。

			　その顔には口も鼻も耳もなく、ただ丸い頭部に無数の眼がついているのみ。

			　全長は３メートル程度だろうか、その尖脚の一本で男を串刺しにして、まるで獲物を誇るように悠(ゆう)たちに向けて掲げていた。

			　悠(ゆう)は、その威(い)容(よう)を見た瞬間に理解した。魔族――この異形こそが、そうであると。

			「あ、あぁ……」

			　目の前で起こった無残な死と、常(じよう)軌(き)を逸した禍(まが)々(まが)しい異形。それを目にした朱(あか)音(ね)は、引きつった声を漏(も)らしながら、後ずさる。

			「そ、そんナ……」

			　ティオは、異形に殺された男を見上げ、絶句した。大きな瞳(ひとみ)からこぼれた涙が、白い頬(ほほ)を伝っていく。異形が、わずかに前傾姿勢を取った。

			　魔族の最も近くに立っているのは、朱(あか)音(ね)だ。その虚(うつ)ろな殺意を宿す無数の眼は、彼女に向けられていた。

			　悠(ゆう)の総身に、怖気が走る。

			「あ、朱(あか)音(ね)さ――」

			「だめェっ！」

			　ティオが悲痛な叫びを上げたと同時、魔族が身を竦(すく)ませる朱(あか)音(ね)に襲いかかった。

			　その巨(きよ)躯(く)に見合わぬ、肉食獣のごとき俊(しゆん)敏(びん)な動作。

			「あ……いゃ……」

			　朱(あか)音(ね)の身体は、完全に硬直していた。

			　逃げなければ、とは思うが身体が言うことを聞かない。

			　絶望的な声が、喉から溢れる。

			　成人男性の胸板を容易(たやす)く貫(つらぬ)く膂(りよ)力(りよく)である。女性の朱(あか)音(ね)の身体が耐えられる道理はない。

			　だから、悠(ゆう)は――

			「――朱(あか)音(ね)さんっ！」

			　朱(あか)音(ね)に飛び付くようにして、棒立ちの彼女を突き飛ばした。

			　予想もしていなかっただろう不意打ちに、朱(あか)音(ね)はあっさりと尻(しり)餅(もち)をつく。

			　彼女の頭上を砲弾が駆け抜けるような風圧が通過し、そして、

			「がっ……ぁ……！」

			　悠(ゆう)の腹部に衝撃が走り、そのまま、突き抜けた。

			　筋肉が千切れ、内臓が潰れ、背骨が砕ける。

			「……ごふっ！」

			　血に濡れた呻(うめ)きが喉から漏(も)れた。悠(ゆう)の身体は血を溢れさせながら空中に吊るされ、地面の朱(あか)音(ね)とティオを見下ろす。

			「えっ……あ……うそ……？」

			「い、いや……」

			　まだ事態に頭が付いて行っていないのだろう、二人の表情はまるで夢でも見ているかのようだ。

			「あ……かねさん……ティオっ……にげてっ……」

			　絞り出すような血に濡れた声に、朱(あか)音(ね)の意識がようやく現実を受け入れ始めた。

			　その眼からは涙が溢れ始める。引きつるような嗚(お)咽(えつ)が、その喉から漏(も)れる。

			「いや……いやぁ……悠(ゆう)……！」

			「あ、アカネ様……」

			　ティオは、悲痛に表情を歪(ゆが)めて涙を流しながらも、何とか朱(あか)音(ね)を立たせようとする。

			　しかしその膝は震えており、まともに走って逃げることができるとは思えなかった。

			「何なのよ、この化け物ぉ……！」

			　朱(あか)音(ね)が、魔族を見上げながら絶望的な声を漏(も)らした。

			　ラウロは、これを全滅させろと言っていた。とんでもない話だ。

			　その巨(きよ)躯(く)に六本の丸太のような尖(せん)脚(きやく)、人間の身体を容(よう)易(い)に貫通する膂(りよ)力(りよく)。そして見る者の正気を揺るがす、醜(しゆう)悪(あく)な異形。

			　まさしく、怪物である。

			　悠(ゆう)は、死体同然の凄(せい)惨(さん)な姿を晒(さら)しながら、眼下の朱(あか)音(ね)とティオへ掠(かす)れた言葉を漏(も)らす。

			「はや……にげ……」

			「な……何言ってるのよ……そんなこと……！」

			　朱(あか)音(ね)は、震える足で立ち上がりながら、悠(ゆう)の言葉にかぶりを振った。

			「あ……ぁ……ユウ様……」

			　ティオもまた、悠(ゆう)を見上げて絶句する。

			「おね、が――」

			　悠(ゆう)が言い終わる前に、魔族が動く。

			　悠(ゆう)を貫(つらぬ)いたものとは別の尖脚が揺れるように動き――無数の視線が一点に集中した。

			　その多眼は、殺意を孕んで先ほど取り逃した獲物(あかね)を見据えている。

			　朱(あか)音(ね)の手が、咄(とつ)嗟(さ)にティオに伸びる。

			「きゃっ!?」

			　ティオを突き飛ばし、自分と魔族から離した。尖脚が、狙い澄(す)ましたように疾(はし)る。

			「くっ……！」

			　呻(うめ)きながらも、身を翻す。さすがと言うべきか、朱(あか)音(ね)は取り乱しながらも、見事な反応でその尖脚を避けてみせた。

			　だが、そのまま足をもつれさせて体勢を崩し、地面に転んでしまう。

			「あぅっ……！」

			「アカネ様っ！」

			　自分の攻撃を避けられたのが予想外だったのか、異形の怪物はその無数の眼を泳がせながらも、朱(あか)音(ね)へと歩み寄っていく。

			　朱(あか)音(ね)は立ち上がり、悔しげに瞳(ひとみ)を潤(うる)ませ、異形と吊るされた悠(ゆう)を見上げる。

			　その表情は蒼白であり、色濃い恐怖と絶望に染められている。

			「おね、が……！」

			　悠(ゆう)が血の塊(かたまり)を吐き出して、声を絞り出す。

			「僕のこと嫌いなんだろ、朱(あか)音(ね)さん！　だったら見捨ててよ！　お願いだから逃げてっ！　生きてよ……！　恩返しさせてよ、朱(あか)音(ね)さん！」

			　生きて欲しい。

			　彼女たちには、まだ未来がある。未来のない自分とは違うのだから。

			　自分がここで死ぬのなら、それはきっと仕方がないことなのだ。

			〝みんな〟だって、あるいはそれを望んでいるかもしれない。ざまあみろと、今の悠(ゆう)を喜んでいるかもしれない。

			　せめて、自分が誰かを助けられるなら、〝みんな〟の人生にも意味が――

			「朱(あか)音(ね)さん……お願い。ティオも……逃げて」

			　しかし朱(あか)音(ね)は、そんな悠(ゆう)の言葉を受け、

			「うるさい！　何が恩返しよ、ふざけんな馬鹿！　勝手なこと言ってるんじゃないわよ！」

			　叫び、踏み出した脚を前へと向けた。

			「ぇ……？」

			　朱(あか)音(ね)が、魔族に向かっていく。

			　その瞳(ひとみ)から涙を零(こぼ)しながらも、魔族との間合いを詰める。

			　まるで、悠(ゆう)を助けようとしているかのように。その瞳(ひとみ)は、確かな意志を宿し、悠(ゆう)を捉(とら)える異形を映す。

			「や、め……」

			　やめてくれ、と悠(ゆう)は痛みに混(こん)濁(だく)した思考で叫ぶ。

			　このままでは、朱(あか)音(ね)を道連れにしてしまう。〝みんな〟だけでなく、朱(あか)音(ね)まで自分のせいで死んでしまう――

			「はあぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　迸(ほとばし)る気合い。

			　その身が翻(ひるがえ)り、鮮(あざ)やかな上段回し蹴りが放たれる。

			　それは、相手が常人であったなら十分に効果的な打撃であっただろう。

			　直撃すれば、大の男でも意識を絶てるかもしれない。

			　しかし、朱(あか)音(ね)の目の前の怪物は、熊をも凌(りよう)駕(が)する巨(きよ)躯(く)である。人間の打撃など通用する道理がない――

			　――はずだった。

			　涙を溜めた朱(あか)音(ね)の瞳(ひとみ)に、不可思議な光彩が宿るのを、悠(ゆう)は確かに見た。

			　それはまるで、この世界ではないどこかの光を映したような――

			　蹴(け)りが、悠然と朱(あか)音(ね)を見下ろしていた魔族の胴体に直撃し、

			「……えっ？」

			　魔族の身体が、傾いだ。

			　朱(あか)音(ね)の蹴(け)りを受け、魔族の胴体がくの字に折れる。

			　そしてそのまま魔族の巨(きよ)躯(く)は吹き飛ばされ、近くの樹木に激突する。樹木はそのままへし折れ、魔族は地面に崩れるように落下した。

			「…………」

			　誰も彼もが、予想外の事態に呆(ぼう)然(ぜん)とする。

			「あ……ユウ様、て、手当てを……！」

			　ティオが我に返り、地に伏す悠(ゆう)に駆け寄る。

			　悠(ゆう)の凄(せい)惨(さん)な姿を見下ろし、まるで自分が痛みを受けているかのように、その瞳(ひとみ)に涙を浮かべる。

			　悠(ゆう)は赤く濁(にご)った視界の中で、たった今、魔族の巨(きよ)躯(く)を蹴(け)り飛ばした朱(あか)音(ね)を見上げる。

			　朱(あか)音(ね)は、崩れるように倒れた魔族を見やりながら、

			「あ……なんっ……で……？」

			　戸惑いを多分に含んだ表情を見せていた。

			　当の本人は、今起こったことが信じられないといった様子だ。

			「魔道……」

			　ティオが、朱(あか)音(ね)を見てぽつりと呟(つぶや)く。

			　魔道。

			　悠(ゆう)は赤く淀(よど)んだ思考で思い出す。ラウロが語る内容に、その単語はあった。

			「あ……かね……」

			　魔族に目を戻すと、魔族がふらふらと立ち上がるのが見えた。

			　ダメージはあるようだが、それでもその動きには、まだ十分過ぎるほどの剣(けん)呑(のん)さが感じられる。魔(ま)貌(ぼう)の多眼が、まるで激怒するように開かれた。

			「アカネ様、危なイッ！」

			「え……あっ」

			　呆(ぼう)然(ぜん)とする朱(あか)音(ね)は、ようやく我に返る。

			　魔族の身体が、弾丸のような勢いで駆け出す。

			　自失していた朱(あか)音(ね)の体勢は、迎(げい)撃(げき)にも回避にも不十分なものだった。

			「ダメ……！」

			　悲痛に息を飲むティオ。

			　そして悠(ゆう)には、魔族の尖(せん)脚(きやく)が朱(あか)音(ね)の胸を貫(つらぬ)こうとするのが、スローモーションのように知覚できた。

			　超動体視力――高速で動く物体を正確に認識できる異常視力。

			　調子が良ければ、音速を超える弾丸すら視認することができる。それは瞬間記憶能力と同様に、悠(ゆう)の身体に備わった特異能力の一つだった。

			　だが、見えるだけだ。

			　朱(あか)音(ね)の身体が貫(つらぬ)かれ、つり下げられる光景が幻視され、それが現実となるまで、もう１秒の暇(いとま)すらない。

			　朱(あか)音(ね)が、死んでしまう。

			　力が、欲しい――

			　その狂おしいまでの一念が意識を満たした時、脳裏に広がる世界があった。

			　――〝道〟が在る。

			　それは、捻じって歪(ゆが)んで、前後左右上下のどちらに向かっているかも定かでない、重力に従っては到(とう)底(てい)進めないであろうものであったが、確かに道だと、そう認識できた。

			　自分は今、その道の――魔道の前に立っている。

			　悠(ゆう)は、動かないはずの身体で、確かにその一歩を踏み出した。

			　総身が、沸(わ)き立つ。何かが、自分の身体に流れ込む。悠(ゆう)の全身に、何かが満ちる。

			　それは抑え難いほどの快楽。

			　全身の細胞から魂(たましい)の一片まで、そのすべてがみなぎり、励(れい)起(き)していく。

			　朱(あか)音(ね)の胸に迫る尖(せん)脚(きやく)は、すでに彼女の胸に届き、刺し貫(つらぬ)く直前であった。

			　断じて許容できない光景が、目の前で現実のものになろうとしている。

			　――駄目だ、許さない。

			　悠(ゆう)は、その一念をまとめ上げ、朱(あか)音(ね)と魔族の間の空間に意識を集中させる。

			　――止まれ！

			　激突。

			　空間が悲鳴を上げるような、甲(かん)高(だか)い音が森に響く。

			「……えっ？」

			　朱(あか)音(ね)は、傷一つない状態でそこに立っていた。

			　彼女の目の前に、半透明な〝壁〟があった。

			　それは、空間を凍(こお)らせたように空中で固定され、魔族を吹き飛ばすと己の役目は終えたと言わんばかりに溶け消えた。

			　再度吹き飛ばされた魔族は、受け身を取って即座に立ち上がる。

			　異形は跳(ちよう)躍(やく)し、手近な樹上へと飛び移った。

			　逃げるつもりかと期待したが、その無数の眼は相変わらずの剣(けん)呑(のん)な気を宿している。魔眼が睨(にら)むのは朱(あか)音(ね)ではない。ティオでもない。

			　それは――

			「うそっ……？」

			「ユウ様!?」

			　悠(ゆう)が、立ち上がっていた。

			　いまだ腹部から溢れ出る多量の血は、どう考えても常人の致(ち)死(し)量(りよう)に至っていた。呼吸も危うく、掠(かす)れている。

			　しかし悠(ゆう)は、その両の足で地面を踏み締め、立っている。

			　魔族から、声にならない唸(うな)りが上がる。爆発寸前の殺意が、その異形に満ちる。

			　対する悠(ゆう)は徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)。防ぐための盾はあっても、異形の怪物を倒すための武器など持っていない。

			　ゆえに今一度、切に思う。

			　力が、欲しい。

			　なければあの怪物を倒せない。二人の少女を守ることができない。

			　――また、失ってしまう。

			「――ッ！」

			　その想いは、悠(ゆう)の魂(たましい)の奥底をひどく揺さぶった。

			　古傷を猛毒の刃で抉(えぐ)られるような痛みを伴う、耐え難いほどの想念の奔(ほん)流(りゆう)が血液のように溢れ出す。

			　悠(ゆう)の脳裏に〝みんな〟の――無数の幼い死者の顔がよぎる。

			「あ――あああぁぁぁああああぁ！」

			　叫ぶ。腹を刺し貫(つらぬ)かれても耐えていた悠(ゆう)が、痛みに絶叫した。

			　魂(たましい)が裂けた傷、滂(ぼう)沱(だ)の血液(おもい)が溢れ出るそこに、悠(ゆう)は自ら手を突っ込んだ。

			　そしてそこから、〝何か〟を抜き放つ――！

			「其は悠久に――過ぎ――」

			　どこからか、声が聞こえた気がした。

			　誰の声だろうか。自分の声なような気もするが、よく分からない。

			　朱(あか)音(ね)とティオが何か叫んでいるようだ。

			　同時に、魔族が飛び掛かる。

			　重力を味方にした、朱(あか)音(ね)の時とは比較にならない威力の突進。

			　少年と異形の影が、交(こう)錯(さく)して、

			　魔族の首が、宙を舞い、

			　悠(ゆう)の手に、剣が在る。

			　血の熱さと冷えていく体温を同時に感じながら、悠(ゆう)の認識はそこで途絶えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目覚めは、すぐであった。朱(あか)音(ね)の悲痛な叫びが、鼓(こ)膜(まく)を叩く。

			「悠(ゆう)……悠(ゆう)っ！」

			「駄目でス！　下手に動かすと出血ガ……！」

			　ティオに止められ、叱られた幼子のように弱々しく表情を歪(ゆが)める朱(あか)音(ね)。

			　その瞳(ひとみ)から、滂(ぼう)沱(だ)の涙を流す。

			「悠(ゆう)ぅ……お願い、起きて……」

			「うん、分かった」

			　そこへ、存外にしっかりした言葉が返された。

			「へっ？」

			「……ほぇ？」

			　朱(あか)音(ね)とティオは、揃ってきょとんと呆(ほう)けた声を漏(も)らした。

			「えっ……お腹が、ほとんど塞がってまス……」

			　魔族に貫(つらぬ)かれたはずの大穴はその大半が塞がっていた。顔色は青いが、先ほどまでの死相が見えるようなものではない。

			「……ごめんね、心配させて。でも、もうちょっとだけ待ってて」

			「あ……えっ？　良かっ……た、けど。なんで、お腹刺されて……」

			　確かに、魔族のあの尖(せん)脚(きやく)は悠(ゆう)の腹部を刺し貫(つらぬ)いていた。

			　常人なら間違いなく致命傷である。助かる道理はない。しかし――

			　超再生――悠(ゆう)に備わった力の一つ。いかなる損傷でも即座に回復する異常体質。

			　脳が消滅するなどの即死であれば別だが、常人ならば間違いなく死に至るような損傷でも、悠(ゆう)の肉体は再生する。

			　また、悠(ゆう)の肉体は血液の生成能力が桁(けた)外れに優れている上、常人より遥かに少ない血液でも活動することが可能であり、失血にも極めて強かった。

			　これが、悠(ゆう)が寿命のほとんどを失うことと引き換えに押し付けられた最たる能力である。

			　同時に、この能力は悠(ゆう)の死の運命を決定付ける最大の要因でもあった。

			　いかなる医学的対処も、この能力が〝再生〟し、無効化してしまうのだ。

			　そして、もう一つの問題が――

			「っ……あ……ぎぃっ……！」

			　再生の際に、傷を負った時の数倍から十数倍の激痛が神経を侵すことだ。

			　悠(ゆう)は現在、腹を貫(つらぬ)かれた時など比較にもならないほどの痛みに耐えていた。

			　脳に溶けた鉄を流し込まれているような錯(さつ)覚(かく)を覚える。

			　あの研究所では日常的であったが、久々に味わうと相当に堪(こた)える。

			「悠(ゆう)っ!?」

			「ほ、本当に大丈夫なのデスカ？　とても苦しそうにされてますガ……」

			　悠(ゆう)の苦しげな様子に、朱(あか)音(ね)とティオが不安を表して表情を歪(ゆが)ませる。

			「お腹に穴が開くぐらいは慣れて――ああ、いや、うん、心配しないでよ……確かに凄(すご)く痛いけど、傷は治っているからさ……」

			　だが、もうしばしの間は激痛に苛(さいな)まれるだろう。

			　痛みを紛らわせる意味も兼ねて、悠(ゆう)は自身の記憶を辿(たど)った。

			　障(しよう)壁(へき)のようなものを作り、魔族の攻撃を防いだのは覚えている。

			　痛みに歯を食いしばって立ち上がり、魔族と相対したのも覚えている。

			　しかし、そこから先の記憶が曖(あい)昧(まい)であった。瞬間記憶能力といえど、悠(ゆう)自身の意識が不確かでは上手く働かない。

			「僕が、魔族を倒したんだよね？」

			「……覚えてないの？　起き上がったあんたが剣を出して……あれが、あんたの、その……魔道ってやつなのかしら」

			　朱(あか)音(ね)は自身の身体をしげしげと見下ろしながら、顔をしかめる。

			「剣……？」

			　そういえば、何かを握っていたようなおぼろげな感触の記憶がある。

			「ユウ様、すっごくカッコ良かったデス！」

			　ティオの目は憧れのヒーローや王子様でも見るような眼差しで、眩(まばゆ)いばかりに輝いていた。

			　悠(ゆう)はくすぐったいような照れ臭さを覚え、曖(あい)昧(まい)な笑みでそれに応える。人から褒(ほ)められるのは慣れてない。

			「本当に、もう大丈夫なのね……」

			　ぽつりと、朱(あか)音(ね)の声が聞こえた。小さく、本当に小さく呟(つぶや)く声。

			　しかし、すぐに朱(あか)音(ね)は怪(け)訝(げん)な表情を浮かべた。

			「でも、あんた腹に大穴空いてたでしょ。どうして塞がってるの？　あたしが、どれだけ……」

			　来ると予想していた問いであった。

			　だが、真実を朱(あか)音(ね)に語るわけにはいかない。だから、胸を刺す別種の痛みを感じながらも嘘を吐(つ)く。

			「……あのね、朱(あか)音(ね)さんはさっき不思議な力を使えたでしょ？　僕にも、自分の傷を治す力が宿ったみたい」

			　魔道――身体能力の劇的な強化や、障(しよう)壁(へき)の生成といった超常的な事象を引き起こす異能。

			　身体能力の強化が可能なら、治癒能力の強化も有り得るのではないか、悠(ゆう)はそう考えた。

			「魔道の中には、そういった力もあると聞きマス」

			　こちらの話を聞いていたティオが、助け舟を出してくれた。

			　意図したことではないだろうが、自分たちより事情に明るいティオに「それは有り得ない」と言われたらどうしようかと戦々恐々していたため、悠(ゆう)は内心胸をなでおろした。

			「そう……なんだ……そっか……」

			　朱(あか)音(ね)の表情が、理解に綻(ほころ)んだ。

			（……ごめんね）

			　胸に突き刺さった罪悪感が、毒のような痛みを滲(にじ)ませる。そして、朱(あか)音(ね)の様子がおかしいことに気付いた。

			「うぅぅ……」

			「……朱(あか)音(ね)さん？」

			　気付けば朱(あか)音(ね)は、気まずげな顔をしていた。頬(ほほ)を朱に染め目を泳がせ、わなわなと震える口元を手で隠すように覆(おお)っている。とても居辛らそうに、体をもじもじとさせていた。

			「その……びっくりして、何か色々と取り乱したけど……忘れなさいよ」

			「えっ……あぁ、う、うん……」

			　それは、魔族を目にしてからの一連の流れを言っているのだろう。確かにあれは日頃の凛(りん)とした朱(あか)音(ね)らしからぬ姿ではあった。あの異常事態を思えば無理もないと思うのだが。

			　そして、朱(あか)音(ね)は耳まで真っ赤にしながら半眼で悠(ゆう)を睨(にら)むように見下ろし、さらに顔を俯かせる。

			「……さっきは庇(かば)ってくれて……ありが……」

			「え……？　ごめん、もう１回いいかな」

			「なっ……何でもないわよっ！」

			　ついとそっぽを向く朱(あか)音(ね)。

			　だが、その視線の先にあるモノが一気に朱(あか)音(ね)の血の気を引かせた。

			　悠(ゆう)もまた、そちらに目を向ける。

			「あ……」

			　そこには、糸の切れた人形のように血溜まりに沈む男。

			　魔族によって殺された無残な死体が転がっていた。

			　生きている姿を見たのはわずかな間で、とても好意的な印象は持てない人物だった。だが、それでもその惨(むご)い死に様には、哀れみを誘うものがあった。

			「…………」

			　いつの間にかそばから離れ、遺体の傍らに、ティオが膝立ちになっている。

			　瞼を閉じているのだろうか、遺体の顔に手を当てていた。その小さな背は、何かに耐えるように震えていた。

			「ティオ……」

			「……この人、わたしを運ぶ途中で……乱暴しようとしたんデス」

			　ティオが、ぽつりと語り始めた。

			「わたし、怖くなって、無我夢中で……たまたま近くにあった石で、この人の頭を殴って、その隙に逃げてきたんですケド……」

			　その声には、わずかな嗚(お)咽(えつ)の震えが混じる。

			「わたしが違う選択をしていたら、この人は死ななかったんでしょうカ」

			　彼女は、自分を犯そうと、そして殺そうとした男の死に、責任を感じているようだった。

			　あの時引き返そうとしたのも、怪(け)我(が)をした男が魔族に襲われると思ったからだろうか。

			　優しい――優し過ぎる少女だ。見ていて心配になってくるほどに。

			　朱(あか)音(ね)が口元を押さえながら死体から目を逸らし、抑(よく)揚(よう)を抑えたた声で言う。

			「そいつの自業自得よ。あんたが責任を感じることじゃないわ」

			「……僕も、そう思うよ」

			　悠(ゆう)は、無残な死体を目にしてもあまり動揺はしていなかった。

			　人の死は、不本意なことだが見慣れている。

			　とはいえ、人の死を目の当たりにして感情的に穏やかとは言えないのも確かであり、胸にはちくりとした痛みがあった。朱(あか)音(ね)も苦虫を噛み潰したような表情をしている。感情的には、ティオの気持ちにも理解は及ぶ。

			「……ごめんなさい、お二人とも。変なこと言っちゃいましタ」

			　ティオが目元を拭(ぬぐ)いながら振り向いた。

			　どうにか気持ちを切り替えたのだろうか、その顔は真剣な様相を帯びている。

			「魔界に出現する魔族は１体だけとは限りませン。もしかしたら、ここに他の魔族が集まってくるかもデス……」

			「……やっぱり、１体だけじゃないんだ」

			　ラウロは〝全滅〟と言っていた。ならば魔族は複数体いると考えるのが妥当である。

			　クラスの皆は無事だろうか。この期に及んで誰も現れないとなると、最悪の可能性が現実味を帯びてくる。

			　そんなことを考えていると、周囲を警戒していた朱(あか)音(ね)の強(こわ)張(ば)った声が上がる。

			「来た！」

			　耳を澄(す)ませば、確かに何かが近づいてくる音がする。その音は、

			　左右からも、後ろからも聞こえてくる。

			　複数体が接近している。朱(あか)音(ね)一人では対応できないかもしれない。

			　悠(ゆう)は、脳を苛(さいな)む激痛に歯を食いしばりながらも、立ち上がった。

			「ちょっと悠(ゆう)！　無理するんじゃないわよ！」

			「そんな場合じゃないよ……！」

			　脊(せき)髄(ずい)の損傷は回復しており、我慢さえすれば何とか動くことができそうだ。だが、今の悠(ゆう)には攻撃手段がない。武器が要る。

			（剣……）

			　悠(ゆう)は、記憶の断片にこびり付いた、一つの感覚を思い起こす。

			　手に意識を集中させ――魂(たましい)を引き剥がされるような激痛、眩暈(めまい)、そして喪(そう)失(しつ)感(かん)。

			　よろめく悠(ゆう)を、ティオが支える。

			「ユウ様、だいじょ――あっ、それ……！」

			「……出た！」

			　そして悠(ゆう)の手には、再び一振りの剣が握られていた。

			　これといった装飾のない、柄と刃だけの簡素な剣だ。

			　だが、曇(くも)り一つなく煌(きら)めく白刃は、普通の刀剣では持ち得ない静(せい)謐(ひつ)な美しさを備えている。

			　全身に、力が漲(みなぎ)る感覚があった。

			「大丈夫……僕も戦えるよ！」

			「ああ、もう……さっきみたいに無茶するんじゃないわよ！」

			「き、来まス！」

			　新たなる異形が、闇(やみ)夜(よ)の森より姿を現した。

			　その数、５体。

			　前後左右、そして頭上の樹木。

			　明らかな連携した動き。完全に囲まれていた。

			「このっ……頭使ってんじゃないわよ！」

			　魔族が、周囲から一斉に飛び掛かる。

			　いったい、どれにどう対応すればいいのか。朱(あか)音(ね)の脳裏に逡(しゆん)巡(じゆん)がよぎった。そしてそれは、この刹(せつ)那(な)の戦況において致命的な隙であった。

			　だが――

			　疾(しつ)風(ぷう)。魔族の頭部が、ことごとく砕け散った。

			「……えっ？」

			「……あれ？」

			　風に髪をなびかせた朱(あか)音(ね)とティオが、呆(ぼう)然(ぜん)とした声を漏(も)らす。何が起こったのか分からない、そんな様子だった。しかし、悠(ゆう)には何が起こったのか、はっきりと見えていた。

			（風の、矢……）

			　駆け抜けた疾(しつ)風(ぷう)の数は５つ。

			　それは、嵐のように渦(うず)巻く風をまとった、５本の矢だった。

			　５体の魔族はそのまま倒れながら、紫の塵(ちり)と帰していく。

			　そして、静(せい)寂(じやく)を取り戻した森に、一人の女性の声が響いた。

			「ご無事ですか？」

			　涼やかな、心地良い響きの声。年齢は悠(ゆう)たちよりも少し上の17、18歳ほどに見える。

			　薄桃色の髪に、気品のある、しっとりとした魅力を備えた目鼻立ち。

			　黒いゴムのような素材の衣装に身を包み、その上に黒を基調としたやや無骨なデザインのジャケットを羽織っていた。

			　首にはティオと同じ首輪があり、手には飾り気のない質(しつ)実(じつ)剛(ごう)健(けん)とした弓矢が握られている。

			　だが何よりも目を引いたのは、彼女の頭頂部と臀(でん)部(ぶ)であった。

			「え……耳……？　尻尾(しつぽ)……!?」

			　朱(あか)音(ね)が、愕(がく)然(ぜん)とした声を漏(も)らす。

			　犬を思わせる、耳と尻尾(しつぽ)。

			　それが、彼女の薄桃色の髪とくびれた腰の後ろから生えていた。

			　漫画の登場人物のような、獣(けもの)の耳と尻尾(しつぽ)を持つ娘。ティオと同様に、日本人には見えなかった。

			「狼人(ワーウルフ)……綺(き)麗(れい)な人……」

			　ティオの呟(つぶや)きが耳に届く。

			「お初にお目にかかります」

			　獣(けもの)の娘は悠(ゆう)たちに駆け寄ると、丁(てい)寧(ねい)な一礼を見せる。

			　とても堂に入った、気品と優雅さに満ち溢れた流(りゆう)麗(れい)な動作だ。

			　悠(ゆう)は気後れしつつも、礼を言う。

			「あ……あの、ありがとうございます」

			「どうかお気になさらず」

			　悠(ゆう)たちに見せるその笑みは、見る者を安心させ、心を和らげるような柔(にゆう)和(わ)な笑顔であった。

			「私(わたくし)のことはルルとお呼びください。フォーゼルハウト帝国魔道省の戦(せん)奴(ど)として使われている者で御座います。以後、お見知りおきくださいませ」

			　戦(せん)奴(ど)。戦うための奴(ど)隷(れい)。身分はティオと似たようなものだろうか。

			　しかし、その所属は魔道省。それはラウロが語っていた自身の身分と同様で、

			「なっ……あいつ等の仲間ってわけ!?」

			　朱(あか)音(ね)が、唸(うな)りながら身構える。

			　対するルルは、神妙な表情で弓矢を地面に置いた。武器を手放すことで、敵意がないことを示しているようだ。

			「私の立場で言える義理ではありませんが……此(こ)度(たび)の危(き)難(なん)、心中お察し申し上げます」

			　誠実そのものといった雰囲気の、謝罪の言葉。

			　ラウロの傲(ごう)慢(まん)で陰(いん)湿(しつ)なそれとは正反対の印象に、悠(ゆう)たちは面食らう。彼女は、そのまま言葉を続けた。

			「ご学友の皆様をお探しでしょうが、皆様はまだこちらの世界には来られていません」

			「……えっ？」

			　それは一体、どういうことなのか。悠(ゆう)は問いを発しようとして、

			（あれ……？）

			　口が上手く動かなかった。

			　それどころか、指の一本も動かせない。急速に眠気が襲ってきた。

			　疲労の限界か、あるいは血を失い過ぎたか。

			「お二人と――そして巻き込まれた兵士と奴(ど)隷(れい)の救助に参った次第ですが――」

			　ルルの言葉を聞きながら、悠(ゆう)はくずおれた。

			「えっ、悠(ゆう)!?」

			「ユウ様！」

			「如何(いかが)されましたか!?」

			　三人の娘が駆け寄る。

			　それを悠(ゆう)は、どこか他人事のように見ていた。

			（とりあえず、終わったのかな……）

			　ぼやけていく視界の中、あの異形の空が次々と剥(は)がれ落ち、隙間から煌(きら)めく星空が見える。

			　地球に比べ妙に大きい満月が印象的だった。

			　ああ、やっぱりここは異世界なんだなと薄れる意識で呑(のん)気(き)に思う。

			　そしてそれが、最後の思考だった。

			「悠(ゆう)……？　ちょっと、悠(ゆう)!?」

			　朱(あか)音(ね)の取り乱した声を聞きながら、今度こそ悠(ゆう)の意識は闇に落ちて行った――
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			第二章　フォーゼルハウト帝国

			　

			　悠(ゆう)は、夢を見ていた。

			　それは悠(ゆう)が藤(とう)堂(どう)家の世話になる初日のこと。悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の出会いの出来事である。

			　春の終わりが近い、やけに暑い日であった。

			　悠(ゆう)があの研究所から解放されてから、１月と少し。

			　身体の検査結果や機関の残党の有無の調査などに要したその期間、暇だった悠(ゆう)は様々なメディアに触れ、大人に付き添われて外出もしていた。その人間離れした記憶力もあり、正(まさ)人(と)たちが舌を巻くスピードで知識や常識を吸収した悠(ゆう)は、その頃には年相応の生活を送る分には問題ないであろう社会性を身に付けていた。

			　だが一人での長距離移動はこれが初めてであり、悠(ゆう)は内心、興奮と期待で胸を高鳴らせていた。

			　都内の駅で人混みに目を回していた悠(ゆう)の前に、一人の少女が現れる。

			　綺(き)麗(れい)な少女だった。

			　悠(ゆう)と同い年のはずだったが、その発育の良さもあるのだろう、15歳とは思えない美(び)貌(ぼう)を備え、軽装であるがお洒落(しやれ)な服装がその容(よう)貌(ぼう)と肢(し)体(たい)を見事に引き立てていた。

			「あたしが藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)よ。よろしくね。……悠(ゆう)、でいいかな？」

			　多(た)忙(ぼう)な父に代わり悠(ゆう)を迎えに行くことになっていた彼女は、そう優しげに微笑(ほほえ)みかけてくれた。今のむっつりとした不機嫌な様子など微(み)塵(じん)もない。

			　緊張していた悠(ゆう)は、その態度にどれほど救われたことだろうか。悠(ゆう)も満面の笑みで応える。

			「僕は神(かみ)護(もり)悠(ゆう)、悠(ゆう)でいいよ。僕も、朱(あか)音(ね)って呼んでいいかな？」

			「もちろんっ。じゃあ行きましょうか、悠(ゆう)」

			　藤(とう)堂(どう)家に向かう途中も、朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)と仲良くなりたいと、気さくに話しかけてきた。

			　悠(ゆう)もこうして外の世界で同年代の相手ときちんと話すのは生まれて初めてのことで、すっかり舞い上がった。

			　仲を深めようと頑張り、時折変なことを言ってしまうこともあったが、朱(あか)音(ね)はそれも個性的と好意的に受け取り、朗(ほが)らかな笑顔を見せてくれた。

			　目的地に到着する頃には、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の仲はかなり深まっていたと思う。

			　藤(とう)堂(どう)家は武家に列なる血筋の家で、代々受け継がれた土地に建てられたその家は、屋敷と呼べるほど立派なものだった。

			「すごい！　すごいね朱(あか)音(ね)！　まるで時代劇みたいだ！」

			「まあ、元々お侍(さむらい)の家だから。……でも、掃除が大変なのよね」

			　朱(あか)音(ね)は苦笑しながら敷居を跨(また)ぐ。

			　その日は記録的な猛暑で、藤(とう)堂(どう)家の玄関に辿(たど)り着く頃には二人はすっかり汗だくになっていた。そこで、朱(あか)音(ね)は胸元を無防備に開けて涼みながら、

			「今日はほんと暑いわねー……汗びっしょりだわ。ね、ねえ、悠(ゆう)……まず一緒にお風呂入らない？　家のお風呂、すごく広いのよ」

			　と屈(くつ)託(たく)のない笑顔で悠(ゆう)を風呂に誘ってきた。

			　一刻も早く汗を流したいのは悠(ゆう)も同じで、一も二もなく頷いた。

			　ここが、運命の分(ぶん)岐(き)路(ろ)であった。

			　藤(とう)堂(どう)家の敷地内には道場があり、浴場は道場に隣接していた。昔は、多くの門下生がここで汗を流すこともあったそうだ。和風の脱衣所に入り、朱(あか)音(ね)は手早く服を脱ぐが、悠(ゆう)はあまり着慣れない服なのでもたついていた。

			「悠(ゆう)、先に入ってるからね」

			　四苦八苦していた悠(ゆう)が振り向くと、一糸まとわない瑞(みず)々(みず)しい裸身があった。

			　若々しく張りのある玉の肌、適度に引き締まった健康的な肢(し)体(たい)、豊かな胸の双(そう)丘(きゆう)と丸いお尻の肉付きは、15歳という年齢にあるまじき蠱(こ)惑(わく)のラインを主張していた。すでに女性としての色香を備えた早熟な曲線美を惜しげもなく晒(さら)し、朱(あか)音(ね)が立っている。

			　綺(き)麗(れい)だと、心からそう思った。

			　いつまでも見ていたいと思える美しさだ。特に卑(いや)しい意味はなく、その時の悠(ゆう)は、純粋な意味で朱(あか)音(ね)の裸身に見惚(ほ)れていた。

			「ど、どうしたのよ、じっと見て……」

			「綺(き)麗(れい)な身体だよね、朱(あか)音(ね)」

			「な、何言ってるのよ、もうっ」

			　朱(あか)音(ね)は照れ笑いを浮かべ、風呂場へと消えて行く。

			　そして、悠(ゆう)も遅れて風呂場へと入った。

			　10人以上が同時に入れそうな広々とした和風の浴場で、朱(あか)音(ね)は鼻歌をうたいながら髪を洗っていた。シャンプーが目に入らないように目を瞑(つむ)っている。

			　悠(ゆう)は、朱(あか)音(ね)の隣に腰掛け、同じように身体を洗って髪を洗う。

			　身体にこびり付いた汗が流れる感触が気持ち良く、悠(ゆう)はしばしその感覚に浸っていると、

			「えいっ」

			「わわっ!?」

			　突然、朱(あか)音(ね)が後ろから抱き付いてきた。

			　濡れた肌と肌が触れ合い、背中に密着した彼女のたわわで柔らかな胸がぐにぐに形を変える感触に、悠(ゆう)は未知の幸福感を覚えた。

			「悠(ゆう)の身体だってすごく綺(き)麗(れい)じゃない。肌も雪みたいに真っ白。うわ、すべすべしてる、羨(うらや)ましいっ」

			「ちょ、ちょっと、朱(あか)音(ね)！　くすぐったい、くすぐったいよぉ！」

			　彼女なりのスキンシップなのだろう、朱(あか)音(ね)の手が慌てる悠(ゆう)の身体を弄(いじ)っていく。

			　その大胆な、それでいて優しく解すような感触は、これまた未知の感覚であり、狼狽する悠(ゆう)はすっかり硬直してしまった。

			「胸だってまだこれから大きくなるわよ、きっと。まだ成長期なんだし。あたしは正直、もういいかなって感じだけど。わりと邪魔なのよね、これ……けっこう重い……し」

			　――えっ？

			　と、当時の悠(ゆう)はそこで何かが致命的に食い違っていることに気付いた。

			「朱(あか)音(ね)、僕はお――ひやぁっ!?」

			　男だよ。

			　そう言う前に、朱(あか)音(ね)の手が悠(ゆう)の下腹部に伸び――股間に触れていた。

			　掴(つか)まれた。握られた。

			　全身を鷲(わし)掴(づか)みにされたような、本能的な恐怖が背筋を凍(こお)らせる。

			　思いのほか強い握力に、悠(ゆう)は身体をぴくんと跳ねさせて、そのまま硬直する。

			「……へ？」

			　朱(あか)音(ね)の間の抜けた声。そして、

			「――――」

			　絶句。しばし、風呂場の時間が凍(こお)り付いた。

			　朱(あか)音(ね)はその裸身を悠(ゆう)の背中に密着させ、股間に手を伸ばしたまま固まる。

			　悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)に色々な意味で致命的な部分を握られたまま、固まっていた。

			　やがて、時間が動き出し、

			「ひっ――――きゃああああああああああ!?」

			　絹(きぬ)を裂くような悲鳴が、藤(とう)堂(どう)家の広い敷地に響き渡った。

			　……悠(ゆう)は、研究所にいた間は服を着ることもできずに１日を過ごすことが多かった。

			　そしてそれは、男女問わず他の子供たちも同様であったし、異性に裸を見られて羞(しゆう)恥(ち)することも、異性の裸を見て興奮することもなかった。

			　それゆえに、当時の悠(ゆう)にとっては、異性に裸を見られることがとても恥ずかしいことである、という認識がなかったのだ。

			　一方で、父から写真と名前の連絡を受けていた朱(あか)音(ね)は、その容姿と名前から、悠(ゆう)を同い年の少女と勘違いしていた。正(まさ)人(と)から朱(あか)音(ね)に送られたメールはかなり慌てていた内容で、誤解の余地を残すものだった。彼も疲れていたのかもしれない。

			　悠(ゆう)の境(きよう)遇(ぐう)と、中性的な名と容姿が生んだ悲劇である。

			「僕」と言っているのだから、気付いてくれても良かったんじゃないかなあ、と思わなくもないのだが、それを口にする度胸はない。

			　それに、あの研究所で唯一、悠(ゆう)に優しくしてくれたある研究者の女性の影響で細かい仕草がいささか以上に女の子っぽい自覚もあるにはあった。

			　以降、朱(あか)音(ね)の悠(ゆう)に対する態度はすっかり刺(とげ)々(とげ)しくなり、あの日の気さくな彼女をそれ以来、一度も見ていない。

			　それは１月が経過した現在も続いている――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……んんっ」

			　麗(うら)らかな陽射しと、頬(ほほ)を撫でるそよ風が気持ち良い。

			　どこからか、鳥の囀(さえず)りも聞こえてくる。

			　朝だ。藤(とう)堂(どう)家の朝は早い。

			　今は何時だろうか、早く起きなければ。

			　だが朝が弱い悠(ゆう)にとって、それはなかなかの難事である。

			　藤(とう)堂(どう)親子が朝の鍛(たん)錬(れん)中なら、今日こそ朝食の用意を買って出てみようか。レシピは暗記している。きっと、美味しい料理が作れるはずだ。

			　悠(ゆう)は、この１月で染みついた習慣に従い、むくりと身を起こした。

			　寝(ね)惚(ぼ)けた眼を擦りながら目を開き、

			「……あれ？」

			　視界に映る光景に、間の抜けた声を漏(も)らす。そこは、悠(ゆう)の私室ではなかった。

			　時代がかった建物。

			　机や箪(たん)笥(す)などといった一通りの木製の家具が配置されており、悠(ゆう)はベッドに寝かされていた。ここは、一体――

			「ん……ゆう……」

			　困(こん)惑(わく)する悠(ゆう)の耳に、下から囁(ささや)くような声が届く。

			　悠(ゆう)は視線を落としながら、自分の太腿のあたりの丸い重みに気付いた。

			「朱(あか)音(ね)さん……？」

			　朱(あか)音(ね)が、悠(ゆう)の太腿を枕にして眠っていた。

			　その寝顔は、安らかな微笑(ほほえ)みを浮かべている。

			　彼女は悠(ゆう)の太腿に頬(ほほ)擦りをするように身(み)動(じろ)ぎしながら、

			「う……ん……」

			　と、心地良さげな寝息を漏(も)らしていた。

			　あまりにも無邪気で幸せそうな姿で、悠(ゆう)は微笑(ほほえ)ましさに口元を緩め、彼女の頭に手を乗せる。そして、そのさらさらとした髪を梳(と)かすように撫でる。

			「あっ……」

			　いけない。女の子の髪に軽々しく触れるのは失礼にあたる。すぐに手を除けようとするが、

			「んにゃあ……ゆ……」

			　朱(あか)音(ね)は、子猫のような甘い声を漏(も)らしながら、その表情をいっそう緩める。

			　喜んでいるのだろうか……？

			　恐る恐る、悠(ゆう)は行為を継続する。

			　なでなでとされる度に朱(あか)音(ね)は気持ち良さそうに身動ぎし、自分から求めるように頭を動かす。可愛(かわい)らしい仕草に興が乗った悠(ゆう)は、さらになでなでと、

			「ふゅ……んぁ……」

			　朱(あか)音(ね)が、蕩(とろ)けた声を漏(も)らしながら、目を開けた。口の端から、一筋糸を引いている。

			　半開きの瞼から見えるとろんとした眼が、少しずつ焦(しよう)点(てん)を結んでいき、

			「んー……？」

			　その眼が悠(ゆう)へと向けられ、彼の手が今どこに乗せられているか気付き、

			「……っ!?」

			　彼女の頬(ほほ)が、火を吹いた。跳ねるように、椅子を蹴飛ばしながら立ち上がる。

			「なっ……何やってるのよぉっ!?」

			「ご、ごめんなさいぃっ！」

			　朱(あか)音(ね)の突然の行動に、悠(ゆう)もびくりと肩を震わせる。

			　朱(あか)音(ね)は顔を真っ赤にし、口元を震わせながら悠(ゆう)を睨(にら)む。

			　両足はしっかりと床を踏み締めており、怪(け)我(が)をしている様子はない。

			　良かった、と心のどこかでそんな思考を浮かべたところで、記憶が洪水のように脳裏を満たしていく。

			　漆(しつ)黒(こく)の空間、異形の森、蜘(く)蛛(も)のような怪物。

			　そして、魔族との戦い。

			　萎(い)縮(しゆく)していた心が、一気に昂(たかぶ)った。

			「朱(あか)音(ね)さんっ！」

			「は、はいっ!?」

			　悠(ゆう)の色めき立った様子に、今度は朱(あか)音(ね)がたじたじの体を見せる。そして悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)に駆け寄ろうとして、

			「あ……うあっ!?」

			　ベッドの縁からうっかり手を滑らせ、転がり落ちた。

			「いったぁ……」

			「ちょっと、何してんのよ。鈍(どん)臭(くさ)いわね……！」

			　腰を押さえて呻(うめ)く悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)が慌てた様子で駆け寄る。

			「大丈夫？」

			「う、うん……何ともないよ」

			　悠(ゆう)の顔を見て、朱(あか)音(ね)は小さく安(あん)堵(ど)の息を漏(も)らした。

			「そう……とにかく、まだ無理しないの。あんた、あの森で倒れてから、今までずっと気を失っていたのよ？　……まあ、あたしも似たようなものなんだけど」

			　そう言いながら、悠(ゆう)を起き上がらせてベッドに戻す。

			　まだ身体に怠(だる)さがあったのも確かで、悠(ゆう)は彼女に勧められるがままにベッドの上に座った。

			　朱(あか)音(ね)も椅子を起こし、腰を下ろす。

			「……朱(あか)音(ね)さんは、特に怪(け)我(が)とかなかったの？」

			　あんな巨大な怪物を蹴(け)り飛ばしたりしたのだ。身体を痛めていてもおかしくない。

			　悠(ゆう)の問いに、朱(あか)音(ね)はどこか釈(しやく)然(ぜん)としない様子で、

			「……今は元気よ。あの時はけっこう身体が痛かったりしたんだけど……」

			　そう言いながら自分の足をさすった。そして少し気味悪がるような調子で、言葉を続ける。

			「すごいわね、ファンタジー世界の医療技術って。細かい怪(け)我(が)は一日で消えちゃったわ」

			　ファンタジー世界。

			　そういえば、朱(あか)音(ね)の着ている服はいつもの学校の制服ではなく、時代がかった雰囲気のある、軍服のような服装だった。だが、しかし……

			（男の人の目とか気にならないのかなあ……）

			　相変わらずのミニスカートにスパッツ。

			　暑かったのかそれとも苦しかったのか、胸元もかなり開いて豊かな胸の谷間が覗(のぞ)いていた。家でも外でも、朱(あか)音(ね)は妙に無防備な一面がある。

			　その大きな胸や短いスカートから伸びるすらりとした脚線美、そしてスカートが翻った時、スパッツ越しにくっきりと見える丸みを帯びたラインにどれほどの男性が目を奪われるか、朱(あか)音(ね)は自覚しているのだろうか。

			　その辺の感覚に疎(うと)い悠(ゆう)ですら、ドキドキして目のやり場に困ることがあった。

			　本人曰(いわ)く、動きやすい服装が好みということなのだが。

			「……何よ、この服がどうかした？」

			「い、いや、何でも……」

			　冷や汗とともに目を逸らし、自分の服装を見下ろす。悠(ゆう)自身は、入院患者が着るような、ゆったりとした白い衣装を着せられていた。

			「ここはやっぱり……異世界なんだ」

			　朱(あか)音(ね)は、悠(ゆう)の言葉に不満げに鼻を鳴らしながら、すぐ近くの窓を開けた。

			「見てみなさいよ」

			　朱(あか)音(ね)の言葉に従い、悠(ゆう)は窓から顔を出し、外の景色を視界に入れた。

			　建物は高台にあるのか、窓から外の広々とした景色が見えた。

			「これ、は……」

			　剣と魔法のファンタジー世界。

			　その言葉を多くの15歳の少年少女に告げれば、かなりの確率で類似した情景が思い起こされるのではないだろうか。

			　つまり、一般的な中世ヨーロッパをイメージさせる石造りの城や、日本ではあまり見られないような古めかしいレンガ、木造の街並みに、牧歌的な服装の一般人や鎧(よろい)と剣や槍(やり)で武装した兵士がいるような、そんな景色。

			　異世界セレスフィア。そこはまさに、ゲームや映画の世界に入ってしまったかのような光景であった。そしてここは、

			「フォーゼルハウト帝国のメドレアっていう街だって。ここはそのお城よ」

			　朱(あか)音(ね)が投げやりな口振りで言う。

			　あれだけ異常な経験をしたのだ。覚悟はしていた。

			　だが、いざこうして突き付けられて見ると、途方もない脱力感に襲われる。

			「……ところで、あんた、あの力は使える？」

			「あの力……ああ」

			　悠(ゆう)の障(しよう)壁(へき)や剣、朱(あか)音(ね)の驚異的な身体能力、この世界でいうところの魔道とやらのことだろう。

			　どうして今そんなことを、と思いながらも、悠(ゆう)はあの氷のような障(しよう)壁(へき)を生成しようとして、

			「……あれ？」

			　出なかった。感覚を忘れたわけではない。

			　だが、何か歯車が噛み合わないというか、道が見えないというか、とにかく、魔道の発現に至ることができない。もちろん、剣も出せなかった。

			「やっぱりね」

			　朱(あか)音(ね)が忌(いま)々(いま)しげなため息を吐(つ)く。

			「ど、どういうこと……？」

			「この街の中だと、あたしたちはあの力を使えないみたいよ。たぶん、逆らえないようにするためでしょうね」

			　あの力は、常人を遥かに超えた戦闘力を実現させる。特に朱(あか)音(ね)の身体能力は武装した兵士程度では相手にもならないはずだ。

			「……あれから、どうなったの？」

			　あの森で力尽きるように気を失ってから、今に至るまで。

			　フォーゼルハウト帝国の都市の一つに搬(はん)送(そう)されたということは理解できるが、帝国は悠(ゆう)たちにとって今の事態の元凶のような存在だ。

			　その懐とも言える帝都にいるという今の状況は、あの異形が跋(ばつ)扈(こ)する森とは別種の危地と言えるだろう。

			「クラスの、皆は……」

			　それに、クラスメイトたちはどうなったのだろうか。

			　ルルと名乗った獣耳の女性からまだこの世界にはいない、という主旨の言葉は聞かされたが、では彼らはどこにいるというのか。

			　その質問に朱(あか)音(ね)は、ぶっきらぼうにただ一言。

			「知らない」

			　と、答えた。

			「あたしもあの後、気を失って、目を覚ましたのは少し前なのよ。だから大した話は聞いてないし、詳しく聞かれても分からないわ」

			　その時、コン、コンと部屋のドアを丁(てい)寧(ねい)にノックする音が聞こえた。

			「ユウ様、よろしいでしょうか？」

			　どこかで聞いた覚えのある声だ。

			「……どうぞ」

			　悠(ゆう)は、声に緊張を含ませながらも部屋に招いた。

			「失礼します」

			　入ってきたのは、一人の若い娘である。やはり見覚えのある女性であった。

			「あなたは……」

			　犬のような耳と尻尾(しつぽ)を備えた、薄桃色の髪の綺(き)麗(れい)な女性。均整の取れた肢(し)体(たい)に、いわゆるメイド服のような服装をまとっている。そして細い首には、まるで囚(しゆう)人(じん)や奴(ど)隷(れい)を思わせる首輪。

			　ルル――あの森で、５体の魔族を一瞬にして葬(ほうむ)った、弓使いの娘だ。

			「ユウ様、アカネ様、改めてご挨(あい)拶(さつ)させていただきます。私(わたくし)はルル。本日より、ユウ様お付きの奴(ど)隷(れい)としてお世話をさせていただく者です。どうか、何なりとお申し付けください」

			「……はぁっ？　奴(ど)隷(れい)!?」

			　朱(あか)音(ね)の素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声が部屋に響く。悠(ゆう)もまた、ルルの言葉に呆(あつ)気(け)に取られた。

			　奴(ど)隷(れい)？　自分に？　なぜ？

			「い、いきなり奴(ど)隷(れい)とか言われても、困るんですけど……」

			　そんな悠(ゆう)の様子に、ルルはにこりと笑みを浮かべた。

			「あまり深く考えず、身の回りの世話役と案内役が付いたとお思いくださいませ。それと――」

			　言葉を切り、ルルは扉の方へと顔を向けた。

			「世話役の見習いとして私とともに行動する者がおります。……いいですよ、入りなさい」

			「は、はいデス！」

			　ルルの言葉に、緊張に上(うわ)擦(ず)った声が応える。そして、扉からちょこんと顔を出したのは、

			「ティオ！」

			　愛らしい顔立ちの、小柄な耳長の少女だった。

			　あの森で出会った奴(ど)隷(れい)の少女、ティオ。

			　今はルルと同じメイド服を着ており、ルルとは違った意味合いで似合っていた。

			　だが、その細い首に付けられた首輪が、少し痛ましくもあった。

			　彼女はがちがちに強(こわ)張(ば)った表情とぎこちない足取りで、悠(ゆう)たちの前に立った。

			「き、今日より世話役の奴(ど)隷(れい)として使われることになりました、ティオでス！　ルルさんの下で業務を教えていただくことになりましタ！　ユウ様、アカネ様、一生懸命ご奉仕しますので、どうぞよろしくお願いしますデス！」

			　勢いよく頭を下げる。

			「あの、お二人とモ……」

			　そして上げた顔で――今度は不安げに見つめてきた。

			「その……平和な世界で暮らしていらしたのに、勝手に召喚されて、こんなことに巻き込まれて……わたしたちのこと……恨んで、いますよネ」

			　悠(ゆう)たちを召喚したフォーゼルハウト帝国――その構成員は、悠(ゆう)たちにとっては怨敵と言ってよい相手のはず。帝国の奴(ど)隷(れい)もまた、広義ではその一員と言えるだろう。

			「本当にお可哀想だと思いマス。助けてもらったご恩をお返ししたいけド、わたしにできることは、こんなことぐらいデ……」

			　笑えば太陽のように眩(まぶ)しい相(そう)貌(ぼう)は、今は無力感に曇(くも)っていた。

			　ティオのそんな顔は見たくない。笑わせてあげたいと思う。

			　今感じたその思いだけで、答えには十分だろう。

			「……また会えて嬉しいよ、ティオ」

			　悠(ゆう)は、穏やかな声で微笑(ほほえ)みを返した。

			　彼女も帝国側の人間ということに変わりはないかもしれないが、あの森でのティオの振る舞いは、信頼と好意を持つに十分過ぎるものだった。

			　短い付き合いではあるが、ともに助け合い、死地を生き延びた仲だ。彼女とは確かな絆(きずな)のようなものが生まれている気がした。

			「別に……あんたのせいじゃないでしょ」

			　朱(あか)音(ね)もぶっきらぼうな、だが確かな許しの言葉を返す。

			　二人の答えにティオは涙ぐみ、感極まったような声で、もう一度ぺこりと頭を下げた。

			「ユウ様……アカネ様……よろしくお願いしまス……！」

			　ティオの真っ直ぐな好意の眼差し。

			　朱(あか)音(ね)はどこか照れた様子で頬(ほほ)を掻(か)き、その口元をもにょもにょと奇妙に動かす。

			　笑い返そうとしたのだろうか。そんな朱(あか)音(ね)を尻目に、悠(ゆう)はティオに朗(ほが)らかな笑みを返す。

			「うん、よろしくね、ティオ」

			「……はいっ」

			　場に、弛(し)緩(かん)した空気が流れる。

			　しかし、それも長くは続かなかった。

			　それまでティオたちのやり取りを柔(にゆう)和(わ)な笑顔で見守っていたルルは、話が終わったことを確認すると、表情を引き締めた。

			「帝国魔道省のラウロ様が、此(こ)度(たび)の召喚についての説明を行いたいそうです。……ユウ様、お身体のお加減はいかがでしょうか？」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の表情が変わる。

			　魔道省……ラウロ・レッジオ。あの爬(は)虫(ちゆう)類(るい)じみた陰(いん)湿(しつ)な雰囲気の男を思い出し、悠(ゆう)は固(かた)唾(ず)を飲んだ。

			「……大丈夫です」

			「了解しました」

			　ルルは頷き、「少々お待ちください」と恭(うやうや)しく礼をして、ティオを伴い部屋を去って行った。

			　そして待つこと数分。

			　二人は、何やら奇妙な器具を運びながら戻ってきた。

			　人ひとりが立てそうな鏡のような台座、ポールに取り付けられた輪が台座を囲むように配置され、天井部分も鏡のような材質に覆(おお)われていた。

			「……では、接続します」

			　ルルがてきぱきと何やら操作をした後、台座と天井から光が伸び、やがて一つの形を成していく。そこに立つのは、見覚えのある半透明の男。

			「ラウロ……！」

			　朱(あか)音(ね)が、今にも噛みつきそうな表情で歯を剥(む)いた。

			『やあ、おはよう二人とも、元気そうで何よりだ』

			　ラウロ・レッジオ。

			　あの黒い空間に現れた男が、亀裂のような笑みを浮かべながら立っていた。

			『ふむ……』

			　ラウロ・レッジオは、部屋の中央に配置された装置の上で、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を観察するように眺める。その薄く開いた目は、爬(は)虫(ちゆう)類(るい)の舌のように冷たく陰(いん)湿(しつ)な光を湛(たた)えていた。

			『まったく、心配したのだよ。二人だけが魔界に放り出されたと聞いて気が気ではなかったとも』

			　ラウロは芝居がかった動作で両手を広げる。それは、空々しい台詞(せりふ)に非常に似合っていた。

			「どの口が言うのよ、このクズ野郎……！」

			　朱(あか)音(ね)の睨(にら)み殺すような眼光がラウロを射貫く。目の前のそれが本物なら、迷わず殴りかかっていきそうな形相だ。

			『はて、君たちが生き残ってくれて嬉しいのは本心なのだがね。ゆえにこうして手練れであるルルを至急の救援として送ったのだよ……まあ挨(あい)拶(さつ)はこれぐらいにしておこう。接続時間は限られているし、君たちも聞きたいことが山積みだろう？』

			　そこでラウロは言葉を切り、黙って次の言葉を待つ二人に満足したように頷いた。

			『では、約束通り説明をさせてもらうよ。気になることは多いだろうが、順を追って語らせてもらう。まずは前提として、この帝国の成り立ちから――』

			　こうして、ラウロの話が始まった。

			　彼は慣れているのだろう。語る言葉は朗(ろう)々(ろう)として聞きやすく、内容は明(めい)瞭(りよう)で分かりやすいものだった。話を要約すれば、こうだ。

			　この異世界セレスフィア有数の大国であるフォーゼルハウト帝国は、かつて圧倒的な軍事力によって全世界を支配していた。

			　そして、その原動力となったのが、悠(ゆう)たちのような地球から召(しよう)還(かん)された少年少女たちだった。帝国は、異世界の人間を召喚する手段を独占的に保有していた。

			　異世界の人間である地球人は、みな非常に優れた魔道の素質を有していた。

			　魔道とは、あの森で見たような超能力じみた異能のことであるが、文字通りの一(いつ)騎(き)当(とう)千(せん)を現実のものとする一方で、その能力は先天的な資質に大きく左右されるものだった。

			　そもそも使うことすらできない者がほとんどであり、最低限の資質ですら、この世界では１０００人に１人しか持っていなかった。

			　しかし、それを地球人は全員が有していた。

			　大人ではなく少年少女に限定して召喚する理由は、15、16歳前後の頃が統計的に魔道の力を覚(かく)醒(せい)させ、伸ばしやすい傾向があるからだという。

			　もちろん、経験豊富な大人よりも子供の方が与(くみ)し易いという理由もあったかもしれない。

			　そして、あの異形の空が広がっていた空間――魔界で活動するには、その最低限の素養が必要なのだという。

			　その魔界での活動。つまりは魔族との戦闘や、魔界内部で採取できる希少資源の探(たん)索(さく)に従事して欲しいというのが、ラウロからの要求であった。

			　だが、そんなことを言われて素直に従うだろうか。否、従うわけがない。ゆえに帝国も地球人を従わせるため、いくつかの手段を用意していた。

			　地球人を召(しよう)還(かん)するための装置は、単に悠(ゆう)たちをこの世界に引きずり込むだけではなく、その身に影響力を及ぼす。

			　一つ――言語認識の変換。

			　かつて世界全土を支配した歴史があるゆえに、フォーゼルハウト帝国の公用語であるフォーゼ言語は、ほぼ全世界で通じる言語となっている。このフォーゼ言語と、悠(ゆう)たちの語る言葉を変換して認識させ、異世界人とのコミュニケーションを可能とした。

			　二つ――魔道の封印。

			　先ほど確認したように、悠(ゆう)たちの魔道はここでは使えなくなっている。これも帝国側の装置による作用らしく、基本的に魔界以外では魔道を使うことはできないのだという。つまり、力を用いて抵抗することは難しい。

			　三つ――位置の管理。

			　悠(ゆう)たちは、帝国の領内から出ることができない。出ようとすれば、内部の自己攻撃機構が働き、行動不能になるのだという。さらに、帝国領内にいる限り、悠(ゆう)たちの場所は帝国側の探査によって把(は)握(あく)され続けるとのこと。

			　意思は通じるが、逆らえない。逃げられない。

			　当然のように語られる、あまりに理(り)不(ふ)尽(じん)な内容。

			　朱(あか)音(ね)の歯ぎしりが聞こえ、怒声が上がったのはその直後だった。

			「ふざけないでよっ！　勝手な都合で呼び出して、あんたたちのために働けですって!?　知らないわよ、あんたたちの事情なんて！　さっさと家に帰しなさいよ！」

			　一気にまくし立てる朱(あか)音(ね)。切れる息の中、俯いた顔から、絞り出すような、泣きそうな声が漏(も)れる。

			「お父さんが、待ってるのよ……」

			「朱(あか)音(ね)さん……」

			　こんな訳の分からない出来事で家族と突然引き離された心の痛みは、いったいどれほどだろうか。家族のいない悠(ゆう)には、想像することしかできなかった。

			『……なるほど』

			　ラウロは、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を交互に見ながら、その仮面じみた笑みを亀裂のように深めた。

			　どこか愉しんでいるような様子ですらある。

			『安心したまえ。我々とて血も涙もないわけではない。我々に貢(こう)献(けん)してくれるなら、君たちの身分は保障される。そこらの平民よりよほど良い生活ができるだろうさ。ゆくゆくは、君たちを元の世界に返すことも保証しよう』

			　その様子には、罪悪感の欠片(かけら)も見受けることができなかった。

			　ラウロは、悠(ゆう)たちは断れまいと高を括(くく)っている。

			　ここは見知らぬ異世界。帝国の支援がなければ悠(ゆう)たちが生きていくことは難しい。その身勝手な言葉に、朱(あか)音(ね)が唸(うな)るような声を上げた。

			「……よくそんなことを臆(おく)面(めん)もなく言えるわね、この恥知らず！　それに、何であんな危険な場所に放り込んだりなんかしたのよ。危なかったし、あんたのところの兵士だって死んでるのよ!?」

			　だがその言葉にも、ラウロはその粘着質な視線を向けながら、肩を竦(すく)めた。

			『転移は、原則として魔界内部にしか行えないのでね。それに、魔道の進化は命の危機に晒(さら)された時に起こりやすいのだよ。個人的にはその場で才能の足りない者の振るい落としができて合理的だとも考えている。あの程度の場所で死ぬような者は、どの道使い物にはなるまい』

			「最低……！」

			　朱(あか)音(ね)が、吐き捨てるように言う。

			　ありったけの怒りと憎(ぞう)悪(お)を孕(はら)んだ目で睨(にら)むが、ラウロは凪(なぎ)のように受け流す。

			　能面めいた薄い目から覗(のぞ)く眼差しに、全身を冷たい舌で舐められるような不快感を覚える。嫌な目だと、悠(ゆう)は思った。

			「地球に還してくれる……というのは、具体的にどれぐらい貢(こう)献(けん)できれば実現するんですか？」

			『無論、帝国が再びこの世界の覇(は)権(けん)を手にするまで』

			「……っ」

			　即答するラウロに、悠(ゆう)は苦々しく呻(うめ)いた。

			　世界征服――あと１年ほどで可能とは思えない。自分は、この帝国の野心のために働かされ、そのままこの世界に骨を埋めなければならないのだろうか。

			『気が遠くなったかね？　だが世界を掌(しよう)中(ちゆう)にする方法は、何も世界を軍事的に征服するだけとは――いや、これ以上はやめておこう』

			　続きが気にはなったが、言外に確かな拒絶の気配が流れている。悠(ゆう)は不承不承ながら追及を諦(あきら)めた。

			　とりあえずは、自分たちの現状はおおむねは理解できた。では、次に知りたいのは、

			「……クラスメイトの皆は、どうなったんですか？」

			　その問いに、ラウロの様子が少しだけ変わった。

			　悠(ゆう)を見つめるその眼差しに、奇妙な色が混ざる。

			『……極めて稀(け)有(う)なケースなのだが、君たちと学友たちの、転移の時間軸に差異が生じたようなのだよ』

			「……？」

			　つまり、どういうことだろうか。

			『あの時間の流れが異なる〝狭間(はざま)〟からこのセレスフィアへ転移を行うためには、座標と時間を――魔界化が起こると予測される場所と時間に指定して行う必要があるのだ。君たちには、あの〝狭間(はざま)〟での出来事はつい先日のことだろう。しかし私たちにとっては３日前のことだよ』

			〝狭間(はざま)〟。あの漆(しつ)黒(こく)の空間を思い出す。

			　あの異常な空間では、時間の流れすらも例外ではなかったということか。

			『そして、その転移の設定は全員に一括して行われる。本来であれば、全員が魔界化した森に転移されるはずなのだが――』

			　ラウロはそこで一度言葉を切り、悠(ゆう)を見つめる。実験動物を観察するような眼差し。

			『――君と、そして君に触れていたアカネ君だけが指定していた時間軸より大幅に早く、こちらへと転移されたのだ。先ほど、転移は魔界の中でないと行えないと言ったが、例外もある。それが今回だ。君たちの異常転移により、本来起こり得ない突発的な魔界化がこちらで発生してしまったのだよ。

			　その想定外の魔界化に、物資と奴(ど)隷(れい)を運搬中であった兵士が巻き込まれてしまった。いやまったく、悲しい事故だった。過去の事例から、その原因はユウ君、あるいはアカネ君にある可能性が極めて高いと推測され、君たちが気絶している間に検査を行ったところ……』

			　ラウロが、悠(ゆう)を見ながら真っ直ぐに指差してきた。

			『転移の異常は、ユウ君に原因がある可能性が濃厚だ、という結果が出た』

			「え……？」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)が、何らかの事故で帝国側の予定より早くこの世界に転移してきた。それは理解できた。だがその原因が、悠(ゆう)にあるという。

			「それってどういう……」

			『何せ事例が極めて少ないのでね。我々としても断言はできない。だが、傾向として、異常作動の原因となった者は、極めて優れた魔道の資質を備えている可能性が高い』

			　ラウロの嗤(わら)うような目が、さらに細まった。

			『……ゆえに、ユウ君には特に期待をしているよ？　現に、魔界での戦闘ではたいそう活躍したそうではないかね』

			　その冷たく粘ついた視線が、悠(ゆう)を撫でる。

			　この類(たぐい)の目を、悠(ゆう)は知っている。あの研究所で、飽きるほど見てきた目だ。

			　他者の命を石くれのように扱うことのできる、酷(こく)薄(はく)極まりない眼差し。

			　原石(いのち)を平気で高みから落とし、割れるかどうか、中身はどうかと平然に観察する異形の目。

			　過去の日々を思い出し、悠(ゆう)はその身を震わせた。心臓が、極めて不快な高鳴りを胸に響かせる。思わず胸に手を当てていた。

			「悠(ゆう)……？」

			　朱(あか)音(ね)が心配そうに顔を覗(のぞ)き込んでくるが、悠(ゆう)は曖(あい)昧(まい)な笑みを浮かべ誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　そんな悠(ゆう)の様子を気にすることもなく、ラウロが口を開く。

			『残りの全員は、本来予定されていた２日後にあの森に転移するはずだ。これからの君たちの生活については、戦いに生き残った学友たちと合流した時に説明させてもらうとしよう。それまでは暫(ざん)定(てい)的(てき)に――』

			「待って――待ってください」

			　――生き残った学友たち。その言葉に、悠(ゆう)は即座に反応した。

			　身を震わせる悪寒を振り払い、悠(ゆう)はラウロをきっと見据える。

			『何かね？　そろそろ時間が少ない。手短に頼むよ』

			　ラウロが、興味深げに片眉を上げた。

			　悠(ゆう)は、あの森での悪夢のような体験に思いを馳(は)せる。

			　あの異形の怪物――魔族との戦い。悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は幸運にも生き延びることができたが、他のクラスの皆はどうだろうか。

			　少なからず犠(ぎ)牲(せい)者(しや)が出る可能性は高い。魔族の数によっては全滅だって有り得るだろう。

			　助けなければならない。今の自分には力がある。

			　地球にいた頃のような、無力な自分ではないのだから。

			「僕も……助けに行きます」

			『ほう？』

			「ちょっと……っ!?」

			　ラウロの感心したような声と、朱(あか)音(ね)の驚(きよう)愕(がく)の声。

			　朱(あか)音(ね)が何か言いたげに悠(ゆう)を睨(にら)み――目を見開いて、絶句する。

			「……？」

			　そんなに変な顔はしていないはずだが……と、顔に手を触れてみれば、むしろ悠(ゆう)の表情はリラックスしていた。驚かれるような表情は浮かべていない。

			　一方のラウロは、悠(ゆう)を興味深そうに見つめる。

			『素晴らしい。ユウ君の魔道の資質については、我々も非常に関心がある。自ら望んで戦闘に出てくれるというのなら、願ったりかなったりというものだよ。ルル、支局に連絡して準備を進めておきたまえ』

			「了解しました」

			　ルルの返事ははっきりとしたものであったが、その琥(こ)珀(はく)の瞳(ひとみ)は朱(あか)音(ね)の狼狽した様子を気遣わしげに見つめていた。

			『アカネ君はどうするかね？』

			「知らないわよ！」

			『ふむ、残念だ』

			　もとより期待していなかったか、あるいはどうでも良かったのか。ラウロの態度は素っ気ないものだった。小さく肩を竦(すく)め、相変わらずの芝居がかった仕草で話を戻す。

			『君たちの学友と合流するまでは、このメドレアで過ごしてもらう。そして合流次第、帝都に来てもらうとしよう。後の細かいことはルルから聞きたまえ。彼女は奴(ど)隷(れい)だが、特例で本局からの派遣省員として、ある程度の権限を持たせている』

			「改めて、よろしくお願いいたします」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)に、ルルが恭(うやうや)しく頭を下げた。遅れてティオも頭を下げる。

			『では、そろそろ時間だ。私は失礼するよ。帝都で会う日を楽しみにしている』

			　そして、ラウロの姿は、電源を消したテレビのようにあっさりと消えた。

			　わずかな静(せい)寂(じやく)の後、「お疲れ様でした」とルルとティオは頭を下げ、装置の片付けを始めた。

			　沈(ちん)黙(もく)の中、カチャカチャと細々しい音だけが響く。

			「…………」

			　朱(あか)音(ね)は、ずっと悠(ゆう)を睨(にら)んでいた。クラスの皆を助けに行くという悠(ゆう)の言葉が、たいそう不満なようだ。

			「あ、朱(あか)音(ね)さん……？　僕が皆を助けに行くの、そんなに嫌なの？」

			　悠(ゆう)が顔を向けると、朱(あか)音(ね)は「ふんっ」と鼻を鳴らしてそっぽを向き、

			「……別に。好きにすればいいじゃない」

			　不機嫌そうに言い捨てた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時刻は夜。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

			　室内に、朱(あか)音(ね)の素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声が響く。

			　窓から見えるメドレアの街には夜の帳(とばり)が落ちており、空には地球より遥かに大きな月が浮かんでいた。

			　あれから食事を終えた悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)に待っていたのは、魔道省による検査だった。

			　今後、魔界で戦うために身に着ける装備の調整や、その他、起きている時でないと取れないデータがあるらしく、検査は幾重にもわたった。

			　特に悠(ゆう)の検査は念入りであり、終わった頃にはすっかり日も落ちていた。

			　そして、検査を終えた悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、ルルとティオに連れられ、施設内の一室へと案内された。

			　そこは、結構な広さの部屋だった。

			　室内に灯(とも)された照明が、高級ホテルのように上品な内装を照らす。ソファにテーブル、化粧棚やクローゼット、そして、大型のベッドが置かれていた。

			　それは、一人では大き過ぎるぐらいだった。そして、その一つしかない。

			　ここは、来(らい)賓(ひん)等が使う寝室であり、中でも夫婦のような男女のために用意される部屋であった。

			　ようやく機嫌を直しつつあった朱(あか)音(ね)が、狼狽して声を荒らげる。

			「何で悠(ゆう)とルルが一緒に寝るのよ!?　……この変態！　痴(ち)漢(かん)！　むっつり！」

			「何で僕が責められるの!?　ぼ、僕だって困りますよ、ルルさん！」

			「……申し訳ありません、本日と明日中は、私(わたくし)はユウ様と一緒にいなければならないので」

			　監視、あるいは観察の任を帯びている、ということだろうか。

			　検査を終えた悠(ゆう)たちに伝えられたのは、今夜の予定であった。

			　つまり、２日後にクラスメイトたちと合流するまで、この部屋で寝泊まりすること。

			　悠(ゆう)の世話係として付けられたルルと一緒に。目の前に立つ、女の色香を匂わせる見(み)目(め)麗(うるわ)しい女性と一緒に。

			　部屋にはベッドが一つ。

			　朱(あか)音(ね)はふるふると震える指でベッドを指差す。

			「わ、若い男女が同じ部屋で、ね、寝るなんて……な、なな……何か間違いが起きたらどうするのよ!?」

			　困(こん)惑(わく)しているのは悠(ゆう)も同様であるが、朱(あか)音(ね)の取り乱しようはなぜか当事者である悠(ゆう)以上であった。一体、何が朱(あか)音(ね)をここまで動揺させるのだろうかと、悠(ゆう)は内心で小首を傾げた。

			　詰め寄られるルルは頬(ほほ)に手を当て、しっとりとした清(せい)楚(そ)な笑みを浮かべた。

			　朱(あか)音(ね)の言葉を聞いても動揺するそぶりすらなく、余裕たっぷりである。

			　艶(つや)のある桜色の唇が、甘い響きで言葉を紡(つむ)いだ。

			「そういった意味での〝お世話〟も、私の仕事に含まれてますので……ユウ様が望まれるのでしたら、ご満足いただけるよう精一杯ご奉仕いたしますよ？」

			「ふぁっ!?」

			「な、ななな……」

			　素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げる悠(ゆう)と、口元を震わせよろめくように後ずさる朱(あか)音(ね)。

			　ルルは、そんな二人の様子に艶(えん)然(ぜん)と――どこか悪戯(いたずら)っぽく微笑(ほほえ)んだ。胸に手を当て、匂い立つ花のような色香を漂(ただよ)わせる。

			　彼女は「あっ」と何かに思い至ったように目を見開き獣耳をピンと立て、自分の後輩である耳長の少女を見下ろした。

			「もしかすると、ティオのような身体の方がお好みに適いますか？」

			「えっ……ええ、ふえっ……？」

			　ティオは顔を真っ赤にして狼狽(うろた)え、

			「……っ」

			　無言で、きゅっと胸元で両拳を握りしめた。その大きな目は、何かの覚悟を決めたように真っ直ぐ悠(ゆう)を見つめている。思わず頭を撫でたり抱き締めてあげたくなるような、小動物的な愛くるしさ。

			　ルルとは種類の異なる魅力である。

			　獣(けもの)の耳と尻尾(しつぽ)を備えた薄桃色の髪の美女と、耳長の愛らしい金髪の美少女。

			　二人の娘が、じっとこちらを見つめていた。

			「え、えーとですねー……？」

			　悠(ゆう)は、顔にびっしりと冷や汗を浮かべて呻(うめ)く。

			　思考が事態に追い付かない。頭の中で、何かがぐるぐると渦(うず)巻いている。眩暈(めまい)がしそうだ。

			　何なんだ、この甘ったるい展開は。

			　昨日の命がけの戦いと今朝の緊迫したラウロとの会話から一転。なぜか二人の美しい娘が熱っぽい瞳(ひとみ)で見つめてきている。

			　まるで見ていた漫画や映画のジャンルが突然変わってしまったかのような気分だった。

			　端的に言って、とても困る。

			　自分が女性とそんな関係を持つなど、想像したことすらないのだ。

			　別にそういう欲求が皆(かい)無(む)というわけではない。以前ならともかく、今は女性を意識すれば相応にドキドキもする。

			　あの風呂場での惨事の後、正(まさ)人(と)にそういう男と女のあれこれをじっくりと教え込まれたからだ。

			　旧家の血筋のエリート官僚に、深夜、アダルトＤＶＤを借りに行かせてしまったことを思い出すたび、悠(ゆう)は罪悪感に悶(もだ)え苦しむのだった。ちなみに巨乳ものだった。亡くなった妻も巨乳だったらしい。悠(ゆう)と正(まさ)人(と)の、男の秘密である。

			　でも、そういった関係はもっと順序を踏んで至るものではないだろうか。

			　こう、一緒に遊んだり、手を繋いだり、告白したり、キスしたりして関係を育んで――そこまで考えて、ここは奴(ど)隷(れい)が当然のようにいる異世界だったことに思い至る。そもそもの文化が違うのだ。そういった行為に対する認識も異なるのかもしれない。

			　いやいやしかし、やはり悠(ゆう)個人の価値観としては――

			「えーとですねー……？」

			　熱病に浮かされたように、同じ言葉を繰り返す悠(ゆう)。

			　そんな悠(ゆう)を見て、ルルがはっと口元に手を当てる。信じられないと言いたげな、どこか畏(い)敬(けい)の眼差しで。

			「まさか……二人同時に……？」

			　悠(ゆう)は、自分の脳がショートする音を聞いた気がした。そして同時に、視界の隅が噴火した。

			「あぁぁぁもぉぉぉぉ！」

			　朱(あか)音(ね)が、頭を抱えながら叫ぶ。煙(けむり)でも吹き出しそうな迫力。

			　そして自分を指差し、いまだ動揺にわななく口元で、

			「あ、あああ、あたし、あたしが……！」

			「アカネ様がお相手を？」

			「違うわよこのエロ狼っ！　……ちょっと待って、今落ち着くから。冷静になるから」

			　朱(あか)音(ね)は言葉を切り、大きく深呼吸を始めた。

			　１回、２回、３回……すーはーと胸を反らし息を整えていく。

			　そして、きりっと表情を引き締めて、

			「あたしも一緒に寝るから……間違いなんて起こさせないから！」

			「……朱(あか)音(ね)さん!?」

			　それは、冷静な判断なのだろうか？

			　悠(ゆう)は、ぎょっと目を見開き、さらに冷や汗の増した顔で朱(あか)音(ね)を見つめる。

			　彼女の表情は、哀れなほどに引きつっていた。

			　悠(ゆう)のよく知る凛(りん)とした雰囲気の怜(れい)悧(り)な少女は、今はどこにもいなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「何でこんな展開になったのよ……！　ちょっと、あんまりくっ付かないでよ、悠(ゆう)！」

			「朱(あか)音(ね)さんが言うの？　君が言い出したんだよ!?　無理だよ、さすがに４人はちょっと狭いよ……」

			　灯(あか)りを落とした室内は、暗闇に包まれる。

			　闇の中、一人の少年と、三人の娘。四つの声がひしめいていた。

			「やはり、私とティオは床で寝た方が良いのではないでしょうか？」

			「だ、駄目ですよ！　それなら男の僕が床で寝ますよ、硬い床はわりと慣れてるし」

			「ユウ様、お優しいのですネ……」

			　ベッドには、ティオ、悠(ゆう)、朱(あか)音(ね)、ルルの順番で４人が並んで寝ている。

			　２人なら余裕のあるベッドも、４人では少々手狭だった。

			　本来は、朱(あか)音(ね)は別の部屋で寝て、ティオはその世話を行う予定だった。だが朱(あか)音(ね)もこの部屋で寝ると言いだしたために、今の混沌とした状態が生まれていた。

			　ならば、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)はベッドに、奴(ど)隷(れい)である自分たちは床でとルルは申し出たが、これは悠(ゆう)が拒否した。

			　女性を床で寝かせて、男である自分がベッドで落ち着いて寝られるはずがないと。

			　これに対して、ルルとティオは奴(ど)隷(れい)である自分たちに気を遣う必要はないと少し困った様子で言ったが、これは悠(ゆう)にとって絶対に譲れない一線だった。

			　そもそも、奴(ど)隷(れい)という社会制度に忌(き)避(ひ)感(かん)を覚える。

			　そういった層が生まれざるを得なかった社会的背景はあるのかもしれないが、奴(ど)隷(れい)という身分は自由がなかったかつての自分をどうしても思い出してしまう。

			　ゆえに、自分が彼女たちをそうやって目下の者として扱うことは、悠(ゆう)にとって許容できることではなかった。

			　とにもかくにも、全員の意見を参(さん)酌(しやく)すればこうならざるを得ないわけで――

			「隣のティオに手を出したら……分かってるでしょうね」

			　ドスの利いた朱(あか)音(ね)の声。悠(ゆう)は「ひっ」と短く呻(うめ)いた。

			「あ、あはは……お二人とも、とりあえず今日はもう寝ましょう、ネ？」

			　ティオの、どこか引きつった笑い。

			「ほら、ティオもこう言ってるし……大丈夫だよ」

			　背に、ぶすっとした視線を感じる。こちらを睨(にら)む、むっつりとした顔が見えるようだ。

			「やだ、信用できない」

			「ど、どうすれば……」

			「ティオの方じゃなくて、こっち向きなさいよ」

			「う、うん……」

			　ティオの方に向けていた身体を、朱(あか)音(ね)の方へと回す。暗闇に慣れた視界に、彼女の顔が映る。

			　いつもの無愛想なへの字口。もっと愛想を良くすればとても綺(き)麗(れい)で可愛(かわい)いのに、と残念に思う高校生離れした凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)。

			　少し視線を下げると、開けた胸元に豊かな双(そう)丘(きゆう)の谷間が覗(のぞ)いていた。彼女が身じろぎするのに合わせ、柔らかそうに形を変える。ごくり、と思わず唾を飲み込む。

			「……っ」

			　一つ屋根の下で暮らす少女のこの無防備さ。いい加減にストレートに注意した方がいいのではと思うのだが、異性である自分が口に出す勇気はなかった。さりとて朱(あか)音(ね)の同性の知(ち)己(き)というものを、悠(ゆう)は一度も見たことがなかった。

			「……何よ」

			「い、いや？　何でも……」

			　固く目を瞑(つむ)り、早めに寝るように努めた。暗闇の中、わずかな身じろぎと吐(と)息(いき)の音が鼓(こ)膜(まく)を撫でる。

			　いつものベッドと、違う匂いがする。自分以外の温もりを感じた。

			「おやすみなさい」

			「……おやすみ」

			「おやすみなさいデス」

			「おやすみなさいませ」

			　悠(ゆう)の就寝の言葉に、３人の娘たちはそれぞれに言葉を返す。

			（……なんか懐かしいな、こういうの）

			　誰かと一緒に寝るなど、いつ以来だったろうか。

			　きっとそれは、あの研究所の狭く寒い部屋の思い出だ。薄いシーツに包まって、同じ境(きよう)遇(ぐう)の子供たちと身を寄せて震えながら夜を過ごした追憶の光景。寒かったが、それでも確かな温もりがあった。

			　心地良い温もりの中、眠りに落ちる――

			　

			　――夢を、見ている。

			　無数の顔が悠(ゆう)に向けられ、その瞳(ひとみ)は悠(ゆう)をじっと見つめていた。

			　すべて知っている顔である。

			　すべてこの世にない顔である。

			　それは、あの研究所で犠牲になった子供たちの顔であった。

			　仲が良かった子供もいた。悠(ゆう)を嫌っていた子供もいた。口を聞いたこともない子供もいた。

			　彼らの口が開き、虚(うつ)ろな言葉を紡(つむ)いでいく。

			「ずるい」

			「お前だけどうして？」

			「わたしたちは、みんな死んじゃったのに」

			「一人だけ生きて外に出るなんて」

			「わたしたちのおかげで、生きていられたくせに」

			「死ねば良かったのに」

			「お前なんて、生まれてこなければ良かったのに」

			「返してよ」

			「ぼくたちの命を、人生を返して」

			「……わたしたちは、何のために生まれてきたの？」

			　悠(ゆう)は、それにじっと耳を傾ける。黙って唇を噛み締め、自身を苛(さいな)む無数の声を受け止め続けた。それはもう幾度も見た、夢の光景。

			　以前の悠(ゆう)は、その怨(えん)嗟(さ)と悲(ひ)嘆(たん)を受け止めるしかなかった。それ以外の方法を知らなかった。

			　だが、今は――

			「……みんな、見ててね」

			　自分の手には、あの剣がある。

			　異形の怪物を葬(ほうむ)った、あの力。

			　無力な自分に戦う力を与えてくれる、魔道の武器。

			　今の自分には、力がある。

			「この力さえあれば、僕は――」

			　その柄を血が滲(にじ)むほど強く握り締め、悠(ゆう)は絞り出すように呟(つぶや)いた。

			　その顔に、危うい微(び)笑(しよう)を浮かべながら。
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			第三章　背負いし業

			　

			「んう……」

			　朝の気配を感じながら、悠(ゆう)はふやけた声を漏(も)らす。

			　悠(ゆう)はかなり朝に弱い。鉛(なまり)のような眠気にまとわり付かれ、意識の半分は、まだ夢から這い出せずにいた。

			　薄く開けた瞼(まぶた)、ずっと眠りの闇にあった視界は、淡い白光に塗り潰される。そして、

			「んー……？」

			　腕の中に、柔らかな温もりがあった。

			　何かを抱き締めている。全身でしがみ付くような体勢で、悠(ゆう)はぴたりと身をすり寄せていた。すごく抱き心地が良い。言い知れない、原始的な安心感。

			　何だろうか、と悠(ゆう)はぎゅっと深く抱き締めて、その感触を確かめる。

			「んっ――あ――！」

			　ぴくん、と腕の中の何かが震えた。

			　何か聞こえた気がしたが、意識にまとわり付く眠気のせいでよく分からなかった。

			　顔には柔らかく弾力的な、丸みを帯びた幸福感。悠(ゆう)はそれを無意識に追い求め、顔を埋めていく。

			「――や――ぁっ――ど――さわ――！」

			　そして、その何かに手を伸ばす。丸みを帯びた、手に吸い付くようなしっとりとした手触り。

			　その正体を確かめるように、むにむにと指と掌で弄(もてあそ)ぶ。すべすべと柔らかな感触が心地良い。何かが、悶(もだ)えるように身をよじらせた。

			「ひぁ――ちょ――だめ――ゆ――やめ――悠(ゆう)――！」

			　自分の名を呼ぶ声。よく知る少女の声が、すぐ近くから聞こえ、

			「――いい加減にしろ、変態！」

			「ぶっ!?」

			　顔を押さえつけられた。柔らかなシーツに顔が埋まる。

			　ぎりぎりと、万力のような握力が、悠(ゆう)の頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)を締め付けた。

			「い、いたっ――いたたたたた、痛い痛い痛い！　脳みそ出る！」

			　骨が軋(きし)む痛みに、悠(ゆう)の意識が一気に覚(かく)醒(せい)していく。

			　まず目に入ったのは、一人の少女の顔であった。

			「朱(あか)音(ね)さん……？」

			　目の前に、朱(あか)音(ね)の顔がある。

			　その燃えるような双(そう)眸(ぼう)は目じりに涙を浮かべて悠(ゆう)を睨(にら)んでいた。口元は、何かに耐えるように戦慄(わなな)いて、震える吐(と)息(いき)を漏(も)らしている。

			　彼女が寝る前に着ていた薄手の寝間着ははだけており、ほとんど露わになっていた胸元を左手で隠していた。怒っている。とても怒っている。

			　その表情は、以前の風呂場での惨事の後によく似ていた。

			「あ、あれ？　お、おはよう、朱(あか)音(ね)さん、でも、あれ？　どうして、なに怒って――あいたたた！」

			　林(りん)檎(ご)を潰す握力が、容(よう)赦(しや)なく悠(ゆう)の頭を締め上げる。

			　およそ人体が得られるあらゆる痛みを体験した悠(ゆう)であるが、それでも痛いものは痛い。

			「あ・ん・た・はぁ……！」

			　悠(ゆう)は頭蓋の軋(きし)む痛みにひぃひぃ悶(もだ)えながらも、記憶の糸を手繰り寄せた。

			　朱(あか)音(ね)、ルル、ティオと一緒に寝たことは覚えている。

			　目覚めた時の記憶は茫(ぼう)洋(よう)としているが、何かを抱き締めていたような気がした。

			　そして、とても柔らかくてすべすべした、丸いものに顔を埋め、揉みしだいたりしていたような――

			「――はっ!?」

			　まさか、ともう一度、朱(あか)音(ね)の胸元に目を向ける。

			　手の間から覗(のぞ)くその肌は、すべすべと丸くて――事実の認識に、悠(ゆう)は一気に青ざめた。

			「ご、ごめん……！」

			　悠(ゆう)は、頭をベッドに埋めたまま、慌てふためいた声で弁明する。

			「あのっ、ねっ、その……寝ぼけてて、わざとじゃなくて、つい気持ち良くて……ああああ、その、あの……とにかく、ごめんなさい！」

			　無意識とはいえ、悪質なセクハラである。殴る蹴(け)る程度は覚悟していた。むしろそれぐらいで済むなら、朱(あか)音(ね)の寛容さに感謝するべきだろう。

			「…………」

			　朱(あか)音(ね)は脳内で判決を決めているのか、無言で悠(ゆう)を見下ろしている。

			　むっつりとへの字口、じとっとした眼差しを見つめ返すこと10秒ほどの後に、

			「それぐらいで許してさしあげたらどうですか、アカネ様？」

			　ルルの、のほほんとした声が張り詰めた空気を溶かしていく。

			　見れば、ルルはすでに起きて身なりを整えており、テーブルの茶器にお茶を注いでいた。

			「起きられてからずっと、ユウ様のされるがままにしておられたではないですか」

			「胸を触ることまで許してないわよ！」

			　鼻(び)腔(こう)をくすぐる清涼感。小鳥の愛らしい囀(さえず)りが、朝の空気を演出している。

			　情けない恰好でベッドに這いつくばる悠(ゆう)に、ルルは優美に頭を下げた。

			「おはようございます、ユウ様」

			「わたしもいまス！　ユウ様、おはようございますデス！」

			　えっちらおっちらと食器を運んでいたティオも、ぺこりと頭を下げる。そのまま食器を落としそうになり、涙目になっていた。

			「う、うん、おはようございます、ルルさん、ティオ……あの、さっきのどういうこと？」

			「ちょっと、よけいなこと聞くんじゃ――」

			　朱(あか)音(ね)の狼狽した声に被せるように、ルルの朗(ろう)々(ろう)とした声が上がる。

			「アカネ様は、ずっと前から起きられていたのですよ。ですが、ぐっすり眠られるユウ様が抱き着いて離れず、起こさないようにじっとされるがままになっていたのです。お優しいですね、アカネ様？」

			「お二人は、とっても仲が良いのですネっ」

			「それに、アカネ様も眠られている時はユウ様を抱き締めていらっしゃいましたし、お互い様ではないでしょうか」

			「～～～……！」

			　朱(あか)音(ね)がぷるぷる震えていた。唇を噛み締めながら、声にならない呻(うめ)きを漏(も)らす。

			　そのまま俯いて黙り込む朱(あか)音(ね)に、悠(ゆう)はおずおずと声をかけた。

			「あ、朱(あか)音(ね)さん……本当にごめんね？　あと、ありがとう……」

			　恥ずかしいやら情けないやらで忸(じく)怩(じ)たる思いがあったが、ルルの話を聞いて嬉しさもあり、非常に複雑な心境だった。

			「はぁー……もう、いいわよ……」

			　朱(あか)音(ね)は深々とため息をつき、悠(ゆう)の頭から手を離した。

			　そして乱れた胸元を直しながら、ぽつりと、

			「……おはよ」

			「ん……ああ、うん。おはよう」

			　許してはくれたのかもしれないが、漂(ただよ)う空気にこびりついた気まずさは拭(ぬぐ)えなかった。

			　まだ何かを言うべきではないのだろうか、と悠(ゆう)は考え、考え、考え――続く沈(ちん)黙(もく)に焦る思考のままに口を開く。

			「あの……朱(あか)音(ね)さんも眠る時、僕の身体を好きにしてもいいから――むぐー！」

			　再び、シーツに顔を埋められた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フォーゼルハウト帝国。

			　弱体化した現在でも異世界セレスフィアにおいて列強の一つに数えられる、広大な領土と長い歴史を誇る大国。

			　悠(ゆう)たちが現在いるメドレアは、フォーゼルハウト帝国の主要な都市の一つであり、領地が召喚に適した広大な森林地帯に隣接することから、悠(ゆう)たちのような異界からの召喚者を一時的に滞(たい)留(りゆう)させる役割を狙っていた。

			　そのメドレアの城内にある魔道省メドレア支局の施設の中を、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)はルルとティオの案内で歩いていた。着ているのは、帝国の軍学校で使われている制服のようで、地球の学校のそれと大差ない馴染みやすいデザインであった。

			　魔道省は帝国内でも大きな権能を持つ機関であるらしく、頑丈そうな石造りのその施設は立派なものだった。

			　陽光に照らされた石畳の道は、日本では見られない情緒のある風景を作り出している。

			　途中、幾人もの鎧(よろい)を着た兵士や文官と思しき服装の人物、そしてルルやティオとは異なる色と拵(こしら)えのメイド服を着た女性とすれ違った。

			　ルルの話によれば、身分を一目で確認できるよう、奴(ど)隷(れい)用のメイド服と正式な侍従用のメイド服はデザインが異なるそうだ。

			　皆、日本人離れした容姿をしており、ここが日本ではないという事実を改めて認識させられた。

			　彼等はちらりと視線を向けることはあっても、悠(ゆう)たちに話しかけてくることはない。

			　むしろ目を逸らし、どこか関わらないようにしている雰囲気があった。

			「嫌われてるんでしょうか……」

			　勝手に召喚しておいて、あんまりではないだろうか。

			　周囲を気にして居心地の悪さに身を縮める悠(ゆう)に、ルルは微かに苦笑を漏(も)らした。

			「むしろ後ろめたい、と考えている方が多いのかと。無関係の異世界の人間を利用する、というシステムには国内外から非人道的過ぎると批判も多いのですよ。先代の皇帝陛下の治世においては、施設の停止が命じられておりました。それが帝国の弱体化の一因となったのも皮肉な話ですが」

			「へえ……そうなんですか」

			「心情的には難しいと思いますが……ユウ様たちに同情的、好意的な者もいるということは、胸の片隅にでも留めていただければと存じます」

			「……努力します」

			　ルルは、どうなのだろうか。

			　朱(あか)音(ね)と二人きりになった時、彼女とルルとの接し方について話したことがある。

			　あの女を信用するな、警戒しろというのが朱(あか)音(ね)の一貫した主張だった。

			　ルルはあのラウロの命令に従っている。何を考えているか分かったものじゃない――その通りだと思う。ルルにはその本心を巧妙に隠す奥深さや底知れなさを感じるのも確かだ。

			　後ろの朱(あか)音(ね)を一(いち)瞥(べつ)すると、隣のティオから人懐っこく話しかけられながらも、ちらちらとこちらを気にしているようだった。悠(ゆう)に向ける眼差しは、どこか苛(いら)立(だ)っているようにも見える。悠(ゆう)がルルに籠(ろう)絡(らく)されないか、気が気でないといった様子だ。

			　失敬な、と悠(ゆう)は胸中で鼻息を荒くする。

			　彼女はいったい、自分をどれほどチョロい奴だと思っているのだろうか。

			　せいぜい、知らない男性にトイレに連れ込まれそうになって朱(あか)音(ね)に助けられたり、

			　いわゆるオレオレ詐(さ)欺(ぎ)に遭(あ)って朱(あか)音(ね)に止められたり、

			　初対面の女の人に話しかけられ、気付けば絵画を買うことになってたり――

			「…………」

			「ユウ様？　何やら虚(うつ)ろな眼差しをされておりますが……」

			「な、何でもないです。ないはずですよ？」

			　大丈夫、大丈夫だ。朱(あか)音(ね)に迷惑をかけないためにも、ここは毅(き)然(ぜん)とした振る舞いを見せなければならない。自分のチョロさを、悠(ゆう)はきりっと表情を引き締めて封印した。

			　そんな悠(ゆう)のきりっとした顔を見たルルは、眉(まゆ)を八の字にして、

			「……どこかお身体の加減でも悪いのでしょうか。悪いものでも食べたようなお顔をされていますが、何でもおっしゃってくださいね？」

			「えっ……？」

			　切なげな呻(うめ)きを漏(も)らす悠(ゆう)を見つめ、ルルが言葉を続ける。

			「それとも、何か疑問やお悩みごとでもありますか？　私で良ければご相談に乗りますが……」

			　そう言って、こちらを覗(のぞ)き込むルル。琥(こ)珀(はく)の瞳(ひとみ)が、気遣わしげに悠(ゆう)を見つめている。

			　そこに悪意など、微(み)塵(じん)たりとも存在しないように思えた。

			「いや、別に……何でもないです、ルルさん」

			　あなたは信用できますか、など彼女に直接問えるような内容でもないだろう。

			　ルルとの接し方に悩み眉(まゆ)をひそめる悠(ゆう)に、ルルは困ったような顔で言葉を続ける。

			「……ユウ様。私は奴(ど)隷(れい)です。どうぞティオと同じようにルルと呼び捨てにし、目下の者として扱いください」

			「でも、ルルさんは年上ですし……」

			　彼女は18歳。悠(ゆう)たちより３つ年上である。

			　日本なら、すでに高校を卒業して就職しているか大学へ進学している年だ。

			　藤(とう)堂(どう)正(まさ)人(と)からも、年長者には立場に関係なく敬語を使うようにと教わっている。

			　それに……変に思われるだろうが、悠(ゆう)は敬語を使うのが楽しかった。

			　それは、実験動物であったかつての人生には存在しなかった、特定の人と人の関係を前提とする言葉遣いだったからだ。自分の人生が広がっていくような実感があり、悠(ゆう)はとても新鮮な心地良さをその言葉遣いに見出していた。

			　聞くところによれば、このフォーゼルハウト帝国における奴(ど)隷(れい)は主人に生殺与奪権すら把(は)握(あく)されているようだ。同じ人間で、どうしてそんな立場の隔たりを作らねばならないのか。

			　ただ、この世界にはこの世界の文化や価値観、法や制度がある。ルルの立場からすれば、それでは不(ま)味(ず)いのかもしれない。

			　ならば自分の意志だけ押し通すわけにもいかないだろうかと、懊(おう)悩(のう)する悠(ゆう)に、

			「考えておいていただければ幸いです」

			　ルルはそう言い、話を終わらせてくれた。

			（……この人は、どんな理由で奴(ど)隷(れい)になったんだろう）

			　悠(ゆう)から見て、ルルはとても育ちの良い女性に思えた。加えてあの５体の魔族を一瞬で葬(ほうむ)った弓術を思えば、彼女がありきたりな経歴の持ち主でないことは明らかだろう。

			　だが、それを問えば彼女の大きな傷に触れてしまうかもしれず、口に出すことは躊躇(ためら)われた。

			　それでも、ルルという女性をもっと知ることができれば、彼女との接し方を見いだせるかもしれない。

			　そう考えた悠(ゆう)は、前々から気になっていた疑問を口にした。

			「その……ルルさんの耳と尻尾(しつぽ)って……やっぱり本物なんですか？」

			　その言葉を受け、ルルは服の隙間から伸びる尻尾(しつぽ)を円を描くように振り、頭の上の耳を寝かせたり立たせたりして見せた。

			「狼人(ワーウルフ)……私(わたくし)どもは、そう呼ばれる人種です。ちなみに、ティオは森人(エルフ)という人種で、ともに亜人(デミ・ヒユーマン)と呼ばれています。ユウ様たちの世界では、私のような人間は存在しないそうですね」

			　快く答えたルルは、柔らかな笑みを浮かべる。

			　狼人(ワーウルフ)、という名からすれば、その耳と尻尾(しつぽ)は狼のものということだろうか。

			　地球上の人間では決して持ちえないその器官を興味深く見つめる悠(ゆう)に、ルルは小首を傾げながら、

			「……ご興味がおありでしたら、お触りになられますか？」

			　そう言い、お尻を向けて尻尾(しつぽ)を緩やかに振って見せた。

			　よく手入れがされているのだろう、ふさふさとした艶(つや)やかな毛並に覆(おお)われた尻尾(しつぽ)は、とても触り心地が良さそうだった。

			　悠(ゆう)は、ごくりと唾を飲み込む。動物は好きな方である。特に毛が豊かな動物は。

			「い、いいんですか……？」

			「今の私はユウ様の奴(ど)隷(れい)です――という物言いはお好きではないのでしたね。狼人(ワーウルフ)の文化ではありふれたスキンシップですので、ご遠(えん)慮(りよ)なくどうぞ。尻尾(しつぽ)の手入れをしているのも、こういう時のためでもありますし」

			「じゃ、じゃあ失礼して……」

			　誘うように揺れるふさふさの尻尾(しつぽ)に、恐る恐る手を伸ばし――

			「ひっ……ひたいっ！」

			　朱(あか)音(ね)に、ぎゅっと頬(ほほ)をつねられた。

			　いつの間に近寄っていたのか、涙目で目を向ける悠(ゆう)を、朱(あか)音(ね)は半眼で睨(にら)んでいた。

			　その眼差しが「何してるのよ、この馬鹿」と無言で罵(ののし)っていた。悠(ゆう)はしゅんとしながら、手を引っ込める。

			「……またの機会に致しましょうか」

			　ルルは苦笑しながら、ぱたりと尻尾(しつぽ)を下ろしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうして、ルルやティオから説明を受けながら、帝国の施設を案内された二人。

			　自分たちを勝手に巻き込んだ組織の施設ということもあり、落ち着かない気持ちもあるが、それはそれとしても、地球では存在しなかった異世界の文化というのは非常に興味深いものだった。

			　電気も火も使わずに灯(あか)りを生み出す照明装置。熱源を用いずに水を温め湯にする水道設備。立体映像を投影し、遠隔地と連絡を取る通信設備。

			　すべて、魔道科学という学問によって実現された技術だそうだ。

			　悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)の有する魔道という力は、単に個人の異能や技術という枠に留まらず、機械を用いて行うことも可能であり、これが地球での電化製品やその他の技術のように発展しているようだった。

			　そして、機械的に魔道を発現させるためには、その材料及び燃料に〝魔石〟という物資を必要とし、その主要な採掘源があの魔界なのだという。

			　悠(ゆう)たちのような能力を持つ人間が行使する魔道を〝生体魔道〟、装置を用いて機械的に発現のプロセスが行われる魔道を〝機械魔道〟と称する。

			　悠(ゆう)たちをこの世界に召喚したのも、この機械魔道の一種なのだという。

			　このフォーゼルハウト帝国は、世界最先端の魔道科学大国でもあるのだ。

			　そして今、悠(ゆう)たちはその幻想的な科学技術の一つを、身をもって体験していた。

			「これは……」

			「……うそ」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は周囲を見渡して、驚(きよう)愕(がく)の声を漏(も)らす。

			　今二人の目の前には、森が広がっていた。

			　この世界に転移されてきた時とそっくりの、樹木や草花が好き放題に生い茂る原生林だ。

			　空を見上げれば、あの不吉に蠢(うごめ)く異形の空。

			　それは魔界に包まれた森の凶景であったが、

			「でも何か……違うわね」

			「うん、作り物ぽいっていうか……」

			　どこか現実味を欠いていた。見た目はまったく同じなのに、あの森に満ちていた禍(まが)々(まが)しい瘴(しよう)気(き)は不思議と感じられない。まるであの魔界そっくりの空間を、別の素材で再現しているようだった。

			　手近な樹木に触れてみても、その質感に微妙な違和感を覚える。

			「夢界門――夢人(サキユバス)という亜人種の能力を模(も)倣(ほう)した装置です。端的に言うならば、夢の共有といったところでしょうか。装置が作り出した仮想の領域に、人の意識を導くのですが……さすがに現実を完全に再現というわけにはいきませんね、まだまだ発展途上の技術ではあります」

			　ルルが、自分の顔よりも大きな石を軽々と持ち上げて苦笑する。

			　草(くさ)藪(やぶ)の上に放り投げると、相当な重量のあるはずのその石は、草の上に紙切れのように乗っかり、冗談じみた光景の一部となった。

			　ルルの言葉によれば、ここは人為的に作られた夢の世界ということになる。

			　仮想現実の構築――ファンタジーというよりも、ＳＦじみた技術。

			　中世風の情緒ある世界であるが、分野によっては現代の地球以上に進んだ文明を有しているようだ。悠(ゆう)は感嘆の息を吐きながら、ルルに問いかける。

			「やっぱり僕たちは今、寝てるんですか？」

			　この夢界の森に来る直前の記憶は、魔道省の施設に案内され、大(おお)仰(ぎよう)なデザインの淡く発光するベッドの上に寝そべり目を閉じたことだった。そして気付けば、この模造の森の中に朱(あか)音(ね)とともに立っていた。

			　おそらくは現実の悠(ゆう)、朱(あか)音(ね)、ルルはあの装置の上に身を横たえており、ティオがそれを見張っているのだろう。

			「広義ではそう言えるでしょう。ですが、一般的な睡眠とは性質が異なります。少なくとも、疲労の回復のような効果は望めません。さて――」

			　ルルは、人差し指をぴんと立てる。

			　その指先に、渦(うず)巻くように風が集まっていく。それは、あの森で矢にまとわせていたものと似ていた。

			「この仮想領域であれば奴(ど)隷(れい)である私や、ユウ様とアカネ様も自由に魔道を扱うことができます。もっとも、その時点で使える魔道を仮想領域で再現しているだけですので、魔道の訓練の場としては相応(ふさわ)しくないのですが……どうぞ、お試しください」

			　早速、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)はルルの言葉を試してみる。結果は、即座に現れた。

			「あっ、出た、出たよ……！」

			「……っと」

			　悠(ゆう)はその手の先に氷のような障(しよう)壁(へき)を生み出し、朱(あか)音(ね)は人間離れした速度で動いた身体の勢いに少々つんのめり、それぞれの魔道を発現させていた。そして悠(ゆう)は次に、

			「……良かった、これも出せた」

			　その右手に、生み出した白い剣を握っていた。

			　悠(ゆう)は安(あん)堵(ど)の息を吐きながら、曇(くも)り一つない刀身を撫でる。藤(とう)堂(どう)家で触らせてもらった日本刀とも異なる、不思議な質感。

			　ルルがこほん、と小さく咳払いをして、

			「では、実践を交えながら、講義を始めましょう――ティオ？」

			『は、はいデス！　今やりますデス！』

			　ティオのあたふたした声が空から響く。「えーと」だの「ふぇぇ」だの「こっちかな」だのと不安しか感じられない言葉を聞き続けること、30秒ほど。

			　突如として、ルルの隣に半透明の板のようなものが出現した。

			　その表面にルルが指先を触れさせると、波紋が広がり、やがて図面のようなものが映し出された。見ると、どこかに繋がる道のような図が、スタートからゴールに至るまで４色に区分されていた。

			『で、できましたデス！』

			「はい、よくできました。では、始めましょうか」

			　ルルは淑(しと)やかに微笑(ほほえ)みながら、よく通る透き通った声色を模造の森に響かせた。

			「魔道、魔界、魔族――明日の戦いのため、そして、これからも生き残るために」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔道を行使することは、すなわち〝道〟を歩むことである。

			　その道は、この世界のすべてを生み出した高次の領域に繋がっているとされ、道を歩み世界の根源へと近づくことで、神秘の力の一端を手にすることができるという。

			　その道こそが、魔道だった。

			　この道がいつから存在し、どのような原理や理由から生み出されたのかは、明らかになっていない。

			　この魔道を知覚するには、希少かつ先天的な才能が必要であり、悠(ゆう)たち地球人はその才能を無条件で有しているというのは、ラウロが語った通りだ。

			「そして魔道は、より深くに進めば進むほど、力を高めていきます」

			　ルルは、いつの間にか生み出した棒で、４つに色分けされた道を順番になぞる。

			「これを位階と呼び、魔道師の力量を示す非常に重要な指標となります」

			　最初に、スタート地点に近い部分を示して、

			「まず、第一位階〝力(レインフオース)〟。恩恵は、魔素への耐性と若干の身体的機能の向上。ユウ様たち地球の方々は皆、最低でもこの位階にあります」

			「魔素……？」

			「あの魔界に満ちている、人体に有害な物質です。魔道の行使のために必要な魔力の源でもあるのですが、耐性を持たない人間にとっては猛毒と変わりません」

			『ちなみに、わたしはこの位階デス！』

			「あ、確かに動けてたね。ティオも才能あるんだねぇ」

			『えへへー……ありがとうございまス、ユウ様』

			　ティオはたいそう嬉しそうだ。ルルは再びの咳払いの後、言葉を続ける。

			「これだけでも、我々の世界ではそれなりに有用な才ではあるのですが、一般的にこの位階の者を魔道師と称することはありません。なぜなら――」

			　ルルは次の区分へと棒を向ける。

			「第二位階〝術(ゼノグラシア)〟。魔道師の代表的な力である、魔術(ゼノグラシア)を行使できるようになる位階です。一般に魔道師とは、最低でもこの魔術を行使できる第二位階以上の者を称します」

			　ルルは自分の胸元に手を当てて、そして悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を順番に見やり、

			「お二人と私は、この第二位階にあります」

			　語るルルの指先に、再び風が集まっていく。それが彼女の魔術なのだろうか。

			「ユウ様の障(しよう)壁(へき)生成や、アカネ様の身体強化も、この魔術に該当します。この魔術がどれほど強力なものであるかは、お二人はすでにご存じかと思います」

			　例えば、魔道を使える朱(あか)音(ね)の身体能力であれば、熊を正面切ってねじ伏せることすら容(よう)易(い)なことだろう。それゆえに、現実の悠(ゆう)たちは魔道を封印されているのだ。

			　そして、とルルは悠(ゆう)を神妙な様子で見つめた。その視線を受けて小首を傾げる悠(ゆう)に、ルルはにこりと微笑(ほほえ)みを返す。それを見る朱(あか)音(ね)が、面白くなさそうに鼻を鳴らした。

			「第三位階〝法(ゼノスフィア)〟。この位階に到達すると、魔術より高次の技法である魔法(ゼノスフィア)を行使できるようになります」

			　魔術と魔法、似たようなものに見えるが、この世界においては別物として認識されている。

			「魔術と魔法の最大の違いは、その発現形にあります」

			　ルルの指先に集まっていた風――見れば彼女の魔術は、次第に弱まっていった。

			「魔術とは、簡(かん)潔(けつ)に言ってしまえば魔道から一時的に引き出した力を用いる術であり、長時間の維持は負担が大きいのです。アカネ様の肉体強化は少々原理が異なるので、その限りではありませんが」

			　そして、とルルは言葉を切り、

			「対して魔法とは、己の魂(たましい)の一部を世界に具(ぐ)象(しよう)化(か)したもので、そこから継続的に力を引き出すことが可能となります。その力は魔術の比ではありません。そして――」

			　悠(ゆう)を見つめるルルの視線は、正確には悠(ゆう)の手にある剣に注がれていた。それは悠(ゆう)が生み出してから、消えることなく存在し続けている。

			「――ユウ様のその剣は、魔法としての要素が見受けられますね」

			「えっ？」

			　きょとんと目を瞬(またた)かせている悠(ゆう)の代わりに、朱(あか)音(ね)が言葉を発する。

			「悠(ゆう)には、第三位階の素質があるってこと？」

			「その通りです、アカネ様。通常、魔術をそのように形を成して維持することは、よほどの卓(たく)越(えつ)した技量がない限り困難です。その剣は、不完全な形で具(ぐ)象(しよう)化(か)したユウ様の魔法の片(へん)鱗(りん)であると思われます」

			『ユウ様、すごいデス！』

			「……すごいの？」

			　戸惑う悠(ゆう)に、ティオの興奮気味な声が続く。

			『すごいのデス！　魔法を使えるのは限られた天才だけなのですヨ！』

			「ティオの言う通りですよ、ユウ様。全員が魔道の素養を持つ地球の方々においても、第三位階に至るお方は限られています」

			「へえ……」

			　自分が天才――いまいちピンと来ないが、そう言われて悪い気はしない。照れ臭くも自然と頬(ほほ)が緩んでくるのを、朱(あか)音(ね)が半眼を向けて窘(たしな)めた。

			「今のところは不完全なの、忘れないでよ」

			「あう」

			　しゅんとする悠(ゆう)を尻目に、朱(あか)音(ね)が問いかける。

			「で、その魔法っていうのはどうやったら完全になるのよ」

			「そうですね、魔法を完全な形で具象するには二つの要素があるのですが……一つ目が、詠唱です」

			「詠唱？　何か唱えるんですか？」

			　ちょっとカッコいいかも、と心が躍るが、

			「ああ、あの悠(ゆう)が好きなアニメのポエムみたいな……」

			　すぐさま萎(しぼ)んだ。

			「はい、己の魂(たましい)の在り方を世界に宣言し、理(ことわり)として世界に流れ出させるのです」

			「僕の魂(たましい)の、在り方……」

			　よく分からなかった。だから自分の魔法は不完全なのだろうかと思いながら、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の問いを引き継ぐ。

			「もう一つは何ですか？」

			「魔法の銘(めい)です」

			「銘？」

			「要は、己の魔法の固有名称です。詠唱により己の魂(たましい)を理(ことわり)として世界に引き出し、銘によって世界に固定化し、魔法の具象を成す――これが魔法具象の一連の流れとなります。詠唱も銘も、第三位階に至れば自ずと魔道が教えてくれるはずです」

			　銘――つまり、必殺技や奥義の名前のようなものということだろうか。

			　真面目な話をしているのは分かっているが、テンションが上がっていくのを感じた。

			「おお……な、なんかカッコいいですね……！」

			「あたしはよく分かんない」

			　対照的な二人の反応。朱(あか)音(ね)の芳しくない様子を見たルルは、いつの間にやら取り出した弓に、矢を番(つが)える。

			「私、魔法は使えませんが、疑似的に発動する技術は修めていますので……実際に見ていただければ、少しは理解していただけるかと」

			　彼女は、ひときわ太い樹木に狙いを付けながら、厳(おごそ)かに口を開く。

			「風よ疾(はし)れ、集いて旋(まわ)りて力と成せ――」

			　呪文のような言の葉の羅(ら)列(れつ)が、その唇から紡(つむ)がれる。

			　それに従い、矢じりに螺(ら)旋(せん)を描きながら風が集っていく。小型の竜巻のようなそれは、剣(けん)呑(のん)な唸(うな)りを上げながら密度を高めていく。そして、

			「――〈螺旋疾風(ワールウインド)〉！」

			　ルルの高らかな叫びとともに、螺(ら)旋(せん)をまとった矢が放たれた。

			　太々とした樹木の幹に衝(しよう)突(とつ)し、渦(うず)巻く疾(しつ)風(ぷう)はドリルのごとく大樹を削り、貫通する。

			　幹の大半を失った大樹は、ゆっくりと傾き――重々しい音を立てながら地面に倒れた。石と違い、樹木の重さは現実に準じているようだ。

			　薄桃色の髪をなびかせながら、ルルが振り向く。

			　一挙一動、映画のワンシーンのように洗(せん)練(れん)された動作。幼稚な表現をすれば、ヒーローの決めポーズを思わせる風情がある。

			「……如何でしょうか？」

			　優雅に一礼する彼女は、そこはかとなくドヤ顔であった。狼の耳はピンと立ち、ふさふさの尻尾(しつぽ)はゆったりと誇らしげに揺れていた。

			　悠(ゆう)はその一連の光景を見て、素直な感想を述べる。

			「カッコいい！　カッコいいですよ、ルルさん！」

			『わたしもカッコいいと思いますデス！』

			「うふふ、ありがとうございます」

			　両拳を握って興奮する悠(ゆう)とティオ。ルルの尻尾(しつぽ)のテンションがぱたぱたと上がっていく。

			「ね、朱(あか)音(ね)さんもそう思うよね！」

			　話を振られた朱(あか)音(ね)の表情は冷え切っていた。不機嫌そうなへの字口から、冷(れい)淡(たん)な声が漏(も)れる。

			「……別に。なんかカッコつけっていうか……動きが気(き)障(ざ)っぽくて見てて恥ずかしいんだけど。もしかして、あの動き練習したの？」

			　ぴしり、とルルが笑顔のまま凍(こお)りついた。尻尾(しつぽ)がぴたっと止まる。

			「あ、朱(あか)音(ね)さん……せっかくルルさんが朱(あか)音(ね)さんのためにさあ」

			「知らないわよ」

			　朱(あか)音(ね)は唇を尖(とが)らせて、そっぽを向いた。

			　お互いの立場や置かれた状況の理(り)不(ふ)尽(じん)さを思えば、無理なからぬことではあったが、朱(あか)音(ね)の態度にはもっと何か、個人的、感情的な色が多分に含まれているような気がした。

			『ル、ルルさん、大丈夫ですカ……？』

			「……異世界のお方なのですから、価値観が異なるのも当然のこと。何も気にしてはいません」

			　ティオのおずおずと気遣う声に、ルルは平静な表情と声で返す。その美(び)貌(ぼう)には、あいかわらずの柔(にゆう)和(わ)な微(び)笑(しよう)が浮かんでいた。が、

			「まあ、その……魔法の具(ぐ)象(しよう)化(か)もこれに近いものと思ってくれればよろしいかと」

			　その尻尾(しつぽ)は、しゅーんと力なく垂れ下がっていた。落ち込んだ犬のようだ。狼耳もへなっとしていた。悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の袖(そで)をちょんちょんと引いて、控えめな抗議を投げる。

			「ほら朱(あか)音(ね)さん、ルルさんの尻尾(しつぽ)見てよ。しゅーんってしてるよ、しゅーんって。平気そうな振りしてるけど、やっぱり落ち込んでるんだよ。可愛(かわい)そうだと思わない？」

			　ルルの肩が、ぴくりと震えた。

			「さっきのだってすごかったじゃない。無駄に洗(せん)練(れん)された無駄のない無駄な動きで――」

			『も、もう止めましょウ！　誰も幸せにならないデス！』

			　ティオの狼狽した声に、悠(ゆう)は「えっ？」と首を傾げた。そんな生(なま)温(ぬる)いやり取りを、朱(あか)音(ね)は白い目で見やりながら、

			「……あたしは慣れ合うつもりなんてないのよ。さっさと次に進めたら？」

			　朱(あか)音(ね)のきっぱりした言葉に、その場に気まずい沈(ちん)黙(もく)が落ちた。やがてルルが咳払いし、何事もなかったかのように口を開く。

			「そうですね……では、次の講義です。ティオ、準備はできていますね？」

			『は、はいデス！』

			　しばしの間の後に、変化は起こった。

			　悠(ゆう)たちの周囲の空間が、突如として歪(ゆが)んでいく。そしてその歪(ゆが)みの中に、染みのように広がっていくものがあった。それは次第に一つの形を成していく。

			　魔族の形。

			　あの人蜘蛛の異形や、他にも正気の沙汰とは思えない造形の怪物が、悠(ゆう)たちを囲んでいた。

			「なっ……！」

			「ちょっと!?」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は狼狽して臨戦態勢となる。

			　二人に向けて、ルルのおっとりした声がかけられた。

			「ご心配なく。これも装置に制御された仮想体です。いきなり襲いかかってくるようなことはありません」

			　ルルが気軽な様子で魔族の頭を小突くが、異形の怪物は微動だにしなかった。

			　よく見れば、魔族たちの造形も微妙に精密さを欠いていた。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)はわずかな安(あん)堵(ど)を覚えるが、一昨日の悪夢のような体験を思えば、とても気を抜くことはできない。落ち着かない心地のまま、続くルルの言葉を待った。

			「人類を害することに特化した、不(ふ)倶(ぐ)戴(たい)天(てん)の敵――いまだ謎の多い存在ですが、数えきれないほどの人々が、この怪物の犠牲になってきました」

			　模造の魔族を見つめるルルの眼差しに、仄(ほの)暗(ぐら)い熱が見えた。上空からは、ティオの震えるような息遣いが聞こえる。二人とも、相当に思うところがあるようだった。

			「これらは下位魔族という弱い個体ですが、それでも第一位階では対処が困難です。明日の戦いでは、このうちのいずれかの個体からご学友を守りながら戦うことになるでしょう」

			　そう、明日になれば再び命懸けの戦いをしなければならないのだ。生(なま)温(ぬる)いやり取りで気を緩めていた悠(ゆう)は、表情を引き締めた。

			「ここからは、実践を交えていきましょう。ここは仮想の世界です。傷つけられても命を落とすようなことはないので、どうかご心配なく」

			　ルルの言葉に従い、周囲の異形から剣(けん)呑(のん)な気配が漂(ただよ)い始めた。

			　いよいよか、と悠(ゆう)は剣を握る手に力を込める。朱(あか)音(ね)もまた、ゆらりと藤(とう)堂(どう)流の構えを取った。互いに背を預けて、周囲を取り囲む異形の怪物たちと対(たい)峙(じ)する。

			「朱(あか)音(ね)さんは、明日の戦いに行くわけじゃないんだから、無理に今やらなくてもいいんじゃないの？」

			「……別にいいでしょ、ついでよ、ついで。男のくせに細かいこと気にするんじゃないわよ」

			「うぐっ……朱(あか)音(ね)さんがいいなら、いいけどさ」

			　偽の魔族を制御するルルは、二人の様子に静かな笑みを送っている。彼女の合図一つで、あの怪物たちは襲いかかってくるのだ。

			　張り詰めた緊張感が、虚(きよ)構(こう)の森に満ちる。

			　悠(ゆう)が固(かた)唾(ず)を呑みながら待ち構えていると、背後から思い出したように声が上がる。

			「……ねえ、ルル。少し気になってたんだけど」

			「はい、何でしょうか、アカネ様？」

			　朱(あか)音(ね)は残酷なほどに無(む)垢(く)な声色で、心から不思議そうに、

			「あのワール何とかって技名、カッコいいと思って自分で考えたの？」

			　ルルの頬(ほほ)が、ぴくりと引きつった。

			『ルルさん!?　何か変な波長出てマス！　あっ、駄目デスっ、魔族の制御が――』

			　魔族が一斉に朱(あか)音(ね)に襲いかかったのは次の瞬間。

			　悠(ゆう)は、何の躊躇(ちゆうちよ)もなくその身を盾として投げ出していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、夜――

			「はぁー……」

			　メドレアの夜景に、悠(ゆう)の疲労混じりのため息が溶けていく。

			　そこは、魔道省の施設の屋上。テニスコート程度の広さを、胸ほどの高さの塀が囲っていた。

			　悠(ゆう)はその塀に身を預け、メドレアの市街を眺めていた。さして高所というわけでもないが、それでもメドレアの夜景を一望することができる。夜の帳(とばり)が落ちた街を、人々の生活の灯(あか)りが宝石のように彩っていた。

			　悠(ゆう)は夜景を眺めるのが好きだった。多くの人々の営みを感じられるこの光景は、いつも心地良い安心感を与えてくれる。

			　くたびれた身体に安らぎが染み渡るのを感じた。

			　朱(あか)音(ね)はいま風呂場で汗を流しており、悠(ゆう)はルルの許しを得て施設の屋上に上がっていた。

			「明日、か……」

			　明日になれば、魔界に赴いてあの異形の怪物たちと戦うことになる。

			　しかも今度は、40人近いクラスメイトを守りながら、だ。

			　戦いの難度は比較にならないだろう。

			　ルルによれば次の魔界化はより大規模で、現れる魔族の数も比ではないとのことだった。

			「……クラスの皆は、どう思うかな」

			　クラスの中で、まともに言葉を交わしたことがあるのは朱(あか)音(ね)と粕(かす)谷(や)ぐらいだ。他のクラスメイトとは、会話らしい会話などしたこともなかった。

			　悠(ゆう)と関わろうとすれば、あの粕(かす)谷(や)に目を付けられる可能性が大なのだから、当然ではあるのだけど。

			　クラスの皆は、悠(ゆう)のことをどう思っているのだろうか。

			　弱い奴、情けない奴だと思っているかもしれない。

			　せいぜいが哀れな奴、可愛(かわい)そうな奴ぐらいの印象だろう。助けにきた悠(ゆう)を見て、どう思うだろうか。少しは、自分のことを――

			「……ほんと夜景好きよね、あんた」

			　突如として聞こえた明(めい)瞭(りよう)な少女の声。

			　振り返ると、むっつりとした顔で立つ一人の少女がいた。風呂上がりの肌は、わずかに上気していた。

			「朱(あか)音(ね)さん……」

			　彼女はそのまま悠(ゆう)の隣に立つと、悠(ゆう)と同じようにメドレアの夜景を見下ろす。

			　風になびく髪を押さえながら、彼女はぽつりと悠(ゆう)に語りかけた。

			「明日ね」

			「……うん、明日だね」

			　あのさ、と朱(あか)音(ね)は前置いて、

			「クラスの中に……す、好きな娘(こ)でもいるの？」

			「はっ？」

			「だ、だからっ、クラスメイトの中に気になる娘でもいるのかって聞いてるのよっ」

			「えっ？　あっ、い、いないよ？」

			　いきなりの突拍子もない内容に動揺し、悠(ゆう)の返事は上(うわ)擦(ず)った。

			　クラスの女子の中で悠(ゆう)が一番好意を抱いている相手は間違いなく朱(あか)音(ね)であるが、それを言うと怒られそうなので口にはしない。

			「じゃあ、友達は？」

			「……そんなの、朱(あか)音(ね)さんだって、分かってるじゃないか」

			　返す悠(ゆう)の言葉は、少しいじけた声だった。

			　あの粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)に睨(にら)まれた自分が、彼が支配する学校で友達などできるはずもない。

			「それなら、あんたがクラスの連中を命賭けで助けなきゃいけない理由なんてないじゃない」

			「理由って……だって、助けに行かないと誰かが死ぬかもしれないじゃないか」

			　誰かを助けるのに、理由などいるのだろうか。

			　善いことをするのだから、それでいいではないかと悠(ゆう)は思う。

			　それに、〝みんな〟のためにも、自分はそうしなければならないのだ。

			「あのね、悠(ゆう)」

			　いつの間にか朱(あか)音(ね)は身を起こし、悠(ゆう)を真っ直ぐに見つめていた。その表情は切なげで、痛ましい。彼女の唇が紡(つむ)ぐ声は、訴えかけるような切実な響きを帯びていた。

			「あんた、あの森で酷い目に遭(あ)ったわよね。また、あんなことになるかもしれないのよ？」

			「……そうだね」

			　腹や胸に風穴が空いたのは、いつ以来だったろう。

			　あの研究所で受けたおよそあらゆる人体破壊の中では、マシな部類ではあるのだけど。

			「でも、今度は強くなってるし、きっと大丈夫だよ。あんなに訓練もしたんだしさ」

			「あの剣……不完全だから頼り過ぎるなって言われたじゃない。もしかしたら、いきなり使えなくなる可能性もあるって」

			　悠(ゆう)の剣は、第三位階の性質を有するがゆえに、第二位階の悠(ゆう)では扱いきれなくなる可能性もあるとはルルの弁である。

			　あの仮想空間での訓練の中、ルルからくれぐれも過信しないよう、剣に頼らない戦い方を考えるようにと言われていた。

			「そのへんも、ちゃんと考えてるよ。心配しなくても大丈夫だよ、朱(あか)音(ね)さん」

			　悠(ゆう)は胸元を拳で叩き、男らしく自信をアピールした。だが、少女のような細腕と薄い胸板で行ったその動作に、どれほどの男らしさがあったのか、自身でも怪しいところだった。

			「……分かった。それはもういいわ」

			　朱(あか)音(ね)の嘆(たん)息(そく)は、いかなる感想によるものだったろうか。彼女はしばらくこちらを黙って見つめ、何かに悩むように眉根を寄せていた。悠(ゆう)がきょとんと見つめ返していると、形の良い唇が躊躇(ためら)いがちに開いた。

			「……あのね、悠(ゆう)。話が変わるようだけど、ずっと言いそびれたことがあるの」

			「ん、なに？」

			「その、ね……」

			　そこから先の言葉が続かない。顔を俯(うつむ)け、少し上目遣い気味に悠(ゆう)を見る。そして、意を決したように赤らんだ顔を向け、

			「ありがとう――あと、ごめんなさい」

			　深々と頭を下げた。

			「へっ？」

			　突然のお礼と謝罪。悠(ゆう)は、間抜けな声を漏(も)らす。

			　呆(ぼう)然(ぜん)とする悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)は紅(こう)潮(ちよう)した頬(ほほ)のまま、まくし立てるように言葉を続けた。

			「あの森でのことよ。庇(かば)ってくれて、ありがとう。あたしはあの時、怖くて動けなかった。あんたがいなかったら、絶対に死んでた。それに、悠(ゆう)があんな目に遭(あ)ったのも、あたしのせいだし……本当に、ごめん」

			「あ、朱(あか)音(ね)さん……」

			　思わぬ殊(しゆ)勝(しよう)な態度に、悠(ゆう)は面食らった。

			「本当はもっと早く言うべきだったんだけど……あたし、こんな性格だから……」

			　もじもじと、歯切れの悪い言葉を紡(つむ)ぐ朱(あか)音(ね)の姿は新鮮であった。やがて朱(あか)音(ね)は、子猫みたいな呻(うめ)きを漏(も)らして黙り込んでしまう。

			　とても女の子らしく可愛(かわい)い姿であったが、日頃の朱(あか)音(ね)を知る悠(ゆう)には、戸惑いの方が大きかった。

			　何か気の利いた言葉を返したいと思ったが、対人関係に乏(とぼ)しい悠(ゆう)では都合良く浮かぶわけがない。あれこれ悩んでいると、それより先に朱(あか)音(ね)が口を開いた。

			「あの、訓練の時のことだけど」

			「ん？」

			「本当にあんな戦い方するつもりなの？」

			「あんなって……？」

			　首を傾げる悠(ゆう)を見て、朱(あか)音(ね)の語気が荒れ始めた。

			「何回〝死んだ〟と思ってるのよ……！」

			「……っ」

			「あたしやクラスの連中のこと、何回庇(かば)って〝死んだ〟のよ！」

			　そこでようやく、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の言いたいことに思い至った。

			　仮想空間での模擬戦闘で、悠(ゆう)たちは何体もの魔族と戦った。

			　そして慣れてきたところで、今度は護衛対象も交えての戦闘となった。

			　そうやって悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は幾度も不覚を取り致命傷を負いながらも、あの異形の怪物との戦い方を覚えていった。

			　その中で悠(ゆう)の〝死亡〟回数は、朱(あか)音(ね)を大きく上回っていた。何回かは、超再生でも死亡を免れなかった可能性が高い。

			　その主な原因は、事あるごとに朱(あか)音(ね)や護衛対象を身を挺(てい)して庇(かば)ったからだった。悠(ゆう)の瞬間記憶能力をもってすら、すぐには回数が出てこないほどに。

			　それはルルからも、険しい顔で注意を受けていた部分であった。

			「悠(ゆう)が筋金入りのお人好しなのは分かったけど、いくら何でも度が過ぎてるわ。あんたの好きな漫画やアニメのヒーローなら奇跡が起きて助かるでしょうけどね。あんたは違うの分かってるでしょ？　あんたのやり方は、まるで……その……」

			　朱(あか)音(ね)は言葉を切り、どこか苦しげな声で、

			「死んでもいいって、思ってるみたいで……」

			「――――」

			　言葉に詰まった。

			　朱(あか)音(ね)の言葉は、正確とは言い難い。だが、それでも悠(ゆう)の死生観に確かに触れていた。

			　心臓を鷲(わし)掴(づか)みにされたような心地だった。自分がいま呼吸をしているかどうかすら分からなくなる。無数の死者の顔が、脳裏をよぎる。

			　その沈(ちん)黙(もく)を、朱(あか)音(ね)は返事と受け取ったようだった。

			「…………そう」

			　朱(あか)音(ね)が大きく深く息を吐いた。

			　震える吐(と)息(いき)。

			　胸中の感情ごと吐き出すようなそれは、朱(あか)音(ね)が大きく感情を揺らした時、それを抑えるためにする行為である。彼女の父である正(まさ)人(と)も、似たような仕草を見せることがあった。

			「クラスの連中を助けに行くって言った時、あんたどんな顔してたか覚えてる？」

			「……どんな？」

			「……笑ってたわよ、あんた。嬉しそうに。あの時、何を考えていたの？」

			「それ、は……」

			　言われてみれば、そんな気がした。確かにあの時、悠(ゆう)の胸は高鳴っていた。

			　なぜ、と問われればその理由に心当たりもある。

			　何と答えようかと逡(しゆん)巡(じゆん)しながら、悠(ゆう)は頭に浮かんだ別の問いを口にした。

			「その、質問で返すようで悪いんだけどさ、どうして……そんなに心配してくれるの？」

			　彼女は、悠(ゆう)の身を案じてくれている。悠(ゆう)が戦いに行ったら、死んでしまうのではないかと真剣に心配しているのだ。それ自体はとても嬉しい。胸に染み渡る、心地よい温かさがあった。

			　朱(あか)音(ね)がそこまで親身でいてくれるとは思わなかった。

			　彼女がいつも語る父との義理で、ここまでしてくれるものだろうか。

			「……あんたのことを、お父さんから――」

			　そこまで言って、朱(あか)音(ね)は言葉を切った。

			「とと、ともらっ……友達、だからよ」

			「え……？」

			　悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)のことを友達だと思っていた。だがそれは悠(ゆう)の一方的な想いであり、彼女が悠(ゆう)に接してくれるのは、父との義理とその人の好(よ)さゆえのことだと思っていた。

			　朱(あか)音(ね)の方から、「友達」という言葉が出てくるとは考えてもいなかった。

			「な、何よ……その顔」

			　当惑の視線を向ける悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)は明らかに照れた様子で狼狽する。

			「あ、い、いや……朱(あか)音(ね)さんって、あんまりそういうの、いらない人なのかなって思ってたから……その、学校でも……」

			　これまで、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)が友達と遊ぶ姿などを見たことがなかった。有名な不良グループを一人で叩き潰したという噂(うわさ)がたつぐらいだ、中学生時代も彼女に近付こうという者はあまりいなかったのではないだろうか。本当は優しい人なのだけど。

			「確かにあたしは友達いな――す、少ないけど！」

			　朱(あか)音(ね)は、悠(ゆう)の言葉が心外だと言わんばかりに、鼻を鳴らした。

			「別に、あたしだって友達がほしくないわけじゃないのよ。ただ、色々巡り合わせが悪かったというか……まあ、あたしの自業自得もあるんだけど……本当は、ずっと…………あぁー、もうっ！」

			　朱(あか)音(ね)は、びしっと悠(ゆう)の鼻先に人差し指を突き付けて、上(うわ)擦(ず)った声を上げる。

			「あんたは、あたしのことどう思ってるのよ！」

			　悠(ゆう)は気圧されながらも、率直に本心を告げた。

			「好きだよ？」

			「ふぇっ!?」

			　朱(あか)音(ね)が素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げ、ぴくんと身を震わせた。

			「僕も、友達だと思ってるよ。最初に会った日から、ずっと。朱(あか)音(ね)さんがいなかったら、すごく寂(さび)しかったと思う」

			「え……ああ……そう」

			　悠(ゆう)の言葉とともに、複雑な表情を浮かべながら、朱(あか)音(ね)はそれらの感情を吐き出すように深々とため息を吐(つ)いた。そして照れ臭そうに、顔を背(そむ)けながら、

			「……ん」

			　と、右手を差し出してきた。

			　改めてこれからよろしく、とそんなところだろうか。

			　悠(ゆう)は微笑(ほほえ)み、その手を握り返した。

			　その手には、朱(あか)音(ね)が幼い頃から研(けん)鑽(さん)を積んできた武術の成果が刻まれている。ところどころ固くなったその手は、一般的な女の子の手としてイメージされる柔らかなものとは異なるのだろう。だけど、悠(ゆう)はそんな朱(あか)音(ね)の手が好きだった。そのひたむきな、努力の手が。

			「……っ」

			　朱(あか)音(ね)が、さらにぎゅっと悠(ゆう)の手を握り締める。彼女の手の暖かさが、悠(ゆう)の掌に伝わる。

			（友達、か）

			　悠(ゆう)の朱(あか)音(ね)への友情は、ずっと一方通行であると思っていた。

			　だが、朱(あか)音(ね)も悠(ゆう)に情を寄せてくれていた。

			　本当の意味で友達になれた。そんな想いが胸中に湧き――

			「ちょっ……!?」

			　朱(あか)音(ね)が狼狽(うろた)えた。

			　一体どうしたのだろうか、と悠(ゆう)が自分の顔に手を伸ばすと、

			　頬(ほほ)に、濡れた感触があった。

			「あれ……？」

			　目元が熱い、朱(あか)音(ね)の姿がぼやける。その熱は目から頬(ほほ)を伝い、顎(あご)から雫(しずく)となって床に落ちる。

			　そこでようやく、悠(ゆう)は自分が涙を流していることに気付いた。

			「なっ……何よ!?　やっぱり、その……嫌だったの!?」

			「ち、違うよっ……これは、その……」

			　どうして、自分は泣いているのだろうか。

			　困った。15歳にもなって人前で、それも女の子の前で泣くだなんて、男らしくない、格好悪いことこの上ない。気持ち悪いと思われるかもしれない。駄目だ、止めなきゃ。

			　しかし、それはまるで胸のうちから溢れる洪水のように、もともと涙もろい悠(ゆう)にはどうにもならなかった。溢れ出る、この感情は――

			「嬉しくて、さ」

			　そう、嬉しかった。友達ができたことが嬉しかったのだ。

			　悠(ゆう)は、嗚(お)咽(えつ)混じりの声で、朱(あか)音(ね)に胸中を明かす。

			「僕……〝病院〟で知りあった子は、みんな死んじゃって……」

			　あの研究所で、悠(ゆう)は特別な存在だった。

			　悠(ゆう)が特別であると広まるにつれ、次第に実験体の子供たちの中で悠(ゆう)は孤立していった。

			　最後の５年ほどは、悠(ゆう)は子供たちにとって研究者たちと同じ憎(ぞう)悪(お)の対象ですらあった。お前のせいで友達が死んだのだと言われたこともある。お前なんて生まれてこなければ良かったと言われたこともある。

			　ある研究者の女性が優しくしてくれなければ、はたしてあの孤独に耐えられただろうか。

			「その……ずっと夢だったんだ。〝病院〟の外に出て、友達を作るのが」

			　――友達が、欲しい。

			　それが、あの地(じ)獄(ごく)のような日々で、悠(ゆう)が抱いた夢だった。

			　学校とは、悠(ゆう)が抱いていた友達と過ごす日々の象徴のような場所である。

			　その夢が今、叶(かな)ったのだ。

			「でも、いいのかなあ……」

			「何がよ」

			「僕なんかに、こんな資格があるのかなって」

			「資格って……どんだけ大(おお)袈(げ)裟(さ)なのよ……」

			「はは……ごめん、気持ち悪いよね」

			「そ、そこまで言ってないけどっ」

			　感極まって涙をぽろぽろこぼす悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)は照れながら困ってしまう。もじもじと身をよじらせ、やがて大きなため息をつく。

			「まったく……ほら、じっとして」

			　朱(あか)音(ね)がハンカチを取り出して、悠(ゆう)の涙を拭(ぬぐ)っていく。優しく繊(せん)細(さい)な指使いに、悠(ゆう)は身を任せながらぽつりと呟(つぶや)いた。

			「……ごめんね」

			「いいわよ、これぐらい別に……ん、はい、終わり」

			「うん……ありがと」

			「どーいたしまして……はぁ、何かどっと疲れたわ」

			　朱(あか)音(ね)は手すりに身を預けてぺたんと座り込み、ぺしぺしと傍らの床を叩く。

			　誘われるままに悠(ゆう)も腰を下ろし、二人並んで空を見上げた。

			　巨大な満月が少年と少女を見下ろしている。その空の下、悠(ゆう)は友達へと語りかけた。

			「あのさ、朱(あか)音(ね)さん。さっきの話――僕が、クラスの皆を助けに行く話とか、僕が笑ってたって話とか、僕が……死んでもいいと思ってるように見えるって話だけど」

			　朱(あか)音(ね)の表情が変わる。すっと細まる目は、真剣そのものだ。

			「何よ、理由を話す気になったの？」

			「うん……正(まさ)人(と)さんから話しちゃダメって言われてる部分もあるから、全部は話せないんだけどさ。僕が難病で、生まれた時からずっと政府の病院で暮らしていたことは知ってるよね？」

			　朱(あか)音(ね)はこくりと頷いた。

			　それは悠(ゆう)の素(す)性(じよう)を説明する上で、朱(あか)音(ね)の父である正(まさ)人(と)が考えてくれた「設定」であった。

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)は、正(まさ)人(と)の知人夫婦の息子であり、両親はともに亡くなっている。そして悠(ゆう)は生まれた時から難病を患(わずら)っており、入院させられていた。外に出ることは一切許されず15年を過ごし、最近になって奇跡的に病気が完治し、正(まさ)人(と)が悠(ゆう)を引き取った。

			　悠(ゆう)の身の上は、そう説明されていた。

			「結局、その〝病院〟で生き残ったのは僕だけだったんだ。他の子供は、みんな死んじゃった」

			　異界の風が、二人を撫でる。地球のそれと何ら変わらぬ、解放感を伴う爽(さわ)やかな涼しさ。

			〝みんな〟が、生涯味わうことができなかった心地良さだ。

			「僕が生き残れたのは、一緒の〝病院〟に入院してたみんなのおかげでもあるんだ。僕を生かすために、ほかのみんなは実験体にされたんだよ」

			　――人間を改造し、神を作る。

			　そんな狂的な思想とともに、あの研究所は始まった。

			　その研究の副産物として期待された不老不死を目当てに、富裕層や権力者が出資や協力をしたこともあり、あの研究所は20年もの間、狂った人体実験を繰り返した。その対象は、すべて子供である。

			　狂気の実験に晒(さら)された子供たちは、国内外から非合法に集められた。その数、合計で４７５１人。しかし、生き残りは悠(ゆう)一人だけであり、４７５０人の命が妄(もう)執(しゆう)のために犠牲になった。その多くが、地(じ)獄(ごく)のような日々の中で命を落としたのだ。

			　そして、彼らを犠牲にした研究のデータを用いた成果として、悠(ゆう)がここにいる。

			　仲が良かった子もいる。顔も知らない子もいる。悠(ゆう)を嫌っていた子もいた。しかし誰一人として、空の青さすら知らずにその短い生涯を終えていった。

			　みんなの命は、理想の素体であった悠(ゆう)を完成させるための礎(いしずえ)にされた。

			「僕がいなければ、もっとたくさんの子が生きられたかもしれない。そんな僕が、友達を作ったりして幸せになっていいのかな、そんな資格あるのかな、なんて思うところがあってさ」

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)の存在がなければ、あの狂人たちの実験はもっと滞(とどこお)っていたはずだ。

			　悠(ゆう)の足元には彼らの、４７５０人の屍(しかばね)が埋まっている。その上に、自分は立っているのだ。自分の命は、彼らに生かされた命であると、悠(ゆう)は思っていた。

			「別に朱(あか)音(ね)さんが言ってたように、死んでも構わないとか思ってるわけじゃないんだ」

			　それは、多くの犠牲を無為に帰す愚(ぐ)行(こう)だ。

			「だけど僕の命は――人生は、僕一人のものじゃない。僕には、みんなの命に向き合って、報いる義務があると思うんだ。そうしないと、僕は自分を許せないんだ」

			　サバイバーズ・ギルト――大事故や大災害の数少ない生存者などが抱く、生き残ってしまったことへの罪悪感が、悠(ゆう)の胸に渦(うず)巻く感情に最も近い概念であった。

			　加えて「自分がいなければみんなは死ななかったかもしれない」という想いが、悠(ゆう)のそれをさらに複雑で深刻なものへと変質させていた。

			「今まではどうしたらいいか分からなかったけど、この世界に来て、あの力に目覚めて思ったんだ。自分に力があって、誰かを守れるなら……それのために僕の命を使いたい。そうしたら、みんなの命も無駄じゃなかったんじゃないかって思えるんだ。朱(あか)音(ね)さんが、さっきヒーローって言ったけど……そうだね、僕は英雄になりたいんだと思う。それぐらいじゃないと、みんなの命に報いることができない気がするよ」

			　同じ実験体だった、名もなき少女が口にした言葉が忘れられなかった。

			　――わたしたち、何のために生まれてきたのかな？

			　そして、彼女と再会したのはその数日後。

			　その時、彼女は人の形をしていなかった。固体ですらなかった。

			　そんな数々の犠牲の結果である自身の人生に、悠(ゆう)は少しでも価値と意味を持たせたかった。

			　誰かを救うことができたのだと。誰かを幸せにできたのだと。

			　……君たちの命に、かけがえのない意味があったのだと言ってあげたかった。

			　自由を得てから、漠(ばく)然(ぜん)とした思いはずっと胸のうちにあった。

			　悠(ゆう)は、創作物が好きである。小説や漫画、映画やドラマにアニメ、ゲームも――紙や画面の向こうで、誰かを護るために戦う英雄(ヒーロー)たちの姿があったから。

			　時には己の命の危険すら厭(いと)わずに他者を守る彼らに、悠(ゆう)は憧れていた。

			　あんな力があれば、あんなふうに生きられれば、きっと自分の抱くこの想いを果たすことができると思っていた。

			　今、悠(ゆう)には力がある。

			　あの怪物と戦い、誰かを護る力。英雄に、なれるかもしれない力が。

			「危ないのは分かってるけどさ……でも、死ぬのを怖がって誰かを見捨てたら、僕はみんなに二度と顔向けができなくなる気がするんだ」

			　死をも覚悟する自己犠牲の英雄が、悠(ゆう)の理想に最も近い姿だった。

			　善人ぶるつもりはない。悠(ゆう)の胸を突き動かすのは、正義や善の心ではなく、犠牲になった子供たちへの罪悪感や義務感を背景としたエゴである。

			　だが、そうしなければ、悠(ゆう)は自分を肯(こう)定(てい)できない。自分は幸福になっていいのだと、胸を張ることができなかった。

			「だから、ごめんね、朱(あか)音(ね)さん。僕は、行くよ」

			　言葉にすることで、決意はよりいっそう強固になった。

			　その意志を宿した瞳(ひとみ)を、朱(あか)音(ね)に真っ直ぐ向ける。

			　朱(あか)音(ね)は、何かに耐えるような表情で、悠(ゆう)を見つめていた。

			　そして、深く、深く、震える吐(と)息(いき)を吐いて――いつものむっつりとした顔に戻る。

			「馬っ鹿みたい……いつもはヘラヘラ情けないくせして、偉そうに」

			「そ……それはまた別問題というか……」

			　目を逸らし、汗を頬(ほほ)に一筋たらす悠(ゆう)。

			「あたしは……悠(ゆう)は思い上がってると思う。あんたがやろうとしていることは無茶よ、絶対に荷が重いわ」

			「朱(あか)音(ね)さん。でも、それでも僕は――」

			　しかし朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)の言葉を手で制して言葉を続けた。

			「あんたの意思が固いっていうのは分かったわよ。そんな重い話されたら、あたしだって軽々しく止めろなんて言えない……顔に似合わず頑(がん)固(こ)で……面倒臭くて、しょうがない奴ね、あんた」

			　返す言葉もない。肩を落として黙り込む悠(ゆう)だが、

			「しょうがないから……」

			　ふっと、朱(あか)音(ね)の表情が緩む。

			「……あたしも一緒に行ってあげるわよ」

			　それはとても優しい表情だった。あの出会いの日を思い出す、柔らかな微(び)笑(しよう)。

			　悠(ゆう)は、わずかな自失の後、彼女の言葉の意味を理解して、

			「だ、駄目だよっ！　危ないからぜったい駄目！　それに急に言い出したってルルさんたちの方の準備が――」

			「うっさい！」

			　取り乱す悠(ゆう)の鼻先に、朱(あか)音(ね)の指が突き付けられた。

			　悠(ゆう)はその迫力に言葉を飲み込み、続く朱(あか)音(ね)の言葉を聞く。

			「あんたと一緒にするんじゃないわよ、あたしはあんたみたいに命を張るつもりはないし、ヤバいと思ったら無理なんてしないわ！」

			「で、でもぉ……」

			　呻(うめ)く悠(ゆう)の胸(むな)倉(ぐら)を掴(つか)みあげ、顔を寄せて、

			「ぐだぐだ言わない！　あんたのことはお父さんから頼まれてるのよ！　何かあったらとんだ恥さらしだわ！　だいたいねぇ、あの訓練で何度も死んだくせに調子乗ってるんじゃ――」

			「あ、朱(あか)音(ね)さん、近い！　顔近い！」

			「――あ」

			　朱(あか)音(ね)の美(び)貌(ぼう)が、目の前にあった。

			　唇が触れ合いそうな至近距離。朱(あか)音(ね)の吐(と)息(いき)が、悠(ゆう)の鼻先をくすぐる。

			　ごくり、と唾を飲み込んだのは、どちらだろうか。

			「う……あ……」

			　二人して、頬(ほほ)を赤くして押し黙った。

			　……何か、空気がおかしい気がする。妙に甘酸っぱく蕩(とろ)けた空気。これは、友達同士で流れる空気なのだろうか。

			　下手なことを言ってはいけない気がする。身動きが取れない。

			　誰か、助けて欲しい――

			「――ユウ様、アカネ様」

			「ひゃぁぁぁっ!?」

			　心地良い夜に似合う、涼やかな女性の声。

			　朱(あか)音(ね)が素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な悲鳴を上げて、悠(ゆう)の胸(むな)倉(ぐら)から手を離した。

			　声のした方へと振り向けば、見知った女性が立っていた。

			「ルルさん」

			　獣耳の娘は優雅に一礼し、しっとりと微笑(ほほえ)んだ。

			「お話し中のところ、申し訳ありません。そろそろ夜も更けてまいりました。明日のことを考えれば、そろそろお休みになった方がよろしいかと思いますが……」

			「あ、もうそんな時間ですか……行こうか、朱(あか)音(ね)さん」

			「……そうね」

			　明日に備えて十分な睡眠を取るためにも、いい加減ベッドに入った方がいいだろう。

			　ルルが朱(あか)音(ね)を見て、柔(にゆう)和(わ)な笑みに悪戯(いたずら)っぽい稚気をよぎらせた。

			「アカネ様も、明日の戦いに赴くことを言い出せたようで良かったですね。準備は予定通り完了しておりますよ」

			「えっ？」

			　準備？　予定通り？

			　朱(あか)音(ね)が戦いに行くことは今決めたのではなかったのだろうか。

			　そう思い、悠(ゆう)が朱(あか)音(ね)に振り返ると、

			「ちょ、ちょっと……！」

			　朱(あか)音(ね)は、あからさまに取り乱していた。

			　狼(ろう)狽(ばい)する彼女に、ルルがにっこりと微笑(ほほえ)みながら、

			「当日に突然アカネ様が同行するとなったら、ユウ様が驚かれてしまいますものね」

			「何で言うのよぉ!?」

			　悲鳴じみた朱(あか)音(ね)の声に、ルルは笑みを崩さずぱたぱたと尻尾(しつぽ)を振っている。そこはかとなく、機嫌が良さそうだ。

			「あら、これは申し訳ありません。私は先にお部屋に戻っておりますね」

			　空々しい謝罪とともに一礼し、ルルは颯(さつ)爽(そう)と屋上を去って行った。

			　流れるような一連の動作は澱(よど)みなく、朱(あか)音(ね)は止めようと伸ばした手を虚(こ)空(くう)に彷徨(さまよ)わせたまま、その場に呻(うめ)きながら固まっていた。

			「朱(あか)音(ね)さん、もしかして……」

			「～～……！」

			　朱(あか)音(ね)は、ぷるぷると肩を震わせながら気まずそうに唸(うな)っていた。

			　つまり、メドレアに運ばれて目覚めたあの日には、すでに魔界での戦いに参加すると言い出していたということだろうか。確か悠(ゆう)が行くと言った時、彼女は知らないと突っぱねたはずだが……その後、やはり自分も行くと悠(ゆう)の知らない間に言い出した、ということになる。そしてそれを、なかなか言い出せなかったということか。強気に拒否した手前、恥ずかしかったのかもしれない。

			　朱(あか)音(ね)が戦いに行くのは不本意であるが――悠(ゆう)の口元が、思わず緩む。

			「か……勘違いするんじゃないわよ！　生き残るために、この魔道(ちから)をもっと上手く使えるように経験を積もうとしただけなんだから！　……何にやにやしてんのよぉ！」

			「い、いやっ……してないよ？　うん、してないしてない」

			「思いっきりしてるわよ！　まったくもう……この世界に来てから調子狂いっぱなし……！　ああ、そうそうついでに！」

			　朱(あか)音(ね)は両手を腰に当てて仁王立ち。

			「いいこと、悠(ゆう)。あたしとあんたは、明日の戦いではパートナーよ。私はあんたが護る対象じゃないわ。あの訓練みたいに上から目線で舐めた真似したら、許さないから」

			　舐めた真似――というのは、悠(ゆう)が朱(あか)音(ね)を幾度も身を挺(てい)して庇(かば)ったことを言っているのだろう。

			「で、でも――」

			「――い・い・わ・ね？」

			「……はい」

			　有無を言わさぬ物言いに、悠(ゆう)はしゅんと頷いた。

			「よろしい。じゃあ、さっさと寝るわよ」

			　朱(あか)音(ね)は、ぷいと顔を背(そむ)けて、ルルの後を追って足早に歩いていく。

			　その背から見える彼女の耳は、茹(ゆ)で上がったように真っ赤だった。

		

	
		
			第四章　友達

			　

			　そこは、闇(やみ)夜(よ)に包まれた森であった。

			　雑多に生い茂る樹木や雑草を照らす光はあまりに淡くて頼りなく、10ｍも先になれば完全な暗闇が広がっていた。

			「おーい！　誰か！　誰かいないかー！」

			　大声を上げるが、反応はない。不気味なほどの静(せい)寂(じやく)が、周囲を支配する。

			　壬(み)生(ぶ)冬(とう)馬(ま)は、草木を踏み分けながら森を進んでいた。

			　何気なく上を見上げれば、生物の体内を思わせる異形の空。自らの正気を疑いたくなる悪夢のような景(けい)観(かん)が広がっていた。

			　壬(み)生(ぶ)は苦々しく顔をしかめながら、後ろを振り向く。

			「……皆は大丈夫か？」

			　そこにいるのは壬(み)生(ぶ)だけではなかった。何人ものクラスメイトが後に続いている。

			　その数、総勢12人。

			「大丈夫だよ、冬(とう)馬(ま)」

			　すぐ後ろを歩く世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)が答えた。

			　小学生の頃からの付き合いの幼馴染は気丈に微笑(ほほえ)んではいるが、その顔は蒼白であった。

			　本好きの文学少女で、運動はお世辞にも得意とは言えず、足場の悪いこの森の中は相当に堪えていることだろう。

			「……ウチは疲れた。超だりー、休ませてよ、壬(み)生(ぶ)ぅー」

			　柚(ゆず)木(き)澪(みお)が、大(おお)袈(げ)裟(さ)に声を上げる。

			　彼女はちらりと世(せ)良(ら)を一(いち)瞥(べつ)し、それから壬(み)生(ぶ)を見て小さく頷いた。

			　柚(ゆず)木(き)は軽薄そうな外見をしているが、見た目も性格も正反対の世(せ)良(ら)とはなぜか仲が良い。

			　身体の弱い世(せ)良(ら)の様子にも、先ほどからよく気を配っていた。柚(ゆず)木(き)の様子は、その言葉ほど疲れ果てたようには見えない。

			　壬(み)生(ぶ)は頷きを返して、後ろのクラスメイトにも聞こえるように声を張り上げた。

			「……分かった、ちょっと休もうぜ」

			　壬(み)生(ぶ)の号令に、クラスメイトたちは消沈した様子で思い思いの場所に腰を下ろす。

			　まだそれほど長い距離を歩いたわけではないが、皆はかなり消(しよう)耗(もう)しているように見えた。精神的なストレスに、肉体の疲労が引きずられているのだ。

			　それも、この異常な状況のせいだろう。

			（異世界……マジかよ……）

			　壬(み)生(ぶ)は、再び異形の空を見上げて胸中で呻(うめ)く。

			　自分一人であったなら夢だと思い込むこともできたが、クラスメイトまでとなると、尋常ならざる事態に巻き込まれたのだと受け入れるしかなかった。

			　あのラウロと名乗った妙な男が語る、到底信じられないような話。

			　その後、地震のような衝撃に見舞われた壬(み)生(ぶ)は気付けば見知らぬ森の中にいた。

			　周囲には数名のクラスメイト。彼等を起こした壬(み)生(ぶ)は、訳も分からず他のクラスメイトを探しながら森の中を彷徨(さまよ)った。

			　途中、同様の状態にあった幾人かと合流し、今はどこまで広がるかも分からない森を歩き続けている最中だった。

			「マジなんかね、あの話……」

			　柚(ゆず)木(き)が、汗で崩れつつあるメイクに舌打ちしながら呟(つぶや)く。

			「なんかバケモノと戦えって話。魔族……だっけ？」

			「分かんねぇよ。くそっ、本当に訳分からねぇ……！」

			　パニックに陥(おちい)りかけるクラスメイトを宥(なだ)めて何とかここまで来たが、壬(み)生(ぶ)の心にも限界が近付きつつあった。

			「……天罰、なのかな」

			　樹木に背を預けて俯いていた世(せ)良(ら)が、ぽつりと力ない呟(つぶや)きを漏(も)らした。

			　柚(ゆず)木(き)が怪(け)訝(げん)に眉(まゆ)をひそめて聞き返す。

			「天罰って……どーいうことさ、綾(あや)花(か)」

			「だって、私たちは、彼に――」

			「――待て」

			　世(せ)良(ら)の言葉を、壬(み)生(ぶ)の強(こわ)張(ば)った声が遮(さえぎ)った。

			　その強い口調に、世(せ)良(ら)と柚(ゆず)木(き)以外のクラスメイトも何事かと顔を向ける。

			「……何か、来る」

			　闇に包まれた森の奥から、音が聞こえる。

			　それは壬(み)生(ぶ)たちが草木の中を踏み進む際に立てた音によく似ていて、しかし遥かに雑多で乱暴な音だった。

			　それはだんだんと大きくなる。〝何か〟が近付いてきていることは明らかだ。

			　――魔族。

			　つい先ほど、あのラウロという男が口にした名前を思い出す。

			「皆、立て。何かやばいぞ」

			　皆もすでに異常を察したのだろう、壬(み)生(ぶ)の言葉よりも早く立ち上がり、緊張した顔を向ける。

			　音は真っ直ぐこちらに向かって来ているようだった。

			　こちらに気付いているのか、あるいは偶然か――音だけで判別することは不可能だった。

			　どちらにしても、ここにいるのは危険だろうと判断し、壬(み)生(ぶ)は右方を示すが、

			「ここから動――」

			　衝撃。巻き上がる土(つち)埃(ぼこり)。

			　その時、〝何か〟が、落下してきた。

			「あ……？」

			　壬(み)生(ぶ)が何事かと目を向けると、そこに在ったのは一つの球体。皆、呆(ぼう)然(ぜん)と地面にめり込むそれを見た。

			「……何よ、これ」

			「ボールか……？」

			「気持ちわるっ……」

			　人ひとり分ほどの大きさの球体。

			　石(せつ)膏(こう)像を思わせる無機質な質感の表面には、無数の紫色の線が不規則に走り、脈動していた。

			　それはまるで生物の血管のようで――壬(み)生(ぶ)の背筋に、ぞくりと悪寒が走る。

			「皆！　離れろ！」

			　そして、球体から腕が生えた。

			　肘と手首、五本の指を備えた人間の腕。

			　ただし、その大きさは人間の胴体すら掴(つか)めそうな、巨人の威(い)容(よう)を誇っていた。

			　あまりに現実味を欠いた光景。多くの者が、思考を現実に追い付かせることができないでいた。

			「は……？」

			「何？」

			　ゆえに皆が反応をするより早く、

			　異形の腕が、

			　動き、

			　伸び、

			　蠢(うごめ)き、

			　疾(はし)り、

			「きゃあぁぁぁぁぁ！」

			「綾(あや)花(か)っ!?」

			　世(せ)良(ら)が、その腕に捉(とら)えられた。

			　傍らにいた柚(ゆず)木(き)が手を伸ばすが、巨腕は世(せ)良(ら)の細い体を高々と掲げ、そして、

			「あっ――あぁぁあああああぁぁぁ！」

			　悲鳴。

			　人体が軋(きし)むゾッとする音が、世(せ)良(ら)の身体から上がる。

			　それは人の壊れる音。死の階段を上る音だった。

			「綾(あや)花(か)ぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　我を失った壬(み)生(ぶ)が、世(せ)良(ら)を捉(とら)える異形の球体へと無我夢中で手を伸ばした、その時――

			（……え？）

			　――〝道〟が、在る。

			　足を踏み出し、力が身体を駆け巡り、突き出した手の先の空間が歪(ゆが)んだ。

			「――――っ！」

			　壬(み)生(ぶ)の掌から放たれた空間の歪(ゆが)みは、そのまま異形の球体に直撃した。

			　異形の半分ほどが消し飛び、吹き飛ぶ。その巨腕から世(せ)良(ら)が解放され、地面に衝(しよう)突(とつ)する前に壬(み)生(ぶ)が慌てて彼女を抱き止めた。

			　驚くほど軽い。

			　だが彼女の身体が軽くなったわけではなく、自分の腕力が見違えて強くなっていることに気付いた。

			「なっ……何だ……？」

			　呆(ぼう)然(ぜん)とする壬(み)生(ぶ)、そしてクラスメイトたちの視線の先、半身を抉(えぐ)られた異形の球体は、紫の塵(ちり)となって消えていった。

			　だが自失も束の間、壬(み)生(ぶ)は腕の中の世(せ)良(ら)に悲痛な表情で呼びかけた。

			「綾(あや)花(か)！　しっかりしろ！」

			　口の端からわずかに血が垂れている。内臓を傷めたのかもしれない。

			　世(せ)良(ら)が薄く目を開ける。

			　涙に滲(にじ)んだ瞳(ひとみ)に、幼馴染の男子が映った。

			「……とう、ま」

			　苦しげだがはっきりとした声で、壬(み)生(ぶ)の名を呼んだ。

			　その表情は苦痛にひそめられてはいるが、死相が見えるほどではないようだ。

			　壬(み)生(ぶ)は、その様子に安(あん)堵(ど)の息を吐く。だが、

			「――壬(み)生(ぶ)っ！　後ろぉっ！」

			　柚(ゆず)木(き)の絶叫じみた声。張り詰めた危急の声色に、壬(み)生(ぶ)は即座に振り向いた。

			「あ……」

			　突如、異形の球体が目前に迫っていた。

			　避ける暇はない。

			　壬(み)生(ぶ)は腕の中の世(せ)良(ら)を庇(かば)うように抱き締めるが――

			「……え？」

			　瞬間、風が吹き抜け――

			　そして次に壬(み)生(ぶ)の視界にあったものは、真っ二つとなった異形の球体だった。

			「お前は……」

			　そこには、少年が立っていた。

			　白髪頭の、女の子のように小柄で華(きや)奢(しや)な少年。

			「神(かみ)護(もり)、か……？」

			　彼は、見慣れない黒い衣服に身を包んでいた。

			　身体にフィットした、ゴムのようにも見える黒いアンダースーツ。無骨な上着とポーチ。

			　そして、手には芸術品めいた一振りの白い剣。

			　先ほどの吹き抜けた風は、彼が起こしたものなのか。

			　だとするならば、いったいどれほどのスピードで走ってきたのか。それははたして人間に出すことが可能なスピードなのだろうか。

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)。

			　その容姿と学校での境(きよう)遇(ぐう)。

			　二重の意味で忘れられない存在がそこにいた。

			「壬(み)生(ぶ)君……」

			　名前を呼ばれ、猛烈な後ろめたさと恐怖が壬(み)生(ぶ)の胸中を襲う。

			　神(かみ)護(もり)の手に握られているのは、あの怪物を一太刀で葬(ほうむ)ったと思しき剣である。それは壬(み)生(ぶ)たちの身体も、容易(たやす)く両断できるだろう。

			　はたして彼は、どう思っているのだろうか。

			　粕(かす)谷(や)たちのいじめを見過ごしていた、自分たちのことを。

			　彼は粕(かす)谷(や)たちから酷いいじめを受けてもいつも愛想笑いのような表情をしており、正直何を考えているか分からないところがあった。

			　しかし、そんな壬(み)生(ぶ)の心配とは裏(うら)腹(はら)に――

			「……皆も、無事で良かったよ」

			　悠(ゆう)は少女のような相(そう)貌(ぼう)を、柔らかに緩めただけだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔界――常の世界から外れた、魔族の領域。

			　人体にとって有害である魔素が満ちる世界であり、魔道の素養がない者はまともに動くことすらできない。

			　そして、その魔素の濃度は魔界の深さ、すなわち界層に比例する。

			　異形と化した空は、魔界の第一界層〝活動界(アツシヤー)〟であることの証(しよう)左(さ)であり、それは魔界としては表層と言えるものだった。

			　魔道の第一位階(レインフオース)の素養を持つ皆であれば、若干の息苦しさはあれ、その活動に支障はない。

			「皆、大変だろうけど頑張ってね、他の皆を見つけないと……」

			「ああ……分かってるよ、神(かみ)護(もり)」

			　魔界化した闇(やみ)夜(よ)の森の中を進む悠(ゆう)たち。

			　魔族の襲撃に備え、周囲を警戒しながら、しかし可能な限り歩を速めて歩いていた。

			　夜と森林という悪条件が重なり、周辺の見通しは非常に悪い。さらに大人数であり、悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)のような高い身体能力を持つ者に合わせたスピードで進むわけにもいかない。

			　特に世(せ)良(ら)は腕や足、肋(ろつ)骨(こつ)などを骨折しているようで、自力で歩くことが困難な状態であった。

			　今はクラスの男子に背負われて時折苦しげな呻(うめ)き声を漏(も)らしていた。じっと苦痛に耐えるその様は気丈ではあるが、痛ましくもある。

			　現時点で、クラスメイトの救出は比較的順調と言えた。

			　魔界化とは、魔族の人間世界に対する侵略なのだそうだ。

			　魔界を維持しているのは内部の魔族であり、それゆえに魔族を全滅させれば魔界も消え去る。

			　魔族は原則として魔界でしか生息できず、こちらに現れるためには魔界化というプロセスを踏む必要がある。

			　そして、魔界化から魔族の出現までには、結構なタイムラグが生じるらしい。

			　クラスメイトの救出において、この時間差が肝(かん)要(よう)であった。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、魔界に取り込まれてすぐにクラスメイトを探して森を駆けずり回り、魔族が現れる前に19人を保護、さらに魔族に襲われていた壬(み)生(ぶ)たち12人も見つけ出すことに成功した。この間における犠(ぎ)牲(せい)者(しや)は０人である。

			　悠(ゆう)たちを入れ、現状は33人。

			　現在は、幾度かの魔族の襲撃を退(しりぞ)けながら、他のクラスメイトを探し森の中を進んでいる最中だった。

			　この異常かつ危機的な状況下においても大きなパニックにならずに集団行動が取れているのは、社交的で責任感の強い性格から皆の人望が厚い壬(み)生(ぶ)の存在が大きかった。

			　悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)では、こうはいかなかっただろう。

			　魔族の襲撃の中、13人が魔術を行使するに至り、壬(み)生(ぶ)の砲(ほう)撃(げき)魔術をはじめ、戦闘に向いた魔道を発現させた者も少なくない。

			　ゆえに闇(やみ)夜(よ)の森の中、多方向から現れる魔族にも対応できていた。このグループの守りは安定していると言えた。

			　しかし、クラスは総勢41人。あと８人の安否はいまだ確認できていなかった。

			　すでに魔族が現れており、彼らもその脅(きよう)威(い)にさらされているだろう。

			　最低でも第二位階(ゼノグラシア)に達し、魔術を扱えなければ単身での生存はかなり厳しいと言わざるを得ない。

			　こちらの約半数の生徒が第一位階に留まっていることを思えば、行方の知れない８人全員が第二位階へと至っているとは考えづらい。

			　わずかな救いは、魔族がより多くの人間を殺傷することを求める生態があることだろうか。

			　33人という大所帯であるこちらに少しでも多くの魔族が引き寄せられることを祈る他ない。

			　願わくば、残った８人が合流して互いに身を守りながら行動していてくれれば助かるのだが。

			　あるいはその前に、魔族を全滅させてこの魔界を消滅させるか――

			　しかし、この森の中に何体の魔族が徘(はい)徊(かい)しているか分からない以上は、クラスメイトの探(たん)索(さく)が急務であった。

			「……ふぅ」

			　悠(ゆう)は、紫の塵(ちり)が舞う中で安(あん)堵(ど)のため息を吐(つ)いた。

			　その周囲には、４体の球体の魔族の死(し)骸(がい)が転がっており、塵(ちり)に帰していくところであった。

			　すべて、その身を深々と斬り裂かれている。

			　悠(ゆう)が魔道で作りだした剣。その切れ味は凄まじく、魔族の肉体をまるで豆腐でも切るように、易々と切断していった。

			　背後を見れば、朱(あか)音(ね)も徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)で２体の魔族を撃破している。

			　身体を強化した朱(あか)音(ね)の蹴(け)りを食らったのか、異形の身は無残にひしゃげていた。

			　単純に身体能力が桁(けた)外れに上がっていることもあるだろうが、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の装備のおかげもあるのだろう。二人とも、今は帝国製の戦闘服に身をつつんでいた。

			　魔道の行使に反応して耐久力を増す素材のようで、極めて軽量だが下手な鎧(よろい)よりも防御力がある。この戦闘服は帝国の魔道兵の代表的な装備だった。

			　その上に軍服めいた無骨なジャケットを着込み、腰のベルトには収納のためのポーチなどが取り付けられていた。中には簡単な応急処置の道具などが入っている。

			　加えてルルの訓練は、相当に厳しいものだったようだ。魔族の襲撃は、あの仮想領域に比べればかなり易しいと言えた。おかげで悠(ゆう)も朱(あか)音(ね)も極めて冷静に対処ができている。

			　そのまま森を進んでいると、隣の杉(すぎ)浦(うら)が悠(ゆう)の剣をまじまじと羨(うらや)ましそうに見てきた。

			「神(かみ)護(もり)、マジですごいな。その力を使いこなせたら、そんなに強くなれるのか？」

			「あはは……どうだろね」

			　地球にいた頃の鈍(どん)臭(くさ)い振る舞いから一転。人間離れした身体能力を発揮して、剣を片手に魔族を撫で斬りにしているのだから、呆(あつ)気(け)に取られるのも無理はないことだろう。

			　今の悠(ゆう)は、あの朱(あか)音(ね)すら上回る戦闘力を発揮していた。

			　第三位階(ゼノスフィア)に半ば手をかけているゆえに、魔道から流れ出る魔力は第二位階の朱(あか)音(ね)を大きく上回っている。

			　第三位階の象徴的な力である魔法を行使するには至っていないが、すでに第二位階のメンバーとは一線を画す強化を得ていた。

			　身体強化に特化した朱(あか)音(ね)の魔術をも上回っているのだから、少なくとも、下位魔族である球体の魔族など歯(し)牙(が)にもかけない。

			「神(かみ)護(もり)いたら大丈夫なんじゃね？」

			「あの怪物も瞬殺だし、楽勝っぽい」

			　そんな楽天的に過ぎるとも思える弾んだ言葉がぽつぽつと漏(も)れ始めた、その時。

			「……あんたら、都合いいわね。学校でのこと忘れたの？」

			　朱(あか)音(ね)の冷たい声色で紡(つむ)がれた言葉が、その高揚に水を打った。

			　口を開いていた幾人かのクラスメイトが、冷や汗とともに声を詰まらせる。

			「う……」

			「それ、は……」

			　押し黙り、再びの沈(ちん)黙(もく)が場に満ちた。

			　森を進むいくつもの足音だけが、絶え間なくたち続ける。

			「……なあ、神(かみ)護(もり)」

			　戦えないメンバーを囲むようにして進む中、壬(み)生(ぶ)が躊躇(ためら)いがちに口を開いた。

			「どうしたの？　壬(み)生(ぶ)君」

			　傍らの悠(ゆう)が、周囲を警戒しながら答える。

			　思えば、朱(あか)音(ね)や粕(かす)谷(や)たち以外のクラスメイトとこうして会話を交えるのは初めてのことだ。感慨深いものはあるが、あまり浸るわけにもいかない。

			「ここが異世界で、お前と藤(とう)堂(どう)が３日前にこっちの世界に来たっていうのは分かったけどよ」

			　壬(み)生(ぶ)は、その爽(さわ)やかで快活な容(よう)貌(ぼう)を曇(くも)らせる。その悠(ゆう)に向ける眼差しは、迷うように、あるいは悔やむように揺れていた。

			「どうして、わざわざ俺たちを助けにきてくれたんだ？」

			「……壬(み)生(ぶ)君たちが危ないって思ったから、だけど」

			　首を傾げる悠(ゆう)に、壬(み)生(ぶ)は明らかな困(こん)惑(わく)を見せた。

			「何とも思ってないのかよ……藤(とう)堂(どう)が言ってた通り、俺たちはお前を……その……」

			　その先を言い澱(よど)む壬(み)生(ぶ)の言葉を、背後を護っていた朱(あか)音(ね)が引き継いだ。

			　きっぱりと、斬り捨てるような容(よう)赦(しや)のない口調。

			「見捨ててたものね。粕(かす)谷(や)にびびって、顔色を窺(うかが)って……ふんっ、情けない」

			「あ、朱(あか)音(ね)さん！　そんな言い方――」

			「いや、いいよ。事実だろ」

			　壬(み)生(ぶ)は頭を振り、深い苦笑を浮かべていた。そして続く言葉は、その背後からだった。

			「ずっと……悪いと……思ってた、の……」

			　世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)が、痛みに顔を引きつらせながらも会話に参加してきた。

			　額には脂汗が浮いており、かなりの我慢をしていることは明らかだった。

			「お、おい、無理すんなよ、綾(あや)花(か)……」

			　心配そうな壬(み)生(ぶ)の声をおっとりとした微笑(ほほえ)みで制し、世(せ)良(ら)は言葉を続ける。

			「こんなの駄目だって……神(かみ)護(もり)君が可愛(かわい)そうだって、そう思ってたのに……私、弱くて、怖くて……本当に、ごめんね……」

			「違うだろ、綾(あや)花(か)！　勇気を出して助けるつもりだったお前を、俺が止めたんだろうが！　悪いのは――」

			「同じだよ、冬(とう)馬(ま)。粕(かす)谷(や)君に……逆らったら、危ないって……私も、納得……しちゃったもん」

			「綾(あや)花(か)……俺は……」

			　壬(み)生(ぶ)は、悔しげに唇を噛みしめて言葉を飲み込んだ。

			　慙(ざん)愧(き)の念も露わなその表情は、見ているだけで痛々しい。見れば、他のクラスメイトも壬(み)生(ぶ)と似たような、気まずげな表情で押し黙っていた。

			　悠(ゆう)は、何と言おうかと考えを巡らせた。そして自分なりの言葉を探し、口に出した。

			「僕は……仕方なかったと思うよ。だって、粕谷君(かれ)に逆らったら、酷い目に遭(あ)うのは自分だけじゃ済まないかもしれなかったんだし」

			　粕(かす)谷(や)の実家の威を借りた権力は、クラスのみならず学校全体にまで及んでいた。

			　一学生の身で歯向かう度胸のある者など、朱(あか)音(ね)を含め数えるほどしかいなかっただろう。

			　友人、恋人――あるいは、家族にまで被害が及ぶ可能性もある。

			　粕(かす)谷(や)家とは、それほどの力を有している一族だった。

			「だから、僕は全然気にしてないよ。壬(み)生(ぶ)君も、世(せ)良(ら)さんも、他の皆も……あまり気に病まないで欲しいな」

			「神(かみ)護(もり)……お前……」

			　壬(み)生(ぶ)は、どう反応したものか分からないかのような、曖(あい)昧(まい)な表情を見せる。

			　複雑な感情が絡み合い、せめぎ合うような逡(しゆん)巡(じゆん)の後、彼はわずかに顔を俯かせ、

			「すまん……」

			　ただ一言、絞り出すような声を漏(も)らした。他のクラスメイトの反応は様々であった。

			　悠(ゆう)の期待通りに安(あん)堵(ど)を見せる者、相変わらず気まずげな表情をしている者、むしろよりいっそう辛そうな表情を見せる者。

			　背を見せる朱(あか)音(ね)は、深く、深く、震える息を吐いていた。

			　隣の杉浦が、罰の悪そうな笑みを浮かべながら口を開く。

			「その……ごめんな、神(かみ)護(もり)。帰ったら、もっとこう……粕(かす)谷(や)に負けないように頑張るからさ」

			「杉浦君……気持ちは嬉しいけど、無理しなくてもいいよ？」

			「まあ、俺ヘタレだからなあ。でもやるだけはやってみるよ」

			「……うん、ありがとうね」

			　そんな中、壬(み)生(ぶ)と比較的親しい月(つき)島(しま)が、ぽつりと、それでいて唸(うな)るような仄暗い声を漏(も)らす。

			「粕(かす)谷(や)の奴、死んでればいいのに……」

			「…………」

			　クラスメイトの死を願う、剣(けん)呑(のん)な物言い。本人が目の前にいないからこそ言える言葉だろう。

			　いまだ見つかっていない８人の中には、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)とその取り巻きも含まれていた。

			「……そうだよ」

			「あいつがいなければ、平和だったんだよ」

			「あたしらだって……」

			　さらに、ぽつりぽつりと、同意の言葉が上がる。

			　口にする者は、一様にその目や声に危うい色を浮かべつつあった。ただでさえ恐怖で不安定な精神に、危うい思考が毒のように浸透していく。

			　いけない流れだ。

			　悠(ゆう)は焦りとともに、上(うわ)擦(ず)った声を上げた。

			「や、やめようよ……人の死を願うなんて、良くないよ」

			　皆は元々、生きていられることが当たり前の世界にいたのだ。

			　そんな彼らが死を呼び寄せるような言葉を口にすることに、悠(ゆう)は例えようもない寂(さび)しさを感じた。

			「皆で、生きて帰ろうよ……」

			　そのつもりで、悠(ゆう)はここにいるのだ。粕(かす)谷(や)やその取り巻きも例外ではない。

			　ごく個人的な話で言えば、粕(かす)谷(や)に対して好感を抱いていないのは正直なところである。

			　だが、そんな彼でも家族や友人といった大切に思ってくれる相手がいるのではないか。

			　こんな理(り)不(ふ)尽(じん)極まりない状況で大切な者の命を奪われた者は、心を引き裂かれるような痛みを味わうはずだ。

			「神(かみ)護(もり)……お前……」

			　クラスの皆は、驚くような眼差しで悠(ゆう)を見ていた。よりにもよって、悠(ゆう)が粕(かす)谷(や)を庇(かば)ったことが信じられない、理解できないといった様子である。

			　悠(ゆう)は30人を超えるそれらの視線に気圧されながらも、言葉を続けた。

			「そ、それで、残った皆を助けるために提案があるんだけど……聞いてくれるかな？」

			　悠(ゆう)は、この場を朱(あか)音(ね)や壬(み)生(ぶ)に任せ、別行動を取るつもりでいた。

			　30人を超えるまでに膨(ふく)れ上がったグループの進みは、かなり遅くなっている。この状態のまま他のクラスメイトを探すことは、困難なように思えた。

			　見たところ、朱(あか)音(ね)や壬(み)生(ぶ)、他の第二位階(ゼノグラシア)のメンバーで魔族の襲撃には十分対応可能であり、動かずに周囲を警戒し、身を守ることだけに専念をすれば戦力的な不足はないようだ。

			　ゆえに、悠(ゆう)一人で単独行動して機動力を確保し、粕(かす)谷(や)たちを探そうと考えていた。

			　しかし――

			「あのね、僕が――」

			　その提案を、最後まで口にすることはできなかった。

			　再び、世界が揺れる――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜の帳(とばり)の中、淡い月明かりが広大な森林地帯を照らす。

			　そして、ひときわ高い樹木のてっぺんに、一人の娘が立っていた。

			　薄桃色の髪の、狼人(ワーウルフ)の若い女性。

			　帝国魔道省の戦(せん)奴(ど)であるルルが、吹き荒ぶ風に髪をなびかせていた。

			　今、その琥(こ)珀(はく)色の視線の先には、異様な光景が広がっている。

			　紫の霧に包まれた森。

			　霧の中には血管のような赤い線が無数に脈動し、まるで巨大な生物の内臓が蠢(うごめ)いているかのようだった。

			　そして、異形の臓(ぞう)腑(ふ)は少しずつ肥大している。魔界化当初より、一回りは大きくなっているだろうか。

			　魔界――人類の天敵たる魔族の領域。

			　世界をその理(ことわり)ごと侵食する別種の異界。

			　あの中では、今、異界の少年少女たちが命懸けの戦いをしている。

			　そして、ルルが監視と観察を命じられたあの白髪の少年が、同郷の仲間を救うために奮闘しているのだろう。

			『……気になるかね？』

			　唐突に、芝居がかった語りの男の声が、ルルの鼓(こ)膜(まく)を震わせた。

			　周囲には彼女以外の人影はないが、その声は確かにルルの耳に届いていた。

			　魔道を用いた通信術式。ここから遥か遠い帝都の魔道省本局から届くその声。

			　技術自体は世界各国に存在しているが、光を媒(ばい)介(かい)とした超高速通信技術を確立させているのは、世界最高峰の魔道技術を誇るフォーゼルハウト帝国ぐらいだった。帝国領内であれば、ほぼタイムラグなしでの遠距離通話が可能である。

			「ラウロ様……」

			　ラウロ・レッジオ。

			　帝国魔道省の首脳の一人にして、帝国屈指の魔道研究者。そして、ルルの上役。

			　現在は本局の大規模装置により、魔界内部の状況を監視しているはずだ。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の際には想定外の事態ゆえに間に合わなかったが、本来は召喚した少年少女たちを本部の方で観察するのが通例だった。

			「ユウ様の監視と観察は、私の任務ですので」

			『それはそれは、仕事熱心なことで何よりだ。フォーゼ人の同胞を差し置いて亜人である君を傍に置くことを認めた私としては、助かるよ。いや、なかなか肩身の狭い思いをしたのでね』

			「……その節は感謝しております」

			　ラウロの嘲(あざ)笑(わら)うような声。

			『正直なところ、いまだに慣れないのだがね。数年前まで、私は君に対して頭(こうべ)を垂れていたのだから。死んだと報告を受けていた君が現れた時には面食らったものだ。なあ、狼人(ワーウルフ)の姫ぎ――』

			「――お言葉通り、そのような者はもうこの世におりません」

			　猟犬の牙(きば)のごとき鋭い声。

			　悠(ゆう)たちの前では一度も発していない剣(けん)呑(のん)な響きが、ラウロへと届いた。

			　ラウロの姿は見えないが、遥か向こうで悪びれもせずに肩を竦(すく)めているのが目に映るようだった。

			『……ちなみに、現在の死者は０だよ。ユウ君とアカネ君はずいぶんと頑張っているようだね。まあ、頑張り過ぎて、他の者の魔道の覚(かく)醒(せい)が予定より進んでいないのが難点だが……さて、はたしてこのまま行けるのか、お手並み拝見と行こうじゃないか』

			　ラウロが愉快げに喉を鳴らす。彼はどうも、神(かみ)護(もり)悠(ゆう)という少年に相当な注目をしているようだ。

			「……別に、今回の戦いにユウ様を参加させる必要はなかったのではありませんか？　異界兵の試験なら、彼の力を介入させることは望ましくないとも思えますが」

			　事実として、あの少年は奮闘しているようだ。

			　彼がいなければ、すでに相当数の犠(ぎ)牲(せい)者(しや)が出ていたことだろう。

			　だが同時に、危機的状況が切っ掛けで魔道の第二位階(ゼノグラシア)へと至る者も、今よりは多かったはずである。あるいは稀(まれ)にしか出てこない第三位階(ゼノスフィア)に至った者もいたかもしれない。

			　基本的に帝国が欲しているのは、魔術を扱える第二位階(ゼノグラシア)以上の者だ。そのためなら第一位階(レインフオース)は失ってもさして惜しいと思っていないだろう。

			　そういう意味では、悠(ゆう)の救援は帝国側にとっては不利益とすら言える。

			　その方針に対してルルが抱いている感情は別として、不可解な判断ではあった。

			『彼は特に面白い逸材かもしれない、と睨(にら)んでいるだけだよ。戦うための――力を求めるための大きなモチベーションがある戦場ならば、それを体験させるのは悪いことではあるまい。それに、この程度のリスクで沈むなら、所(しよ)詮(せん)はその程度ということだ』

			　帝国が誇る機械魔道技術の最高峰が一つ、〈異界戦奴召喚機構〉。

			　帝国の歴史においても稀(まれ)な、その稼働の誤作動の原因となったと思しき悠(ゆう)を注視するというのは、不思議ではない話だ。

			　だが、それでもあのラウロがここまで気にかけるというのは、それだけ悠(ゆう)の可能性を評価しているということだろうか。

			「彼に第四位階(アルス・マグナ)に至る素養があるとお思いなのですか？」

			『あるいは――む？』

			　ラウロの怪(け)訝(げん)な声。

			　何か報告を受けているのか、あるいは何らかのデータを確認しているのか……唐突に言葉は切れ、荒れる風音と虫の合唱と、時折響く獣(けもの)の遠吠えが耳に届く。

			『――ルル』

			　しばしの間。再び届いた彼の声には、若干の焦りのような色が混じっていた。

			　常に冷静沈着な彼としては、これも珍しい反応と言える。

			『目視できる範囲で、魔界に何か異常はないかね？』

			「は……」

			　指示の通り、ルルは蠢(うごめ)く異形の臓器へと琥(こ)珀(はく)色の眼を凝らした。そして、

			「これ、は……！」

			　驚(きよう)愕(がく)に、目を見開いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ……くっ……」

			　悠(ゆう)は、呻(うめ)きを漏(も)らしながら、地に伏せた上半身を起こした。

			　頭痛は酷く、吐き気もする。視界は朦(もう)朧(ろう)として耳鳴りを起こしており、周囲の様子を窺い知ることができない。

			　何が起こったのか。悠(ゆう)は激しい頭痛を伴う思考で、記憶を手(た)繰(ぐ)り寄せる。

			　脳裏に浮かぶのは、世界が砕け散るかと思ったほどの、空間の振動。

			　それは最初に召喚された時、魔界に放り込まれた際も同じであったが、今度は桁(けた)が違った。地面だけではなく、空間そのものが振動するような衝撃に、悠(ゆう)は意識を失ってしまったのだ。

			「なん……なのよっ……！」

			　まだ耳鳴りの治まらない聴覚に、朱(あか)音(ね)の毒づく声がわずかに聞こえる。

			　他にも幾人からの辛そうな声や呻(うめ)き声が聞こえており、どうやら皆もこの場にいるらしい。

			　……魔族を全滅させ、魔界化が解けたのではないか。

			　そんな淡い期待を抱きながら、回復してきた視界を周囲に向けると、

			「なっ……！」

			　悠(ゆう)は、絶句した。

			　あの、空を覆(おお)っていた血管のように脈動する赤い線――それが、地上にも延びていたのだ。

			　地面に、木々に、転がる石にと、その赤い線はそこら中に走り、脈動していた。

			　先ほどまでは空さえ見上げなければ、普通の森と大差なかったのに。

			「嘘でしょ……!?」

			「マジかよ、おい！」

			　朱(あか)音(ね)や壬(み)生(ぶ)も、悠(ゆう)と同じように驚(きよう)愕(がく)の表情を見せる。

			　他のクラスメイトたちも目を覚まし、誰もが激しい動揺を見せていた。

			　だが、しかし、

			「……世(せ)良(ら)さん？」

			　起きてこない仲間がいた。

			　悠(ゆう)は、少し離れた場所に倒れる世(せ)良(ら)の様子に気付く。

			　彼女は、仲間の騒ぐ声の中でも起きてくる気配がない。

			　世(せ)良(ら)は身体を痛めている。それが原因かとも思ったが、妙な違和感が悠(ゆう)を襲う。うすら寒い胸騒ぎとともに、悠(ゆう)は周囲を見渡した。

			　そして気付く。起きてこないのは、世(せ)良(ら)だけではなかった。

			　クラスメイトたちは、悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)、壬(み)生(ぶ)と同様に意識を取り戻し立ち上がったメンバーと、いまだ倒れて起きる気配すらないメンバーに二分されていた。

			　そして、その内訳には共通点があった。

			　すなわち、目を覚ましているメンバーは全員が第二位階であり、倒れているメンバーは第一位階の非戦闘員なのである。

			「世(せ)良(ら)さん、大丈夫……？」

			　悠(ゆう)は嫌な予感がして、世(せ)良(ら)へと駆け寄る。そして、その顔を覗(のぞ)き込むと、

			　死相があった。

			「……世(せ)良(ら)さん!?」

			　世(せ)良(ら)の目は、これ以上ないほどに見開かれていた。

			　口も大きく開かれ、何かを求めるように喘(あえ)いでいる。

			　まるで、毒ガスでも吸い込んだかのように、世(せ)良(ら)のおっとりとした容姿は変貌し、絶望的なまでの苦しみを訴えていた。その喉から、掠(かす)れるような悲痛な息が漏(も)れる。

			「お、おい！　綾(あや)花(か)がどうかしたのか!?」

			　壬(み)生(ぶ)が狼狽(うろた)えながら駆け寄り、世(せ)良(ら)の様子に顔を青ざめさせた。

			　悠(ゆう)は振り向き、叫ぶ。

			「皆！　倒れてる人たちの様子を見て！」

			　世(せ)良(ら)のただ事ではない様子に、朱(あか)音(ね)たちも立ち上がり、倒れた仲間の様子を見に行く。そして、皆が再び驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			「前(まえ)田(だ)!?　どうしたのよ!?」

			「おい、遠(とお)山(やま)！　しっかりしろ！」

			「智(ち)恵(え)理(り)！　大丈夫!?　ねえ……！」

			　どうやら、皆が世(せ)良(ら)と同じような状態に陥(おちい)っているようだ。

			「お、おい綾(あや)花(か)……なあ、おい！」

			「う、動かさないで！」

			　悠(ゆう)が世(せ)良(ら)の気道を確保するものの、効果は全くないように見える。

			　この空間の大気そのものに問題があるのかもしれない。そこまで考え、

			「あっ……」

			　動揺していた悠(ゆう)の思考に、ルルから教えられた魔界の知識が浮かぶ。

			　異形化した地上を見ながら、呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)く。

			「第二界層……！」

			　魔界の第二界層〝形成界(イエツイラー)〟。

			　空のみだった世界の変質が地上にも及ぶ、魔界の中層。

			　第一界層とは比較にならない危険地帯であり、魔素濃度も飛躍的に上昇する。

			　なぜ、危険地帯なのか。その理由の一つが、この惨状である。

			（第二界層の高濃度の魔素の中では、第一位階の人はまともに呼吸が出来ない……）

			　魔素――魔界に満ちるこの元素の正体は、実のところあまり分かっていない。

			　だが明確なのは、人体に極めて有害であるということ。

			　体内に取り込んでしまえば、内臓や筋肉の異常を引き起こし、放置すれば死に至ることすら珍しくない。

			　そして、この魔素に耐性を持ち、己が力にすることができる者が魔道を歩むことができる者であり、位階に応じてその耐性も上がっていく。

			　ただし、その耐性を超える濃度の魔素を浴びれば、常人と同様に倒れることとなってしまう。

			　つまり、第一位階の魔素耐性では、魔界の第二界層に満ちる高濃度の魔素に耐えることができない、ということである。

			　しかし魔界が第一界層から第二界層になるのは、そう滅多に起こることではないとルルからは聞かされていた。

			　よほどの長時間、魔界を放置するような真似をしなければ、基本的に大丈夫だと。

			　そんなに時間を浪費していたはずはないのに、なぜ。

			「……み、皆！　この薬を飲ませて！　そして――」

			　悠(ゆう)は、ポーチから薬を取り出し配りながら、ルルから教わった魔素中毒の対処法を、口早に叫ぶ。

			　朱(あか)音(ね)もルルの話を思い出したようで、薬を取り出しながら指示を飛ばした。

			　薬はクラス全員分をもらっているため、倒れている全員に行き渡らせることができた。これはこれであまり身体には良くないらしいが、背に腹は代えられない。

			「ごほっ！　がふっ！　あぐっ……これ、は……？」

			　薬の効果があったからか、幾人かは激しく咳き込みながらも意識を取り戻した。覚束ない様子で身を起こす者もいる。

			　だがそれも半分ほどであり、世(せ)良(ら)をはじめとする幾人かのクラスメイトは、いまだに倒れたまま、苦しげに息を荒らげていた。

			　すぐに死に至ることはなくとも、この空間にいる限り彼女たちは苦しみ続けるのだ。

			「くそっ！　他に何かないのかよ！」

			「怒(ど)鳴(な)らないでよっ！　ふざけないで、何なのよこれ……！」

			「ねえ、死なないで、死なないでよぉ……！」

			　周囲は阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の声に満ちていた。

			　目の前の世(せ)良(ら)の様子も深刻なものであり、壬(み)生(ぶ)が悲痛に顔を歪(ゆが)めて彼女の名を呼んでいた。

			「なあ、神(かみ)護(もり)……一体、何が起こっ……いや、どうすれば綾(あや)花(か)は……みんなは助かるんだ!?　何か、聞いてないのか!?　頼む、何でもいいから教えてくれよ……！」

			　壬(み)生(ぶ)の絶叫じみた声に、周囲の注目が一気に悠(ゆう)に集まった。

			　皆、壬(み)生(ぶ)と同様の切なる眼差しを向けている。

			「それは……」

			　理由は分かっている。だが、何をすればいい。

			　どうすれば、世(せ)良(ら)たちを助けることが出来る。

			　思い浮かんだのは、一つの単純明快な答えであった。

			「魔族を、全滅させれば……」

			　魔界を維持しているのは魔族であり、魔界内の魔族を全滅させれば魔界も消え失せる。

			　悠(ゆう)の時は、ルルが魔族を全滅させたことで魔界が壊れていった。

			　あの時と同様に、世(せ)良(ら)たちが命を落とす前にそれを成せば、皆を助けることができるはずだ。

			　しかし……同時に思い浮かんだ、第二界層のもう一つの危険性。

			　それは――

			　――轟(ごう)音(おん)。

			　そうとしか表現できない、圧力すら伴う音が、悠(ゆう)たちを襲った。

			　それは、悠(ゆう)の背後から聞こえた音で、ほぼ同時に木々の砕け折れる音が聞こえ、視界の端には派手に吹き飛ばされていく樹木が映った。

			　何かが、背後にいる。それは、とてつもなく巨大で、そして険呑な何かだ。

			　悠(ゆう)は、その確信を持って振り向いた。そこには、

			「…………何、これ」

			　――竜。

			　全長５メートルを超えるであろうその形状は、ファンタジーでよく見る翼を持った蜥蜴(とかげ)、いわゆるドラゴンのそれに酷似している。

			　あの人蜘蛛や手を生やす球体の魔族に比べれば、常識的な形状と言えるだろう。

			　しかしそれは、単にシルエットだけで判断するならば、だ。

			　その竜が鱗(うろこ)の代わりにまとっているのは、無数の人の顔であった。

			　笑っている顔が、怒っている顔が、泣いている顔が、苦しんでいる顔が――

			　老若男女の区別なく、おそらく数百にも及ぶであろう無数の人面を、その巨(きよ)躯(く)は全身に張り付けていた。さらに、その人面はそれぞれに目を動かし、口を開閉している。

			　それは、竜の顔面にまで及び、馬鹿げたほどに大きく裂けた口から、紫色の長い舌が伸びていた。

			　見れば、その舌や口の中にまで人面は張り付いていた。凝視すれば、気が狂いそうな異形である。今まで相手にしていた魔族とは、明らかに比較にならない怪物であった。

			「ひ、ひぃぃぃぃぃぃぃ!?」

			「なんだっ？　何だよこれぇ!?」

			　皆の狂したような悲鳴が上がる。

			　メンバーの皆は、そのあまりの威(い)容(よう)に正気を失い、あるいは戦意を砕かれていた。

			　悠(ゆう)は、震える声で呟(つぶや)く。

			「中位……魔族……」

			　魔族には、その力の序列や性質に応じた分類がされている。

			　悠(ゆう)たちが今まで相手にしていた魔族は、下位魔族と称される弱い個体であった。

			　第二界層は、中位魔族の活動領域である。

			　中位魔族の戦力は下位魔族とは比較にならない。あの仮想領域の訓練で、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)はそれを身をもって体験していた。その上でルルは仮に遭(そう)遇(ぐう)しても、くれぐれもまともに戦おうとしないように、と険しい表情で語っていた。

			　魔竜は、その無数の眼で悠(ゆう)たちを睥(へい)睨(げい)している。その異形の巨(きよ)躯(く)が放つ兇(きよう)気(き)は、あの仮想領域では再現不可能な禍(まが)々(まが)しさを帯びていた。

			「ひ、ひぃ……」

			　そのすぐ近くには、尻(しり)餅(もち)をついた男子生徒――月(つき)島(しま)が魔竜を見上げて、涙と鼻水を垂らして喘(あえ)いでいた。腰が抜けたのか、這いずるようなその動きは牛歩よりもなお遅い。

			　魔竜の興味は、明らかに彼へと向いていた。

			「月(つき)島(しま)君！　立って！」

			「月(つき)島(しま)！　逃げろ！　月(つき)島(しま)ぁ！」

			　悠(ゆう)が剣を片手に立ち上がり、月(つき)島(しま)へと駆ける。

			　叫ぶ壬(み)生(ぶ)も立ち上がろうとするが――震えた膝が、彼の勇気を拒んでいた。

			（間に合え、間に合え、間に合え……！）

			　魔竜のまとう無数の貌(かお)が、愉悦の笑みを見せた。

			　悠(ゆう)は、全力で駆けながら月(つき)島(しま)へと手を伸ばすが、

			「たずっ――」

			　その声は短く、濡れて、震えて、潰れて、歪(ゆが)んでいった。

			　そしてその声が、月(つき)島(しま)啓(けい)太(た)という少年の最後の声となった。

			　彼の姿が、目の前から消える。

			　悠(ゆう)の目の前に魔竜の前脚が振り下ろされ、その下に、赤黒い染みが広がった。

			　嗅ぎ慣れた、人間の〝中身〟の臭い――人の、死の臭い。

			　それが、異世界に召喚されたクラスメイトの、悠(ゆう)が見た最初の死者であった。

			「死ん、だの……？」

			　誰かが、信じられないといった様子で呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)いた。

			　あまりにも呆(あつ)気(け)ない命の終(しゆう)焉(えん)。

			　命とはそういうものであると悠(ゆう)は知っているが、平和な社会で過ごした者にとっては、それは現実離れした非日常の光景だろう。

			　その場の皆は、それが現実の光景だと受け入れることを拒むように硬直した。

			　そして悠(ゆう)は、

			「あ……あぁ……」

			　悠(ゆう)の脳裏に、無数の顔が浮かぶ。もういない、子供たちの顔であった。

			　――また、死んじゃったね。

			　そう、言われた気がして、

			「あ……あぁ……あ……あああああああああ！」

			　叫んでいた。それは、声であって声でないもの。

			　喉から迸る、感情の震え。焼けるかと思うほどの熱さを伴う感情。

			　こんな感情は知らない。悠(ゆう)の思考にわずかに残る冷静な部分が、そんな戸惑いを得ている。

			　あるいは、それは悠(ゆう)が遠い昔に忘れてしまった感情なのかもしれない。

			「あああああああ！」

			　その感情に任せるまま、悠(ゆう)は手にしていた剣を疾(はし)らせた。

			　狙うは魔竜の前脚。悠(ゆう)の目の前で月(つき)島(しま)を踏み潰し、殺した凶器。

			　はたしてそんな場所を狙ったところで意味があるのか――などという合理的思考は吹き飛んでいた。

			　ただ、目の前のそれに刃を叩き付けなければ気が済まなかった。

			　魔道の剣に力が漲(みなぎ)り、そのまま剣を振り抜き、魔竜の皮(ひ)膚(ふ)に触れる。しかし、

			　――白刃は、粉々に砕け散った。

			　刃の破片が宙に舞い、その向こうで無数の貌(かお)が、嘲(あざけ)るように笑う。

			　刃が触れた前脚には、傷一つ付いていない。

			　魔竜の身が躍る。

			　魔竜の尻尾(しつぽ)が、鞭(むち)のようにしなりながら迫りきた。

			　悠(ゆう)の身体の数倍はあるであろう、大質量の一撃。

			　悠(ゆう)は体勢を崩したまま、スローモーションのようにその光景を認識し、

			「悠(ゆう)っ！」

			　鋭く叫ぶ少女の声。

			　体当たりの勢いで抱き着かれ、吹き飛ぶように身体が浮く。

			（朱(あか)音(ね)さん……!?）

			　朱(あか)音(ね)が、悠(ゆう)の身体にしがみ付いていた。

			　表情を強(こわ)張(ば)らせながらも、その身で悠(ゆう)を庇(かば)っている。

			　彼女の背に、風を切って唸(うな)る重尾が迫っていて、

			「あっ……！」

			　悠(ゆう)は咄(とつ)嗟(さ)に障(しよう)壁(へき)を生成した。

			　一瞬の甲(かん)高(だか)い衝(しよう)突(とつ)音。

			　しかし、障(しよう)壁(へき)は粉砕されて消滅し、

			　視界いっぱいに魔竜の尾が、朱(あか)音(ね)の背に、触れて、

			「――――」

			　列車にでも撥ねられたような、身が粉々に砕かれたと思うほどの衝撃が意識を塗り潰す。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、もつれ合うようにして地面を跳ね、転がった。

			「ぐぁっ……！」

			　樹木に背をぶつけ、ようやく停止する。

			　ハンマーで叩かれたような衝撃に息を詰まらせる。身体が痺(しび)れて立ち上がれないが、どうやら致命的なダメージはないようだ。

			　……朱(あか)音(ね)の身体が、盾になったから。

			　その認識に、背筋が凍(こお)った。腕の中には、血に濡れた感触と臭気がある。

			「あか、ねっ……！」

			　朱(あか)音(ね)が動く気配は皆(かい)無(む)、力なく悠(ゆう)に身を預けている。

			　回復してきた視界の中、腕の中の朱(あか)音(ね)は、

			「ぁ……ぅ……」

			　生きていた。生きてはいたが、

			「ごふっ……」

			　意識はなく、その口からは掠(かす)れた呼気とともに血が零(こぼ)れている。

			　おそらく竜尾の直撃を受けたのだろう、左肩がひしゃげている。そこから伸びる左腕があらぬ方向へと折れ曲がり、骨が皮(ひ)膚(ふ)を突き破っていた。それ以外に目立った外傷はないが、その様子からすると、多少なりとも内臓を傷めているかもしれない。

			　息はあり、経験則上は今すぐ命を落とすことはないように思えるが、一刻も早い対処が必要な状態である。

			「朱(あか)音(ね)さん……どうして……！」

			　悠(ゆう)は、総身が凍(こお)り付くような悲しみと恐怖に身を震わせた。

			　どうして、僕なんかを庇(かば)ったんだ。

			　僕には、自分のことは庇(かば)うなと言ったくせに……！

			　そんな悠(ゆう)の思考は、凄(せい)惨(さん)な叫び声に中断される。

			「いゃあああああああ！」

			　新たな断(だん)末(まつ)魔(ま)が生まれる。

			　女子の一人が魔竜の顎(あご)に捕われ、じたばたと半狂乱で暴れていた、さらに魔素中毒で動けない女子が一人、魔竜の足元に。

			　クラスでは仲が良くいつも一緒にいた、親友同士の二人。

			　直後、水風船が割れるような音が二つ。

			　地面に、新たな血溜まりが二つ出来上がる。

			　瞬(またた)く間にもたらされた、三つの死。

			「……うわああああああああ！」

			　そこでようやく、皆の心と体は硬直から解き放たれた。

			　最も目立った行動は、逃亡であった。

			　動けたメンバーのうち約半数は、各々の恐怖を表しながら一目散に魔竜から走り去る――が。

			「ああっ!?」

			　さらに二人が踏み潰され、一人が魔竜に捕まった。

			　その巨体からは想像もできない俊(しゆん)敏(びん)な動き。

			　第二位階のメンバーに逃げ切れるスピードではなかった。

			「い、嫌だ嫌だ嫌だぁ！　助け――」

			「この化物が！　離しやがれぇぇぇぇ！」

			　激(げつ)昂(こう)した壬(み)生(ぶ)の声。その手の先に空間の歪(ゆが)みが生みだされ、撃ち出される。

			　壬(み)生(ぶ)の用いる、砲(ほう)撃(げき)の魔術。

			　溜めを必要とするのが難点であるが、下位魔族なら優に一撃で倒すことができる、強力な魔術である。

			　それが真っ直ぐに魔竜へと飛来して、直撃する。

			　鉄球でも激突したかのような撃音が鳴り響く。戦車砲にすら匹敵すると思えるほどの威力が炸裂した。

			　だが魔竜は――無傷。

			「嘘、だろ……？」

			　壬(み)生(ぶ)が呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)くが、悠(ゆう)はその理由に心当たりがあった。

			（魔力装(そう)甲(こう)……！）

			　中位以上の魔族は、その身体に魔道の装(そう)甲(こう)をまとっている。

			　薄い――という表現すら躊躇(ためら)われる、物理的にはほぼゼロに等しい厚みの装(そう)甲(こう)は、しかしこの世のいかなる物質の鎧(よろい)よりも堅(けん)牢(ろう)だ。

			　これを貫通するのは、第二位階の魔術では非常に困難なのだという。

			　悠(ゆう)の剣が折られたのも、壬(み)生(ぶ)の砲(ほう)撃(げき)が通じなかったのも、その魔道の装(そう)甲(こう)に阻(はば)まれたゆえの結果だろう。

			「しに、たく――がぇっ……ぁ……」

			　さらなる骸(むくろ)が生まれた。

			　その場に残されたのは、悠(ゆう)に、重傷の朱(あか)音(ね)、壬(み)生(ぶ)、柚(ゆず)木(き)澪(みお)を含めたわずかな第二位階のメンバーと、へたり込み、あるいは倒れている世(せ)良(ら)を始めとする第一位階のメンバーたち。

			　大半が非戦闘員、加えて動くことすら困難な者たち。

			「どうやって倒すんだよ……こんな化け物……」

			　絶望、という言葉が鎌(かま)首(くび)をもたげる。

			　皆の心が折れ始める中、唸(うな)るような少年の声が上がった。

			「あっ……ぐ……あぁぁぁぁぁ！」

			　悠(ゆう)はいまだに痺(しび)れる四肢を無理やりに踏ん張りながら、立ち上がる。

			　こうして起き上がってみれば悠(ゆう)もやはり無傷ではなかった。胸を酷く痛めており、まだまともな呼吸ができず、心臓は破裂しそうなほどに鼓動を速めている。手足の痺(しび)れの原因は、脊(せき)髄(ずい)の損傷かもしれない。

			　……それが、どうした。

			　朱(あか)音(ね)を一刻も早く治療しなければならない。皆をこの魔界から解放しなければならない。

			　そのためには、この魔竜を倒さなければ。

			　勝機があるかどうかなど二の次である。無駄な努力だったと後悔するなど、死んだ後にすればいい。無茶でも無理でも、やるしかないのだから。

			　考えろ、考えろ――何か方法はないのか。

			　悠(ゆう)は歯を食いしばりながら、魔竜を睨(にら)む。

			　魔竜は悠(ゆう)を睥(へい)睨(げい)し、剣(けん)呑(のん)な唸(うな)りを上げながら悠(ゆう)へと一歩を踏み出し、

			「――〈螺旋疾風(ワールウインド)〉！」

			　その頭部に、疾(しつ)風(ぷう)の矢が突き刺さった。

			「え……!?」

			　螺(ら)旋(せん)をまとう矢が魔竜の頭部を削り、その身体を傾がせる。

			　その傷口からは紫の血が吹き出し、無数の人貌が絶叫を上げた。

			　致命傷ではないようだが、明らかな損傷。この魔竜が決して無敵の怪物ではないのだという証(しよう)左(さ)である。

			　魔竜が煩(わずら)わしげに唸(うな)る。数多の貌(かお)は、ある一点を見つめていた。

			　その先に在るのは――

			「……遅れて申し訳ありません」

			　張り詰めた、涼やかな女の声。

			　黒い戦闘服に身を包む、薄桃色の髪の娘。

			　その姿は、こんな状況にあってすら――否、だからこそのしなやかな麗しさをまとっていた。

			「ルル、さん……」

			　狼人(ワーウルフ)の戦(せん)奴(ど)が、そこに立っていた。

			　魔竜の犠牲となった少年少女の骸(むくろ)にわずかに表情をしかめつつも、その表情は冷徹なまでの鋭(えい)利(り)さを備えている。

			　それは悠(ゆう)に見せていた柔(にゆう)和(わ)な淑(しゆく)女(じよ)の顔ではなく、命の奪い合いに身を投じる戦士の顔だった。

			「危急の事態ゆえ、加勢に参りました。これより先は、私(わたくし)が預かります」

			　それに応えるように、咆(ほう)哮(こう)が魔界の大気を震わせる。

			　無数の人貌の絶叫とともにほとばしるそれは、聞く者の脳を掻(か)き毟(むし)るような狂的な響きを孕んでいた。

			「…………」

			　対するルルは、臆した様子もなくその異形を真っ向から見据えていた。

			　彼女は一切の動揺もなく、手慣れた動作で矢を取り出し、弓に番(つが)えた。

			　その桜色の唇が、謳(うた)うような声を紡(つむ)ぐ。

			「風よ疾(はし)れ、集いて旋(まわ)りて力と成せ――」

			　その矢じりに、疾(しつ)風(ぷう)が躍るように集う。

			「皆様！　動けない方を連れて早く退避を！　貴方たちの魔術(ゼノグラシア)では、あの中位魔族の対処は困難です！　他の魔族の襲撃に備えながらお早くお逃げください！　いずれ帝国の救援が来ます！」

			　ルルが早口で指示を飛ばす。その切迫した声色に、悠(ゆう)は潰れた喉で懸命に声を張り上げてルルを援護した。

			「この人は味方だよ！　皆、言う通りに！」

			　同時、ルルが魔竜に攻撃を仕掛ける。

			　魔竜は彼女を脅(きよう)威(い)と感じたのか、今は彼女に集中しているようだ。

			　彼女は倒れる生徒たちを巻き込まないように気を遣い、魔族との位置関係を器用に維持していた。

			　壬(み)生(ぶ)は、その戦いを尻目に強(こわ)張(ば)った表情で頷いた。

			「あ……ああ！　お前ら、さっさと逃げようぜ！」

			　世(せ)良(ら)を壬(み)生(ぶ)が担ぎながら皆に叫ぶ。

			　身が竦(すく)んで、あるいは倒れた級友を捨て置けずにその場に留まっていた他のメンバーは、そこでようやく我に返ったように倒れる級友に手を差し伸べる。

			　魔道で強化された肉体は、人の身体を軽々と持ち上げることを可能にしている、動けるメンバーの半分ほどが逃げ出していたが、残ったメンバーでどうにか倒れる全員を担ぐことができた。

			　壬(み)生(ぶ)が、心配そうな顔をして駆け寄る。

			「……走れるか、神(かみ)護(もり)？」

			　壬(み)生(ぶ)は、世(せ)良(ら)を片脇に担ぎながら、倒れる朱(あか)音(ね)をもう片方の腕で担ぎ上げようとする。

			「うん……大丈夫だよ。朱(あか)音(ね)は僕が――」

			「何言ってんだ、お前は主力なんだから、手を空けとかないと駄目だろ」

			　正論だった。朱(あか)音(ね)は自分の手で守りたいという気持ちがあったが、それならなおさらのこと壬(み)生(ぶ)の言葉は合理性を有している。

			　悠(ゆう)の返事を待つことなく、壬(み)生(ぶ)は重傷の朱(あか)音(ね)をゆっくりと担ぎ上げた。

			　両脇に二人の少女を抱える壬(み)生(ぶ)に、悠(ゆう)は目を伏せて大切な友達を託す。

			「ごめんね壬(み)生(ぶ)君……朱(あか)音(ね)さんを、お願い」

			「……ああ」

			　壬(み)生(ぶ)はしかと頷いて、逃げる皆の後に続いて行く。

			　悠(ゆう)の身体の再生は、ようやく概(おおむ)ねが完了した。

			　大きく深呼吸をして息を整える。肉体に不足していた酸素が行き渡り、細胞が活力を取り戻していく。手足の痺(しび)れも、すっかりなくなっていた。

			　今一度、繰り広げられる戦闘を一(いち)瞥(べつ)する。

			　彼女は魔竜の攻撃を避け続け、何発もの矢を命中させていた。

			　優勢にも見えるが、彼女の表情からは一片の余裕も感じられない。薄氷の上を歩むような緊張感を滲(にじ)ませながら、その身を躍らせる。

			「ルルさん……どうか無事で」

			　とりあえずはルルの言う通りにするしかないだろう。

			　悠(ゆう)たちに気を遣っていては、ルルは戦いに集中もできない。彼女を置いていくのは気が重いが、足手まといになるわけにはいかない。

			　奮闘するルルの無事を祈りながら戦闘に背を向け、先を行く皆に追い付こうと駆け出した。

			　それから数百メートルほど進み、逃げる皆の背が見え始め、

			「……は？」

			　びちゃりと、頬(ほほ)に暖かい液体がかかった。

			　鼻につく、生臭く酸っぱい臭気。

			　何かが、飛んできた。赤の液体を撒き散らしながら。

			　一瞬見えたそれは、確かに人間の身体の一部で――青ざめた悠(ゆう)が、再び駆け出した次の瞬間。

			「ぎゃああああああああああ！」

			　前方から、常軌を逸した叫び声があがる。

			　駆け寄ってみれば、その原因は一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　皆が逃げた先、闇(やみ)夜(よ)の森に巨大なシルエットが浮かぶ。見覚えのある影だ。ついさっきまで、目にしていた形。

			　……魔竜が、いる。

			　ルルが戦うものとは別の個体、巨大な異形。

			　もう一匹の魔竜が森の奥から現れ、クラスメイトの残(ざん)骸(がい)を足(あし)蹴(げ)にしながら悠(ゆう)たちを睥(へい)睨(げい)していた。無数の人貌が、にたりと嗤(わら)う。

			「ひっ――」

			　皆の理性が、限界に達した。

			「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」

			　誰が発したかも、何人が発したかも分からないほどの、引きつった絶叫。

			　蜘(く)蛛(も)の子を散らすように、クラスの皆はバラバラの方向に逃げ出した。背負い、あるいは担いでいた級友を放り出さなかっただけでも、殊(しゆ)勝(しよう)というものだ。

			　壬(み)生(ぶ)もその一人で、だがある光景を目にして踏み出した足を止めた。

			　二人の仲間を背負う柚(ゆず)木(き)がそれに気付く。

			「ちょっと壬(み)生(ぶ)！　何やってんのさ！」

			「神(かみ)護(もり)、お前……？」

			「えっ？」

			　悠(ゆう)が、魔竜と対(たい)峙(じ)していた。

			　たった一人で地を踏みしめ、異形の巨(きよ)躯(く)を睨(にら)み据える。

			　一方の魔竜は、悠(ゆう)をじっと興味深そうに見下ろしていた。無数の人貌からは時折、嘲(あざけ)るような笑みが漏(も)れる。その兇(きよう)気(き)を真っ向から受け止めながら、悠(ゆう)は言葉を発する。短く、簡(かん)潔(けつ)に。

			「早く、逃げて」

			　悠(ゆう)の意図に気付いた壬(み)生(ぶ)が、驚(きよう)愕(がく)の声を上げる。

			「神(かみ)護(もり)、お前……!?」

			「早く！　僕が時間を稼ぐから！　急いで！」

			　張り詰めた声が、森に響く。

			　ほとんど怒(ど)鳴(な)り声に近い声だ。これほど誰かに強く物を言ったのは初めてかもしれない。

			　ここは任せて先に行け――まるで、物語に出てくる頼れる味方みたいだ。

			　そんなことを思い、場違いな苦笑が浮かんできた。

			「朱(あか)音(ね)さんを、頼むよ」

			　柚(ゆず)木(き)の息を飲む声と、壬(み)生(ぶ)の歯軋りの音が聞こえた。

			　わずかな沈(ちん)黙(もく)、逡(しゆん)巡(じゆん)の気配は一瞬のこと。

			「くそっ……分かったよ！　行くぞ、柚(ゆず)木(き)……死ぬなよ、神(かみ)護(もり)！　やばくなったら逃げろよ！いいな！」

			「ま、待ってよ、壬(み)生(ぶ)……」

			　壬(み)生(ぶ)は唸(うな)り、悠(ゆう)に背を向けて走り去っていく。柚(ゆず)木(き)が何度もこちらを振り返りながら後を追って行った。

			　そしてその場には、悠(ゆう)と魔竜が残される。

			　魔竜は、いまだに動く気配がなかった。

			　壬(み)生(ぶ)と柚(ゆず)木(き)たちを逃がす猶予を得られたのは僥(ぎよう)倖(こう)であるが、まさか悠(ゆう)と正々堂々と一騎討ちをしようなどという殊(しゆ)勝(しよう)なことを思っているわけでもないだろう。活きのいい玩具(おもちや)がいた、などと考えているのかもしれない。

			　その多貌は、ひたすらにおぞましい悪意を撒き散らしていた。

			　臓(ぞう)腑(ふ)が凍(こお)りつくような悪寒が走る。柄を握る指に、汗が滲(にじ)んでいた。

			「言葉なんて通じないかもしれないけど……」

			　この剣は、先ほど通用せずに砕け散った。第三位階に達していない悠(ゆう)では、この魔竜の鎧(よろい)を貫(つらぬ)くことはできない。勝機は、限りなく薄い。

			　だが、それがどうした。

			　せめて意思は負けまいと、悠(ゆう)は魔竜を真っ向から睨(にら)む。

			「僕が相手だ」

			　唸(うな)る大爪が、それに応え――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぐぅっ……！」

			　朱(あか)音(ね)は、左肩に弾ける激痛によって目を覚ました。

			　まだ周囲はぼんやりとしか認識できないが、どうやら複数の人間がいるらしい。

			　何か、話し合っているようだ。

			「ゆ……ぅ……」

			　悠(ゆう)は、どこだろうか。

			　考えるより先に身体が動き、魔竜の尻尾(しつぽ)に打ち据えられたのが最後の記憶である。

			　自分が生きているのだ、きっと無事だろう。

			　元気な姿を見せて、安心させてやらなければならない。

			「――危ない――やめ――」

			「でも――神も――まだ――」

			　やけに遠く聞こえる話し声を聞き流しながら、朱(あか)音(ね)は自分の身体の感覚を確かめていた。

			　左肩が死ぬほど痛い。左腕もまったく動かず、完全に使い物にならない。

			　だが、それ以外は動く。酷く痛むが、我慢すれば立ち上がれそうだ。

			　そのうちに、視覚や聴覚も回復してきた。

			「馬鹿！　壬(み)生(ぶ)が死んだら綾(あや)花(か)はどうすんのさ！　何でそこまでして……！」

			　柚(ゆず)木(き)澪(みお)が、壬(み)生(ぶ)冬(とう)馬(ま)を問い詰めていた。

			　朱(あか)音(ね)の傍らには世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)が寝かされており、苦しげに呻(うめ)きながらうっすらと目を開けつつあった。周囲にも、幾人かの生徒の姿がある。

			　壬(み)生(ぶ)はとても苦しげだ。何かに押し潰されそうな、悲(ひ)壮(そう)な表情をしていた。

			「だってよぉ！　俺は、俺はもう、あいつを――」

			　吐き出すように叫ぶ声が、闇(やみ)夜(よ)の森に響く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ッ！」

			　全身全霊の刺突は、銀の破片となって舞い散った。

			　魔竜の皮(ひ)膚(ふ)には、傷一つ付いていない。

			　無数の人貌が鬱(うつ)陶(とう)しげに唸(うな)るが、それだけである。

			　厳密には、悠(ゆう)の攻撃はまったくのノーダメージではないはずだ。中位魔族の魔力装(そう)甲(こう)も、攻撃を受け続ければ減(げん)衰(すい)、弱体化していくはず。

			　だが、今のところそんな気配は微(み)塵(じん)もなく、魔竜は暴(ぼう)虐(ぎやく)を振り撒き続けている。

			　攻撃はまともに通用せず、魔竜の攻撃をひたすら避け続けるだけの不毛で絶望的な戦いが、繰り広げられていた。

			　この魔竜をクラスメイトの下に行かせないよう、悠(ゆう)は必死で時間を稼ぐ。

			　――だが、時間を稼いだところで、はたして活路はあるのか。

			　ルルの言っていた帝国の救援が現れる気配はない。

			　救援は本当に来るのだろうか。当のルルは、はたして無事なのだろうか。彼女も今頃、犠牲になっているのでは。

			　そんな陰(いん)鬱(うつ)な声が胸中に汚(お)泥(でい)のように湧き、思考を濁(にご)らせる。

			「くっ……！」

			　振り回される尻尾(しつぽ)をわずかに避け損ね、左肩を破壊される。

			　左腕は千切れかけ、辛うじてぶら下がっているような状態だった。

			　同時に、全身の神経を錆(さ)びた針で引っかかれるような再生の痛みが発生する。

			　悠(ゆう)は目尻に涙を浮かべ、歯を食いしばりその痛みに耐える。

			　魔竜の人貌が、にたりと陰(いん)湿(しつ)な笑みを浮かべていた。

			　悠(ゆう)が追い詰められつつあることを、感じ取っているのだろうか。

			「まだ、まだ……！」

			　悠(ゆう)は自らを奮い立たせるように気を吐く。

			　諦(あきら)めるものか。こんなところで倒れては、〝みんな〟に顔向けができない。

			　朱(あか)音(ね)を、クラスの皆を救い、生還させるのだ。

			　せめてそれまでは、死ぬわけにはいかない……！

			「来いっ！」

			　悠(ゆう)は新たな剣を生成し、魔竜を迎え撃つ。

			　避け、斬りつけ、砕かれ、襲われ、避け、掠(かす)って――地(じ)獄(ごく)のような時間は、どれほど経過しただろうか。

			　数時間のような気もするが、数分しか経ってないように思えた。

			　だが少なくとも、その時間は無意味ではないようだった。

			「……ユウ様！」

			　ルルが、駆けつけて来てくれた。

			　あの魔竜を倒したのだろうか、細部は分からないが大事はない様子で、悠(ゆう)と魔竜を見て愕(がく)然(ぜん)とした様子を見せている。

			　魔竜の注意が、わずかにルルへ逸れた。

			　その隙に悠(ゆう)は、魔竜の口内へと剣を投(とう)擲(てき)するが、またしても白刃は空しく砕け散った。魔力の鎧(よろい)は、身体の内側にもまとっているようだ。

			　ルルは攻め手のない悠(ゆう)の状況を理解し、矢を弓へと番(つが)えた。

			「……ユウ様、もうしばしの間だけ、注意を逸らしていただけますでしょうか」

			　その声は、獰(どう)猛(もう)な響きを帯びていた。

			　獲物に喰らいつこうとする、猛(たけ)々(だけ)しくも美しい狼の相。

			「分かりました！」

			　頷き、その唇が戦意みなぎる詠唱を紡(つむ)ぎ出す。

			「大(たい)嵐(らん)よ来たれ、其は禍(わざわい)の颶(ぐ)風(ふう)――」

			　その矢じりに、先ほどと同じように風が集っていく。

			　だが、その〝風〟の質は、先のものより遥かに強(きよう)靭(じん)で剣(けん)呑(のん)な兇(きよう)気(き)を宿していた。

			　それがルルの切り札――魔竜を葬(ほうむ)る一矢。

			「はぁぁっ！」

			　悠(ゆう)は魔竜の注意を引くために、ひたすらに攻撃を続ける。

			　魔竜がルルへと向いていることを幸いに、悠(ゆう)はその腹部に全力で白刃を叩き付けた。

			「荒れ狂え、吹き荒べ、禍(まがつ)の風よ舞い踊れ――」

			　ルルが詠唱を重ねるたびに、その矢じりにまとう風が禍(まが)々(まが)しいまでの剣(けん)呑(のん)さを放ち、渦(うず)巻く。

			「喰らい、貪り、蹂躙せよ――」

			　彼女の詠唱はさらに重ねられ、禍(まが)々(まが)しき渦(うず)はさらに強(きよう)靭(じん)に、強大に成長していく。

			　巨獣の咢(あぎと)のごとき暴力性を備え、触れるものすべてを喰らい尽さんばかりの兇(きよう)気(き)を孕むそれは、決してあの魔竜の威(い)容(よう)に劣るものではない。

			　だが、しかし。

			「しまっ……！」

			　薙(な)ぎ払われた竜尾が、攻め過ぎた悠(ゆう)の右足を掠(かす)めた。

			　ただそれだけで、右足首が柘榴(ざくろ)のように砕かれた。悠(ゆう)は地面を転がりながら、戦(せん)慄(りつ)する。

			（まずい、まずい、まずい……！）

			　次の攻撃は避けられない。

			　魔竜の前脚が、悠(ゆう)を踏み潰そうと――する寸前。

			「――〈颶嵐獣(ヴオルテックス)〉！」

			　ルルの構えた弓から、颶(ぐ)風(ふう)をまとう一矢が放たれた。

			　一匹の狂える餓(が)狼(ろう)のごとく、嵐という概念を凝縮したかのようなその一撃は、ルルの極限の集中力をもって魔竜の胴体へと吸い込まれていった。

			　命中――ぞぐん、と背筋の凍(こお)る兇の音が響いた。

			　魔竜の胴体が、一瞬で消し飛ぶ。

			　それはまるで、巨大な餓(が)狼(ろう)に喰い千切られたような冗談じみた光景だった。

			　残った四肢と首が宙を舞い、紫の塵(ちり)を帰しながら消滅していく。

			　すでに見慣れた、魔族の死を意味する現象。異形の竜は、跡形もなく消え去った。

			「やった……？」

			　ルルが深く息を吐き、小さな微笑(ほほえ)みとともに悠(ゆう)を見下ろす。

			「はい……この個体は、ですが」

			　言いながら、ルルはまだ周囲を警戒しているようだった。

			　異形と化した森を見渡して顔をしかめ、耳をぴくぴくと動かす。

			　そして近くに脅(きよう)威(い)がないと判断したのか、わずかに表情を緩める。

			「ユウ様のおかげですね、よく持ちこたえられました」

			　その美(び)貌(ぼう)には、確かな賞賛の笑みが浮かんでいた。

			「良かったぁ……」

			　悠(ゆう)は安(あん)堵(ど)の息を吐きながら、脱力する。

			　今も全身を暴れまわる再生の痛みに耐えながら、ルルに微笑(ほほえ)みを返した。

			「すごいですね、今の……あの魔竜が一撃ですよ」

			「威力はあるのですが、消(しよう)耗(もう)が激しいので多用はできません。あと１回撃てるかどうか、といったところでしょうか。それにしても……」

			　回復していく悠(ゆう)の身体に、ルルは目を見開く。その声には、確かな驚(きよう)愕(がく)の響きがあった。あの仮想領域では現実の肉体が傷付くことはなかったので、悠(ゆう)の超再生を目にする機会はなかった。

			「聞いてはいましたが……凄まじいものですね」

			「別に不死身ってわけじゃ、ないんですけどね……」

			　例えば首を跳ねられて脳が機能を停止すれば、そのまま死亡するだろうと言われていた。脳自体も再生しない訳ではないのだが、やはり他の部位に比べると再生は著しく遅い。

			　また、失血についても常人より遥かに少ない血液でも生命は維持できるものの、やはり生命の維持には必要である。今現在、すでに常人なら立っていられない量の血液を失っており、これ以上の失血は避けたいところだった。

			　痛みを紛らせるために、ルルに話しかける。

			「ありがとうございます。助けてくれて……」

			　近くで見るルルは、大きな怪(け)我(が)はしていないようだが、無傷でもなかった。その表情にも明らかに疲労が滲(にじ)んでいる。

			　あの魔竜との戦いが、決して楽で安全なものではなかったということだ。

			　しかし彼女は、何事もなかったかのように表情を緩める。

			「任務ですので。万が一、第二界層(イエツイラー)に落ちた際には私が先立って救援に向かうことになっていました」

			　素っ気なさすら感じる内容とは裏(うら)腹(はら)に、その声色は優しく穏やかな響きであった。

			　ふと、その美(び)貌(ぼう)に稚気がよぎる。唇に指を当て、悪戯(いたずら)っぽく微笑(ほほえ)む。

			「……ユウ様に死なれてしまうと私が寂(さび)しくて悲しい、という理由もありますが」

			「あ、うっ……」

			　心の敏感な部分をちろっと舐められるような、不思議な声色であった。

			「ず、ずるいです、そんな言い方……」

			「あら、申し訳ありません。私、小さい頃から人を喜ばせるための仕事をしていたもので」

			　口元に手を当て、とぼけた仕草で微笑(ほほえ)むルル。何気ない動作ですら、妙に魅力的であった。

			　一体、何の仕事をしていたのだろう。彼女の素(す)性(じよう)について好奇心が湧くが、それは後回しである。

			　ルルは、悠(ゆう)の再生が終わるまで周囲を警戒するつもりのようだ。

			　だが悠(ゆう)は、自らの希望をルルに告げる。

			「あの……ルルさん。僕を置いて、逃げた皆を今すぐ助けに行ってもらえませんか？」

			「……まだユウ様は動くことができないように見えます。魔族に発見されればひとたまりもありません」

			「そろそろ、少しは動けるようになるんで……お願いします。朱(あか)音(ね)さんが……皆が、危ない……」

			「ユウ様……ご自分のお命より、ご学友の命の方を優先されるのですか？」

			　ルルの表情がかげった。琥(こ)珀(はく)色の瞳(ひとみ)に、切なげな色がよぎる。

			　悲しんでいるような、哀れんでいるような、自分が何か悪いことをしてしまったような気分になる顔だった。

			　悠(ゆう)は、いたたまれない気持ちになりながらも、言葉を続ける。

			「そうじゃないと、僕が来た意味がないんです……でないと――」

			　――死んだみんなに、顔向けができない。

			　だが、その言葉をルルの鋭い声が遮(さえぎ)った。

			「お待ちください」

			　彼女の美(び)貌(ぼう)が、深刻な相を帯びる。

			　その切迫した声に悠(ゆう)は言葉を飲み込み、ルルの様子を見守る。

			　彼女は強(こわ)張(ば)った表情で、ある一方を見つめ、青ざめた。

			「――……!?」

			　同時に、悠(ゆう)の身を違和感が襲う。

			（……地震？）

			　それは断続的に響く地面の震動だ。まるで、足音のような。

			　そして、何かが砕けるような音も遠くから聞こえてくる。

			　次第に、音は大きくなる。

			　何かが、近付いてくる。それも、物凄いスピードで――

			「――失礼を！」

			「がぅっ!?」

			　腹部に、重い衝撃。

			　ルルの足先が、悠(ゆう)の腹にめり込んだ。

			　彼女に、蹴(け)られた。

			　なぜ、と問う暇はない。

			　魔道で強化されたルルの脚力は凄まじく、華(きや)奢(しや)な悠(ゆう)の身体はサッカーボールのように蹴飛ばされ、地面を転がる。そして、回る視界の中に映るのは――

			（そんな……！）

			　魔竜。それも、極めて大型の。

			　先の２体の倍以上の重量はあろうかという、巨大な姿だった。

			　先ほどまで悠(ゆう)とルルのいた空間を、木々を跳ね砕きながら蹂躙していく。

			　ルルに蹴飛ばされなければ、蹴(け)りがあと一瞬でも遅ければ、悠(ゆう)は確実に肉片と化していただろう。

			　ルルも魔竜の突撃をすんでのところで回避していた。

			　その身に風をまとい、彼女はそれに乗るように、人間離れした機動力を発揮する。

			　しかし、巨大な魔竜は追撃をかける。

			　翻る、魔竜の巨(きよ)躯(く)。

			　木々を薙(な)ぎ倒しながら、その尾が鞭(むち)のようにしなる。

			　体勢を崩したルルに、唸(うな)る竜尾が迫った。

			　悠(ゆう)の心に、朱(あか)音(ね)とともに打ち据えられた記憶が、背筋を凍(こお)らせる悪寒とともに蘇(よみがえ)る。

			　ルルが悔しげに表情を歪(ゆが)めるのが見えた。

			　そして身を丸める彼女に、その何倍もの質量の重尾が襲いかかり、

			　――地面を転がる悠(ゆう)は、そこで彼女の姿を見失った。

			「ル――」

			　再び視界を戻せば、全身に悪意を漲(みなぎ)らせる魔竜の異形。

			　ルルの姿は、どこにもなかった。

			　遥か向こうへと跳ね飛ばされたのか、原形を留めないほどに粉砕されたのか。

			　生きているのか死んでいるかも分からない。

			　間違いないことは、ルルが悠(ゆう)を庇(かば)うような形であの竜尾の直撃を食らったという事実のみ。悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を戦闘不能に追い込んだ一撃を、さらに上回るであろう一撃。

			　とても生きているとは思えなかった。

			　総身を、とてつもない恐怖と絶望が侵食していく。

			　大魔竜の人貌が、悠(ゆう)を見下ろす。

			　その無数の貌は、先の魔竜とは比較にならないほどの醜(しゆう)悪(あく)な意思を宿し、けたけたと笑っていた。そして、その口が大きく開く。

			「……!?」

			　いまだ立ち上がれずに地に伏す悠(ゆう)は、身を竦(すく)める。

			　――が、大魔竜が何か仕掛けてくる気配はなかった。

			　代わりに、魔竜の口から、何かが転がり出てくる。

			　サッカーボール大の、やや歪つな球体。

			　４つの球体が地面を転がり、

			「あっ――」

			　その球体には、目があり、鼻があり、叫ぶように開いた口があった。

			　濁(にご)った眼差しが、悠(ゆう)を見つめる。その表情は、ありったけの絶望に塗り潰されて硬直する、よく知った顔だった。

			「杉浦、君……」

			　悠(ゆう)は、愕(がく)然(ぜん)とその名を呟(つぶや)いた。

			　見渡せば他に３つ、クラスメイトの顔が転がっていた。

			　いずれも、負の感情に歪(ゆが)みきった無残な表情を晒(さら)している。

			「なん、でっ……」

			　悠(ゆう)は戦(せん)慄(りつ)した。

			　それは単に級友の無残な死体を見たからというだけではない。それをわざわざ口に入れて運び、悠(ゆう)に見せつけたという魔竜の残(ざん)虐(ぎやく)性と嗜(し)虐(ぎやく)性に対する恐怖を多分に含んでいた。

			　無数の哄(こう)笑(しよう)が森に響く。

			　大魔竜のその姿は、明らかに悠(ゆう)を嬲(なぶ)り、嘲(あざ)笑(わら)っていた。ただ殺すだけであったそれまでの魔族とは次元の異なる悍(おぞ)ましさを、その悪意は宿していた。

			　中位以上の魔族には、高い知能を備える個体が存在する。

			　それは間違いなく、醜(しゆう)悪(あく)で高度な知性の存在を窺わせる、悪夢のような光景だった。

			　身を震わせる恐怖。

			　だが、それ以上に胸を焦がす感情があった。

			　それは先ほどの月(つき)島(しま)の非(ひ)業(ごう)の死の際にも感じた、未知の――あるいは忘れ去ったはずの感情だった。

			「こ、の……！」

			　いまだ右足の再生は完了していない。

			　だが悠(ゆう)は、歯を食いしばり胸の燃える感情のままに震える膝で立ち上がる。

			　生み出した剣を杖のようにして、魔竜を睨(にら)み上げる。

			　そして、

			「……!?」

			　森の中に、歌声が響いた。

			　無数の人面が、一斉に歌い出した。

			　それは、絶叫じみた狂気を帯びたものであったが、確かに一定の秩序を持った歌だった。

			　竜の身に、見覚えのある気配が生じる。その気配は、

			「魔道……!?」

			　それは、魔道の使い手の皆が、魔道の行使の際にまとう気配と似ていた。

			　つまり、これから起こることは――。悠(ゆう)の全身が、総毛立つ。

			（そうだった、中位魔族は……！）

			　魔道を扱うことができる。

			　あまりに圧倒的な巨(きよ)躯(く)と身体能力の衝撃に、それを失念していた。

			「あ……ぐっ……！」

			　これから何が起こるかは分からないが、悠(ゆう)に向けて何かが放たれるのだろう。

			　少しでも、一歩でも逃げなければ……！

			　しかし立ち上がるのが精一杯であった悠(ゆう)の身体は、そこから一歩も動けなかった。

			　なおも空間が、震える――

			　まるで森全体が、魔竜の放つ剣(けん)呑(のん)極まりない兇(きよう)気(き)を恐れているように。

			　そして魔竜の歌が、最高潮の高まりを見せ――

			「……！」

			　――魔竜の咆哮(ブレス)が、悠(ゆう)を飲み込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぁ……ぅぁ……」

			　悠(ゆう)は、まだ生きていた。

			　咆哮の直前、縋(すが)るような気持ちで生成した障(しよう)壁(へき)が辛うじて間に合った。

			　だが、身体が動かない。何も見えない。

			　ただ、ゆっくりとこちらに近付く魔竜の足音が聞こえるのみ。

			　具体的な自分の状態は分からないが、おそらくはロクな姿ではないだろう。他者から見れば、ひと目で死体と判断するような有様かもしれない。

			　はたして、手足は残っているのだろうか。

			　いずれにしても、再生にはかなりの時間がかかる。

			　その時間を、あの魔竜が許すだろうか。

			（ああ、そうか……僕は……）

			　クラスの皆は逃げ、ルルは生死不明。悠(ゆう)を助ける者はこの場に誰もいない。

			　つまりは――

			（僕は、死ぬんだ）

			　悠(ゆう)は、自分が詰んだことを悟った。己の死は、もう避けられない。

			　ここで、悠(ゆう)の人生は潰える。

			（朱(あか)音(ね)、ルルさん、みんな……ごめん）

			　心配してくれたのに生き残れなくてごめん。

			　命懸けで庇(かば)ってくれたのにごめん。

			　守るって言ったのにごめん。

			　君たちの命に報いることができなくてごめん。

			　結局僕は、何も出来なかった。

			　英雄(ヒーロー)になど、なれなかった。

			　決まった死ならば、受け入れるしかない。ならば最後は潔(いさぎ)くあろうと――

			（――え？）

			　頬(ほほ)を伝う、熱を感じた。

			　泣いている。

			　なぜ、涙が流れているのだろうか。極度のダメージを受けた身体の反射的なものだろうか。

			　違う、と分かっていた。だが、認めたくなかった。

			「は、はは……」

			　血に濡れた声がこぼれる。自らを嘲(あざけ)る苦笑。

			「まいっ……た、なあ……」

			　胸を掻(か)き毟(むし)る感情の震えを、自覚してしまった。

			　その想いは、ただ一言に集約される。血を吐くように絞り出した一言。

			「死にたく、ないよ……」

			　生への未練が、堰(せき)を切ったように溢れ出る。

			　それはごく当たり前の渇(かつ)望(ぼう)である。生物であれば当然の、原始的な感情。

			　自分のせいで犠牲になった子供たちを見続けてきた15年。

			　己には見苦しく生を乞う資格などないと言い聞かせてきたはずだった。

			　精一杯やって、その結果として死ぬのなら潔く受け入れようと。

			　そうでなければ、〝みんな〟に顔向けできない。夢の中で悠(ゆう)を責める無数の声に、耐えられない。

			　覚悟していたはずなのに――なんだ、この様は。

			　同時に、目を逸らしてきた数々の想いが、走馬灯のように駆け巡る。

			（最後の最後で、これか……英雄どころか、僕は……）

			　昨夜、朱(あか)音(ね)に語った罪悪感を理由にした英雄願望は、嘘ではない。

			　だが、他にも理由はなかっただろうか。

			　皆を助ければ、格好いいところを見せれば、自分のことを見直してくれるのではないか。

			　そして、友達になってくれるのではないか、と。

			　降って湧いたようなこの力で、情けなくもそんなことを考えていなかっただろうか。

			「は、は、はは……」

			　自らを嘲(あざ)笑(わら)う乾いた声が、脳裏に響く。

			　何て身勝手な。死んでいった子供たちには一片の自由すらなかったのに。生きて外に出るという望外の幸を得ながら、これ以上なにを望むのか。見苦しくも生に執着するのか。

			　斯(か)くあれかし、と己に定めていた生き様は、完(かん)膚(ぷ)なきまでに破壊される。

			　いや、初めからそんな生き方などできてはいなかったのだ。

			「み、ん、な……」

			　悠(ゆう)の脳裏に、無数の顔が浮かぶ。あの研究で死んだ、子供たち。

			　皆が悠(ゆう)を、蔑んだ表情で見つめていた。

			　嘘つき、情けない、弱虫、恥知らず、臆病者――と、底冷えのする声で責め続ける。

			「ごめ、ん……」

			　死にたくないと叫びつつも、今すぐ消え去りたいという矛盾した想いが悠(ゆう)の胸中を支配する。

			　そんな中、感覚がわずかに戻ってくる。

			　……そういえば、近付いていた魔竜の足音が遠ざかってはいないだろうか。

			　甦(よみがえ)った視界に映る光景。

			「ぇ……」

			　気がつけば、誰かに抱えられていた。悠(ゆう)を抱き上げて走るのは、

			（朱(あか)音(ね)さん……？）

			　

			◆　◆　◆

			　

			「悠(ゆう)！　ねえ、悠(ゆう)！　生きてるなら返事してよ……！」

			　突然の乱入者に獲物を掻(か)っ攫(さら)われた大魔竜は、むしろ愉しげですらあった。その無数の人貌は、げらげらと品のない笑いを上げている。

			　新しく活きの良い玩具(おもちや)が現れたことに、機嫌を良くしているのだろうか。

			　数多の眼が自身に向けられていることに、朱(あか)音(ね)は血色の悪い美(び)貌(ぼう)をさらに青くする。

			「……ぅ……」

			　無我夢中で助け出した悠(ゆう)は、ほとんど意識を飛ばしているようだ。

			　その姿は悲惨を通り越し死体同然だが、再生能力が働き、次第に傷が塞がっている。

			　だが、一昨日に朱(あか)音(ね)を庇(かば)った時とは比較にならない重傷である。

			　今、悠(ゆう)の身体はぞっとするほど軽い。いったい、どれほどの血液が失われたのだろうか。

			　ちらりと後ろを見れば、大魔竜はにたりと唇をつり上げている。

			　その前傾した姿勢は、こちらに突進しようとしているようだ。

			「……っ！」

			　さらに、血の気が引く。

			　左肩は今も灼(や)けるような激痛を訴え、打(だ)撲(ぼく)に軋(きし)む身体は悲鳴を上げている。

			　自慢の軽やかな動きは見る影もなく、大魔竜の突進を避けられる自信はない。

			　その突進が、掠(かす)っただけで致命傷になるであろうことは、容(よう)易(い)に想像できた。

			「ちくしょうっ！　こっち向きやがれ化け物が！」

			　壬(み)生(ぶ)の悲鳴じみた声。

			　彼は、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)から大魔竜の意識を逸らそうと、側面から懸命に攻撃を加える。

			　その手から放たれる砲(ほう)撃(げき)魔術が、異形の横っ腹に直撃し、その無数の貌(かお)の表情が不快げに歪(ゆが)む。ダメージを受けた様子は皆(かい)無(む)であったが、その注意が壬(み)生(ぶ)へと向けられた。

			「ひっ……」

			　数多の悪意に睨(ね)め付けられ、壬(み)生(ぶ)は引きつった呻(うめ)きを漏(も)らす。

			　歯をガチガチ鳴らした恐怖の表情で、しかし悠(ゆう)を抱える朱(あか)音(ね)に叫ぶ。

			「と、藤(とう)堂(どう)……逃げろ、早く逃げろっ、急げぇっ！」

			　震える声で、それでも再度の砲(ほう)撃(げき)を大魔竜に放つ。

			「う、わぁぁぁっ！」

			　そして、羽虫でも払うかのように振るわれた大爪を、すんでのところで回避した。

			　彼は陸上部の期待の星であり、相当な健(けん)脚(きやく)と運動神経の持ち主である。回避に徹すれば、それなりに耐えられるはずではあったし、それが事前に壬(み)生(ぶ)と決めていた役割分担であった。

			　朱(あか)音(ね)は後ろ髪を引かれる思いを振り切って、逃げ続ける。

			　朱(あか)音(ね)が目を覚ました時、壬(み)生(ぶ)は散り散りになったクラスメイトを集めて、何やら言い合いをしていた。悠(ゆう)を助けに行くと、周囲の制止を振り切って主張していたのだ。

			　なぜそこまで、という問いに、壬(み)生(ぶ)は悲痛な顔で絞り出すように言った。

			　――もう見捨てるのは、嫌なんだよ……！

			　彼のその一言に、誰もが押し黙り、それ以上反対する者はいなかった。

			　世(せ)良(ら)が、朦(もう)朧(ろう)とした眼差しで、苦しげに掠(かす)れる声で言った。

			　――冬(とう)馬(ま)、藤(とう)堂(どう)さん……神(かみ)護(もり)君を助けて……戻って、来てね。

			　柚(ゆず)木(き)が、たった一人でクラスメイトの護衛を請け負い、怯(おび)えを押し殺しながら言った。

			　――ここはウチがばっちり守るから、心配せずに行ってきなよ。

			　そして今、朱(あか)音(ね)と壬(み)生(ぶ)はここにいる。命を賭して、悠(ゆう)を助けようとしていた。

			「ねえ、悠(ゆう)……！」

			　朱(あか)音(ね)の精神は、すでに限界間近であった。

			　全身の骨と筋肉が、断(だん)末(まつ)魔(ま)のように悲鳴を上げている。左肩の感覚が消え失せつつあるのは幸か不幸か、もしかしたら引き千切れてしまったのではないか。

			　ただ感情の迸るままに、朱(あか)音(ね)は言葉を吐く。

			「あんた昨日、ヒーローになるって言ってたわよね！　死ぬことも恐れない、カッコいい英雄になりたいって！」

			　昨夜の屋上での会話が、ずっと朱(あか)音(ね)の脳裏から離れなかった。

			　あの時は考えがまとまらず、気後れや気恥ずかしさもあり、想っていたことの半分も言葉にできなかった。

			　朱(あか)音(ね)は、あの時に言えなかった想いをまくし立てる。

			「やっぱり駄目だったんじゃないの、馬鹿！　あんた泣いてるじゃない！　怖いんでしょ？　死にたくないのよね？」

			　右腕に抱えられた少年の頬(ほほ)には、間違いなく大粒の涙が伝っていた。聞き間違えでなければ、死にたくない、と掠(かす)れた声を漏(も)らしていたはずだ。

			　ああ、まったくしょうがない奴――

			「それでいいのよ、この大馬鹿！　中二病！　むっつりスケベ！　あんたなんてヒーローじゃなくてセクハラ野郎がお似合いだわ！　今朝だって！　あたしの胸は枕か！　この変態！」

			　森の悪路をひたすらに駆けながら、内容の吟(ぎん)味(み)も整理もなく、思うがままに声を上げる。

			「それにねえ！　自分に幸せになる資格がどうのって言ってたわよね！　あたしと壬(み)生(ぶ)がこうして助けにきてるのよ!?　命がけで、死ぬほど怖いのに頑張ってるの！　ねえ、それってなんでか分かる？　あんたに死んで欲しくないからよ！　それじゃ駄目なの!?　あたしたちが命懸けで助けるあんたは、幸せになっちゃいけないっていうの!?　死人を背負うのも結構よ！　でも、生きてるあたしだって見てよ！　あたしじゃ不足!?」

			　タガが外れた感情が、次から次へと溢れ出る。

			　全力で走りながら、よくぞこんなにも喋り続けられるものだと、頭の中にわずかに残った冷静な部分が他人事のように感心していた。

			　そして同時に、走馬灯のように脳裏を走る光景があった。

			　それは、悠(ゆう)との出会いの日。

			　無愛想で乱暴で、悪名高い朱(あか)音(ね)が友達を作る、千(せん)載(ざい)一(いち)遇(ぐう)の好機と息巻いた日の出来事だ。

			　人にはとても恥ずかしくて言えたものじゃない、黒歴史。

			　もうどうにでもなれと、ヤケクソ気味に口を走らせる。

			「覚えてる？　あんたと会った日！　あたし、前の日から準備してたのよ!?　鏡の前で笑う練習して！　興奮して眠れなくて！　気合い入れてお洒落(しやれ)して！　無理して親しみやすいキャラ作って！　あんたに友達になってもらおうって！　まあ、あんたのこと女子だって勘違いしてたからなんだけどね！　お父さんの馬鹿！」

			　その結果は、無残な大失敗。

			　乙女として最悪のトラウマまで作ってしまった。

			「あの時、何でそこまでしたか分かる!?　あたし、あたしには――」

			　だがそれでも、あの日から、朱(あか)音(ね)にとって神(かみ)護(もり)悠(ゆう)という少年は――

			「――あんたしか、友達いないのよぉ！　一人にしないでよぉ！」

			　叫んだ直後。背後、木の枝が折れる音が、

			「――――ッ！」

			　大魔竜が、すぐ後ろに接近していた。

			　無数の貌(かお)が、嘲(あざ)笑(わら)いながら朱(あか)音(ね)を見下ろす。

			　速い。その巨体を思えば、冗談じみた瞬発力である。

			「藤(とう)堂(どう)ぉっ！　神(かみ)護(もり)ぃぃぃっ！」

			　後方、大魔竜を追うように壬(み)生(ぶ)がこちらに駆けてくる。

			　壬(み)生(ぶ)が稼いだ時間は、あっという間に無為に帰したようだった。

			　追いつかれる――

			　朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)を抱えたまま、全力で横に飛ぶ。

			　だが、遅かった。

			　次の瞬間、空間が抉(えぐ)り取られたと錯(さつ)覚(かく)するほどの衝撃が、傍らを通過する。暴力的な風圧が、朱(あか)音(ね)と悠(ゆう)の身体を舞い上げた。

			「く……あぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　朱(あか)音(ね)は地面を転がりながら絶叫する。左肩から、激痛とともに身の毛のよだつ感覚がせり上がった。ショック死するかと思うほどの全身の激痛のせいで気絶しなかったのが、不幸中の幸いであろう。

			　突撃を避けられた大魔竜は、そのまま木々を薙(な)ぎ倒し、巨(きよ)躯(く)を慣性に傾がせながら停止した。

			　人貌たちが、そこで初めて不愉快そうな表情を見せる。

			　戦う力もない虫ケラのような獲物に抵抗されたのが、不愉快だったのだろうか。

			　その異形に帯びていた、〝遊び〟の気配が消えていくのを、朱(あか)音(ね)はぞくりとした悪寒とともに感じた。

			　彼我の距離は、わずか数メートル。

			　逃げられない――と思ったその時、

			「――〈螺旋疾風(ワールウインド)〉！」

			　聞き覚えのある声とともに、唸(うな)りを上げる疾(しつ)風(ぷう)が、大魔竜へと突き刺さった。

			　首の付け根あたりに命中した螺(ら)旋(せん)の風は、魔竜の巨(きよ)躯(く)を抉(えぐ)り、紫の血(ち)飛沫(しぶき)を撒き散らした。

			　木々の陰から、一人の娘が姿を現す。

			「……ルル」

			「止まらずに！　早くお逃げを！」

			　狼人(ワーウルフ)の娘が、朱(あか)音(ね)に鋭い声を投げる。

			　ルルは五体満足で動いているようだが、その戦闘服はボロボロで、身体のあちこちから血が流れていた。息は荒く、危うげな咳を漏(も)らしている。

			　追いついた壬(み)生(ぶ)も、切迫した声を上げる。

			「行け、藤(とう)堂(どう)！　もたもたすんな！」

			「ごめん……！」

			　ただの一言を残し、朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)を抱えて逃げるために立ち上がろうとして、

			「いっ……つぅ！」

			　右足の、弾けるような痛みとともに地面に転んだ。

			　突進を避けた時に足を挫(くじ)いたのだと、理解と絶望が同時に押し寄せた。

			「アカネ様っ!?」

			「藤(とう)堂(どう)っ！」

			　狼狽するルルと壬(み)生(ぶ)。朱(あか)音(ね)は地面に伏せたまま、悠(ゆう)へと這っていく。

			　そんな３人を嘲(あざけ)るように、大魔竜の全身から耳障りな笑いの大合唱が響き渡る。

			　その嘲(ちよう)笑(しよう)は、狂気の歌声へと変じていく。

			「な、何だ……？」

			　壬(み)生(ぶ)は、魔竜の行動の意味が理解できていないようだ。

			「大(たい)嵐(らん)よ来たれ、其は禍(わざわい)の―――くっ……！」

			　ルルが、焦りも露わに番(つが)える矢に疾(しつ)風(ぷう)をまとわせるが、途中で言葉を切り、その場に膝をついてしまった。頭痛に苛(さいな)まれているのか、頭を押さえ苦しげに呻(うめ)く。

			　彼女に何らかの限界が訪れたのは、明らかだった。

			「あなたも……少しでも遠くへ、お逃げを……」

			「そ、そんなこと言ったってよぉ……」

			　大魔竜の異形はいよいよ剣(けん)呑(のん)を通り越し、致命の迫力を帯びつつある。

			　朱(あか)音(ね)は、その異形を睨(にら)みながら、己の死を確信した。

			　死にたくない。悠(ゆう)を守れなかった。お父さんを一人ぼっちにしてしまう、他にも、他にも――幾多の感情がない混ぜになって、視界を滲(にじ)ませる。

			「いやよ……！」

			　朱(あか)音(ね)は、震えるまま地に伏す悠(ゆう)に手を伸ばす――が、手ごたえがない。

			　悠(ゆう)が、いなくなっている。

			「えっ、悠(ゆう)……？」

			　悠(ゆう)が、立ち上がっていた。

			　いまだ全身から血を流した無残な身体で、

			　その瞳(ひとみ)に、確かな生命の火を灯(とも)して――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　胸中には、変わらず身を震わせる恐怖があった。

			　顔には、今も涙や鼻水の痕跡が残っている。

			　情けない顔である。

			　少なくとも、英雄の顔ではない。死を恐れずに人々を守る男の顔ではなかった。

			　死にたくない。

			　自分は、死ぬことを恐れている。どうせ残り少ない命なのに、それでも見苦しく泣きじゃくってしまうほどに死が怖いのだ。そんな当たり前のことに、今さらに気付いた。

			　悠(ゆう)は、今あの大魔竜と相対している。

			　大魔竜は、今にも超振動波を放とうとしていた。

			　あの破壊の咆哮を浴びた時のことを思い出し、恐怖のままに逃げ出したくなる。

			　だが、退(ど)かない。

			　涙を拭(ぬぐ)い、確かな意思を宿した瞳(ひとみ)で大魔竜を睨(にら)み据える。

			「悠(ゆう)？」

			「神(かみ)護(もり)……？」

			「ユウ様……!?」

			　３人の眼差しを感じた。

			　命懸けで悠(ゆう)を守ってくれた３人だ。

			　死にたくない、見苦しくても生きたい。英雄になるために命を捨てるなど、真っ平御免だ。

			　だがもう一つ、悠(ゆう)の胸に満ちる想いがあった。

			　朱(あか)音(ね)たちが思い出させてくれた、狂おしいまでの想念。

			　魔道から、その想いを形と成す言霊が流れ込む。

			　そして魔界の森に、その想いを紡(つむ)ぐ詠唱が響く――

			「其(そ)は悠久に流れ、過ぎ去るもの――」

			　それは声ではあるが、音ではない。大気を媒(ばい)介(かい)して鼓(こ)膜(まく)に届くのではなく、光すら置き去りにする速さで魂(たましい)を震わせる詠唱(うたごえ)。

			　聴衆は世界の理(ことわり)、そして理(ことわり)に触れる魔道を歩む者たち。

			「万物、いかなる者も抗(あらが)うこと能(あた)わず――」

			　詠唱を紡(つむ)ぎながら、悠(ゆう)の脳裏に浮かぶ景色があった。

			「其は万象、星々すら飲み込む無限の大河なり――」

			　多くの子供たちの姿。悠(ゆう)に優しくしてくれた一人の女性の姿。

			「其は天なる理(ことわり)なれど――」

			　彼らがいなくなっていく。一人、また一人と減っていく。

			　時の経過とともに、かけがえのない命が失われていく。誰かがいなくなる。

			　時間がみんなを奪っていく――幼い悠(ゆう)は、明日が来ることに怯(おび)えていた。

			　15年の人生で、悠(ゆう)は誰かを失い続けてきた。

			「其に異を唱える者、此(こ)処(こ)に在り――」

			　明日が来なければいい――それが、仲間を失う痛みとともに抱いた切なる願いだった。

			　時間が流れなければ、きっと誰も失わない。

			　時が流れ行くことは、万物にあまねく及ぶ摂(せつ)理(り)だ。

			　その理(ことわり)が、悠(ゆう)の大切なものを奪い去るというのなら――

			「天よ、主よ、認めぬならば、我が白刃にて応えよう――」

			　時間を縫(ぬ)い留めてしまえ。

			　時の流れを切り捨て、止めてしまえ。

			　世界の理(ことわり)を捻じ曲げろ。大切なものを守るために。

			　朱(あか)音(ね)を、ルルを、壬(み)生(ぶ)を、皆を――もう二度と、失わせてなるものか。

			「時よ、止まれ――」

			　それは、悠(ゆう)の幼少時から蓄積された記憶(トラウマ)の刃で魂(たましい)に刻まれた、永(えい)劫(ごう)癒(い)えぬ傷(しよう)痕(こん)だった。

			　傲(ごう)慢(まん)だとは分かっている。自分勝手なのは分かっている。

			　それはある種、外(げ)道(どう)の思考である。見苦しく幼い、子供の我(わが)儘(まま)だ。

			　人として、本来は恥じるべき愚想である。

			「――魔法具象(ゼノスフィア)――」

			　だが、それはあの地(じ)獄(ごく)で悠(ゆう)が抱いた、切なる想いだった。

			　理屈と理性では恥じていても、悠(ゆう)の魂(たましい)は今も叫び願っている。

			　恥じるな、晒(さら)せ。

			　己が理(たましい)は世界の理(ことわり)を超越すると、悠(ゆう)は世界に宣言する。

			　その魔法の銘は――

			「〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉！」

			　誰かを助けたい。命を救いたい、涙を止めてあげたい――悠(ゆう)の偽らざる本心。

			　それが神(かみ)護(もり)悠(ゆう)の魂(ゼノスフィア)。

			　魔法(ゼノスフィア)――魔道の第三位階〝法〟の力。

			　それは、使い手の魂(たましい)を根源とする力。その者の魂(たましい)に強く根付いた想いを具(ぐ)象(しよう)化(か)し、己の武器とする創造行為。

			　悠(ゆう)は、自らの魂(たましい)に刻まれた想い――その傷(まほう)を自覚するに至った。そして、その詠唱と銘も。

			　己が魂(たましい)を謳(うた)い上げる詠唱により、悠(ゆう)の魂(たましい)は物質の世界へと流れ出る。そしてその魂(たましい)の器を、銘を呼ぶことによって世界に創造し、形成する。それが魔法の具(ぐ)象(しよう)化(か)のプロセス。

			　悠(ゆう)の魔法(たましい)が、完全なる形を成して世界に具(ぐ)象(しよう)化(か)する。

			　それは、剣。

			　悠(ゆう)が用いていた剣とまったく同じ、装飾の少ない簡素な白き刃。

			　一切の無駄も曇(くも)りもないその白刃は、人の手では決して生み出せない美しさを宿していた。

			　その数、十。

			　十の白刃が、悠(ゆう)の魂(たましい)から引き抜かれ――

			　魔竜の動きが、停止していた。

			　無数の貌(かお)が、今まさにその超振動波の魔道を放たんとした矢先の出来事である。

			　その体勢のまま、魔竜はまるで時間が止まったかのように静止している。

			　異形の巨(きよ)躯(く)の至る箇所に、十の刃が突き立つ。

			　その身体に深々とめり込んでいるはずなのに、不思議と血の一滴すら流れていない。

			「え……？」

			　壬(み)生(ぶ)は何が起こったか分からずに呆(ぼう)然(ぜん)と、

			「これは……」

			　ルルは事態を理解して目を見開き、

			「悠(ゆう)、生きて……？」

			　朱(あか)音(ね)は、涙をぽろぽろ零(こぼ)しながら、

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)の姿を見ていた。

			「……朱(あか)音(ね)さん、壬(み)生(ぶ)君、ルルさん」

			　悠(ゆう)は３人に語りかける。

			　儚(はかな)げな容姿はそのままなのに、今は不思議な存在感と力強さを感じさせた。

			「助けてくれてありがとう。もう大丈夫だから、危ないから離れてて」

			「で、でもよ……」

			　当惑する壬(み)生(ぶ)に、ルルが声をかける。

			「……ユウ様の仰(おつしや)られる通りに致しましょう」

			「え、あ……はい」

			　ルルは、足を挫いた朱(あか)音(ね)に駆け寄り、

			「アカネ様、失礼します？」

			「えっ……きゃっ!?」

			　その細腕で朱(あか)音(ね)を抱き上げた。ルルの唇から漏(も)れる吐(と)息(いき)は、感嘆に震えている。

			「ユウ様、ご武運を」

			　そう言い残し、ルルは満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の身からは想像もできないほどの確かな足取りで、その場を離れた。その後を、壬(み)生(ぶ)が悠(ゆう)を気にしながら追いかける。

			「……悠(ゆう)！」

			　そして不安げな朱(あか)音(ね)の声に、悠(ゆう)は高らかに応える。

			「朱(あか)音(ね)さん、もう大丈夫！　僕が勝つ！　一人になんて、しないから！」

			「ちょっ、聞いて……!?」

			　青ざめた頬(ほほ)を朱に染める朱(あか)音(ね)。

			　呻(うめ)く彼女が大魔竜の変化に気付いたのは、次の瞬間だった。

			「あ……悠(ゆう)、剣が……！」

			　魔竜の巨(きよ)躯(く)が震え始める。

			　我が身を縛(しば)る力に抵抗するように、その震えは深々と突き刺さる十の白刃へと伝わり、金属が割れる乾いた音が響く。

			　その刀身に、ひびが入り――

			（……やっぱり、これぐらいが限界か）

			　――その光景は、悠(ゆう)の想定通りだった。

			　悠(ゆう)は、己が魔道の第三位階の能力、魔法(ゼノスフィア)〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の特性を、ほぼ完全に把(は)握(あく)していた。

			　明日が来なければいい、ならば時間を止めてしまえ――悠(ゆう)の魔法の根源であるその想いは、そのまま魔法の能力として発現していた。

			　その白刃は、時間の流れを断ち切り、あるいは縫(ぬ)い留める機能があった。

			　その効果は見ての通り、魔竜の時間は停止し、その巨(きよ)躯(く)は動きを止めていた。

			　ただし、魔竜へと飛ばした十の刃には、物理的な攻撃力は存在しない。白刃が深々と刺さっているが、魔竜が受けた損傷は皆(かい)無(む)である。

			　そして、残念ながら時間を断ち切る効果は絶対でも、永遠でもない。

			　万物の時間は流れ、過ぎ去るもの。

			　それが世界の理(ことわり)であるゆえに、〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の効果は、時間という概念から強烈な抵抗を受ける。

			　それに耐えられず、魔竜に突き刺さる十刃はひび割れ、そして、砕け散った。

			　魔竜の時間が再び動き出し、その超振動波が放たれようとする。

			　対する悠(ゆう)は、微(み)塵(じん)も揺らがずそこに立っていた。

			　己が魔法(つるぎ)を砕かれた、無防備な姿で――

			「――――来い」

			　――否。

			　空間から抜き放たれるように、白刃が生まれ出ずる。

			　次から次へと、瞬(まばた)きほどのわずかな時間で、十の刃は何事もなかったかのように悠(ゆう)の周りに浮かび出た。

			　幾度砕けようとも、無限に再生することができる。それが〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉のもう一つの特性だった。悠(ゆう)は、自らを守護するように浮かぶ十刃を見遣り、

			「……行こう」

			　十の白刃が、主に応えるかのように、淡い光をまとい始める。

			　悠(ゆう)が駆け出し、魔竜の超振動波が放たれた。

			　あらゆる物質を破壊する超振動、魔竜の咆哮(ブレス)。

			　木々は粉々になり、地面の雑草や石も粉砕される。さらに超高熱が、灼(しやく)熱(ねつ)をも宿しながら森を蹂躙していく。

			　駆ける悠(ゆう)の姿が、赤き咆哮に飲み込まれる。

			「……安心したよ、その程度で」

			　が、悠(ゆう)はまったくの無傷で、その中を突き進んでいた。

			　赤熱化した超振動波は、まるで悠(ゆう)を畏(おそ)れているかのように届かない。

			　悠(ゆう)の周囲に展開された十の剣が、薄い光を放つ。

			　周囲の空間の時間が停止し、一切の変化を拒む。結果的に、それは堅(けん)牢(ろう)極まりない障(しよう)壁(へき)と化し、悠(ゆう)の身を守っていた。

			　そして第三位階として完全な覚(かく)醒(せい)を果たした悠(ゆう)の身体能力は、これまでとは別格の力を発揮する。

			　魔竜から、驚(きよう)愕(がく)の気配が滲(にじ)み出る。慄(おのの)くように異形の巨(きよ)躯(く)が後ずさり、距離を取ろうとするが、

			「止めろ！」

			　魔竜へと切っ先を向けた八の白刃が、次々と撃ち出された。

			　これを回避しようとする魔竜だったが、その巨(きよ)躯(く)が災いして六つの刃をその身に受ける。

			　刀身が、深々と突き刺さる。先ほどと同じく、血は一滴も出ない。

			　そして、魔竜が停滞する。緩(かん)慢(まん)に動く様は滑(こつ)稽(けい)ですらあった。

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の効力は、刃の数に応じて強化される。

			　十の刃を突き刺せば完全な停止が実現したが、六の刃ならその動きを大幅に停滞させることが限界のようだ。だが、それで十分。

			　残った二つの白刃を左右の手に、悠(ゆう)が魔竜に肉薄した。

			「はあああああああ！」

			　気合一(いつ)閃(せん)。

			　疾る二つの剣(けん)閃(せん)が、深々と突き刺さる。

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉のもう一つの特性――主である悠(ゆう)の手にうる内は、物理的な攻撃力を有する剣として、強固に具(ぐ)象(しよう)化(か)される。

			　先ほど撃ち出した刃と異なり、悠(ゆう)が握る双刃は、魔竜の皮(ひ)膚(ふ)を切り裂き、肉を容(よう)赦(しや)なく抉(えぐ)る。

			　そのまま骨すらも断ち切りながら振り抜かれ、紫の血(ち)飛沫(しぶき)が舞う。

			　叫ぶ大魔竜。その甲(かん)高(だか)い咆哮は、まるで悲鳴のようだった。

			　無数の人貌が、明らかな憎(ぞう)悪(お)を宿して歪(ゆが)む。

			　砕けた六刃の拘(こう)束(そく)から抜け出した魔竜は、躍るように廻る。

			　唸(うな)りを上げて迫る重尾。

			　別の魔竜との戦いでは、悠(ゆう)は為す術もなく打倒され、朱(あか)音(ね)やルルも重傷を負わされた、忌まわしき一撃だ。

			　悠(ゆう)の十数倍もの重量を有するであろう尻尾(しつぽ)が、音速を超え、衝撃波を撒き散らしながら痩(そう)躯(く)の少年に迫る。

			　しかし――

			「――――ッ！」

			　――その一撃は、悠(ゆう)の両手に受け止められる。

			　剣を握ったまま突き出された両手、女の子のように華(きや)奢(しや)な細腕は、両足を地面にめり込ませ轍(わだち)を作りながらも、その衝撃を受け止めていた。

			　冗談じみた光景である。重量差を考えれば、物理的に有り得ない。

			「……っ」

			　だが、悠(ゆう)も無傷ではない。

			　左手は原形をとどめないほどに破壊され、剣を取り落とす。右手も大差はない状態であり、かろうじて剣を保持できているだけの状態であった。そこから伸びる腕も、骨はひび割れ、血管は破裂し、左肩は奇怪な形状へと変わっている。

			　――それがどうした、と悠(ゆう)は強がりの笑みを浮かべた。

			　再生を待つ時間はない。激痛を噛み殺し、砕けた右手で剣を無理矢理に握り込む。

			　危機を感じた魔竜が、その竜尾を下げようとして、

			「――遅い！」

			　白刃が駆ける。大魔竜の尻尾(しつぽ)に深々と刃が突き刺さり――疾(はし)り抜けた。

			　異形の尾は根本から切り落とされ、紫の血液を撒き散らしながら、その勢いのままに木々を薙(な)ぎ倒し、あらぬ方向へと吹き飛んでいく。

			　大魔竜の絶叫が上がる。

			　大魔竜は今、自らに比すれば赤子のように小さな少年に悲惨な叫びを上げていた。

			　だが同時に、悠(ゆう)の両腕がいまだに再生の途中であると、今が好機であると気付いていた。

			　即死寸前の重傷を負った悠(ゆう)は、血液が不足し過ぎている。いかに第三位階へと至ろうとも、その肉体は万全にはほど遠い。

			　ふらり、と少年の身体が傾ぐ。しかし、

			　――それがどうした、と地面を踏み締め、無理矢理に唇をつり上げる。

			　自分はまだまだ戦えると、不敵に大魔竜を見上げた。

			　悠(ゆう)の猛りと大魔竜の咆哮は、ほぼ同時。

			「はああああああああ！」

			　そこから先は、死闘であった。

			　悠(ゆう)の白刃。

			　異形の巨(きよ)躯(く)。

			　それぞれの武器で、互いの血と肉を撒き散らす。

			　悠(ゆう)の双刃が、大魔竜の脇腹を抉(えぐ)る。

			　大魔竜の前脚が、悠(ゆう)の左足を踏み潰す。

			　白刃が動きを止め、その前脚を深々と斬り裂き、骨ごと絶ち切った。

			　前脚の一つを失った巨(きよ)躯(く)が、バランスを崩す。

			　だが次の瞬間、不可解な動きを見せていた人貌の一つから、小規模の振動波が放たれた。

			　それは悠(ゆう)の横顔を掠(かす)め――片目が、沸(ふつ)騰(とう)して破裂した。

			　もし前脚が健在だったら、一瞬でも顔を逸らすのが遅れていれば、脳を破壊され即死していただろう。

			　死が、悠(ゆう)の傍らを過ぎ去る。

			（怖い……！）

			　一歩間違えれば死ぬ。

			　怖い、怖い、嫌だ、嫌だ……！

			（死にたく、ない……！）

			　こんなところで、こんなに早く死ぬなど真っ平ごめんだ。

			　土下座をして免れることができるなら、きっとそうしている。犬の真似をして三回回ってワンなんて、お安い御用だ。

			（だけど、僕は……！）

			　悠(ゆう)の脳裏に、いくつもの顔が浮ぶ。

			　それは、すでにいない人々の顔。

			　過ぎ去る時の流れの中で、過去となってしまった犠(ぎ)牲(せい)者(しや)たち。

			　失いたくなどなかった人たち。

			　そして、次に浮かんできたのは、

			　朱(あか)音(ね)――悠(ゆう)にとって一番近しい人。外の世界での、最初の友達。

			　壬(み)生(ぶ)――死ぬほど怖かったくせに、悠(ゆう)を助けるために戻ってきたお人好し。

			　ルル――敵かもしれないけど、それでも悠(ゆう)たちを命を賭けて助けてくれた。

			　世(せ)良(ら)――悠(ゆう)を助けようとしてくれていたらしい。壬(み)生(ぶ)が止めてくれて良かったと心から思う。

			　柚(ゆず)木(き)――実はこっそりと、悠(ゆう)が粕(かす)谷(や)たちに出会わないよう耳打ちしてくれたことがあった。

			　ティオ――戦いに行く悠(ゆう)たちの無事を願い、涙ぐみながら見送ってくれた。

			　他にも、いくつものクラスメイトの顔が浮かんでくる。たとえ悠(ゆう)を見捨てていたとしても、それでも彼等にはそれぞれの輝きがあった。

			　それが自分に向けられるものでなくとも、それを感じられることは幸福だった。

			　悠(ゆう)はそれを、ずっと見ていた。瞬間記憶の中に焼き付けていた。

			　……いつか、自分もその輝きに加わることができればいいな、と。

			　それがいくつも失われた。残った皆もこの異形の怪物の脅(きよう)威(い)に晒(さら)されている。

			　――また、失ってしまうかもしれない。

			　悠(ゆう)の原初の傷が――魔法の根源が、激しく疼(うず)いた。

			　悠(ゆう)の中に渦(うず)巻く痛みは、結局は一つの意思に帰結する。

			（守りたい……！）

			　悠(ゆう)の魔法〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉とは、つまりはその想いの結晶だった。

			　守りたい、失わせたくない――償(つぐな)いや義務ではなく、今はただ純粋に。

			　それは、英雄的な勇気ではない。失いたくないという恐怖に耐えられないからこそ生まれた、臆病者の魂(ゼノスフィア)だ。それを認めたからこそ、悠(ゆう)は第三位階へと至ることができた。

			　大切な人を奪う未来を認めない――その意思により鍛(きた)え上げられた、神の摂(せつ)理(り)に挑む十の魔刃。その静(せい)謐(ひつ)な白刃は、一切の曇(くも)りなき姿で主に従っていた。

			　顔面の半分を破壊された悠(ゆう)の凄(せい)惨(さん)な相(そう)貌(ぼう)は、しかし微(み)塵(じん)も揺らがずに残った右眼で大魔竜を睨(にら)む。

			　死にたくない。死なせたくない。

			　二つの意思を宿し、一歩も引かずに怪物を見上げる。

			　再生に伴う超痛は、いっそ狂った方が救いだと言わんばかりに悠(ゆう)を苛(さいな)むが、それをおくびにも出さずに悠(ゆう)は十刃を従えて息を吐いた。

			　……戦いの終わりが、近い。

			　勝つための布石はあと一つ。しかし、悠(ゆう)の限界も目前であった。

			　すでに血溜まりという表現も生(なま)温(ぬる)い赤黒い液体の上に立ち、悠(ゆう)は最後の一手を仕掛ける。

			「……はあああああああああっ！」

			　裂(れつ)帛(こう)の気合いとともに、潰れた左足を踏み込んだ。

			　骨と肉の区別もつかないほどにぐちゃぐちゃになった足は、しかし最低限の支えの役割を果たす。

			　同時に、大魔竜の振動波が放たれた。

			　斬(ざん)撃(げき)とともに放たれた九の刃は、そのほとんどが命中するが――しかし動きを止めるのはその巨(きよ)躯(く)のみ。

			　すでに放たれた振動波は、悠(ゆう)の左半身に命中していた。

			「ぐっ……！」

			　皮(ひ)膚(ふ)が、脂肪が、筋肉が、内臓が、骨が――破壊され、かき回され、沸(ふつ)騰(とう)して灼(や)かれていく。

			　痛い、熱い、痛い、痛い、熱い、気持ち悪い、痛い、熱い、苦しい、痛い……！

			　胴体の約半分の、原形をとどめないほどの破壊。それは心臓にすら及び――悠(ゆう)の血流は、停止した。

			　しかし、それでも――

			「だからっ……どうしたぁぁぁぁぁ！」

			　悠(ゆう)は片肺に残った呼気とともに叫びながら、無事な右手で剣を振るう。

			　舞い散る血の紅の中、白の剣(けん)閃(せん)が煌(きら)めいた。

			　それはいまだ停滞する大魔竜の残った前脚を斬り――骨を、絶ち切る。

			　両方の前脚を喪失した大魔竜は、さすがにその巨(きよ)躯(く)を支えきれずにゆっくりと地面に倒れ伏した。

			　地震のような衝撃が悠(ゆう)を襲うが、それを感じている余裕はない。

			　重要なのはただ一つ。

			　――大魔竜の首に、剣が届く。

			　衝撃とともに魔竜に刺さった白刃は砕け散るが、すでに大魔竜もまともな身動きはできない状態であった。

			　大魔竜の人貌が、明らかに狼狽した表情を浮かべている。

			　その視線の先には、左半身と顔の半分を無残に破壊された、少女のような姿の少年。

			　心臓はいまだ停止しており、意識は朦(もう)朧(ろう)としている。

			　だがその瞳(ひとみ)は、確かな意思の火を灯(とも)して大魔竜を見下ろしていた。

			　生きる。守る。

			　そして、それとは別の渦(うず)巻く感情。

			　無事な右腕が、白刃を振り上げた。

			　地に伏せられた大魔竜が、明らかな恐怖の悲鳴を上げる。

			　この悪性の異形は、何人もの命を奪っておきながら自らの命を奪おうとする者を恐れていた。

			　この大魔竜の知能の高さを思えば、それは命乞いだったのかもしれない。

			「……そうだね、死ぬのは怖いよね」

			　死ぬのは怖い。それは、この怪物も同様なのかもしれない。

			「でも……お前たちに殺された皆だって、怖かったんだ」

			　悠(ゆう)の脳裏に、数多の死がよぎる。あの研究所で犠牲になった子供たち。

			　この森で踏み潰された者、噛み千切られた者、轢(れき)殺(さつ)された者。

			　その恐怖。その無念。その絶望。

			　自らの死にわずかでも触れた悠(ゆう)にとって、その光景は鮮明な痛みを伴い、胸を焦がしていく。

			　そしてこの大魔竜は死を嗤(わら)い、弄(もてあそ)んだ。

			　自分が殺されかけた事実に関しては、何の怒りも憎しみも湧いてこない。相変わらず、悠(ゆう)の感情は壊れたままである。

			　だがそれでも、熱く燃える炎が、黒く濁(にご)る汚(お)泥(でい)が、この胸に確かに在るのだ。

			「だから、もう二度と――」

			　右手に握られた白刃が煌(きら)めき――

			「――奪わせない！」

			　――一(いつ)閃(せん)。

			　大魔竜の首が、撥(は)ね飛ばされる。

			　無数の人貌を恐怖に引きつらせながら、悪性の魔竜は紫の塵(ちり)と帰していった――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　死した魔竜は、瞬(またた)く間に紫塵と化して溶けていった。

			　斬り飛ばされた首も尻尾(しつぽ)も、胴体もあっという間に跡形なく消え失せる。

			　まるで魔竜など最初から存在していなかったかのような空(くう)虚(きよ)な余(よ)韻(いん)。

			　だが見る影もないほどに変わり果てた森の有様を見れば、その暴(ぼう)虐(ぎやく)の傷跡は一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だった。

			　悠(ゆう)の周囲には木々も草木もほとんど残っておらず、まるで荒野のような不毛の相を見せている。

			　そして、自分の足元に広がる赤黒い血の池も、その戦いの名残であった。

			「ふぅ……」

			　悠(ゆう)はため息を吐(つ)いて、右手を下ろす。

			　そのまま、ばたりと地面に仰向けに倒れた。限界である。もう立ち上がる力は残っていない。心臓が辛うじて機能を取り戻しつつあったのが救いである、そうでなければ、意識を失っていたところだ。

			　再生の超痛はいまだに脳を灼(や)いているが、痛みに暴れる体力すらなかった。いっそこの方が楽ですらある。

			「……ありがとう」

			　悠(ゆう)は、周囲に浮かぶ十の剣――自身の魔法(ゼノスフィア)たる〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉を見渡しながら、小さく微笑(ほほえ)んだ。

			　この十刃は、悠(ゆう)の魂(たましい)の一部が具(ぐ)象(しよう)化(か)したものである。

			　だが、まるで自分の意思を持つかのように、十の刃は薄く震えて応えていた。

			　しかし疲れた、そして血を流し過ぎた。

			　悠(ゆう)の身体は、その血液の大半を失っても活動できるが、やはり支障がないわけではない。

			　いざ気が緩むと、途(と)轍(てつ)もなく深い脱力感が重く圧し掛かっていた。

			「悠(ゆう)！」

			「神(かみ)護(もり)ぃ！」

			「ユウ様！」

			　朱(あか)音(ね)と壬(み)生(ぶ)、そしてルル、退避して悠(ゆう)の戦いを見守っていた３人が駆け寄ってくる。

			　皆、その表情に安(あん)堵(ど)と歓喜を宿していた。

			「ユウ様、お体の加減は……!?」

			　ルルが、心配そうに覗(のぞ)き込んでくる。悠(ゆう)はしかと頷いて、柔(にゆう)和(わ)な笑みを浮かべた。

			「ありがとう、ルルさん。大丈夫みたいです……ルルさんも、無事で良かった」

			　悠(ゆう)の様子を注意深く観察していたルルは、その傷が再生していくのを見て、小さく安(あん)堵(ど)の息を吐いた。

			「第三位階(ゼノスフィア)に、至られたのですね」

			「はい……やっと分かりました。あと、僕が自分で思ってる以上に格好悪い奴だったってことも」

			「……左様ですか」

			　ルルが苦笑で応える中、彼女に肩を貸されていた朱(あか)音(ね)が、ぺたんと悠(ゆう)の傍らにへたり込んだ。

			「悠(ゆう)ぅ……」

			　子供みたいに、ぐずぐずと嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らしている。ずずっと鼻水を啜(すす)る様には、普段の凛(りん)とした雰囲気など微(み)塵(じん)もない。

			　悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)を見上げ、かろうじて動く右腕でその顔に手を伸ばして涙を拭(ぬぐ)った。

			「ごめんね、心配かけて」

			「ほんとよ、この馬鹿ぁ……」

			「でも、朱(あか)音(ね)さんだって無茶したじゃない。僕もすごい心配したんだよ？」

			「……うっさい」

			　朱(あか)音(ね)は頬(ほほ)を染め、ぷいと顔を背(そむ)けた。

			　そして遅れて到着した壬(み)生(ぶ)が興奮した様子で、

			「すげぇ、すげぇな神(かみ)護(もり)！　何だよあの剣、あんなことができたのか！　あのバケモノが！　マジでスカッとした！　あいつ等だって、少しは浮かばれ……いや、それよりお前、大丈夫かよ？　さっきも思ったけど、そんな怪(け)我(が)でも治るのかよ……魔道ってすげえんだな！」

			「あ、ああ……うん、とりあえず大丈夫だよ。ありがとう、壬(み)生(ぶ)君」

			　早口でまくし立ててくる壬(み)生(ぶ)に、悠(ゆう)はやや圧倒されながら笑みを浮かべる。

			　壬(み)生(ぶ)は、へたり込むように腰を下ろす。よほど怖かったのだろう、膝はいまだにガクガクと震えていた。それに気付き、彼は罰が悪そうに苦笑する。

			「ははっ……だせぇな、カッコ悪ぃ」

			「ううん、そんなことないよ、カッコ良かった」

			　悠(ゆう)は本心から首を横に振った。壬(み)生(ぶ)もまた、命の恩人だ。

			　彼は悠(ゆう)と違い、はじめから己の命に誠実であった。人並みに怯(おび)え、震えていた彼があの死地へと向かうのに、いったいどれほどの勇気が必要だったろう。はたして、自分が壬(み)生(ぶ)の立場なら同じことができただろうか。

			　安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)とともに脱力する壬(み)生(ぶ)に、悠(ゆう)は目を伏せて沈んだ声を出す。

			「ごめんね、壬(み)生(ぶ)君……僕のために……」

			「…………」

			　悠(ゆう)を、壬(み)生(ぶ)は複雑な表情で見ていた。

			　いくつもの感情が渦(うず)巻き、何を言っていいのか分からないといった様子で、ようやく絞り出すように言葉を漏(も)らす。

			「謝るなよ、馬鹿野郎……」

			　そして、頬(ほほ)を掻(か)きながらそっぽを向き、

			「まあ、なんだ……間に合って良かった。戻ってきて、良かったよ」

			「壬(み)生(ぶ)君……」

			「冬(とう)馬(ま)でいい」

			　そう、照れ臭そうに呟(つぶや)いた。

			　悠(ゆう)は、きょとんと目を瞬(またた)かせ、やがて相好を崩して笑みを作る。

			「うん、僕も悠(ゆう)って呼んでくれると嬉しいな、冬(とう)馬(ま)」

			「……分かったよ、悠(ゆう)」

			　少しはにかみながら頷く悠(ゆう)に、壬(み)生(ぶ)も口元を緩めて笑みを返した。

			　漂(ただよ)う生(なま)温(ぬる)い空気に、朱(あか)音(ね)がぽつりと割り込んだ。悠(ゆう)の衣服の袖(そで)をぎゅっと握りながら、

			「……その、あたしも」

			「えっ？」

			　彼女は躊躇(ためら)いがちに言葉を続ける。

			「呼び捨てで、いいわよ」

			　その眼差しは、拗(す)ねているようにも見えた。

			　悠(ゆう)はきょとんと目を瞬(またた)かせ、やがてふっと頬(ほほ)を緩める。

			「うん、朱(あか)音(ね)」

			「……ん」

			　たったそれだけのことだが、距離が縮まったような気がした。

			　壬(み)生(ぶ)がおずおずと自分を指さして、

			「おい藤(とう)堂(どう)、俺も呼び捨てにした方が――睨(にら)むんじゃねぇよ、怖ぇよ！　分かってるよ、言ってみただけだよ！」

			　そんな３人から一歩引いていたルルは、難しい顔をして周囲を、地面を、そして空を見上げていた。

			　朱(あか)音(ね)は、そんなルルの様子に気付いて同じように辺りを見回して、ある事実を認識した。

			「魔界が……残ってる……」

			「えっ、あ……本当だ……そんな……」

			　陰(いん)鬱(うつ)な声で呻(うめ)く悠(ゆう)に、ルルが頷いた。

			「はい。まだ魔族が残っているようです。私の倒した中型種が２体、ユウ様が討たれた中型特種が１体。中位魔族はこれで打ち止めだと良いのですが……」

			「マジかよっ！　皆がやべぇ！」

			　慌てて立ち上がる壬(み)生(ぶ)。焦(しよう)燥(そう)に顔を歪(ゆが)めながら、呻(うめ)くように言う。

			「あっちで戦えるの柚(ゆず)木(き)ぐらいしかいないんだよ……あの玉のバケモノなら何とかできるだろうけど……」

			　あそこには、まだ多くの動けぬクラスメイトがいる。

			　下位魔族でも、複数に襲われればはたして凌(しの)げるかどうか。

			　悠(ゆう)を助けた壬(み)生(ぶ)の決断は、彼らの危険を増やす選択でもある。ならばその責任は自分にもあると悠(ゆう)は思っていた。

			　無理にでも立ち上がろうとした時、朱(あか)音(ね)の怪(け)訝(げん)な声が上がる。

			「……何、この音」

			　突如として響く音に、悠(ゆう)の思考は中断された。

			　壬(み)生(ぶ)も怪(け)訝(げん)に眉(まゆ)をひそめ、警戒感も露わに音のした方へと顔を向ける。

			「魔族か……？」

			「それだけではないようです」

			　ルルが、張り詰めた声で言う。

			　その狼の耳は、ピンと立っており、その形の良い鼻はくんくんと小さく動いている。

			　狼人(ワーウルフ)は、聴覚と嗅覚に優れていると彼女から聞いていた。その耳には、悠(ゆう)たちには聞き取れない音が聞こえ、匂いが届いているのかもしれない。

			「おそらく魔族――あの中位魔族と、何か金属音が……人の匂いも……」

			　その正体が分かるのは、それから10秒ほど後のことだった。

			　身構える悠(ゆう)たちの目の前に、魔竜が姿を現す。木々を薙(な)ぎ倒しながらの猪(ちよ)突(とつ)猛(もう)進(しん)、前方に何があるかなど気にも留めていないようだ。

			「くそっ、出やがった！」

			「しかし何か、様子が……」

			　魔竜は、こちらには気付いていないようだった。ある程度近付けば、見えずとも人間の存在を感知できるという性質を考えれば、有り得ない反応に思える。

			　その様子は、こちらに構っている場合ではない、ということだったのだろう。

			　なぜなら、

			「ははははははははぁー！　おら、逃げろ、逃げろぉ！　雑(ざ)魚(こ)がぁ！」

			　魔竜の後ろから、別種の異形が現れたからだ。

			　それは、鋼鉄でできた蟷螂(かまきり)であった。

			　魔竜にも引けを取らない巨(きよ)躯(く)に、鈍色の装(そう)甲(こう)を備えた蟲(むし)。その両腕部の大鎌は、絶叫じみた音を立てながら赤い光をまとっていた。

			　その赤い複眼に無機質な兇(きよう)気(き)を宿し、魔竜を追いたてる。それを見た瞬間、悠(ゆう)には一つの理解が走る。

			「魔法(ゼノスフィア)……」

			　あの蟷螂(かまきり)は、悠(ゆう)の魔法である〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉と同じ存在なのだ。鋼の異形からは、悠(ゆう)の周囲に浮かぶ十刃と同じ気配がした。そして、その背には、

			「……粕(かす)谷(や)君？」

			　間違いない。粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)が、鋼の蟷螂(かまきり)を従えて高笑いをしていた。

			　心から愉しげに、どこか酔うような恍惚した笑いを上げ、魔竜を追っていた。

			　鋼の蟷螂が、魔竜の巨(きよ)躯(く)を捉(とら)える。

			　絶叫の大鎌が振るわれ、異形の竜は、容易(たやす)く両断された。

			　そこで魔竜は息絶え、塵化が始まった。

			　しかし粕(かす)谷(や)は、

			「はっはぁー！　ぶった斬れ、〈機甲蟷螂(ハウル・シザース)〉！」

			　魔竜の死(し)骸(がい)に、さらに大鎌を振る。紫の血が撒き散らされ、不毛の森に魔竜の死(し)骸(がい)が散らばっていく。

			　そしてほどなく、その無残な死(し)骸(がい)は跡形もなく消えていった。

			　そこでようやく、粕(かす)谷(や)は悠(ゆう)たちの存在に気付いたのか、こちらに顔を向ける。

			　悠(ゆう)を見て、その傍らの朱(あか)音(ね)に気付き、その表情が明らかに不快げに歪(ゆが)む。距離はかなり離れているが、舌打ちの音が聞こえてくるようだ。

			「……何だ神(かみ)護(もり)。てめぇ生きてやがったのかよ。とっととくたばってると思ったのにな。藤(とう)堂(どう)も……何だその恰好？」

			　こちらに近付いた粕(かす)谷(や)は、鋼の蟷螂(かまきり)の上から悠(ゆう)たちを見下ろし、吐き捨てるように言った。

			　その眼は、悠(ゆう)の周りの剣を忌(いま)々(いま)しげに睨(にら)んでいた。それは、悠(ゆう)の剣が自分の蟷螂(かまきり)と同種の存在であると気付いたゆえの反応だったのだろう。

			　明らかに興を削がれたといった様子である。

			　壬(み)生(ぶ)は、粕(かす)谷(や)の言葉に明らかな軽(けい)蔑(べつ)の表情を浮かべた。

			「おい、粕(かす)谷(や)。そんな言い方はねぇだろ……どれだけ死んだと思ってるんだ。それに斉(さい)藤(とう)たちはどうしたんだよ、一緒じゃ――」

			「……くくっ」

			　普段の粕(かす)谷(や)であれば、激(げつ)昂(こう)していたであろう壬(み)生(ぶ)の反論に、彼は冷笑でもって応える。

			「なんだよ、壬(み)生(ぶ)。神(かみ)護(もり)の肩を持つ気かよ？　……お前、俺の〝これ〟を見てもそんな口を聞けるのか？」

			　そう言い、己の駆る蟷螂(かまきり)の鎌を、険呑な様子で壬(み)生(ぶ)へと向けた。壬(み)生(ぶ)は、唾を飲み込んで己に向けられた分厚い凶刃を見つめる。

			「粕(かす)谷(や)、あんたこんな時まで……！」

			　朱(あか)音(ね)は鋭い抗議の声を上げるが、地面にへたり込んだままである。

			　そして、もう一方の大鎌が、ゆらりと朱(あか)音(ね)にも向けられた。彼女は悔しげに呻(うめ)き、粕(かす)谷(や)を睨(にら)みあげた。

			「……へへっ」

			　そんな壬(み)生(ぶ)や朱(あか)音(ね)を、粕(かす)谷(や)は愉快げに見下ろす。

			　あの蟷螂(かまきり)の大鎌は、魔族を容易(たやす)く両断する剣(けん)呑(のん)極まりない武器である。それを人間に向けるなど、とんでもないことだ。

			　悠(ゆう)が止めようとするが、それより早くルルが動いていた。

			　冬(とう)馬(ま)たちと粕(かす)谷(や)の間に割り込み、大鎌を怖れる様子もなく粕(かす)谷(や)を真っ直ぐに見上げる。

			「てめぇは……」

			　粕(かす)谷(や)は、先ほどからルルの姿を気にしていたようであった。

			　今の彼女の服装は、悠(ゆう)と同じ帝国の戦闘服であるが、至る箇所が破れ、破損しており素肌も少なからず晒(さら)されている。悠(ゆう)から見ればそこから覗(のぞ)く傷が痛々しいが、見る者によっては艶(つや)めかしい扇(せん)情(じよう)的(てき)な姿かもしれない。

			　加えて、あの瑞(みず)々(みず)しさと色香の同居した美(び)貌(ぼう)である。

			　粕(かす)谷(や)の口の端がつり上がった。眼には爛(らん)々(らん)とした眼光が宿り、その表情には紛れもなく下(げ)卑(び)た欲望の色が混じっていた。

			　女性であれば嫌悪感を抱かずにはいられない表情である。

			　だが、ルルは動じた様子もなく、その卑(いや)しい眼差しを真っ向から受け止めた。

			　粕(かす)谷(や)は舌なめずりをしながら、嘲(あざけ)るような口調で言葉を投げる。

			「何だ、その耳と尻尾(しつぽ)、てめぇもあの怪物どもの仲間か？」

			「なっ……！」

			　そのあんまりな物言いに、悠(ゆう)が抗議の声を上げようとした、その時だった。

			「――失礼、お静かに願います」

			　粕(かす)谷(や)の侮(ぶ)蔑(べつ)的な言葉にも何ら動じず、ルルはその唇に人差し指を当て沈(ちん)黙(もく)を求める。

			　ただ一言、ただそれだけの動作。

			　しかし彼女の求めに、悠(ゆう)だけでなく、朱(あか)音(ね)も壬(み)生(ぶ)も、粕(かす)谷(や)ですらも思わず従っていた。

			　他者をそうさせる不思議な力が、彼女の声や仕草に宿る。

			　それは、魔道によるものではなく、ルルという一人の女性が有している力だった。

			「また何か近付いて来ます。１体ではありません、おそらく３体――すべて、中位魔族です」

			　――まだいるのか。

			　粕(かす)谷(や)とその魔法の登場に驚くあまり、魔界がいまだに残っていることを失念していた。

			　今は命の危険に晒(さら)されている皆のためにも、一刻も早くこの魔界を消し去らなければならない。話は後でも間に合う。まずは戦闘に集中し、魔族の殲(せん)滅(めつ)に注力するべきだろう。

			「ちっ……」

			　粕(かす)谷(や)はルルの言葉の意味を察したのか、彼女が顔を向ける方へと、鋼の蟷螂(かまきり)を振り向かせた。

			　悠(ゆう)も何とか立ち上がれる程度には再生が終わっており、気怠い身体をおしながら、白刃を配して迎え撃つ。壬(み)生(ぶ)もせめて足手まといにはなるまいと、朱(あか)音(ね)に肩を貸して立ち上がらせた。

			　悠(ゆう)と、おそらくは粕(かす)谷(や)の戦闘力は魔竜を凌(りよう)駕(が)している。

			　しかし３体同時となれば、容易(たやす)くはいかないだろう。１体に注力している間に不意打ちを食らう可能性もある。

			　悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)が１体ずつ相手をするとしても、その間に１体が余る。その動向いかんでは、取り返しの付かないことになるかもしれない。

			「……？　これは……」

			　緊迫した空気の中、ルルの怪(け)訝(げん)な声が――

			「来たぞっ！」

			　壬(み)生(ぶ)の悲鳴じみた声。

			　ルルの言葉の通り、３体の魔竜が姿を現した。こちらに向けて、狂える雄叫びを上げて迫りくる。悠(ゆう)は、失血で萎えつつある意識を懸命に繋ぎ止めるが、

			「――やれやれ、ずいぶんと遅れましたね」

			　ルルの、気の抜けたような呆れ混じりの声。その意味は、次の瞬間には明らかになった。

			　突如として飛び出す黒い人影。

			　徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)で、魔竜の１体へと躍りかかり、

			「喰らえ――〈獅子吼(レオンハルト)〉」

			　鉄拳が、その横っ腹にめり込んだ。

			　同時、巨獣の咆(ほう)哮(こう)が、森を震わせる。

			　横殴りに吹き飛んだ魔竜は、紫の血(ち)飛沫(しぶき)を上げて地面をバウンドして転がり、紫の塵(ちり)を撒きながら消滅した。

			「何だと……!?」

			　粕(かす)谷(や)の驚(きよう)愕(がく)の声も、もっともであった。

			　不意打ちとは言え、魔竜は突然の乱入者のたった一撃で絶命している。一体、いかほどの腕力があればそれを為せるのだろうか。

			　突然の奇襲に、残り２体の魔竜は完全に対応が遅れた。

			　さらに１体が、鉄(てつ)槌(つい)のように叩き付けられた拳の一撃で地面に血の花を咲かせる。

			　ようやく最後の１体が反撃に出るが、振り下ろした大爪を片手で受け止められ、反撃の一撃で肉塊と化す。瞬(またた)く間に、３体の魔竜は倒された。

			「……す、すげぇ」

			　壬(み)生(ぶ)が、呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)く。

			　粕(かす)谷(や)もほぼ同様で、目を見開いて絶句していた。

			「……大したもんだ。俺たちが来る必要もなかったかもな」

			　魔竜を殴り殺した人物が、悠(ゆう)たちを見ながら呟(つぶや)いた。

			　男性である。年齢は悠(ゆう)よりは上だろう。大柄で鍛(きた)えられた体躯に、帝国の黒い戦闘服を着込んでいる。

			　魔竜を殴殺した右腕には、顎(あご)を開いた獅(し)子(し)を思わせる、入れ墨(ずみ)のような紋(もん)様(よう)が浮かんでいた。

			（あれも……魔法(ゼノスフィア)だ）

			　発現型はまるで異なるが、その紋(もん)様(よう)もまた悠(ゆう)の剣や粕(かす)谷(や)の蟷螂(かまきり)と同様の魔法(ゼノスフィア)であることが、気配から察せられた。

			　つまり、彼もまた悠(ゆう)と同じく第三位階の魔道師ということだ。

			　彼の髪は黒く、その精(せい)悍(かん)な顔立ちは慣れ親しんだ日本人の風(ふう)貌(ぼう)であった。

			「省(しよ)吾(うご)……兄(に)ぃ？」

			　彼が現れてからずっと固まっていた朱(あか)音(ね)が、呆(ぼう)然(ぜん)と呟(つぶや)いた。まるで彼が知(ち)己(き)であるかのような物言いに、男性も驚きに目を見開いた。

			「お前……朱(あか)音(ね)か……？」

			　それはつまり、この男性が紛れもなく地球人だということの証明で、

			（僕たちより前に召喚された、地球人……）

			　そして省吾と呼ばれた男性の後を追い、一人の少女が姿を現す。

			「省吾君、はやーい！　置いてかないでよ、私、弱いんだからさぁ！」

			「だったら待ってりゃ良かっただろうがよ、玲(れい)子(こ)」

			「つれないなぁ、もうっ。強面で口下手なんだから、相棒の私がいないと駄目でしょー？」

			　大和(やまと)撫子(なでしこ)然とした艶(つや)やかな黒髪の少女が、ぜえはあと息を切らせながらふらふらと歩み寄る。そして悠(ゆう)たちに気付くと、人懐っこい仕草でウィンクして見せる。

			「はじめまして。君たちの生き残ったお友達は全員保護したわ。安心しなさい」

			　彼女の言葉とほぼ同時、魔界がひび割れていく。

			　戦いは、終わったのだ。

			「良かったぁ……」

			　安(あん)堵(ど)とともに、身体から力が抜けていく。

			　今度こそ、本当に限界である。

			　腹が減った、疲れた、動きたくない、眠い、今すぐに。

			「お、おい！　悠(ゆう)!?」

			　その欲求のままに、悠(ゆう)は前のめりに倒れ――

			「んっ……」

			　朱(あか)音(ね)に、抱き止められた。

			　しかし満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の彼女では支えきれず、一緒に地面に倒れ込む。それでも朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)を離さず、動く片腕で、悠(ゆう)の背中を労うようにぽんぽんと叩いた。

			　女性の柔らかな感触が、悠(ゆう)をさらなる安息へと誘っていく。

			　薄れゆく意識の中、朱(あか)音(ね)の吐(と)息(いき)が耳に触れた。

			「……カッコ良かったわよ、悠(ゆう)」

			　囁(ささや)くような、優しい声。

			　悠(ゆう)は安らかな心地良さに包まれながら、ゆっくりと瞼を閉じていった。
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			第五章　笑顔

			　

			　気を失った悠(ゆう)が意識を取り戻したのは、それから２日後のことだった。

			　そこは見知らぬ、綺(き)麗(れい)で立派な部屋であった。調度品や設備も充実した、どこかの高級ホテルの一室かと見紛うような広々とした部屋だ。

			　かなりの高所にあるのか、窓からは初めて見る都市の景(けい)観(かん)が広がっていた。

			　夕焼けに染まる街並みも、メドレアの時とは段違いの規模と密度である。

			　フォーゼルハウト帝国最大の都市、帝都アディーラ。

			　悠(ゆう)とクラスメイトたちは、すでにメドレアから帝都に移送されていた。

			「この２日間、大変だったわよ。まあ、私も寝たきりだったから、ほとんど壬(み)生(ぶ)や柚(ゆず)木(き)たちから聞いた話になるけど」

			　ベッドに身を預ける悠(ゆう)の傍(かたわ)ら、朱(あか)音(ね)が椅子に座って腕を組み、不満げに鼻を鳴らす。この世界の医療技術は驚くほど高度であり、重傷を負っていた彼女も２日間で日常生活を送れる程度には回復しているようだ。左肩も綺(き)麗(れい)なものである。

			　壬(み)生(ぶ)や世(せ)良(ら)をはじめ、クラスの皆も今は大事ないようだ。何度か悠(ゆう)の様子を見にもきてくれていたらしい。

			　……結局、あの戦いでの死者は14人であった。

			　生き残りは27人。クラスの約３分の１が犠牲になったこととなる。帝国の勝手な都合に巻き込まれ、あの森で無残な死を遂げたのだ。

			　そんな友人たちの非(ひ)業(ごう)の死に、当然ながら激しい悲憤の声が上がった。

			　それは生き残った自分たちの身の安全や、地球への帰還の是非について、抱えていたストレスが暴発したものでもあった。そして生徒たちは帝国側と諍(いさか)いを起こしたそうだが、武力を盾に脅され、渋々と引き下がったとのことだ。

			　刃傷沙汰にならなかったことが不幸中の幸いと言えるだろう。

			　皆の帝国への敵意と不信は根深く、その後も脱走未遂や情緒不安定となった生徒同士のいざこざがあったようだが、今は比較的安定しているそうだ。

			「……とりあえず、あたしが知ってるのはそんなところかしらね」

			　と、朱(あか)音(ね)は話を締めくくった。その目元はわずかに赤く腫れている。

			　なぜなら、部屋に入って悠(ゆう)が身を起こしているのを見て、突然ぽろぽろと涙をこぼし始めたからだ。「うるさい」「泣いてない」「ばか」などと震えた声で言いながら嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らす朱(あか)音(ね)。

			　おろおろするしかなかった悠(ゆう)を助けてくれたのは、同室で悠(ゆう)の世話をしていたルルであった。

			　ルルもまた、悠(ゆう)たちとともに帝都に同行していた。

			　奴(ど)隷(れい)用のメイド服を着こなし、しっとりとした淑(しと)やかな佇まいで、朱(あか)音(ね)の傍らに立っていた。

			　胸に手をあて、悠(ゆう)に優しく微笑(ほほえ)みかける。

			「何か分からないことがあれば、どうぞご遠(えん)慮(りよ)なく私に。ユウ様の奴(ど)隷(れい)として、出来得る限りお答えいたします」

			　彼女はこのまま、悠(ゆう)の身の回りの世話をする奴(ど)隷(れい)として付けられることになっていた。

			　魔道の第三位階に至った者は貴重であり、モチベーションの維持・高揚のためにも他の者より高待遇を受けることとなる。専属の奴(ど)隷(れい)が付けられるのもその一環なのだそうだ。

			　自分のことは自分でできるし奴(ど)隷(れい)なんていらない、そもそも特別扱いだって不要である、というのが悠(ゆう)個人の希望だった。

			　だが、今後のために受けられる恩恵は受けておいた方がいいという朱(あか)音(ね)の意見と、ルルの捨てられた子犬のような、切なげな微(び)笑(しよう)に絆(ほだ)されて、結局は受け入れた。

			　そんな悠(ゆう)の姿に、なぜか朱(あか)音(ね)がじとっとした半眼を向けていたのが忘れられない。ルルを受け入れるように勧めたのは彼女なのに。悠(ゆう)がなぜと問うても朱(あか)音(ね)は「知らない」と顔を背(そむ)け、ルルは困り顔で苦笑するばかりで、悠(ゆう)は今も釈(しやく)然(ぜん)としない気持ちのままでいた。

			　まあ、せっかく仲良くなれそうなルルと離ればなれというのも寂(さび)しい話なので、これはこれで悪くないのではないかと思う。

			　奴(ど)隷(れい)という制度に忌(き)避(ひ)感(かん)はあるが、自分が彼女をそのように扱わなければ良い話である。

			　そして、もう一人の奴(ど)隷(れい)の少女、ティオはメドレアに残ったそうだ。

			　元々、偶然に悠(ゆう)と縁を得たことから、ルルの計らいで行動をともにしたが、帝国の奴(ど)隷(れい)となり日の浅い彼女は、まだメドレアで仕事を学んでいかなければならないのだという。

			　ティオの愛らしい顔が思い出される。最後に出会ったのは、魔界化する森に赴く前で、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を泣きそうな表情で見送っていた時だ。悠(ゆう)たちの生還を、泣いて喜んでくれたらしい。

			　別れを言えなかったのは少し寂(さび)しい。だが、同じ帝国の領内にいるのだ、また出会う機会もあるのではないだろうか。そう前向きに考えることにした。

			「うーん……明日になれば、また説明してもらえるんですよね？」

			「はい、ご学友の皆様とともに、今後についての正式な説明がされる予定です」

			「玲子さんや省吾兄ぃも、明日顔を見せにくるって」

			　雨(あま)宮(みや)玲(れい)子(こ)。武(たけ)田(だ)省(しよう)吾(ご)。

			　省吾は、藤(とう)堂(どう)流の元子弟で、朱(あか)音(ね)の小さい頃の知り合いということだった。

			　ともに、悠(ゆう)たちより先にこの世界に召喚された地球人なのだそうだ。悠(ゆう)たちを含め２００人程度の少年少女たちが、この帝都で生活している。残された同郷の者同士、協力して生き延びていかなければならないだろう。

			　とりあえず、ルルにあれこれ問うのは明日の話を聞いてからでいいのではないかと思う。その旨をルルに伝え、彼女はゆるりと微笑(ほほえ)み、頷いた。

			　そして悠(ゆう)は、期待の滲(にじ)んだ声色で呟(つぶや)く。

			「明日か……楽しみだなあ」

			　見知らぬ人と顔を合わせ、言葉を交わすことは大好きである。

			　それに、クラスメイトの皆とも早く会いたかった。

			　粕(かす)谷(や)たちを除いて、みんな悠(ゆう)のことを心配してくれていたそうだ。

			　特に壬(み)生(ぶ)は何度も悠(ゆう)の下を訪れてきてくれたらしい。クラスの皆を代表して、という面もあるだろうが、あの森での出来事を思い出せば、純粋に悠(ゆう)を案じてくれているのではないかと思う。

			　友達、として。

			　夢見た日々の一歩を、ここから始めよう。

			　その想いとともに、朱(あか)音(ね)を――大切な友達を見つめる。

			　彼女の実直な眼差しと目が合い、その頬(ほほ)がわずかに赤らんだ。

			「……ねえ、朱(あか)音(ね)」

			「な、何よ？」

			「ありがとうね。朱(あか)音(ね)に２回も助けてもらっちゃった」

			「それは……」

			　にこりと笑う悠(ゆう)に、朱(あか)音(ね)はむっつりと視線を彷徨(さまよ)わせる。

			「別にお互い様じゃない……パートナー、なんだし」

			「うん……それにさ、魔族から逃げる時に言ってたことなんだけど」

			　途端に、朱(あか)音(ね)が露骨にうろたえ始めた。

			「あ、あれ、あれは……その、パニックでテンパってて、あの、その、えっと……！」

			　しどろもどろな彼女に、ルルが気楽な様子で、

			「ずいぶんと大きなお声を出してらっしゃいましたね。おかげでお二人の場所をすぐに特定できたのですが」

			「……!?」

			　朱(あか)音(ね)が、形容し難い表情をルルに向けた。ああ、顔芸ってこういうことを言うんだな、と悠(ゆう)は暢(のん)気(き)な感想を抱く。

			「あああ、あんたにも、きき、き、聞こえてたの……？」

			「狼人(ワーウルフ)は耳が良いので。まあ、あれだけのお声ですとトウマ様もすべて聞いてらっしゃったと思いますが。アカネ様に心当たりはないのですか？　級友の皆様にどこか生温かい眼差しを向けられたり、妙に優しくされたりなどは……」

			「～～……！」

			　朱(あか)音(ね)は、ぷるぷると震えていた。顔を真っ赤にして言葉にならない呻(うめ)きを漏(も)らす様は、まるで火にかけたヤカンであった。

			　無言で椅子を蹴飛ばすように立ち上がり、窓に手をかける朱(あか)音(ね)。外に身を乗り出そうとしたところで苦笑するルルに押さえ込まれた。

			「は、離して！　ここから飛び降りて、頭を打って記憶を失うわ！　邪魔するならあんたも落とすわよ!?　ついでに悠(ゆう)も壬(み)生(ぶ)も道連れにしてやる！　口封じよ！」

			「僕も!?」

			「どうか落ち着かれてくださいませ、アカネ様。ここは４階です。頭から記憶以外のものまでこぼれ落ちますよ？」

			「いっそ死なせてよ！　生き恥よ！　あんな恥ずかしいカミングアウト知られて、どんな顔で宿舎に戻れって言うのよ！　何かおかしいと思ったら壬(み)生(ぶ)の野郎！　裸にひん剥(む)いて写メばら撒いてやるわ！」

			「や、やめてあげようよ、朱(あか)音(ね)！　本当にぜんぶ話したかどうか、まだ分からないんだし……良かれと思ってやったのかもしれないしさ。それに、朱(あか)音(ね)が写メばら撒くなんて無理だよ」

			「何でよ！」

			「メアド交換した友達、僕しかいないじゃないか」

			「――――」

			　がくっ、と朱(あか)音(ね)がその場にくずおれた。さくっ、と自分の頭に何かが突き刺さった気がした。

			「あ、あんたそれブーメラン……」

			「うん、言ってから気付いた……」

			　死んだ魚の目で悠(ゆう)が呟(つぶや)く。虚(むな)しい勝利であった。

			　ともあれ、錯乱していた朱(あか)音(ね)は我に返ったようだ。壬(み)生(ぶ)の身と心の安全は図れたらしい。

			　そもそも、ここは異世界だからして、メールを送ること自体無理なのだが。

			「ま、まあ……ほら、朱(あか)音(ね)のあれがなかったら、僕はきっと勝てなかったしさ」

			　彼女の言葉がなければ、自分は魔法に至るほどの強い想いを思い出すことができただろうか。

			　悠(ゆう)は、自(じ)嘲(ちよう)の笑みを浮かべながら、罰が悪そうに言葉を続けた。

			「朱(あか)音(ね)の言う通り、やっぱり英雄なんて無理だったよ。僕には荷が重かった。あんな偉そうなこと言っておいて、ほんとにカッコ悪いけど……それが、僕なんだ」

			　それを受け入れよう。ありのままの自分を認めて、そこから自分の人生を歩んでいこう。

			　それがたとえ、残り少ない命であったとしても。

			　……罪悪感は、いまだこの胸を苛(さいな)んでいる。これは自分が一生涯をかけて向き合わなければならない、そして自分しか背負うことのできない業である。

			　だが悠(ゆう)が背負うべきは、死者ばかりではないのだ。

			　朱(あか)音(ね)やルルに壬(み)生(ぶ)たち――悠(ゆう)が生きることを望んでくれた人々の想いと勇気に報いたい。

			　そして、そんな皆を失いたくないという、狂おしいまでの痛みを伴う自らの想いのために。

			　もうあの子たちのような犠(ぎ)牲(せい)者(しや)を生み出さないために。

			　それはきっと、〝みんな〟に報いる生き方をすることに繋がるのではないかと、そう思った。

			　まんじりと悠(ゆう)を見つめていた朱(あか)音(ね)の美(び)貌(ぼう)に、苦笑めいた色が浮かぶ。

			「まったくよ……涙と鼻水で、顔ぐちゃぐちゃだったもの」

			「あう……」

			　悠(ゆう)だって男である。女の子にあのような顔を見られたのは、相当に気まずいものがある。

			　だが同時に、朱(あか)音(ね)で良かったな、という気持ちも悠(ゆう)の中にはあった。彼女になら、自分の恥ずかしい部分を晒(さら)しても良いと、そう思える。

			　そんな悠(ゆう)の気持ちも露知らず、朱(あか)音(ね)は言葉を続けた。

			「でもね」

			　ふっと朱(あか)音(ね)の表情が緩む。綺(き)麗(れい)な表情だった。

			　雪解けの白に咲く、一輪の赤い花のような麗しい笑顔。朱(あか)音(ね)のこんな表情は、今まで見たことがない。心臓の鼓動が跳ね、早(はや)鐘(がね)を打つ。

			「……っ」

			　悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の顔を直視できずに、思わず目を逸らしてしまった。

			　そして朱(あか)音(ね)は穏やかな、撫でるような優しい声色で、

			「あたしは……今のあんたの方が、ずっとカッコいいと思う」

			　そう、言ってくれたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すでに日は沈み、帝都には夜の帳(とばり)が下りている。空には、相変わらず地球に比べて大きな月が浮かんでいた。

			　しかし、夜を迎えても異世界の人々の生活の光はいまだ消えず、帝都の夜景を彩っている。

			　やはり都市の規模が違うのだろう、夜景の壮大さはメドレアとは比較にならない。

			　ここは、悠(ゆう)が目覚めた部屋である。その部屋は、第三位階(ゼノスフィア)である悠(ゆう)に宛がわれた自室だった。

			　壬(み)生(ぶ)たちは、それとは別に用意された宿舎に寝泊まりしており、病み上がりの悠(ゆう)を慮(おもんばか)った朱(あか)音(ね)は、日が落ちる頃には部屋を辞していた。

			　メドレアで過ごした室内の照明はランプであったが、この部屋の照明器具には魔道の技術が用いられていて、地球の蛍光灯を思わせる灯(あか)りが室内を照らす。

			　この宿舎には、他にも第三位階の地球人が寝泊まりしているようである。

			　何か包んで、挨(あい)拶(さつ)に回った方が良いのだろうか。

			　そんなことを考えながら、悠(ゆう)は艶(つや)やかな毛並みを堪能していた。今、悠(ゆう)の両手にはふさふさとした狼人(ワーウルフ)の尻尾(しつぽ)がある。

			「うわあ……もふもふで、すごい気持ちいいよ、ルルさん」

			　ルルのお尻から生える尻尾(しつぽ)である。朱(あか)音(ね)に妨害されてしまった行為の続きであった。

			　柔らかでさらりとした毛の触り心地は、悠(ゆう)が今まで触れてきたどんな動物よりも深い癒しを与えてくれる。

			「んっ……ふふ、ありがとうございます、ユウ様」

			　ルルはテーブルに手をついて、悠(ゆう)にスカート越しのお尻を向けながらゆるりと微笑(ほほえ)む。

			　時折、その唇から悩ましげな声が漏(も)れ、お尻が心地良さげにふるふる震えていた。

			「狼人(ワーウルフ)の女にとっては、尻尾(しつぽ)の毛並みや豊かさは最も誇るべき容姿なのです。狼人(ワーウルフ)の伴(はん)侶(りよ)を選ぶなら、顔よりも尻尾(しつぽ)を見ろという言葉もあるぐらいでして……くぅんっ」

			「んー……なんかいい匂いがするよ」

			　ルルの表情は、得意げであった。相当に自慢の尻尾(しつぽ)のようだ。

			「毎日お手入れ、はっ……欠かしていませんので」

			　悠(ゆう)はルルに敬語を使うのを止め、ルルは悠(ゆう)に対する態度を若干だが砕けたものに変えていた。

			　ルルが悠(ゆう)の正式な奴(ど)隷(れい)になったことで、これから二人は多くの時間を共有することになる。

			　そのための、互いの意見や要望のすり合わせを行った結果であった。

			　悠(ゆう)はルルに対して、もっと気安く楽な振る舞いを求め、

			　ルルは悠(ゆう)に対して、もっと主らしい強気な振る舞いを求め、

			　その両者の希望の妥協点が、今の関係だった。

			　ただし、ルルへの敬称は残したままである。年上の、たった３歳年上とは思えないほどの大人びた雰囲気を持つルルを呼び捨てにすることは、やはりためらわれた。

			　ルルの尻尾(しつぽ)を満喫した悠(ゆう)は、満ち足りた表情で尻尾(しつぽ)から手を離した。

			「ふぅ……ありがとうね、ルルさん」

			「もっとお好きにされて構いませんのに……またいつでも仰(おつしや)ってくださいね、ユウ様」

			　気取らない笑みだが、彼女の立(たち)振(ふる)舞(まい)がまとう気品は変わらない。

			　それは、身に染みついた育ちの良さを感じさせるものであり、奴(ど)隷(れい)という身分からイメージする姿とはかけ離れたものだ。

			　きっと、お姫様が着るような優美なドレスがよく似合う。

			　一体、彼女はどういった人生を歩んできたのだろうか。そんな疑問が改めて湧いてくる。

			　興味は湧くが、そもそも人に語れない人生を歩んでいた悠(ゆう)が、人にそれを聞くというのはあまりに図々しい気がした。

			　悠(ゆう)の本当の過去は、クラスメイトはもちろん、朱(あか)音(ね)にすら話していない。

			　自分の身体が真っ当な人間のものではないということも。

			　いつか話さなければならないかもしれないとは思っているが、しかし、その決心はまだできないでいた。

			「……ユウ様、どうされましたか？」

			「え、ああ……いや、何でもないんだ」

			　思考を戻す。

			　もし彼女が自分の素(す)性(じよう)を話してくれたとして、逆に自分の素(す)性(じよう)を聞かれたら、自分はどうするのだろうか。

			　15年間、難病で入院していたと嘘を吐(つ)くのだろうか。何という恥知らず。厚(こう)顔(がん)無(む)恥(ち)とはまさにこのことだろう。主という立場を利用して一方的に話すことを強要するのは論外である。

			　ルルは、魔道省の――ラウロの部下である。その立場は、今も変わっていない。

			　それは紛れもない事実であり、ルルの立場や行動には少なからずあの男の意思が介在しているのだろう。彼女は身分こそ低いが、その能力を高く評価されているような節がある。何かしら特別な命を受けていてもおかしくはない。

			　それでも、あの森で悠(ゆう)たちを助けるために命懸けで戦ってくれたことは紛れもない事実だ。彼女は底知れない人物ではあるが、やはりその性根は善良な人なのではないかと、悠(ゆう)はそう思っていた。

			　だから、彼女とは仲良くなりたいと思う。友達になりたい。奴(ど)隷(れい)として扱うなど、断じて否だ。

			「……私は、運が良いですね」

			「えっ？」

			　不意に、ルルがそんなことをぽつりと呟(つぶや)いた。

			　きょとんと目を見開く悠(ゆう)の瞳(ひとみ)を真っ直ぐ見つめ、ルルは微笑(ほほえ)み、はっきりとした声で言う。

			「ご主人様に恵まれたようです。色々と……女として口にするのは憚(はばから)れることも覚悟していたのですが」

			「し、しないよっ……っ、あ、あのさ、聞きたいことがあるんだけど……」

			　照れ隠しに、悠(ゆう)はふと思いついた問いを発する。悠(ゆう)はルルの薄桃色の髪から生える、犬のような耳に目を向ける。

			「ルルさんとか、ティオみたいな……その」

			「亜人(デミ・ヒユーマン)、ですか？」

			「うん、まあ……」

			　亜人。どうにも差別めいた響きがあり、悠(ゆう)はあまり好きではなかった。

			　思っていたことが表情に出ていたのか、ルルは苦笑を浮かべながら、尻尾(しつぽ)を器用に振って膝に乗せ、それを撫でながら語り始めた。

			「どうかお気になさらずに。元々は蔑(べつ)称(しよう)として始まった言葉ですが、長い歴史の中でただの呼称として定着した言葉です。私としても特に思うところはありませんよ」

			　ルルが語るには、元々は宗教的観点から「生まれ持った罪や汚れにより、人になり切れなかった者」という意味があったらしい。

			　狼人(ワーウルフ)の耳や鼻、森人(エルフ)の眼の良さなど、普通の人間よりむしろ能力的に上回っている面もあるが、すべての亜人種を足してもなお、人間種の絶対数が遥かにそれを上回り、迫害の歴史は長く続いていたようだ。

			　現在では、亜人が普通に暮らしていける国は珍しくないほどに融(ゆう)和(わ)は進んだようだが。

			「でも、この帝国ではまだ……」

			　帝国の奴(ど)隷(れい)の多くは、ルルのような亜人であった。

			「……そうですね。このフォーゼルハウト帝国では国の祖であるフォーゼ人以外は蔑(べつ)視(し)の対象であり、亜人はその中でも最底辺。奴(ど)隷(れい)として、多くの亜人種が帝国で働いてます。その……フォーゼ人の富裕層にとって、亜人の奴(ど)隷(れい)は手荒く扱ってもあまり心の痛まない人気商品、ですので……」

			　ルルが、自分の細い首にかけられた首輪に触れながら言った。それは本人の意思では外すことのできない、奴(ど)隷(れい)身分の証明である。

			　人種差別。人が人を、謂(いわ)れのない理由で不当に扱う。悠(ゆう)にとっては、他人事ではなかった。

			　悠(ゆう)のティーカップを持つ手に力が入った。

			「先代の皇帝陛下は、フォーゼ人至上主義を取り除き、多人種、民族の調和を目指していました。その政策が原因で帝国の世界統一の時代が終わったというのは、皮肉な話ではあります……。そして今は再び、フォーゼ人至上の政策を執っています。帝国人の皆がそういう価値観を持っているわけではありませんが」

			　ルルは、少し言い辛そうにしながら言葉を続ける。

			「……お気を付けください、ユウ様。それは、異世界の人々も例外ではありません。そして、魔道省の幹部であるラウロ様は実力主義ではありますが、生(きつ)粋(すい)のフォーゼ人至上主義者でもあります。基本的に、フォーゼ人でない者を対等な相手とは見ていません」

			　ラウロの眼を思い出す。

			　とても人間を見る眼とは思えない、恐ろしく酷(こく)薄(はく)な眼。

			　そのものずばり、彼はフォーゼ人でない悠(ゆう)たちを対等な人間とは見なしていないということか。

			　死んでも心の痛まない、人気商品。先日見かけた帝国人の中にも、そういう目で悠(ゆう)たちを見ていた者がいたのだろうか。

			「……ルルさんは、そんなこと僕に話してもいいの？」

			　それは、ルルの雇い主である帝国側にとって、不都合な話なのではないだろうか。

			　悠(ゆう)にとっては、自分の境(きよう)遇(ぐう)を知る上で価値のある情報であり、大変ありがたいのは確かだが。ルルは目を伏せ、苦笑を浮かべた。

			「多くの奴(ど)隷(れい)が帝都にいることはお話ししましたが……その大多数は、その責の有無はどうあれ他に選択肢がなかった者です。ですが、私(わたくし)は帝国にあった伝(つ)手(て)を使い、自ら奴(ど)隷(れい)となりました」

			「……？」

			「私(わたくし)には目的があります。果たすためならば、命も惜しくない目的です。そのためにはこのフォーゼルハウト帝国に属している方が、都合が良かったのです。私は、いくつかの条件を叶(かな)えてもらうことと引き換えに、この奴(ど)隷(れい)の首輪を自ら嵌(は)めました」

			　ルルは、自らの首輪を撫でた。その表情は、どこか自(じ)嘲(ちよう)の色を帯びており、その琥(こ)珀(はく)色の瞳(ひとみ)には仄暗い情念の炎がちらついていた。

			「そして、その条件の一つは――」

			　テーブルに置かれた悠(ゆう)の手に、彼女の手が重なった。

			　滑らかな――とは言い難かった。見た目は繊(せん)細(さい)だが、触れてみると部分部分が固くなり、盛り上がっている。朱(あか)音(ね)も似たような手の感触をしていたことを思い出す。これは一朝一夕でなるような手ではない。その手で何年も努力を重ね、今も続けている人の手だ。

			　ルルは、真っ直ぐに戸惑う悠(ゆう)の瞳(ひとみ)を見つめながら、

			「――私の願った相手の奴(ど)隷(れい)とさせていただくこと。私はユウ様の奴(ど)隷(れい)となることを、自分でラウロ様に願い出たのですよ」

			　そう言い、しっとりと微笑(ほほえ)んだ。

			　柔らかな笑顔、しかしその瞳(ひとみ)には強い意志と覚悟が宿っているように見えた。

			　彼女が言うところの、命も惜しくない覚悟――そして、それと同質量の期待。

			　そのような目を向けられたことなどなく、悠(ゆう)はすっかり狼狽(うろた)える。

			「ど、どど、どうして僕なんかに……？」

			「強い――とても強い御方の奴(ど)隷(れい)となるためです。ユウ様に、その可能性を感じました。現状、第三位階に至った地球の方々の中には、ショウゴ様をはじめユウ様より力のある御方もいます。ですがユウ様は、彼らのさらに上にいける器であると、私は思ったのです」

			　ルルが、悠(ゆう)の手をぎゅっと握りしめた。

			「……ユウ様は、力を欲しておいでですね？」

			「う、うん……」

			　力は欲しい。皆を守るために。もう二度と大切なものを失わないために。

			「私を、そのためにお使いください。私にできることがあれば、何でもお手伝いさせていただきます。私の目的のため、私は帝国からの評価よりもユウ様からの信頼を得たいと思っております。その方が私の願いに近付けると、直感したのです。……これが理由では、不足でしょうか」

			　帝国と悠(ゆう)を天(てん)秤(びん)にかけ、悠(ゆう)を取った。自分の目的のために悠(ゆう)を利用したい。

			　そう受け取れる話であり、多分に利己的な要素のある理屈ではあった。

			　それは、一般的な奴(ど)隷(れい)として求められる姿からは、かけ離れたものなのだろう。

			　だが、悠(ゆう)はむしろ安(あん)堵(ど)した。

			「……うん、分かったよ。よろしくね、ルルさん」

			　にこりと笑い、彼女を受け入れる。

			　真に利己的であるならば、もっと上手いやり方を選ぶだろう。

			　彼女なら、その気になれば帝国と悠(ゆう)の間で、悠(ゆう)には思いつかないようなもっと賢いやり方で立ち回れるのではないかと思う。

			　だから、これは彼女なりの誠意なのだと、悠(ゆう)は受け取った。

			　それに、無償の奉仕を受けるよりどんなに気が楽なことだろうか。

			　自分からも彼女に与えられるものがあるなら、それは喜ばしいことに違いない。

			　ルルは、他者に譲れぬ確たる意思を持った人間である。

			　従順だが何を考えているか分からない有能な奴(ど)隷(れい)より、遥かに親しみやすい相手ではないかと悠(ゆう)は思う。

			　そんな彼女を見ていると、ルルはどこか悪戯(いたずら)っぽい表情を浮かべた。桜色の唇に人差し指をあて、やや上目遣い気味の目線を悠(ゆう)に向ける。

			「それとは別に、ごくごく個人的な私感を申し上げれば……ユウ様の振る舞いはとても好ましく思っています。一人の女として、お傍に置いていただけるのは胸が高鳴りますね」

			　艶(つや)めかしい眼差しが、悠(ゆう)を撫でる。

			　陽炎のように揺れる熱を帯びた視線は、目を合わせているだけで脳の内側が溶けるような心地であった。悠(ゆう)は顔を真っ赤にして目を逸らし、引きつった声を上げた。

			「じょ、冗談ですよねっ」

			　女性に面と向かってそんなことなど、言われたこともない。

			　だいたい、こんな女の子みたいな顔と体をしている自分に、男性的魅力などあるはずないではないか。

			「あら、そう思われます？」

			　そんな悠(ゆう)の反応に、ルルは弟をからかう姉のような、ころころとした笑い声を漏(も)らす。屈(くつ)託(たく)のない、年相応の可愛(かわい)らしい顔だった。

			「もう……」

			　やっぱり、よく分からない人だ。

			　彼女の〝目的〟とは、いったい何なのだろうか。そのおおよそぐらいは聞いてもいいかもしれない。

			「ねえ、ルルさ――」

			　そう、口を開いた時だった。

			「――あ……くっ……!?」

			　身体を、熱が襲う。

			　しかもそれは、悠(ゆう)のよく知るような、身体を物理的に灼(や)くようなものではない。

			　まるで悠(ゆう)の身体の細胞、そのすべてが震え、疼(うず)くような熱さであり、悠(ゆう)にとっては未知のものだった。

			　そしてなぜか、身体はその感覚を悦んでいるような気がする。

			　もっと、もっと熱をと、飢(き)餓(が)感に似た衝(しよう)動(どう)が悠(ゆう)の脳を揺さぶる。

			　頬(ほほ)が上気し、息が上がってきた。皮(ひ)膚(ふ)が、妙に痒(かゆ)い。

			　確かな身体の異常であるはずなのに、悠(ゆう)の超再生能力が働いていない。

			　身体が、これを異常と認識していないということなのだろうか。

			　悠(ゆう)はたまらずテーブルの上に突っ伏した。

			「ユウ様!?」

			　ルルがすぐさま駆け寄り、悠(ゆう)の手に触れる。女性の、甘い香りが悠(ゆう)の鼻(び)孔(こう)をくすぐる。脳が沸(ふつ)騰(とう)するような感覚に、悠(ゆう)は突き動かされた。

			「……きゃっ!?」

			　ルルの短い悲鳴。

			　それは彼女が、絨(じゆう)毯(たん)の上に押し倒されたからだった。

			　荒く息を吐き、悠(ゆう)がルルの上にのしかかる。

			「ユウ様……」

			「ルル、さん……」

			　悠(ゆう)は、恥ずかしさと後ろめたさで上(うわ)擦(ず)った声で懇(こん)願(がん)する。

			「僕を、押しのけて……自分じゃ無理なんだ。意味分からないだろうけど、僕にも分からなくて……お願い」

			　所(しよ)詮(せん)は女子レベルの腕力である。ルルならば、容易(たやす)く悠(ゆう)を引き離すことができるだろう。

			　だが、ルルはそれをしようとしなかった。むしろ、微笑(ほほえ)むような優しい表情で悠(ゆう)を見上げていた。

			「ルルさん！　このままじゃ――」

			「――良いのですよ、ユウ様」

			　あっさりと、片手が外される。そして頬(ほほ)に、ルルの手が添えられた。暖かな手が、優しく悠(ゆう)を撫でる。弟を諭(さと)す姉のような口調で、ルルは言葉を続ける。

			「お身体が熱く、疼(うず)かれるのですね？」

			　ルルは、悠(ゆう)の下半身へと視線を移し――男性にしか起こり得ない変化を確認して、苦笑を浮かべた。

			　悠(ゆう)は羞(しゆう)恥(ち)でさらに顔を赤くしながら、無言で頷く。

			「……それは、第三位階に上がった魔道師の方に稀(まれ)に現れる症状の一種です。重度の魔素に慣れない身体が中毒症状を起こし……その、発情、してしまうことがあります。確率は決して高くはないのですが……免疫のない病気に罹(かか)ってしまったとお思いください。一度耐えれば二度は起こりません。なので――」

			　するりと、メイド服の胸元が緩む。

			　その下の瑞(みず)々(みず)しい肌、二つの双(そう)丘(きゆう)の谷間が露わになる。

			　朱(あか)音(ね)ほどではないが、ルルも相当にスタイルが良い。悠(ゆう)はごくりと唾を飲み込む。

			　ルルは自らの肢(し)体(たい)を強調するように身をよじり、嫣(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)みながら、

			「――どうぞご遠(えん)慮(りよ)なく、私をお使いください。如何様にもお応えしますから」

			　そう言い、瞑(めい)目(もく)した。

			　何ら気負いもない様子で、無防備に悠(ゆう)の前に媚(び)態(たい)を投げ出す。

			　悠(ゆう)は、歯を食いしばりながら浅い呼吸を繰り返した。一生懸命に、身体を襲う異常に耐えようとしている。

			　痛みなら慣れている。切られるのも、潰されるのも、焼かれるのも、溶かされるのも、凍(こお)らされるのも、呼吸を止められるのも、数えきれないほど味わってきた。もちろん痛いものは痛いし苦しいが、我慢しようと思えばできる。

			　だが、今現在の悠(ゆう)が得ている感覚はそれとはまったく異なるものであった。

			「はぁっ……くぅぅっ……！」

			　声が、甘くなっていた。

			　むしろ、気持ち良いのだ。身体がもっと、もっとと悦び、意志がそれに引きずられる。

			　鞭(むち)ではなく、飴(あめ)。悠(ゆう)にとっては縁遠く、まるで耐性のない概念であった。

			　空いた右手が、無意識にルルの胸元に伸びて――

			「駄目っ、だよ……！」

			　渾(こん)身(しん)の理性で、手を離す。駄目だ、彼女にそんな真似をするわけにはいかない。なぜなら――

			「だって、こういうことは好きな人同士がするものだし……それに」

			　ルルは、奴(ど)隷(れい)という自分の立場から役目を果たそうとしているのだろうか。

			　しかし、奴(ど)隷(れい)制度に忌(き)避(ひ)感(かん)を抱く自分が、ルルを性奴隷のように抱くことを是とすることができるものか。偽(ぎ)善(ぜん)も甚(はなは)だしい。

			　それに、このままでは二人の関係に取り返しの付かない変化をもたらしてしまうかもしれない。一線を越えれば取らなければならない諸々の責任というものがあり、それはまだ友達で舞い上がるような悠(ゆう)にはあまりに重く、怖かった。

			　そんな悠(ゆう)の葛(かつ)藤(とう)にルルは目を開き、

			「むぅ……」

			　どこか不満げに唸(うな)っていた。その声には、拗(す)ねるような響きが混じっている。

			「不覚です。主であるユウ様のお心の強さに畏(い)敬(けい)の意を表するべきなのかもしれませんが……女としては、忸(じく)怩(じ)たるものがありますね。ユウ様は、私に魅力を感じられませんか？」

			「あるよ！　あり過ぎて今、超困ってるよ！」

			　思わず叫び、この場では失言だと気付いたのは次の瞬間。

			　悪戯(いたずら)っぽく微笑(ほほえ)むルルが、いつの間にか自由になった両手で、悠(ゆう)の脇と肩に触れ、ぐっと力を入れた。

			「ル、ルルさ――んっ!?」

			　軽々と持ち上げられた――というよりは、浮かされたといった方が正しい。

			　それは、朱(あか)音(ね)が使うような武道の術理に近かった。

			　とさっと、悠(ゆう)の背に柔らかな感触。ベッドの上まで、運ばれていた。

			「……ユウ様」

			　仰向けの悠(ゆう)に、ルルが覆(おお)いかぶさる。今度は悠(ゆう)が押し倒される番であった。

			　その声と表情は、意外にも真面目そのものだ。

			「その症状は、我慢し続けると身体に悪影響を及ぼす可能性も指摘されています。噂(うわさ)では、発狂した者もいたとか。どうか、ご無理はお止めください」

			「で、でも、でもさぁ……！」

			「その振る舞いは、あまり男らしくはないと思いますよ？」

			「う、ぐっ……！」

			　痛いところを突かれて呻(うめ)く悠(ゆう)。

			　その隙に、ルルが一気に攻めて出た。

			「ユウ様は、恥ずかしがっておいでですね？」

			「そう！　そうだよ！　さっきから色んな意味で恥ずかしくて死にそう！」

			「左様ですか……実は、ですね」

			　躊躇(ためら)いがちに、苦笑めいた声で語り始めた。

			「ユウ様は、２日ほど意識を失っておいででした」

			「……？」

			　ルルは、悠(ゆう)の下半身に目をやりながら、

			「その間も、生理的な現象は起きるわけですが……どのように、誰が処理したと思いますか？」

			「へっ……」

			　生理的な現象。きっとそれは、トイレ的なあれこれだろう、と思い至り、

			「!?」

			　悠(ゆう)の頬(ほほ)が、さらに火を吹いた。

			「ま、ままま……まさか……」

			　ルルはにっこりと満面の笑みで頷き、晴れやかとすら思える声で明(めい)瞭(りよう)に答える。

			「はい、私が処理させていただきました。……恥じるようなサイズではないと思いますよ？」

			「うわあああああああ！」

			　悠(ゆう)は両手で顔を覆(おお)いながら叫んでいた。ルルの身体の下でじたばたと暴れるが、ルルの拘(こう)束(そく)はビクともしない。

			「酷い、酷すぎる……！」

			　誰が悪いかと言われれば、目を覚まさなかった自分が一番悪いのかもしれないが……それでも世の不条理を嘆かずにはいられなかった。

			「ちなみに、最初はアカネ様が挑戦されようとしていました」

			「～～～……！」

			　鼻水垂らした泣き顔の方が百倍マシである。羞(しゆう)恥(ち)のあまり、気を失いそうだ。そして気を失えれば、どんなに楽だったろうか。だが身体の疼(うず)きは、今も悠(ゆう)の身と心を激しく揺さぶり続ける。

			「――ですので、ユウ様にだけお恥ずかしい思いをさせるのは、不公平かと」

			　ルルは熱い吐(と)息(いき)を漏(も)らしながら、悠(ゆう)の顔にその美(び)貌(ぼう)を近付ける。

			「ちょっ……んむぅー!?」

			　その柔らかそうな唇が迫り――硬直する悠(ゆう)の唇へと優しく触れた。

			　脳を痺(しび)れさせる匂いと感触が、理性を蕩けさせる。

			　彼女の暖かな舌が、悠(ゆう)の唇を割る。

			　口内をちろちろ撫でながら、舌に絡みつく。

			　ルルの唾液が、とろとろと舌にまとわり付いていく。

			「んっ……んぅーっ……！」

			　予想外の感覚に固まる悠(ゆう)の身体に、ルルの身体が、腕が、足が絡む。

			　溶けて、溺れていく――そんな甘い感覚。

			　そして衣(きぬ)擦(ず)れの音が、

			「――――」

			　それから何をされたのか、何をしたのか、未知の感覚に悶(もだ)える悠(ゆう)はほとんど覚えていなかった。覚えていたら、羞恥心と自己嫌悪で悶死していたのではないか。

			　部屋の中に、二つの乱れた吐(と)息(いき)が響く。

			　床には、脱ぎ捨てられた二人分の衣服。そして、

			「ルルさん……」

			「ユウ様……」

			　ルルが、悠(ゆう)の腰の上に跨っている。

			　心地良さげに胸を浅く震わせながら、悠(ゆう)をうっとりと見下ろしていた。

			　月明かりに、狼人(ワーウルフ)の娘の一糸まとわぬ肢(し)体(たい)が照らされる。

			　すらりとした綺(き)麗(れい)な肢(し)体(たい)。

			　朱(あか)音(ね)より、若干だが細身だろうか。しかしその胸や腰回り、太ももの肉付きは、十分過ぎるほどに柔らかな曲線美を描いている。朱(あか)音(ね)ほど自己主張の激しいスタイルをしていない分、月夜に浮かぶ全身のラインは、芸術的な均(きん)衡(こう)を実現していた。

			　そのお尻から伸びたふさふさの尻尾(しつぽ)が、満足げにぱたぱたと揺れる。

			　全裸のまま、二人は見つめ合う。

			　悠(ゆう)は微(み)塵(じん)の余裕もなく、溺れまいともがくような顔で息を荒らげ、

			　ルルはそれを水底に引きずり込む魔性の美(び)貌(ぼう)で艶(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)み、

			　甘く蕩けて潤(うる)んだ視線を交わしていた。

			　そして悠(ゆう)は、涙目で唇を噛み締めて、

			「へ、へんたいっ」

			「……殿方にそう言われるのは、なかなか貴重な経験ですね」

			「だって、だって……あんなこと、そんなこと、あまつさえにあんなこと……うぅぅぅ……」

			「あら、ユウ様も満更でもない感じで、はしたないお声を上げていたように思いますが？」

			「うぅぅぅぅぅ……！」

			　誤魔化すように唸(うな)る悠(ゆう)。その胸に、ルルがそっと手を乗せる。その指を蠱(こ)惑(わく)的に這わせながら、彼女は屈(くつ)託(たく)のない優しい笑みを浮かべた。

			「前向きに考えましょう。これは練習とお思いください」

			「れ、練習……？」

			「はい」

			　その双(そう)丘(きゆう)を悠(ゆう)の胸板に押し付けるように顔を寄せ、頬(ほほ)をぺろっと舐める。くぅん、と子犬のように頬(ほほ)をすり寄せながら。

			「いずれユウ様も想い人と心を通わせ、結ばれる日が来ましょう。その時の練習です」

			「結ばれる……」

			　それはつまり、自分が誰かと恋をして、付き合ったりすることで。

			「……あまり、ピンと来ないや」

			　誰かに恋をするとは、どういう気持ちなのだろう。

			　悠(ゆう)の胸を満たす友情とは、どう違うものなのだろうか。そして自分には、その違いが分かるのだろうか。自信がまったくない。

			「例えば、アカネ様などは？」

			「うーん……僕みたいなタイプの男は好みじゃないって言ってたし、ないんじゃないかなあ」

			　仮にこっちが好意を抱いたとしても、相手がそれに応えてくれるかと言えば極めて怪しいところである。こんな女の子みたいな顔をした、小柄でひ弱な男に男性的な魅力を感じる女性がはたしているのかどうか。

			　どちらにせよ、男女間の恋愛など自分にとっては遠い世界、あるいは雲の上の出来事にしか思えなかった。自分には早過ぎると思う。

			　だからこそ、今こんなことになっているのには、ルルではないが忸(じく)怩(じ)たる思いがあった。

			　ルルは、悠(ゆう)の口にした内容に興味を持ったようだ。

			「ほう、アカネ様の殿方のご趣味ですか……気になりますね」

			「身長高くて、がっちり筋肉付いてて、頼りがいがあって、朱(あか)音(ね)より強い人だって。特に一番最後はハードル高いよねえ……ああ、あの省吾さんって人はそれっぽいよね。もしかしたら、朱(あか)音(ね)はあの人のことが好きなんじゃないかな？」

			「……その言葉、アカネ様には間違っても言わない方が良いと思いますよ？」

			「えっ……どうして？」

			　ルルの美(び)貌(ぼう)に、憐(れん)憫(びん)めいた苦笑が刻まれる。

			　伏せられた琥(こ)珀(はく)色の瞳(ひとみ)は、悠(ゆう)ではない、ここにいない誰かに向けられているように思えた。

			「秘密です……くすっ、想い人がいらっしゃらないのでしたら、私も遠(えん)慮(りよ)する必要はございませんね？」

			　妖(あや)しく舌なめずりをするルル。そして、その汗ばむ肢(し)体(たい)が――

			「ちょっ、待っ、あ――」

			　部屋に響く蕩けた鳴き声は、どちらのものだったろうか。

			　薄明かりの下、二つの影と心が再び溶け合った――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――それぞれの夜が、更けていく。

			　第三位階の者には特権として立派な個室が与えられるが、第二位階以下のメンバーには、それぞれのグループに応じた共同宿泊施設が与えられていた。

			　朱(あか)音(ね)や冬(とう)馬(ま)たちは、急造感溢れる木造家屋で寝泊まりすることになっている。

			　そして朱(あか)音(ね)は、無数の寝息が立つ女子の共同部屋の中で、悶(もん)々(もん)としながら寝付けないでいた。

			　その脳裏に浮かぶのは、知(ち)己(き)の白髪の少年である。

			（ぐぬぬ……）

			　悠(ゆう)とルルが、二人っきり。あの同性から見ても息を飲むような綺(き)麗(れい)な女性と二人っきりで過ごしている。一緒の部屋で夜を送っている。もしかしたら、一緒のベッドで、一緒のベッドで……！

			　しかもルルは、そうなっても満更でもなさそうですらある。あのエロ狼め。

			　その事実が、妙に胸をざわめかせる。なぜざわめくのか、それは本人にもよく理解ができない。

			　ただ無性に落ち着かず、今すぐ彼の部屋に飛んでいきたい衝(しよう)動(どう)にかられる。

			　悠(ゆう)だって男である。同性である自分ですらくらりとするルルの大人びた色香に、男としての本能を抑えきれなくなるということも――

			（ないないない……悠(ゆう)にそんな度胸あるわけないし……有り得ないわよ！）

			　あの女の子みたいな顔の、草食系を地で行く少年が、そんなケダモノじみた行為をするイメージがまったく湧かない。

			　きっとあの童貞は、悶(もん)々(もん)としながら夜を過ごしているに違いない。もしかすると、明日は寝不足になっているかもしれない。目でも充血していたら、からかってやるのも面白いだろう。きっと顔を真っ赤にして、焦りながら否定するはずだ。

			　そんな想像を縋(すが)るように繰り返しながら、朱(あか)音(ね)の意識は眠りへと落ちて行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　悠(ゆう)が泊まる豪(ごう)奢(しや)な宿舎には、第三位階のメンバーが集められている。

			　悠(ゆう)とは別の一室では、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)が、酒を片手に物思いに耽(ふけ)っていた。

			　斉(さい)藤(とう)をはじめとする粕(かす)谷(や)の取り巻きの姿は、今は一人もない。

			　人を待っていた。

			　第三位階である粕(かす)谷(や)に宛がわれる、世話係の奴(ど)隷(れい)である。

			　本来であれば正式な教育を終えた帝都の奴(ど)隷(れい)から選ばれるのであるが、粕(かす)谷(や)はあのメドレアという都市で目に付いた一人の少女を指名していた。まだ正規の教育が終わってないということだったが、そんなことはどうでもいい。

			　必要な手続きを終え、彼女がメドレアから帝都に到着する予定が今日であり、夜には粕(かす)谷(や)の下に現れるはずであった。

			「見ていろ……俺は……」

			　そして今、彼はもう一つのことを考えていた。

			　それは魔道の力。人間を容易(たやす)く殺すあの怪物を易々と葬(ほうむ)ったあの鋼の蟷螂(かまきり)。粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の、選ばれし者の力だ。

			　この力があれば、自分はあの世界よりももっと果てしない可能性を開けるのではないか。

			　元の世界での自分の立場が、実家の後ろ盾(だて)あってこそであることは自覚していた。

			　だが、この世界でなら、自分は己の力で富と名声、酒(しゆ)池(ち)肉(にく)林(りん)の栄華を築けるかもしれない。あの何かと自分に逆らう藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)を、自分の下に這わせることだって可能だろう。

			「……くっ」

			　裸で足元に這いつくばる朱(あか)音(ね)の姿を想像し、愉快げな笑みを漏(も)らす。

			　そのまま下(げ)卑(び)た妄想に耽(ふけ)っていると、唐突なノックがそれを中断した。

			　……来たか。

			　粕(かす)谷(や)は酔いで少々ふらつきながらも立ち上がり、ドアを開ける。

			「あ、あノ……」

			　語尾に訛(なま)りを含んだ、少女の声。

			「キョウスケ・カスヤ様でよろしいでしょうカ？」

			　小柄な少女である。

			　粕(かす)谷(や)より年下の、あどけなさの残る愛らしい顔立ちと金髪から伸びる長い耳が特徴的であった。

			　森人(エルフ)、と呼ばれる亜人種の特徴の一つであると聞いている。

			　その身体を震わせるのは、怯(おび)えか緊張か。くりっとした大きな瞳(ひとみ)は、不安げに粕(かす)谷(や)を見上げていた。粕(かす)谷(や)は、唇を舐めながら少女を見下ろす。

			「……ああ、そうだ。待ってたぜ」

			　それは、間違いなく粕(かす)谷(や)の待ち人。神(かみ)護(もり)悠(ゆう)と藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)の生還を、我が事のように涙を流して喜んでいた少女だ。

			　だから、無理を言ってこの少女を選んだ。

			　少女は意を決したように表情を引き締め、ぺこりと頭を下げる。

			「は、はじめましテ！　わたしは、本日からキョウスケ様の奴(ど)隷(れい)として使われることになるティオと申しますデス！」

			　そして彼女は、おずおずと顔を上げて、

			「あ、あの……ユウ・カミモリ様のご学友でいらっしゃいますですカ？」

			　胸中に、ほの暗い熱が宿る。

			「ああ、よく知ってるぜ。まあ入れよ、ティオ。あいつの話が聞きたいなら、聞かせてやるからよ」

			「は、はいデス、キョウスケ様！　わたし、あの人に命を救われて――」

			　ティオがぱぁっと顔を輝かせる。緊張に強(こわ)張(ば)っていた表情が、安(あん)堵(ど)で解れていた。

			　悠(ゆう)の知り合いであると聞き、粕(かす)谷(や)への怯(おび)えも消え失せているようだ。

			　そして、粕(かす)谷(や)の口元が、悪(あく)辣(らつ)につり上がった――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふふっ……明日が、怖いですね」

			「……？」

			　月明かりの照らすベッドの上、悠(ゆう)とルルは二人で息を荒らげて汗だくで寝転んでいた。

			　悠(ゆう)の身体を襲った熱と疼(うず)き、その大半をルルが受け止めてくれたおかげで、ずいぶんと楽になっていた。

			　ルルは時折、くんくんと鼻を鳴らして悠(ゆう)の汗ばむ肌をちろりと舐めては、ぴくんと困り顔の悠(ゆう)の反応を楽しんでいた。

			　それは親しい相手にしかしない、狼人(ワーウルフ)流の愛情表現なのだそうだ。

			　悠(ゆう)の方からもお返しにとルルの汗で湿った肌を舐めてあげると、彼女はくすぐったそうに身をよじらせて、「くぅん」と心地よさそうな鳴き声を漏(も)らした。

			　狼の尻尾(しつぽ)がゆらゆらと、気持ちよさそうに揺れていた。

			　そんなふうにまったりと戯(たわむ)れていると、ふと悠(ゆう)の脳裏に思い浮かぶ疑問があった。

			「……ねえ、ルルさん」

			「どうしましたか、ユウ様？」

			　ルルが身を起こす。

			　精も根も燃え尽きた悠(ゆう)に対して、ルルは余裕たっぷりである。悠(ゆう)に対して手取り足取り教えながら色々と激しく動いていたはずなのだが……体力の差か、経験の差か、あるいはその両方か。敗北感めいた悔しさが、胸にふつと湧いてくる。

			　そんな悠(ゆう)の内心を知ってか知らずか、うっとり上気した顔で、ルルは悠(ゆう)の質問を待っていた。

			「ルルさんの〝目的〟って……何なの？」

			　それは、先ほど聞こうとして、発作じみた発情により中断された質問であった。

			　忘れないうちに聞いておこうと、そんな軽い気持ちで口にした言葉だった。

			　だが――ルルの表情が消えた。

			　とても底冷えする何かが、その端整な顔から仄見えた。

			　先ほどまで心地良い熱で蕩けそうだった悠(ゆう)の身体に、凍(こお)るような悪寒が走る。

			　だがそれは、一瞬のことで、すぐにルルの表情は柔らかい微笑(ほほえ)みに戻る。その表情には、どこか罰の悪そうな色があった。

			「る、ルルさん……？」

			「……申し訳ありません。取り乱しました」

			　ルルが、自(じ)嘲(ちよう)の笑みを見せる。まずいことを聞いてしまっただろうか。

			　悠(ゆう)が胸に刺さる罪悪感から、謝罪の言葉を口にしようとする前に、ルルが、

			「仇(あだ)討(う)ちです」

			　そう口にした一言。それは思っていたよりも重い意味を持つ言葉であった。

			　その瞳(ひとみ)には、鋼の如く硬く、炎の如く燃える意志が宿っていた。

			「シド・ウォールダー。私は、あの男を殺すためならば命も惜しみません」

		

	
		
			終章　獣天

			　

			〝天(アルス・マグナ)〟と呼ばれる者たちがいる。

			　それは魔道の第四位階〝天(アルス・マグナ)〟へと至った、神(しん)威(い)を振るう人類最強の魔道師たち。

			　単身で大国の総軍に匹敵、あるいは凌(りよう)駕(が)すると言われる、人の形をした戦略兵器である。

			　現在、公式にその存在を確認されている者は４名。

			〝覇(は)天(てん)〟、〝聖(せい)天(てん)〟、〝偽(ぎ)天(てん)〟、そして――

			　

			　そこは、異界であった。

			　草木の一本すら生えない不毛の岩場とその空には、無数の血管のような線が走り、脈動していた。

			　まるで、巨大な生物の体内に取り込まれているかのようなその空間に、一つの奇怪な小山があった。

			　その山は、紫の蒸気を上げながら次第に小さくなっていく。

			　それは、無数の魔族の死体が積み上げられた小山であった。

			　山を構成する死(し)骸(がい)の数は、１００体を優に超えている。

			　いくつもの異形の怪物が、力なく積み重なりながら、今、紫の塵(ちり)となって消えつつあった。

			　そして、そこに一人の男がいた。

			　若い男である。

			　年齢は20台半ばほど、血のように紅い髪を肩まで伸ばす、長身の男だ。

			　その顔は端整ではあるが、同時に災(さい)厄(やく)という概念を抽象化したような、険呑な凶気を宿していた。

			　彼に、１体の魔族が相対している。全身に人貌を貼り付けた、異形の竜。

			　悠(ゆう)が相対した大魔竜よりもさらに巨大な、山のごとき異形。

			　異形の竜の人貌が、一斉に謳(うた)い出す。

			　超振動波の魔道が、津波のごとき勢いで周囲を薙(な)ぎ払い、男を飲み込んでいった。

			「ちっ……雑(ざ)魚(こ)が」

			　男は、詰まらなさげに吐き捨てながら、その城塞の壁すら砕く超振動波の中を悠々と進んでいく。

			　その姿に、無数の人貌が恐怖の表情を浮かべ、退がろうとして、男が30メートル近い間合いを一瞬で詰めた。同時、その右手が異形の竜の腹へと深々と突き刺さる。

			　異形の竜が、全身の貌(かお)から紫の血を吹き出した。すべての貌(かお)が凄まじい断(だん)末(まつ)魔(ま)の絶叫を上げ、その巨体が倒れ伏す。

			　血に伏す巨体はしばし痙(けい)攣(れん)して、そのまま動かなくなった。

			　紫の塵(ちり)となっていく巨体が、その怪物の死を証明する。

			　男はそれを、完全に萎えきった表情で眺めていた。

			　その光景を魔道の心得がある者が見ていたのなら、己が目を疑っただろう。

			　その男の身からは、魔力がほとんど放出されていない。

			　それは、彼が第二位階の魔術(ゼノグラシア)すら用いず、第一位階の力のみで戦っていたという事実を示していた。

			　しかし同時に、彼の名を知れば絶望感とともに納得することとなるだろう。

			「――おう、〝人獣〟の。不景気な顔しとるのぅ。〝聖天〟の娘っ子の尻でも追いかけて袖(そで)にされたか、ん？」

			　不意に、紅髪の男に声をかける者がいた。

			　紅髪の男が振り向いた先にいたのは、黒髪の男であった。

			　枯れ木のように痩せた、痩(そう)躯(く)の青年。

			　一体、どんな美意識を持っているのか、斑(まだら)模様の馬鹿馬鹿しいほどに派手な着物を肩に羽織り、煙管(キセル)を咥えて紫(し)煙(えん)を燻(くゆ)らせていた。

			　その眼は悪童めいた爛々した光を宿し、紅髪の男を見下ろしている。

			「……〝斑(まだら)〟の爺(じじい)か」

			　紅髪の男は、その斑の男の顔を見て、彼が見知った顔であることを認識する。

			　依然として紅髪の男は大質量の殺気を放ち続けるが、斑の男は、凪(なぎ)のごとくこの殺気を受け流していた。

			「何の用だよ老いぼれ。のらくら逃げ回ってねぇで、ようやく俺とやり合う気になったか？」

			　そのまとう殺気は、もはや物理的な圧力すら伴い、周囲に垂れ流されている。

			　だが、斑の男はいかにも面倒そうな調子で手を振りながら、

			「阿呆。お前さんみたいな若いもんのバチバチにいちいち付き合えるかい。もっと年寄りを労われや、若造」

			「はっ……ほざきやがる」

			　紅髪の男と斑の男の距離はおよそ５メートルほどといったところだ。紅髪の男ならば、瞬(まばた)きの間すら要さずに詰められる距離である。そして斑の男もそれは承知しているが、彼は気楽な様子で煙管の灰を落としていた。

			「なあ、〝人獣〟の。〝帝国(フオーゼルハウト)〟が、ちっと面白いことになっとるぞ」

			「……あぁん？　雑(ざ)魚(こ)の餓(が)鬼(き)を次から次へとひり出しているだけじゃねぇか。興味ねぇぞ」

			「呵(か)呵(か)っ、まだヒヨッコどもには違いないがのぅ。じゃが、儂(わし)は占い師じゃぞ？　ま、頭の片隅にでも留めておけ」

			　その言葉を最後に、斑の男の姿は消えていた。

			　まるで、最初から存在していなかったかのごとく、彼の座っていた場所には体温すら残されていなかった。

			　唐突に現れ、身勝手に消えたその自由に過ぎる振る舞いに、紅髪の男は小さく舌打ちし――しかし、斑の男の言葉を反(はん)復(ぷく)するように呟(つぶや)く。

			「〝帝国〟……か」

			　男は、その端正な凶相をさらに険呑に歪(ゆが)めながら、その場を去って行った。

			　すでに魔族の死体は完全に消え失せ、そこにはただ、異形の岩場と空だけが残された。

			　シド・ウォールダー。

			　その男の名は、あまりに有名であった。

			　連続殺人、

			　強盗殺人、

			　国家転(てん)覆(ぷく)、

			　強(ごう)姦(かん)魔(ま)、

			　人身売買、

			　人間牧場経営、

			　その男には、およそあらゆる重罪の名が付きまとう。

			　そして、その男の名を最も険呑なものとしている肩書きがもう一つ。

			　世界最悪――あるいは人類史上最悪とも称される武装集団〝人獣(フエンリル)〟の長。

			　そして、公式には４人しか確認されていない、神(しん)威(い)の魔人。

			　魔道の第四位階、〝天(アルス・マグナ)〟の一人、〝獣天〟である――。
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